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第一章　ひと組みずつ＊

一　ものごとは心＊にもとづき＊、心を主とし、心によってつくり出される。もしも汚れた心で話したり行なったりするならば、苦しみ＊はその人につき従う。[image: ──]車をひく（牛）の足跡に車輪がついて行くように。

二　ものごとは心にもとづき、心を主とし、心によってつくり出される。もしも清らかな心で話したり行なったりするならば、福楽＊はその人につき従う。[image: ──]影がそのからだから離れないように。

三　「かれは、われを罵った。かれは、われを害した＊。かれは、われにうち勝った。かれは、われから強奪した。」という思いをいだく人には、怨うらみはついに息や　むことがない。

四　「かれは、われを罵った。かれは、われを害した。かれは、われにうち勝った。かれは、われから強奪した。」という思いをいだかない人には、ついに怨みが息や　む。

五　実にこの世においては、怨みに報いるに怨みを以てしたならば、ついに怨みの息や　むことがない。怨みをすててこそ息む。これは永遠の真理＊である。

六　「われらは、ここにあって死ぬはずのものである」と覚悟をしよう＊。[image: ──]このことわりを他の人々＊は知っていない。しかし、このことわりを知る人々があれば、争いはしずまる。

七　この世のものを浄らかだと思いなして＊暮し、（眼などの）感官を抑制せず＊、食事の節度を知らず、怠けて勤めない者は、悪魔にうちひしがれる＊。[image: ──]弱い樹木が風に倒されるように。

八　この世のものを不浄であると思いなして暮し、（眼などの）感官をよく抑制し、食事の節度を知り、信念あり、勤めはげむ者は、悪魔にうちひしがれない。[image: ──]岩山が風にゆるがないように。

九＊　けがれた汚物＊を除のぞいていないのに、黄[image: 褐]色＊の法衣をまとおうと欲する人は、自制が無く真実も無いのであるから、黄[image: 褐]色の法衣にふさわしくない。

一〇　けがれた汚物を除のぞいて＊いて、戒律をまもることに専念している人は、自制と真実とをそなえているから、黄[image: 褐]色の法衣をまとうのにふさわしい。

一一　まことではないものを、まこと＊であると見なし、まことであるものを、まことではないと見なす人々は、あやまった思いにとらわれて、ついに真実ま こ と＊に達しない。

一二　まことであるものを、まことであると知り、まことではないものを、まことではないと見なす人は、正しき思いにしたがって、ついに真実ま こ とに達する。

一三　屋根を粗雑に葺ふ　いてある家には雨が洩れ入る＊ように＊、心＊を修養してないならば、情欲＊が心に侵入する。

一四　屋根をよく葺ふ　いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、情欲の侵入することが無い。

一五　悪いことをした人は、この世で憂え、来世でも憂え、ふたつのところで共に憂える。かれは、自分の行為が汚れているのを見て、憂え、悩む。

一六　善いことをした人は、この世で喜び、来世でも喜び、ふたつのところで共に喜ぶ。かれは、自分の行為が浄きよらかなのを見て、喜び、楽しむ。

一七　悪いことをなす者は、この世で悔いに悩み、来世でも悔いに悩み、ふたつのところで悔いに悩む。「わたくしは悪いことをしました」といって悔いに悩み、苦難のところ（＝地獄など）におもむいて（罪のむくいを受けて）さらに悩む。

一八　善いことをなす者は、この世で歓喜し、来世でも歓喜し、ふたつのところで共に歓喜する。「わたくしは善いことをしました」といって歓喜し、幸さちあるところ（＝天の世界）におもむいて、さらに喜ぶ。

一九　たとえためになること＊を数多く語るにしても、それを実行しないならば、その人は怠っているのである。[image: ──]牛飼いが他人の牛を数えているように。かれは修行者の部類には入らない＊。

二〇　たとえためになることを少ししか語らないにしても、理法にしたがって実践し、情欲と怒りと迷妄とを捨てて、正しく気をつけていて、心が解脱して、執著することの無い人は、修行者の部類に入る。

第二章　はげみ＊

二一　つとめ励むのは不死の境地＊である。怠りなまけるのは死の境涯である。つとめ励む人々は死ぬことが無い。怠りなまける人々は、死者のごとくである＊。

二二　このことをはっきりと知って、つとめはげみを能よ　く知る人々は、つとめはげみを喜び、聖者たちの境地をたのしむ。

二三 （道に）思いをこらし、堪え忍ぶことつよく、つねに健たけく奮励する、思慮ある人々は、安らぎ＊に達する。これは無上の幸しあわせ＊である。

二四　こころはふるい立ち、思いつつましく、行ないは清く、気をつけて行動し、みずから制し、法のりにしたがって生き、つとめはげむ人は、名声が高まる。

二五　思慮ある人は、奮い立ち、努めはげみ、自制＊・克己によって、激流もおし流すことのできない島＊をつくれ＊。

二六　知慧乏しき愚かな人々は放逸にふける。しかし心ある人は、最上の財宝た か らをまもるように、つとめはげむのをまもる＊。

二七　放逸に耽るな＊。愛欲と歓楽に親しむな。おこたることなく思念をこらす者＊は、大いなる楽しみを得る。

二八　賢者が精励修行によって怠惰をしりぞけるときには、知慧の高たか閣どのに登り、自からは憂い無くして（他の）憂いある愚人どもを見下おろす。[image: ──]山上にいる人が地上の人々を見下すように＊。

二九　怠りなまけている人々のなかで、ひとりつとめはげみ、眠っている人々のなかで、ひとりよく目め　醒ざ　めている思慮ある人は、疾はやくはしる馬が、足のろの馬を抜いてかけるようなものである。

三〇　マガヴァー＊（インドラ神）は、つとめはげんだので、神々のなかでの最高の者となった。つとめはげむことを人々はほめたたえる。放逸なることはつねに非難される。

三一　いそしむことを楽しみ＊放逸におそれをいだく修行僧は、微細なものでも粗大なものでもすべて心のわずらい＊を、焼きつくしながら歩む＊。[image: ──]燃える火のように。

三二　いそしむことを楽しみ、放逸におそれをいだく修行僧は、堕落するはずはなく、すでにニルヴァーナの近くにいる。

第三章　心＊

三三　心は、動揺し、ざわめき、護り難く、制し難い。英知ある人はこれを直なおくする。[image: ──]弓矢職人が矢柄を直くするように。

三四　水の中の住居す み かから引き出されて陸おかの上に投げすてられた魚のように、この心は、悪魔の支配＊から逃れようとしてもがきまわる。

三五　心は、捉とらえ難く、軽々かろがろとざわめき、欲するがままにおもむく。その心をおさめることは善いことである。心をおさめたならば、安楽をもたらす。

三六　心は、極きわめて見難く、極めて微妙であり、欲するがままにおもむく。英知ある人は心を守れかし。心を守ったならば、安楽をもたらす。

三七　心は遠くに行き、独り動き、形体なく、胸の奥の洞窟＊にひそんでいる。この心を制する人々は、死の束縛からのがれるであろう。

三八　心が安住することなく、正しい真理を知らず、信念が汚されたならば＊、さとりの知慧は全からず。

三九　心が煩悩に汚される＊ことなく、おもいが乱れることなく、善悪のはからいを捨てて＊、目ざめている人には、何も恐れることが無い。

四〇　この身体は水瓶のように脆もろいものだと知って、この心を城廓のように（堅固に＊）安立して、知慧の武器をもって、悪魔と戦え。克か　ち得たものを守れ。[image: ──]しかもそれに執著することなく。

四一　ああ、この身はまもなく地上によこたわるであろう、[image: ──]意識を失い、無用の木き　片ぎれ＊のように、投げ棄てられて＊。

四二　憎む人が憎む人にたいし、怨む人が怨む人にたいして、どのようなことをしようとも＊、邪よこしまなことをめざしている心はそれよりもひどいことをする。

四三　母も父もそのほか親族がしてくれるよりもさらに優すぐれたことを、正しく向けられた心がしてくれる。

第四章　花＊にちなんで

四四　だれがこの大地＊を征服するであろうか？　だれが閻えん魔ま　の世界と＊神々とともなるこの世界とを征服するであろうか？　わざに巧みな人が花を摘つ　むように＊、善く説かれた真理のことばを摘み集めるのはだれであろうか？

四五　学びにつとめる人＊こそ、この大地を征服し、閻えん魔ま　の世界と神々とともなるこの世界とを征服するであろう。わざに巧みな人が花を摘つ　むように、学びにつとめる人々こそ善く説かれた真理のことばを摘み集めるであろう。

四六　この身は[image: 泡]うた沫かたのごとくであると知り、かげろうのようなはかない本性のものであると、さとったならば、悪魔の花の矢＊を断ち切って、死王に見られない＊ところ＊へ行くであろう。

四七　花を摘つ　むのに夢中になっている人を、死がさらって行くように、眠っている村を、洪水が押し流して行くように、[image: ──]

四八　花を摘つ　む＊のに夢中になっている人が、未だ望みを果さないうちに＊、死神がかれを征服する。

四九　蜜蜂は（花の）色香を害そこなわずに、汁をとって、花から＊飛び去る＊。聖者が、村に行くときは、そのようにせよ。

五〇　他人の過失を見るなかれ。他人のしたこととしなかったことを見るな。ただ自分のしたこととしなかったこととだけを見よ。

五一　うるわしく、あでやかに咲く花でも、香りの無いものがあるように、善く説かれたことばでも、それを実行しない人には実みのりがない。

五二　うるわしく、あでやかに咲く花で、しかも香りのあるものがあるように、善く説かれたことばも、それを実行する人には、実みのりが有る。

五三　うず高い花を集めて多くの華はな鬘かざり＊をつくるように、人として生れまた死ぬべきであるならば、多くの善いことをなせ。

五四　花の香りは風に逆らっては進んで行かない。栴せん檀だん＊もタガラ＊の花もジャスミン＊もみなそうである。しかし徳のある人々＊の香りは、風に逆らっても進んで行く。徳のある人はすべての方向に薫る。

五五　栴せん檀だん、タガラ、青[image: 蓮]華、ヴァッシキー＊[image: ──]これら香りのあるものどものうちでも、徳行の香りこそ最上である。

五六　タガラ、栴せん檀だんの香りは微かすかであって、大したことはない。しかし徳行ある人々の香りは最上であって、天の神々にもとどく。

五七　徳行を完成し、つとめはげんで生活し、正しい知慧によって解脱した人々には、悪魔も近づくによし無し。

五八　大道に棄てられた塵ちり芥あくたの山やま堆づみの中から香かぐわしく麗うるわしい[image: 蓮]華が生ずるように。

五九　塵ちり芥あくたにも似た盲めしいた凡夫のあいだにあって、正しくめざめた人（ブッダ）の弟子は知慧もて輝く。

第五章　愚かな人＊

六〇　眠れない人には夜は長く、疲れた人には一里＊の道は遠い。正しい真理を知らない愚かな者どもには、生死の道のりは長い。

六一　旅に出て、もしも自分よりもすぐれた者か、または自分にひとしい者に出会わなかったら、むしろきっぱりと独りで行け。愚かな者を道伴づ　れにしてはならぬ。

六二　「わたしには子がある。わたしには財がある」と思って愚かな者は悩む。しかしすでに自己が自分のものではない。ましてどうして子が自分のものであろうか。どうして財が自分のものであろうか。

六三　もしも愚者がみずから愚であると考えれば、すなわち賢者である。愚者でありながら、しかもみずから賢者だと思う者こそ、「愚者」だと言われる。

六四　愚かな者は生涯賢者につかえても、真理を知ることが無い。匙＊が汁の味を知ることができないように。

六五　聡明な人は瞬また時たきのあいだ賢者に仕えても、ただちに真理を知る。[image: ──]舌が汁の味をただちに知るように。

六六　あさはかな愚人どもは、自己に対して仇敵か た きに対するようにふるまう。悪い行ないをして、苦にがい果実こ の みをむすぶ。

六七　もしも或る行為をしたのちに、それを後悔して、顔に涙を流して泣きながら、その報むくいを受けるならば、その行為をしたことは善くない。

六八　もしも或る行為をしたのちに、それを後悔しないで、嬉しく喜んで、その報むくいを受けるならば、その行為をしたことは善い。

六九　愚かな者は、悪いことを行なっても、その報むくいの現われないあいだは、それを蜜のように思いなす。しかしその罪の報いの現われたときには、苦悩を受ける。

七〇　愚かな者は、たとい毎月（苦行者の風習にならって一月に一度だけ）茅草＊の端はしにつけて（極く少量の）食物を摂と　る＊ようなことをしても、（その功徳は）真理をわきまえた人々＊の十六分の一＊にも及ばない。

七一　悪事をしても、その業（カルマ）は、しぼり立ての牛乳のように、すぐに固まる＊ことはない。（徐々に固まって熟する＊。）その業は、灰に覆われた火＊のように、（徐々に）燃えて悩ましながら、愚者につきまとう。

七二　愚かな者に念慮お も い＊が生じても、ついにかれには不利なことになってしまう。その念慮お も いはかれの好しあ運わせを滅ぼし、かれの頭を打ち砕く＊。

七三　愚かな者は、実じつにそぐわぬ虚むなしい尊敬を得ようと願うであろう。修行僧らのあいだでは上位を得ようとし、僧房にあっては権勢を得ようとし、他人の家に行っては供養＊を得ようと願うであろう。

七四　「これは、わたしのしたことである。在家の人々も出家した修行者たちも、ともにこのことを知れよ。およそなすべきこととなすべからざることとについては、わたしの意に従え」[image: ──]愚かな者はこのように思う。こうして欲求と高たか慢ぶりとがたかまる。

七五　一つは利得に達する道であり、他の一つは安らぎ＊にいたる道である。ブッダの弟子である修行僧はこのことわりを知って、栄誉を喜ぶな。孤独の境地にはげめ。

第六章　賢い人

七六 （おのが）罪つみ過とがを指摘し過あやまちを告げてくれる聡明な人に会ったならば、その賢い人につき従え。[image: ──]隠してある財宝のありかを告げてくれる人につき従うように。そのような人につき従うならば、善いことがあり、悪いことは無い。

七七 （他人を）訓戒せよ、教えをさとせ。宜しくないこと＊から（他人を）遠ざけよ。そうすれば、その人は善人に愛せられ、悪人からは疎うとまれる。

七八　悪い友と交わるな。卑しい人と交わるな。善い友と交われ。尊い人と交われ。

七九　真理を喜ぶ＊人は、心きよらかに澄んで、安らかに臥ふ　す。聖者の説きたまうた真理を、賢者はつねに楽しむ。

八〇　水道＊をつくる人は水をみちびき＊、矢をつくる人は矢を矯た　め、大工は木材を矯た　め、賢者は自己をととのえる。

八一　一つの岩の塊りが風に揺がないように、賢者は非難と賞讃とに動じない。

八二　深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者は真理＊を聞いて、こころ清らかである。

八三　高尚な人々＊は、どこにいても、執著することが無い。快楽を欲してしゃべることが無い。楽しいことに遭あ　っても、苦しいことに遭っても、賢者は動ずる色がない＊。

八四　自分のためにも、他人のためにも、子を望んではならぬ。財をも国をも望んではならぬ。邪よこしまなしかたによって自己の繁栄を願うてはならぬ。（道にかなった）行ないあり、明らかな知慧あり＊、真理にしたがっておれ。

八五　人々は多いが、彼かなた岸のきし＊に達する人々は少い。他の（多くの）人々はこなたの岸＊の上でさまよっている。

八六　真理が正しく説かれたときに、真理にしたがう人々は、渡りがたい死の領域＊を超えて、彼かなた岸のきしに至るであろう。

八七＊　賢者は、悪いことがら＊を捨てて、善いことがらを行なえ＊。家から出て、家の無い生活に入り＊、楽しみ難いことではあるが、孤ひと独りいのうちに、喜びを求めよ。

八八　賢者は欲楽をすてて、無一物となり、心の汚けがれを去って、おのれを浄きよめよ。

八九　覚りのよすが＊に心を正しくおさめ、執著なく貪むさぼりをすてるのを喜び＊、煩悩を滅ぼし尽くして＊輝く人は、現世において全く束縛から解きほごされている＊。

第七章　真人＊

九〇　すでに（人生の）旅路を終え＊、憂いをはなれ、あらゆることがらにくつろいで、あらゆる束縛の絆きずなをのがれた人には、悩みは存在しない。

九一　こころをとどめている人々は努めはげむ。かれらは住居＊を楽しまない。白鳥が池を立ち去る＊ように、かれらはあの家、この家＊を捨てる。

九二　財を蓄えることなく＊、食物についてその本性を知り＊、その人々の解げ　脱だつ＊の境地は空くう＊にして無相＊であるならば＊、かれらの行く路（＝足跡）は知り難い＊。[image: ──]空飛ぶ鳥の迹の知りがたいように。

九三　その人の汚けがれは消え失せ、食物をむさぼらず＊、その人の解げ　脱だつの境地は空くうにして無相であるならば、かれの足跡は知り難い。[image: ──]空飛ぶ鳥の迹の知りがたいように。

九四　御者が馬をよく馴らしたように、おのが感官を静め、高ぶりをすて、汚れのなくなった＊人[image: ──]このような境地にある人を＊神々でさえも羨む。

九五　大地のように逆らうことなく、門のしまりのように慎しみ深く、（深い）湖は汚れた泥がないように[image: ──]そのような＊境地にある人＊には、もはや生死の世は絶たれている＊。

九六　正しい知慧によって解げ　脱だつして、やすらいに帰した人[image: ──]そのような人＊の心は静かである。ことばも静かである。行ないも静かである。

九七　何ものかを信ずることなく＊、作られざるもの＊（＝ニルヴァーナ）を知り、生死の絆きずなを断ち、（善悪をなすに）よしなく、欲求を捨て去った人＊、[image: ──]かれこそ実に最上の人である。

九八　村でも、林にせよ、低地にせよ、平地にせよ、聖者＊の住む＊土地は楽しい＊。

九九　人のいない林＊は楽しい。世人の楽しまないところにおいて、愛著なき人々は楽しむであろう＊。かれらは快楽を求めないからである。

第八章　千という数にちなんで

一〇〇＊　無益な語句を千たびかたるよりも、聞いて心の静まる有益な語句を一つ聞くほうがすぐれている。

一〇一　無益な語句よりなる詩＊が千もあっても、聞いて心の静まる詩を一つ聞くほうがすぐれている。

一〇二　無益な語句よりなる詩を百もとなえるよりも、聞いて心の静まる詩を一つ聞くほうがすぐれている。

一〇三　戦場において百万人に勝つよりも、唯だ一つの自己に克つ者こそ、じつに最上の勝利者である。

一〇四、一〇五　自己にうち克か　つことは、他の人々に勝つことよりもすぐれている。つねに行ないをつつしみ、自己をととのえている人、[image: ──]このような人の克ち得た勝利を敗北に転ずることは、神も、ガンダルヴァ（天の伎楽神）も、悪魔も、梵天＊もなすことができない。

一〇六　百年のあいだ、月々千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいて、またその人が自己を修養した人を一瞬間＊でも供く　養ようするならば、その供養することのほうが、百年祭祀を営むよりもすぐれている。

一〇七　百年のあいだ、林の中で祭祀ま つ りの火＊につかえる人がいて、またその人が自己を修養した人を一瞬間でも供養するならば、その供養することのほうが、百年祭祀を営むよりもすぐれている。

一〇八　功徳を得ようとして、ひとがこの世で一年間神をまつり犠いけ牲にえをささげ、あるいは火にささげ物を＊しても、その全部をあわせても、（真正なる祭り＊の功徳の）四分の一にも及ばない。行ないの正しい人々＊を尊ぶことのほうがすぐれている。

一〇九　つねに敬礼を守り、年長者を敬う人には、四種のことがらが増大する。[image: ──]すなわち、寿命と美しさと楽しみと力とである＊。

一一〇　素行が悪く、心が乱れていて百年生きるよりは、徳行あり思い静かな人が一日生きるほうがすぐれている。

一一一　愚かに迷い、心の乱れている人が百年生きるよりは、知慧あり思い静かな人が一日生きるほうがすぐれている。

一一二　怠りなまけて、気力もなく百年生きるよりは、堅固につとめ励んで一日生きるほうがすぐれている。

一一三　物もの事ごとが興りまた消え失せる＊ことわりを見ないで百年生きるよりも、事物が興りまた消え失せることわりを見て一日生きることのほうがすぐれている。

一一四　不しな死ないの境地＊を見ないで百年生きるよりも、不死の境地を見て一日生きることのほうがすぐれている。

一一五　最上の真理を見ないで百年生きるよりも、最上の真理を見て一日生きることのほうがすぐれている。

第九章　悪

一一六　善をなすのを急げ。悪から心を退けよ。善をなすのにのろのろしたら、心は悪事をたのしむ。

一一七　人がもしも悪いことをしたならば、それを繰り返すな。悪事を心がけるな。悪がつみ重なるのは苦しみである。

一一八　人がもしも善いことをしたならば、それを繰り返せ。善いことを心がけよ。善いことがつみ重なるのは楽しみである。

一一九　まだ悪の報むくいが熟しないあいだは、悪人でも幸運に遇あ　うことがある。しかし悪の報いが熟したときには、悪人はわざわいに遇う。

一二〇　まだ善い報いが熟しないあいだは、善人でもわざわいに遇あ　うことがある。しかし善の果報が熟したときには、善人は幸さい福わいに遇う。

一二一　「その報むくいはわたしには来ないだろう」とおもって、悪を軽んずるな。水が一滴ずつ滴したたりおちるならば、水瓶でもみたされるのである。愚かな者は、水を少しずつでも集めるように悪を積むならば、やがてわざわいにみたされる。

一二二　「その報むくいはわたしには来ないであろう」とおもって、善を軽んずるな。水が一滴ずつ滴したたりおちるならば、水瓶でもみたされる。気をつけている人＊は、水を少しずつでも集めるように善を積むならば、やがて福徳にみたされる。

一二三　同行する仲間が少ないのに多くの財を運ばねばならぬ商人が、危険な道を避けるように、また生きたいとねがう人が毒を避けるように、ひとはもろもろの悪を避けよ。

一二四　もしも手に傷が無いならば、その人は手で毒をとり去ることもできるであろう。傷の無い人に、毒は及ばない。悪をなさない人には、悪の及ぶことがない＊。

一二五＊　汚けがれの無い人、清くて咎とがのない人をそこなう者がいるならば、そのわざわいは、かえってその浅はかな人に至る。風にさからって細かい塵を投げると、（その人にもどって来る）ように。

一二六　或る人々は〔人の〕胎に宿り、悪をなした者どもは地獄に堕お　ち、行ないの良い人々は天におもむき、汚けがれの無い人々は全き安らぎ＊に入る。

一二七　大空の中にいても＊、大海の中にいても、山の中の奥深いところ＊に入っても、およそ世界のどこにいても、悪業から脱れることのできる場所は無い。

一二八　大空の中にいても、大海の中にいても、山の中の洞窟に入っても、およそ世界のどこにいても、死の脅威のない場所は無い＊。

第一〇章　暴力

一二九　すべての者は暴力におびえ＊、すべての者は死をおそれる。己おのが身をひきくらべて、殺してはならぬ。殺さしめてはならぬ。

一三〇　すべての者は暴力におびえる。すべての（生きもの）にとって生命は愛いとしい＊。己おのが身にひきくらべて、殺してはならぬ。殺さしめてはならぬ。

一三一　生きとし生ける者は幸しあわせをもとめている。もしも暴力によって生きものを害するならば、その人は自分の幸せをもとめていても、死後には幸せが得られない。

一三二　生きとし生ける者は幸しあわせをもとめている。もしも暴力によって生きものを害しないならば、その人は自分の幸せをもとめているが、死後には幸せが得られる。

一三三　荒々しいことばを言うな。言われた人々は汝に言い返すであろう。怒りを含んだことばは苦痛である。報復が汝の身に至るであろう。

一三四　こわれた鐘のように、声をあららげないならば、汝は安らぎ＊に達している。汝はもはや怒り罵ののしることがないからである。

一三五　牛飼いが棒をもって牛どもを牧場＊に駆か　り立てる＊ように、老いと死とは生きとし生けるものどもの寿命を駆り立てる。

一三六　しかし愚かな者は、悪い行ないをしておきながら、気がつかない。浅はかな愚者は自分自身のしたことによって悩まされる。[image: ──]火に焼きこがされた人のように。

一三七、一四〇　手むかうことなく罪つみ咎とがの無い人々に害を加えるならば、次に挙げる十種の場合のうちのどれかに速すみやかに出会うであろう、[image: ──]（１）激しい痛み、（２）老衰＊、（３）身体の傷害、（４）重い病い、（５）乱心、（６）国王からの災い、（７）恐ろしい告げ口、（８）親族の滅亡ほ ろ びと、（９）財産の損失と、（10）その人の家を火が焼く。この愚かな者は、身やぶれてのちに、地獄に生れる。

一四一　裸かの行ぎょう＊も、髻まげに結ゆ　う＊のも、身が泥にまみれるのも、断食も、露地に臥ふ　すのも、塵や泥を身に塗る＊のも、蹲うずくまって動かないのも、[image: ──]疑いを離れていない人を浄めることはできない。

一四二　身の装いはどうあろうとも＊、行ない静かに、心おさまり、身をととのえて、慎みぶかく、行ない正しく、生きとし生けるものに対して暴力を用いない人こそ、〈バラモン〉とも、〈道の人＊〉とも、また〈托鉢遍歴僧＊〉ともいうべきである。

一四三　みずから恥じて自己を制し、良い馬が鞭を気にかけない＊ように、世の非難を気にかけない人が、この世に誰か居るだろうか？

一四四　鞭をあてられた良い馬のように勢いよく努め励めよ。信仰により、戒しめにより、はげみにより、精神統一により、真理を確かに知ることにより、知慧と行ないを完成した人々は、思念をこらし、この少なからぬ苦しみを除けよ＊。

一四五＊　水道をつくる人は水をみちびき、矢をつくる人は矢を矯た　め、大工は木材を矯め、慎しみ深い人々は自己をととのえる。

第一一章　老いること

一四六　何の笑い＊があろうか。何の歓びがあろうか？[image: ──]世間は常に燃え立っているのに[image: ──]。汝らは暗黒に覆われている。どうして燈明を求めないのか＊？

一四七　見よ、粉飾された形体＊を！ （それは）傷だらけの身体であって、いろいろのものが集まっただけである。病いに悩み、意欲ばかり多くて、堅固でなく、安住していない。

一四八　この容色は衰えはてた。病いの巣であり、脆くも滅びる。腐敗のかたまりで、やぶれてしまう。生命は死に帰着する。

一四九　秋に投げすてられた瓢簞のような、鳩の色のようなこの白い骨を見ては、なんの快こころよさがあろうか？

一五〇　骨で城がつくられ、それに肉と血とが塗ってあり、老いと死と高ぶりとごまかし＊とがおさめられている。

一五一　いとも麗うるわしき国王の車も朽ちてしまう。身体もまた老いに近づく。しかし善い立派な人々の徳は老いることがない。善い立派な人々は互いにことわりを説き聞かせる。

一五二　学ぶことの少ない人は、牛のように老いる。かれの肉は増ふ　えるが、かれの知慧は増えない。

一五三　わたくしは幾多の生涯にわたって生死の流れを無益に経へ　めぐって来た、[image: ──]家屋の作つく者りて＊をさがしもとめて[image: ──]。あの生涯、この生涯とくりかえすのは苦しいことである。

一五四　家屋の作つく者りてよ！　汝の正体は見られてしまった。汝はもはや家屋を作ることはないであろう。汝の梁はり＊はすべて折れ、家の屋根＊は壊れてしまった。心は形成作用を離れて＊、妄執＊を滅ぼし尽くした。

一五五　若い時に、財を獲ることなく、清らかな行ないをまもらないならば、魚のいなくなった池にいる白鷺＊のように、瘦せて滅びてしまう。

一五六　若い時に、財を獲ることなく、清らかな行ないをまもらないならば、壊れた弓のようによこたわる。[image: ──]昔のことばかり思い出してかこちながら＊。

第一二章　自己

一五七　もしもひとが自己を愛いとしいものと知るならば、自己をよく守れ。賢い人は、夜の三つの区分のうちの一つ＊だけでも、つつしんで目ざめておれ＊。

一五八　先ず自分を正しくととのえ、次いで他人を教えよ＊。そうすれば賢明な人は、煩わされて悩むことが無いであろう。

一五九　他人に教えるとおりに、自分でも行なえ[image: ──]。自分をよくととのえた人こそ、他人をととのえるであろう。自己は実に＊制し難い。

一六〇　自己こそ自分の主あるじである。他人がどうして（自分の）主であろうか？　自己をよくととのえたならば、得難き主を得る。

一六一　自分がつくり、自分から生じ、自分から起った悪が知慧悪あ　しき人を打ちくだく。[image: ──]金剛石が宝石を打ちくだくように。

一六二　極きわめて性たちの悪い人は、仇敵がかれの不幸を望むとおりのことを、自分に対してなす。[image: ──]蔓草＊が沙しゃ羅ら　＊の木にまといつくように＊。

一六三　善からぬこと、己れのためにならぬことは、なし易い。ためになること、善いことは、実に極めてなし難い。

一六四　愚かにも、悪い見解にもとづいて、真理に従って生きる真人・聖者たちの教えを罵ののしるならば、その人には悪い報むくいが熟する。[image: ──]カッタカという草＊は果実が熟すると自分自身が滅びてしまうように。

一六五　みずから悪をなすならば、みずから汚れ、みずから悪をなさないならば、みずから浄きよまる。浄いのも浄くないのも、各自のことがらである。人は他人を浄めることができない＊。

一六六　たとい他人にとっていかに大事であろうとも、（自分ではない）他人の目的のために自分のつとめ＊をすて去ってはならぬ。自分の目的を熟知して、自分のつとめ＊に専念せよ。


第一三章　世の中

一六七　下劣なしかた＊になじむな。怠けてふわふわと暮すな。邪よこしまな見解をいだくな。世俗のわずらいをふやすな。

一六八　奮ふるい起た　てよ。怠けてはならぬ。善い行ないのことわりを実行せよ。ことわりに従って行なう人は、この世でも、あの世でも、安楽に臥す。

一六九　善い行ないのことわりを実行せよ。悪い行ないのことわりを実行するな。ことわりに従って行なう人は、この世でも、あの世でも、安楽に臥す。

一七〇　世の中は[image: 泡]うた沫かたのごとしと見よ。世の中はかげろうのごとしと見よ＊。世の中をこのように観ずる人は、死王もかれを見ることがない。

一七一　さあ、この世の中を見よ。王者の車のように美麗である。愚者はそこに耽[image: 溺]するが、心ある人はそれに執著しない。

一七二　また以前には怠りなまけていた人でも、のちに怠りなまけることが無いなら、その人はこの世の中を照らす。[image: ──]あたかも雲を離れた月のように。

一七三　以前には悪い行ないをした人でも、のちに善によってつぐなうならば、その人はこの世の中を照らす。[image: ──]雲を離れた月のように。

一七四　この世の中は暗黒である。ここではっきりと（ことわりを）見分ける人は少ない。網から脱れた鳥のように、天に至る人は少ない。

一七五　白鳥＊は太陽の道を行き、神通力による者は虚そ　空ら　を行き、心ある人々は、悪魔とその軍勢にうち勝って世界から連れ去られる。

一七六　唯一なることわりを逸脱し、偽りを語り、彼岸の世界を無視している人＊は、どんな悪でもなさないものは無い。

一七七　物惜しみする人々は天の神々の世界におもむかない。愚かな人々は分ちあうことをたたえない。しかし心ある人は分ちあうことを喜んで、そのゆえに来世には幸しあわせとなる。

一七八　大地の唯一の支配者となるよりも、天に至るよりも、全世界の主権者となるよりも、聖者の第一階梯（預よ　流る　果か　）のほうがすぐれている。

第一四章　ブッダ

一七九　ブッダの勝利は敗れることがない。この世においては何なん人ぴとも、かれの勝利には達し得ない。ブッダの境地はひろくて涯はてしがない。足跡をもたない＊かれを、いかなる道によって誘いざない得るであろうか？

一八〇　誘いざなうために網のようにからみつき執著をなす＊妄執＊は、かれにはどこにも存在しない。ブッダの境地は、ひろくて涯はてしがない。足跡をもたないかれを、いかなる道によって誘いざない得るであろうか？

一八一　正しいさとりを開き、念おもいに耽り、瞑想に専中している心ある人々は世間から離れた静けさを楽しむ。神々でさえもかれらを羨む。

一八二　人間の身を受けることは難しい。死すべき人々に寿命があるのも難しい。正しい教えを聞くのも難しい。もろもろのみ仏の出現したもうことも難しい。

一八三　すべて悪しきことをなさず、善いことを行ない、自己の心を浄めること＊、[image: ──]これが諸の仏＊の教えである。

一八四　忍耐・堪忍は最上の苦行＊＊である。ニルヴァーナは最高のものであると、もろもろのブッダは説きたまう。他人を害する人は出家者ではない。他人を悩ます人は〈道の人〉ではない。

一八五　罵らず、害わず、戒律に関しておのれを守り、食事に関して（適当な）量を知り、淋しいところにひとり＊臥し＊、坐し、心に関することにつとめはげむ。[image: ──]これがもろもろのブッダの教えである。

一八六　たとえ貨幣＊の雨を降らすとも、欲望の満足されることはない＊。「快楽の味は短くて苦痛である」と知るのが賢者である。

一八七　天上の快楽にさえもこころ楽しまない。正しく覚った人（＝仏）の弟子は妄執の消滅を楽しむ＊。

一八八　人々は恐怖にかられて、山々＊、林＊、園　樹木、霊樹＊など多くのものにたよろうとする。

一八九　しかしこれは安らかなよりどころではない。これは最上のよりどころではない。それらのよりどころによってはあらゆる苦悩から免まぬがれることはできない。

一九〇、一九一　さとれる者（＝仏）と真理のことわり（＝法）と聖者の集つどい（＝僧＊）とに帰依する人は、正しい知慧をもって、四つの尊い真理＊を見る＊。[image: ──]すなわち（１）苦しみと、（２）苦しみの成り立ちと、（３）苦しみの超克と、（４）苦しみの終滅お わ りにおもむく八つの尊い道（八はっ聖しょう道どう＊）とを（見る）。

一九二　これは安らかなよりどころである。これは最上のよりどころである。このよりどころにたよってあらゆる苦悩から免まぬがれる。

一九三　尊い人＊（＝ブッダ）は得がたい。かれはどこにでも生れるのではない。思慮深い人（＝ブッダ）の生れる家は、幸福＊に栄える＊。

一九四　もろもろのみ仏＊の現われたまうのは楽しい。正しい教えを説くのは楽しい。つどいが和合＊しているのは楽しい。和合している人々がいそしむのは楽しい。

一九五、一九六　すでに虚妄な論議をのりこえ、憂いと苦しみをわたり、何ものをも恐れず、安らぎに帰した、拝むにふさわしいそのような人々、もろもろのブッダまたはその弟子たちを供養するならば、この功徳はいかなる人でもそれを計ることができない。

第一五章　楽しみ

一九七　怨みをいだいている人々のあいだにあって怨むこと無く、われらは大いに楽しく生きよう。怨みをもっている人々のあいだにあって怨むこと無く、われらは暮していこう。

一九八　悩める人々のあいだにあって、悩み無く、大いに楽しく生きよう。悩める人々のあいだにあって、悩み無く暮そう。

一九九　貪むさぼっている＊人々のあいだにあって、患わずらい無く、大いに楽しく生きよう。貪むさぼっている人々のあいだにあって、貪らないで暮そう。

二〇〇　われらは一物をも所有していない。大いに楽しく生きて行こう。光り輝く神々＊のように、喜びを食は　む者＊となろう。

二〇一　勝利＊からは怨みが起る。敗れた人は苦しんで臥ふ　す。勝敗をすてて、やすらぎに帰した人は、安らかに臥す。

二〇二　愛欲にひとしい火は存在しない。ばくちに負ける＊としても、憎悪にひとしい不運は存在しない。

　このかりそめの身＊にひとしい苦しみは存在しない＊。やすらぎ＊にまさる楽しみは存在しない。

二〇三　飢えは最大の病いであり、形成せられた存在（＝わが身）は最もひどい苦しみである。このことわりをあるがままに知ったならば、ニルヴァーナという最上の楽しみがある。

二〇四　健康は最高の利得であり、満足は最上の宝であり、信頼は最高の知己であり、ニルヴァーナは最上の楽しみである。

二〇五　孤ひと独りいの味、心の安らいの味をあじわったならば、恐れも無く、罪つみ過とがも無くなる、[image: ──]真理の味をあじわいながら。

二〇六　もろもろの聖者に会うのは善いことである。かれらと共に住むのはつねに楽しい。愚かなる者どもに会わないならば、心はつねに楽しいであろう。

二〇七　愚人とともに歩む人は長い道のりにわたって憂いがある。愚人と共に住むのは、つねにつらいことである。[image: ──]仇敵とともに住むように。

　心ある人と共に住むのは楽しい。[image: ──]親族に出会うように。

二〇八　よく気をつけていて、明らかな知慧あり、学ぶところ多く、忍耐づよく、戒めをまもる、そのような立派な聖者・善き人、英知ある人に親しめよ。[image: ──]月がもろもろの星の進む道にしたがうように。

第一六章　愛するもの

二〇九　道に違たごうたことになじみ、道に順したがったことにいそしまず＊、目的を捨てて快いことだけを取る人は、みずからの道に沿って進む者を羨むに至るであろう。

二一〇　愛する人と会うな。愛しない人とも会うな。愛する人に会わないのは苦しい。また愛しない人に会うのも苦しい。

二一一　それ故に愛する人をつくるな。愛する人を失うのはわざわいである。愛する人も憎む人もいない人々には、わずらいの絆きずなが存在しない。

二一二　愛するものから憂いが生じ、愛するものから恐れが生ずる、愛するものを離れたならば、憂いは存在しない。どうして恐れることがあろうか？

二一三　愛情から憂いが生じ、愛情から恐れが生ずる。愛情を離れたならば憂いが存在しない。どうして恐れることがあろうか？

二一四　快楽から憂いが生じ、快楽から恐れが生じる。快楽を離れたならば憂いが存在しない。どうして恐れることがあろうか？

二一五　欲情から憂いが生じ、欲情から恐れが生じる。欲情を離れたならば、憂いは存しない。どうして恐れることがあろうか。

二一六　妄執から憂いが生じ＊、妄執から恐れが生じる。妄執を離れたならば、憂いは存しない。どうして恐れることがあろうか。

二一七　徳行と見識とをそなえ、法のりにしたがって生き＊、真実を語り、自分のなすべきことを行なう人は、人々から愛される＊。

二一八　ことばで説き得ないもの（＝ニルヴァーナ）に達しようとする志を起し、意おもいはみたされ、諸の愛欲に心の礙さまたげられることのない人は、〈流れを上のぼる者＊〉とよばれる。

二一九　久しく旅に出ていた人が遠方から無事に帰って来たならば、親戚・友人・親友たちはかれが帰って来たのを祝う＊。

二二〇　そのように善いことをしてこの世からあの世に行った人を善業が迎え受ける。[image: ──]親族が愛する人が帰って来たのを迎え受けるように。

第一七章　怒り

二二一　怒りを捨てよ。慢心を除き去れ。いかなる束縛＊をも超越せよ。名称と形態＊とにこだわらず、無一物となった者は、苦悩に追われることがない。

二二二　走る車をおさえるようにむらむらと起る怒りをおさえる人[image: ──]かれをわれは〈御者〉とよぶ。他の人はただ手た　綱づなを手にしているだけである。（〈御者〉とよぶにはふさわしくない。）

二二三　怒らないことによって怒りにうち勝て。善いことによって悪いことにうち勝て。わかち合うことによって物惜しみにうち勝て。真実によって虚言の人にうち勝て。

二二四　真実を語れ。怒るな。請われたならば、乏しいなかから与えよ。これらの三つの事によって（死後には天の）神々のもとに至り得るであろう。

二二五　生きものを殺すことなく、つねに身をつつしんでいる＊聖者は、不死の境く　地に　＊におもむく。そこに至れば、憂えることがない。

二二六　ひとがつねに目ざめていて、昼も夜もつとめ学び、ニルヴァーナを得ようとめざしているならば、もろもろの汚れは消え失せる。

二二七＊　アトゥラ＊よ。これは昔にも言うことであり、いまに始まることでもない。沈黙している者も非難され、多く語る者も非難され、すこしく語る者も非難される。世に非難されない者はいない。

二二八　ただ誹そしられるだけの人、またただ褒められるだけの人は、過去にもいなかったし、未来にもいないであろう、現在にもいない。

二二九　もしも心ある人が日に日に考察して「この人は賢明であり、行ないに欠点が無く、知慧と徳行とを身にそなえている」といって称讃するならば、

二三〇　その人を誰が非難し得るだろうか？　かれはジャンブーナダ河から得られる黄金でつくった金貨＊のようなものである。神々もかれを称讃する。梵天＊でさえもかれを称讃する。

二三一　身体がむらむらするのを、まもり落ち着けよ。身体について慎つつしんでおれ＊。身体による悪い行ないを捨てて、身体によって善行を行なえ。

二三二　ことばがむらむらするのを、まもり落ち着けよ。ことばについて慎しんでおれ。語ことばによる悪い行ないを捨てて、語ことばによって善行を行なえ。

二三三　心がむらむらするのを、まもり落ち着けよ。心について慎つつしんでおれ。心による悪い行ないを捨てて、心によって善行を行なえ。

二三四　落ち着いて思慮ある人＊は身をつつしみ、ことばをつつしみ、心をつつしむ。このようにかれらは実によく己れをまもっている。

第一八章　汚れ

二三五　汝はいまや枯葉のようなものである。閻えん魔ま　王の従卒もまた汝に近づいた。汝はいま死出の門路に立っている。しかし汝には旅の資か　糧て　さえも存在しない。

二三六＊　だから＊、自己のよりどころをつくれ。すみやかに努めよ。賢明であれ。汚けがれをはらい、罪つみ過とががなければ、天の尊い処に至るであろう。

二三七　汝の生涯は終りに近づいた。汝は、閻えん魔ま　王の近くにおもむいた。汝には、みちすがら休らう宿もなく、旅の資か　糧て　も存在しない。

二三八　だから、自己のよりどころをつくれ。すみやかに努めよ。賢明であれ。汚けがれをはらい、罪つみ過とががなければ、汝はもはや生と老いとに近づかないであろう。

二三九　聡明な人は順次に少しずつ、一刹那ごとに、おのが汚けがれを除くべし、[image: ──]鍛冶工が銀の汚れを除くように。

二四〇　鉄から起こった[image: 錆]さびが、それから起ったのに、鉄自身を損なうように、悪をなしたならば、自分の業が罪を犯した人＊を悪いところ（地獄）にみちびく。

二四一　読誦しなければ聖典＊が汚けがれ＊、修理しなければ家い　屋え　が汚れ、身なりを怠るならば容色が汚れ＊、なおざりになるならば、つとめ慎しむ人が汚れる。

二四二　不品行は婦女の汚けがれである。もの惜しみは、恵み与える人の汚れである。悪事は、この世においてもかの世においても（つねに）汚れである。

二四三　この汚けがれよりもさらに甚しい汚れがある。無む　明みょう＊こそ最大の汚れである。修行僧らよ＊。この汚れを捨てて、汚れ無き者となれ。

二四四　恥を知らず、烏からすのように厚かましく、図々しく、ひとを責め、大胆で、心のよごれた者ひとは、生活し易い。

二四五　恥を知り、常に清きをもとめ、執著をはなれ、つつしみ深く、真理を見て清く暮す者ひとは、生活し難い。

二四六、二四七　生きものを殺し、虚言いつわりを語り、世間において与えられていないものを取り、他人の妻を犯し、穀酒＊・果実酒＊に耽ふけり[image: 溺]おぼれする人は、この世において自分の根ね　本もとを掘りくずす人である。

二四八　人よ。このように知れ、[image: ──]慎みがないのは悪いことである。[image: ──]貪りと不正とのゆえに汝がながく苦しみを受けることのないように。

二四九　ひとは、信ずるところにしたがって、きよき喜びにしたがって、ほどこしをなす。だから、他人のくれた食物や飲料に満足しない人は、昼も夜も心のやすらぎを得ない。

二五〇　もしもひとがこの（不満の思い）を絶ち、根だやし＊にしたならば、かれは昼も夜も心のやすらぎを得る。

二五一　情欲にひとしい火は存在しない。不利な骰さいの目を投げ＊たとしても、怒りにひとしい不運は存在しない。迷妄にひとしい網は存在しない。妄執にひとしい河は存在しない。

二五二　他人の過失は見やすいけれども、自己の過失は見がたい。ひとは他人の過失を[image: 籾]殻のように吹き散らす。しかし自分の過失は、隠してしまう。[image: ──]狡猾な[image: 賭]博師＊が不利な骰さいの目＊をかくしてしまう＊ように。

二五三　他人の過失を探し求め、つねに怒りたける人は、煩悩の汚れが増大する。かれは煩悩の汚れ＊の消滅＊から遠く隔っている。

二五四　虚空には足跡が無く＊、外面的なことを気にかけるならば、〈道の人〉ではない＊。ひとびとは汚けがれのあらわれ＊をたのしむが、修行完成者＊は汚れのあらわれをたのしまない。

二五五　虚空には足跡が無く、外面的なことを気にかけるならば、〈道の人〉ではない。造り出された現象＊が常住であることは有り得ない＊。真理をさとった人々（ブッダ）は、動揺することがない。

第一九章　道を実践する人

二五六　あらあらしく事がらを処理するからとて、公正な人ではない。賢明であって、義と不義との両者を見きわめる人、

二五七　粗暴になることなく、きまりにしたがって、公正なしかたで他人を導く人は、正義を守る人であり、道を実践する人であり、聡明な人であるといわれる。

二五八　多く説くから＊とて、そのゆえにかれが賢者＊なのではない。こころおだやかに、怨むことなく、恐れることのない人、[image: ──]かれこそ〈賢者〉と呼ばれる。

二五九　多く説くからとて、そのゆえにかれが道を実践している人なのではない。たとい教えを聞くことが少なくても、身をもって真理を見る＊人、怠って道からはずれることの無い人＊[image: ──]かれこそ道を実践している人である。

二六〇　頭髪が白くなったからとて〈長老〉なのではない。ただ年をとっただけならば「空むなしく老いぼれた人」と言われる。

二六一　誠あり、徳あり、慈しみがあって、傷そこなわず、つつしみあり、みずからととのえ、汚れを除き＊、気をつけている人こそ「長老」と呼ばれる。

二六二　嫉ねたみぶかく、吝け　嗇ち　で、偽る人は、ただ口先だけでも、美しい容貌によっても、「端正な人」とはならない。

二六三　これを断ち、根絶やしにし、憎しみをのぞき、聡明である人、[image: ──]かれこそ「端正な人」とよばれる。

二六四　頭を剃ったからとて、いましめをまもらず、偽りを語る人は、〈道の人〉ではない。欲望と貪むさぼりにみちている人が、どうして〈道の人〉であろうか？

二六五　大きかろうとも小さかろうとも＊悪をすべてとどめた人は、もろもろの悪を静め滅ぼしたのであるから、〈道の人＊〉と呼ばれる。

二六六　他人に食を乞う＊からとて、それだけでは〈托鉢僧＊〉なのではない。汚らわしい行ない＊をしているならば、それでは〈托鉢僧〉ではない。

二六七　この世の福楽も罪悪も捨て去って、清らかな行ない＊を修め、よく思慮して世に処しているならば、かれこそ〈托鉢僧〉と呼ばれる。

二六八、二六九　ただ沈黙＊しているからとて、愚かに迷い無智なる人が〈聖者＊〉なのではない。[image: 秤]を手にもっているように、いみじきものを取りもろもろの悪を除く賢者＊こそ〈聖者〉なのである。かれはそのゆえに聖者なのである。この世にあって善悪の両者を（[image: 秤]りにかけて＊はかるように）よく考える＊人こそ〈聖者〉とよばれる。

二七〇　生きもの＊を害そこなうからとて〈聖者〉なのではない＊。生きとし生けるものどもを害わない＊ので〈聖者〉と呼ばれる。

二七一、二七二　わたくしは、出離の楽しみを得た。それは凡夫の味わい得ないものである。それは、戒律や誓いだけ＊によっても、また＊博学＊によっても、また瞑想を体現しても、またひとり離れて臥すことによっても、得られないものである。修行僧よ。汚けがれが消え失せない限りは、油断するな。

第二〇章　道

二七三　もろもろの道＊のうちでは〈八つの部分よりなる正しい道＊〉が最もすぐれている。もろもろの真理のうちでは〈四つの句＊〉（＝四諦たい）が最もすぐれている。もろもろの徳のうちでは〈情欲を離れること〉が最もすぐれている。人々＊のうちでは〈眼まなこある人〉（＝ブッダ）が最もすぐれている。

二七四　これこそ道である。（真理を）見るはたらきを清めるためには、この他ほかに道は無い。汝らはこの道を実践せよ。これこそ悪魔を迷わして（打ちひしぐ）もの＊である。

二七五　汝らがこの道を行くならば、苦しみをなくすことができるであろう。（棘とげが肉に刺さったので）矢を抜いて癒いやす方法＊を知って、わたくしは汝らに＊この道を説いたのだ。

二七六　汝らは（みずから）つとめよ＊。もろもろの如来（＝修行を完成した人）は（ただ）教えを説くだけである。心をおさめて、この道を歩む者どもは、悪魔の束縛から脱れるであろう。

二七七＊　「一切の形成されたものは無常である」（諸行無常）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる＊。これこそ人が清らかになる道である。

二七八　「一切の形成されたものは苦しみである」（一切皆苦）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

二七九　「一切の事物は我われならざるものである＊」（諸法非我）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

二八〇　起きるべき時に起きないで、若くて力があるのに怠りなまけていて、意志も思考も薄弱で、怠惰でものうい人は、明らかな知慧によって道を見出すことがない。

二八一　ことばを慎つつしみ＊、心を落ち着けて慎しみ＊、身に悪を為し＊てはならない。これらの三つの行ないの路を浄くたもつ＊ならば、仙人＊（＝仏）の説きたもうた道を克か　ち得るであろう。

二八二　実に心が統一され＊たならば、豊かな知慧が生じる。心が統一されないならば、豊かな知慧がほろびる。生ずることとほろびることとのこの二種の道を知って、豊かな知慧が生ずるように自己をととのえよ。

二八三　一つの樹を伐き　るのではなくて、（煩悩の）林を伐き　れ。危険は林から生じる＊。（煩悩の）林とその下した生ば　え＊とを切って、林（＝煩悩）から脱れた者＊となれ。修行僧らよ。

二八四　たとい[image: 僅]かであろうとも、男の女に対する欲望が断たれないあいだは、その男の心は束縛されている＊。[image: ──]乳を吸う子牛が母牛を恋い慕うように。

二八五　自己の愛執＊を断ち切れ、[image: ──]池の水の上に出て来た秋の[image: 蓮]を手で断ち切るように。静かなやすらぎに至る道＊を養え。めでたく行きし人＊（＝仏）は安らぎ＊を説きたもうた。

二八六　「わたしは雨期にはここに住もう。冬と夏とにはここに住もう」と愚者はこのようにくよくよと慮おもんばかって、死が迫って来るのに気がつかない＊。

二八七　子どもや家畜のことに気を奪われて心がそれに執著している人を、死はさらって行く。[image: ──]眠っている村を大洪水が押し流すように。

二八八　子を救うことができない。父も親戚もまた救うことができない。死に捉えられた者を、親族も救い得る能力がない。

二八九　心ある人はこの道理を知って、戒律をまもり、すみやかにニルヴァーナに至る道を清くせよ。

第二一章　さまざまなこと

二九〇　つまらぬ快楽を捨てることによって、広大なる楽しみを見ることができるのであるなら、心ある人は広大な楽しみをのぞんで、つまらぬ快楽を捨てよ。

二九一　他人を苦しめることによって自分の快楽を求める人は、怨みの絆きずなにまつわられて、怨みから免れることができない。

二九二　なすべきことを、なおざりにし、なすべからざることをなす、遊びたわむれ＊放逸なる者どもには、汚けがれが増す。

二九三　常に身体（の本性）を思いつづけて、為すべからざることを為さず、為すべきことを常に為して、心がけて、みずから気をつけている＊人々には、もろもろの汚れがなくなる。

二九四 （「妄愛＊」という）母と（「われありという慢心＊」である）父とをほろぼし、（永久に存在するという見解と滅びて無くなるという見解＊という）二人の武家の王をほろぼし、（主観的機官と客観的対象とあわせて十二の領域＊である）国土と（「喜び貪り＊」という）従臣とをほろぼして、バラモンは汚けがれなしに＊おもむく。

二九五 （「妄愛」という）母と（「われありという慢心」である）父とをほろぼし、（永久に存在するという見解と滅びて無くなるという見解という）二人の、学問を誇るバラモン王＊をほろぼし、第五には（「疑い」という）虎＊をほろぼして、バラモンは汚けがれなしにおもむく＊。

二九六　ゴータマ＊の弟子は、いつもよく覚醒していて、昼も夜も常に仏を念じている。

二九七　ゴータマの弟子は、いつもよく覚醒していて、昼も夜も常に法を念じている。

二七八　ゴータマの弟子は、いつもよく覚醒していて、昼も夜も常にサンガ（修行者のつどい）を念じている。

二九九　ゴータマの弟子は、いつもよく覚醒していて、昼も夜も常に身体（の真相）を念じている。

三〇〇　ゴータマの弟子は、いつもよく覚醒していて、その心は昼も夜も不傷害を楽しんでいる。

三〇一　ゴータマの弟子は、いつもよく覚醒していて、その心は昼も夜も瞑想を楽しんでいる。

三〇二　出家の生活は困難であり、それを楽しむことは難しい。在家の生活も困難であり、家に住むのも難しい。心を同じくしない人々＊と共に住むのも難しい。（修行僧が何かを求めて）旅に出て行くと、苦しみに遇う＊。だから旅に出るな。また苦しみに遇あ　うな。

三〇三　信仰あり、徳行そなわり、名声と繁栄を受けている人は、いかなる地方におもむこうとも、そこで尊ばれる。

三〇四　善き人々は遠くにいても輝く、[image: ──]雪を頂く高山のように。

　善からぬ人々は近くにいても見えない、[image: ──]夜陰に放たれた矢のように。

三〇五　ひとり坐し、ひとり臥し、ひとり歩み、なおざりになることなく＊、わが身をととのえて、林のなかでひとり楽しめ。

第二二章　地獄

三〇六＊　いつわりを語る＊人、あるいは自分がしておきながら「わたしはしませんでした」と言う人。[image: ──]この両者は死後にはひとしくなる＊、[image: ──]来世では行ないの下劣な業ごうをもった人々なのであるから。

三〇七　袈裟を頭から纏っていても、性た　質ち　が悪く、つつしみのない者が多い。かれら悪人は、悪いふるまいによって、悪いところ（地獄）に生れる。

三〇八　戒律をまもらず、みずから慎むことがないのに国の信徒の施しを受けるよりは、火炎のように熱した鉄丸を食くらうほうがましだ。

三〇九　放逸で他人の妻になれ近づく者は、四つの事がらに遭遇する。[image: ──]すなわち、禍をまねき、臥して楽しからず、第三に＊非難を受け、第四に地獄に堕ちる。

三一〇　禍をまねき、悪しきところ（地獄）に堕ち、相ともにおびえた男女の愉楽はすくなく、王は重罰を課する。それ故にひとは他人の妻になれ近づくな。

三一一　茅かや草ぐさでも、とらえ方を誤ると、手のひらを切るように、修行者の行ぎょうも、誤っておこなうと、地獄にひきずりおろす＊。

三一二　その行ないがだらしがなく＊、身のいましめが乱れ、清らかな行ないなるものも怪しげ＊であるならば、大きな果報はやって来ない。

三一三　もしも為すべきことであるならば、それを為すべきである。それを断乎として実行せよ。行ないの乱れた＊修行者は、いっそう多く塵＊をまき散らす。

三一四＊　悪いことをするよりは、何もしないほうがよい。悪いことをすれば、後で悔いる。単に何かの行為をするよりは、善いことをするほうがよい。なしおわって、後で悔いがない。

三一五　辺境にある、城壁に囲まれた都市＊が内も外も守られているように、そのように自己を守れ。瞬時も空しく過すな＊。時を空しく過した人々は地獄に堕お　ちて、苦しみ悩む。

三一六　恥じなくてよいことを恥じ、恥ずべきことを恥じない人々は、邪よこしまな見解をいだいて、悪いところ（＝地獄）におもむく。

三一七　恐れなくてよいことに恐れをいだき、恐れねばならぬことに恐れをいだかない人々は、邪よこしまな見解をいだいて、悪いところ（＝地獄）におもむく。

三一八　避けねばならぬこと＊を避けなくてもよいと思い、避けてはならぬ（＝必らず為さねばならぬ）こと＊を避けてもよいと考える人々は、邪よこしまな見解をいだいて、悪いところ（＝地獄）におもむく。

三一九　遠ざけるべきこと（＝罪）を遠ざけるべきであると知り、遠ざけてはならぬ（＝必らず為さねばならぬ）こと＊を遠ざけてはならぬと考える人々は、正しい見解をいだいて、善いところ（＝天上）におもむく。

第二三章　象

三二〇　戦場の象が、射られた矢にあたっても堪え忍ぶように、われはひとのそしりを忍ぼう。多くの人は実に性た　質ち　が悪い＊からである。

三二一　馴らされた象は、戦場にも連れて行かれ＊、王の乗りものともなる。世のそしりを忍び、自らをおさめた者は、人々の中にあっても最上の者である。

三二二　馴らされた騾馬は良い。インダス河のほとりの血統よき馬＊も良い。クンジャラという名の大きな象＊も良い。しかし自己お の れをととのえた人はそれらよりもすぐれている。

三二三　何となれば、これらの乗物によっては未到の地（＝ニルヴァーナ＊）に行くことはできない。そこへは、慎みある人が、おのれ自らをよくととのえておもむく。

三二四　「財を守る者＊」という名の象は、発情期にこめかみから液汁をしたたらせて狂暴になっているときには、いかんとも制し難い。捕えられると、一口の食物も食べない。象は象の林を慕っている。

三二五　大おお食ぐらいをして、眠りをこのみ、ころげまわって寝て、まどろんでいる愚鈍な人は、大きな豚のように糧かてを食べて肥り、くりかえし母胎に入って（迷いの生存をつづける）。

三二六＊　この心は、以前には、望むがままに、欲するがままに、快きがままに、さすらっていた。今やわたくしはその心をすっかり抑制しよう、[image: ──]象使いが鉤かぎをもって、発情期に狂う象＊を全くおさえつけるように。

三二七　つとめはげむ＊のを楽しめ。おのれの心を護れ。自己を難処＊から救い出せ。[image: ──]泥沼に落ちこんだ象のように。

三二八　もしも思慮深く聡明でまじめな生活をしている人を伴侶として共に歩むことができるならば、あらゆる危険困難＊に打ち克って、こころ喜び、念おもいをおちつけて、ともに歩め。

三二九　しかし、もしも思慮深く聡明でまじめな生活をしている人を伴侶として共に歩むことができないならば、国＊を捨てた国王のように、また林の中の象のように、ひとり歩め。

三三〇　愚かな者を道伴れとするな。独りで行くほうがよい。孤独ひ と りで歩め。悪いことをするな。求めるところは少なくあれ。[image: ──]林の中にいる象のように。

三三一　事がおこったときに、友だちのあるのは楽しい＊。（大きかろうとも、小さかろうとも）、どんなことにでも満足するのは楽しい。善いことをしておけば、命の終るときに楽しい。（悪いことをしなかったので）、あらゆる苦しみ（の報い）を除くことは楽しい。

三三二　世に母を敬うことは楽しい。また父を敬うことは楽しい。世に修行者を敬うことは楽しい。世にバラモンを敬うことは楽しい＊。

三三三　老いた日に至るまで戒しめをたもつことは楽しい。信仰＊が確立していることは楽しい。明らかな知慧を体得することは楽しい。もろもろの悪事をなさないことは楽しい。


第二四章　愛執

三三四　恣ほしいままのふるまいをする人には愛執＊が蔓草＊のようにはびこる。林のなかで猿が果実こ の みを探し求めるように、（この世からかの世へと）あちこちに＊さまよう。

三三五　この世において執著のもと＊であるこのうずく愛欲のなすがままである人＊は、もろもろの憂いが増大する。[image: ──]雨が降った＊あとにはビーラナ草＊がはびこるように。

三三六　この世において如何い か んともし難いこのうずく愛欲を断ったならば、憂いはその人から消え失せる。[image: ──]水の滴しずくが[image: 蓮]華から落ちるように。

三三七　さあ、みなさん＊に告げます。[image: ──]ここに集まったみなさんに幸あれ＊。欲望の根を掘れ。[image: ──]（香かぐわしい）ウシーラ＊根を求める人がビーラナ草を掘るように。葦が激流に砕かれるように、魔にしばしば砕かれてはならない。

三三八　たとえ樹を切っても、もしも頑強な根を断たなければ、樹が再び成長するように、妄執（渇愛）の根源となる潜勢力をほろぼさない＊ならば、この苦しみはくりかえし現われ出る。

三三九　快いものに向って流れる三十六の激流＊があれば、その波浪は、悪しき見解をいだく人を漂ただよわし去る。[image: ──]その波浪とは貪欲にねざした想おもいである。

三四〇 （愛欲の）流れは至るところに流れる。（欲情の）蔓草は芽を生じつつある＊。その蔓草が生じたのを見たならば、知慧によってその根を断ち切れ。

三四一　人の快楽ははびこるもので、また愛執で潤うるおされ＊る。実に人々は歓楽にふけり、楽しみをもとめて、生れと老衰を受ける。

三四二　愛欲に＊駆り立てられた人々は、わなにかかった兎のように、ばたばたする。束縛の絆きずなにしばられ執著になずみ、永いあいだくりかえし苦悩を受ける。

三四三　愛欲に駆り立てられた人々は、わなにかかった兎のように、ばたばたする。それ故に修行僧は、自己の離欲を望んで、愛欲を除き去れ。

三四四＊　愛欲の林＊から出ていながら、また愛欲の林に身をゆだね、愛欲の林から免のがれていながら、また愛欲の林に向って走る。その人を見よ！　束縛から脱しているのに、また束縛に向って走る。

三四五、三四六　鉄や木材や麻紐＊でつくられた枷かせを、思慮ある人々は堅固な縛いましめとは呼ばない。宝石や耳環・腕輪をやたらに欲しがること＊、妻や子にひかれること、[image: ──]それが堅固な縛いましめである、と思慮ある人々は呼ぶ。それは低く垂れ＊、緩ゆるく見える＊けれども、脱れ難い。かれらはこれをさえも断ち切って、顧みること無く、欲楽をすてて、遍歴修行する。

三四七　愛欲になずんでいる人々は、激流に押し流される、[image: ──]蜘蛛がみずから作った網にしたがって行くようなものである。思慮ある人々はこれをも断ち切って、顧みることなく、すべての苦悩をすてて、歩んで行く。

三四八　前を捨てよ。後を捨てよ。中間を棄てよ＊。生存の彼岸に達した人は、あらゆることがらについて心が解脱していて、もはや生れと老いとを受けることが無いであろう。

三四九　あれこれ考えて＊心が乱れ、愛欲＊がはげしくうずくのに、愛欲を浄らかだと見なす人には、愛執がますます増大する＊。この人は実に束縛の絆きずなを堅固たらしめる。

三五〇＊　あれこれの考えをしずめるのを楽しみ、つねに心にかけて、（身体などを）不　浄きよからぬものであると観じて修する人は、実に悪魔の束縛の絆きずなをとりのぞき＊、断ち切るであろう。

三五一　さとりの究極に達し、恐れること無く、無欲で、わずらいの無い人は、生存の矢を断ち切った。これが最後の身体である。

三五二　愛欲を離れ、執著なく、諸の語義に通じ諸の文章とその脈絡を知るならば＊、その人は最後の身体をたもつ＊ものであり、「大いなる知慧ある人」と呼ばれる。

三五三＊　われはすべてに打ち勝ち、すべてを知り、あらゆることがらに関して汚されていない。すべてを捨てて、愛欲は尽つ　きたので、こころは解脱している。みずからさとったのであって、誰を〔師と〕呼ぼうか。

三五四　教えを説いて与えることはすべての贈与にまさり、教えの妙味はすべての味にまさり、教えを受ける楽しみはすべての楽しみにまさる。妄執をほろぼすことはすべての苦しみにうち勝つ。

三五五　彼岸＊にわたることを求める人々は享楽＊に害そこなわれることがない。愚人は享楽のために害そこなわれるが、享楽を妄執するがゆえに、愚者は他人を害うように自分をも害う。

三五六　田畑は雑草によって害そこなわれ、この世の人々は愛欲によって害われる。それ故に愛欲を離れた人々に供養して与えるならば、大いなる果報を受ける。

三五七　田畑は雑草によって害そこなわれ、この世の人々は怒りによって害われる。それ故に怒りを離れた人々に供養して与えるならば、大いなる果報を受ける。

三五八　田畑は雑草によって害そこなわれ、この世の人々は迷妄によって害われる。それ故に迷妄を離れた人々に供養して与えるならば、大きな果報を受ける。

三五九　田畑は雑草によって害そこなわれ、この世の人々は欲求によって害われる。それ故に欲求を離れた人々に供養して与えるならば、大いなる果報を受ける。

第二五章　修行僧＊

三六〇　眼まなこについて慎しむ＊のは善い。耳について慎しむは善い。鼻について慎しむのは善い。舌について慎しむのは善い。

三六一　身について慎しむのは善い。ことばについて慎しむのは善い。心について慎しむのは善い。あらゆることについて慎しむのは善いことである。修行僧はあらゆることがらについて＊慎しみ、すべての苦しみから脱れる。

三六二　手をつつしみ、足をつつしみ、ことばをつつしみ、最高につつしみ、内心に楽しみ＊、心を安定統一し、ひとりで居て、満足している、[image: ──]その人を〈修行僧〉と呼ぶ。

三六三　口をつつしみ、思慮して語り＊、心が浮わつくことなく＊、事がらと真理とを明らかにする修行僧[image: ──]かれの説くところはやさしく甘美である。

三六四　真理を喜び、真理を楽しみ、真理をよく知り分けて、真理にしたがっている修行僧は、正しいことわりから堕落することがない。

三六五 （托鉢によって）自分の得たものを軽んじてはならない＊。他人の得たものを羨むな。他人を羨む修行僧は心の安定を得ることができない。

三六六　たとい得たものは少くても、修行僧が自分の得たものを軽んずることが無いならば＊、怠ることなく清く生きるその人を、神々も称讃する。

三六七　名称とかたちについて＊「わがもの」という思いが全く存在しないで、何ものも無いからとて憂えることの無い人＊、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉とよばれる。

三六八　仏の教えを喜び、慈しみに住する修行僧は、動く形成作用の静まった、安楽な、静けさの境地に到達するであろう。

三六九　修行僧よ。この舟＊から水＊を[image: 汲]み出せ。汝が水を[image: 汲]み出したならば、舟は軽やかにやすやすと進むであろう。貪むさぼりと怒りとを断ったならば、汝はニルヴァーナにおもむくであろう。

三七〇　五つ（の束縛＊）を断て。五つ（の束縛＊）を捨てよ。さらに五つ（のはたらき＊）を修めよ。五つの執著＊を超えた修行僧は、〈激流を渡った者〉とよばれる。

三七一　修行僧よ。瞑想せよ。なおざりになるな。汝の心を欲情の対象に向けるな。なおざりのゆえに鉄丸を吞むな＊。（[image: 灼]熱した鉄丸で）焼かれるときに、「これは苦しい！」といって泣き叫ぶな。

三七二　明らかな知慧の無い人には精神の安定統一が無い。精神の安定統一していない人には明らかな知慧が無い。精神の安定統一と明らかな知慧とがそなわっている人こそ、すでにニルヴァーナの近くにいる。

三七三　修行僧が人のいない空あき屋や　に入って心を静め真理を正しく観ずるならば、人間を超えた楽しみがおこる。

三七四　個人存在を構成している諸要素＊の生起と消滅＊とを正しく理解するのに従って、その不死＊のことわりを知り得た人々にとっての喜びと悦楽なるものを、かれは体得する。

三七五　これは、この世において明らかな知慧のある修行僧の初めのつとめである。[image: ──]感官に気をくばり、満足し、戒律＊をつつしみ行ない、怠らないで、浄らかに生きる善い友とつき合え。

三七六　その行ないが親切であれ。（何ものでも）わかち合え＊。善いことを実行せよ。そうすれば、喜びにみち、苦悩を滅すであろう。

三七七　修行僧らよ。ジャスミンの花＊が萎しおれた花びらを捨て落すように、貪むさぼりと怒りとを捨て去れよ。

三七八　修行僧は、身も静か、語ことばも静か、心も静かで、よく精神統一をなし、世俗の享楽物を吐きすてた＊ならば、〈やすらぎに帰した人〉と呼ばれる。

三七九　みずから自分を励ませ。みずから自分を反省せよ。修行僧よ。自己を護り、正しい念おもいをたもてば、汝は安楽に住するであろう。

三八〇　実に自己は自分の主あるじである。自己は自分の帰趨よ る べである。故に自分をととのえよ。[image: ──]商人が良い馬を調教するように。

三八一　喜びにみちて仏の教えを喜ぶ修行僧は、動く形成作用の静まった、幸いな、やすらぎの境地に達するであろう。

三八二　たとい年の若い修行僧でも、仏の道に＊いそしむならば、雲を離れた月のように、この世を照す。

第二六章　バラモン＊

三八三　バラモンよ。流れ＊を断て。勇敢であれ。諸の欲望を去れ。諸の現象の消滅を知って、作られざるもの（＝ニルヴァーナ）を知る者であれ。

三八四　バラモンが二つのことがら（＝止と観＊）について彼岸に達した（＝完全になった）ならば、かれはよく知る人であるので、かれの束縛はすべて消え失せるであろう。

三八五　彼かなたの岸きしもなく、此こなたの岸きしもなく＊、彼かなたの岸きし・此こなたの岸きし＊なるものもなく、怖れもなく、束縛もない人、[image: ──]かれをわれはバラモンと呼ぶ。

三八六　静かに思い、塵ちり垢けがれなく、おちついて、為すべきことをなしとげ、煩悩を去り、最高の目的を達した人＊、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三八七＊　太陽は昼にかがやき、月は夜に照し、武士は鎧を着てかがやき、バラモンは瞑想に専念してかがやく。しかしブッダはつねに威力もて昼夜に輝く。

三八八　悪を取り除いた＊ので〈バラモン〉（brāhma[image: 〓]a 婆羅門）と呼ばれ、行ないが静かにやすまっている＊ので〈道の人〉（sama[image: 〓]a 沙門）と呼ばれる。おのれの汚れ＊を除いた＊ので、そのゆえに〈出家者〉（pabbajita）と呼ばれる＊。

三八九　バラモンを打つな。バラモンはかれ（＝打つ人）にたいして怒りを放つな＊。バラモンを打つものには禍がある。しかし（打たれて）怒る者にはさらに禍がある。

三九〇　愛好するものから心を遠ざける＊ならば、このことはバラモンにとって少なからずすぐれたことである。害する意おもいがやむにつれて、苦悩が静まる。

三九一　身にも、ことばにも、心にも、悪い事を為さず、三つのところ＊についてつつしんでいる人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九二＊　正しく覚った人（＝ブッダ）の説かれた教えを、はっきりといかなる人から学び得たのであろうとも、その人を恭しく敬礼せよ、[image: ──]バラモンが祭の火＊を恭しく尊ぶように。

三九三＊　螺髪＊を結ゆ　っているからバラモンなのではない。氏姓によってバラモンなのでもない。生れによってバラモンなのでもない。真実と理法とをまもる人は、安楽である。かれこそ（真の）バラモンなのである＊。

三九四＊　愚者よ。螺髪を結ゆ　うて何になるのだ。かもしかの皮＊をまとって何になるのだ。汝は内に密林＊（＝汚れ）を蔵して、外側だけを飾る＊。

三九五　糞ふん掃ぞう衣え　＊をまとい、瘠せて、血管があらわれ、ひとり林の中にあって瞑想する人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九六＊　われは、（バラモン女の）胎から生れ（バラモンの）母から生れた人をバラモンと呼ぶのではない。かれは「〈きみよ〉といって呼びかける者＊」といわれる。かれは何か所有物の思いにとらわれている＊。無一物＊であって執著のない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九七　すべての束縛を断ち切り、怖れることなく、執著を超越して、とらわれることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九八　紐ひも＊と革帯＊と綱＊とを、手綱＊ともども断ち切り、門をとざす閂かんぬき＊を滅ぼして、めざめた人＊、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九九　罪がないのに＊罵られ、なぐられ、拘禁＊されるのを堪え忍び、忍耐の力あり、心の猛き人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇〇＊　怒ることなく、つつしみあり＊、戒律を奉じ＊、欲を増すことなく＊、身をととのえ＊、最後の身体に達した人＊、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉とよぶ。

四〇一＊　[image: 蓮]はちす葉ば　の上の露＊のように、錐の尖さきの芥子＊のように、諸の欲情に汚されない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇二＊　すでにこの世において自分の苦しみの滅びたことを知り、重荷をおろし、とらわれの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇三　明らかな知慧が深くて、聡明で、種々の道に通達し、最高の目的＊を達した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇四＊　在家者・出家者のいずれとも交らず＊、住すみ家か　がなくて遍歴し、欲の少ない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇五＊　強くあるいは弱い＊生きものに対して暴力を加えることなく＊、殺さずまた殺させることのない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇六　敵意ある者どもの間にあって敵意なく、暴力を用いる者どもの間にあって心おだやかに、執著する者ども＊の間にあって執著しない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇七＊　芥子粒が＊錐の尖端から落ちたように、愛著と憎悪と高ぶりと隠し立て＊とが脱落した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇八＊　粗野ならず、ことがらをはっきりと伝える真実のことばを発し＊、ことばによって何なん人びとの感情をも害することのない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇九＊　この世において、長かろうと短かろうと、微細であろうとも粗大であろうとも、浄かろうとも不浄であろうとも＊、すべて与えられていない物を取らない＊人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一〇＊　現世を望まず、来世をも望まず、欲求がなくて、とらわれの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一一＊　こだわりあることなく、さとりおわって、疑惑なく、不死＊の底に達した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一二＊　この世の禍福いずれにも執著する＊ことなく、憂いなく、汚れなく、清らかな人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一三＊　曇りのない月のように、清く、澄み、濁りがなく、歓楽の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一四＊　この障害＊・険道＊・輪さま[image: 廻]よい・迷妄を超えて、渡りおわって彼岸に達し、瞑想し、興奮することなく＊、疑惑なく、執著することがなくて、心安らかな人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一五　この世の欲望を断ち切り、出家して遍歴し、欲望の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一六　この世の愛執を断ち切り、出家して遍歴し、愛執の生存の尽きた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一七　人間の絆きずな＊を捨て、天界の絆きずな＊を越え、すべての絆をはなれた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一八＊　〈快楽〉と〈不快＊〉とを捨て、清らかに涼しく、とらわれることなく、全世界にうち勝った英雄、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一九　生きとし生ける者の死生をすべて知り、執著なく、よく行きし人、覚った人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四二〇　神々も天の伎楽神（ガンダルヴァ）たちも人間もその行方を知り得ない人、煩悩の汚れを滅ぼしつくした真人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四二一＊　前にも、後にも、中間にも＊、一物をも所有せず、無一物で＊、何ものをも執著して取りおさえることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四二二＊　牝牛のように＊雄々しく、気高く、英雄・大仙人・勝利者・欲望の無い人・沐浴者＊・覚った人（ブッダ）、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四二三　前世の生涯を知り、また天上と地獄とを見、生存を滅ぼしつくすに至って、直観智を完成した聖者、完成すべきことをすべて完成した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。
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第一章　無常

　円満な完成！

一　この世で、心が暗くふさぎ込んだり眠くなるのを取り除いて、心を喜ばせ、勝利者（＝仏）の説かれたこの感興のことばをわれは説くであろう。さあ聞け。

二　すべてを知りきわめた人・救い主＊・慈悲ぶかい人・最後の身体をたもつ人である仙人・尊師は次のように説かれた。[image: ──]

三　諸のつくられた事物は実に無常である。生じ滅びる性質のものである。それらは生じては滅びるからである。それらの静まるのが、安楽である。

四＊　何の喜び＊があろうか。何の歓びがあろうか？[image: ──]（世間は）このように燃え立っているのに。汝らは暗黒に陥っていて、燈明を求めようとしない。

五＊　あちこちの方角に投げ捨てられまき散らされたこの鳩色のような白い骨を見ては、この世になんの快こころよさがあろうか？

六＊　夜の最初のあいだ母胎に入って住みつく人は、安らかにとどまること無く、（迷いのうちに）遷って行く。[image: ──]去って、もはや還って来ない。

七　朝には多くの人々を見かけるが、夕ゆうべには或る人々のすがたが見られない。夕べには多くの人々を見かけるが、朝あしたには或る人々のすがたが見られない。

八　「わたしは若い」と思っていても、死すべきはずの人間は、誰が（自分の）生命をあてにしていてよいだろうか？　若い人々でも死んで行くのだ。[image: ──]男でも女でも、次から次へと[image: ──]。

九　或る者どもは母胎の中で滅びてしまう。或る者どもは産婦の家で死んでしまう。また或る者どもは[image: 這]いまわっているうちに、或る者どもは駈け[image: 廻]っているうちに死んでしまう。

一〇　老いた人々も、若い人々も、その中間の人々も、順次に去って行く。[image: ──]熟した果実が枝から落ちて行くように。

一一　熟した果実がいつも落ちるおそれがあるように、生れた人はいつでも死ぬおそれがある。

一二　陶工のつくった土器のように、人の命もすべて終ついには壊やぶれてしまう。

一三＊　糸を繰ってひろげて、いかなる織物を織りなそうとも、織る材料（糸巻き）が残り[image: 僅]かになってしまうように、人の命も同様である。

一四＊　死刑囚が一歩一歩と歩んで行って、刑場におもむくように、人の命も同様である。

一五　山から発する川（の水）が流れ去って還らないように、人間の寿命も過ぎ去って、還らない。

一六　功労＊でも些細なことでも、苦しみとむすびついている。水面を[image: 杖]で打っても、直ぐに迹が消えてしまう＊。

一七＊　牛飼いが棒をもって牛どもを駆り立てて牧場に到着させるように、老いと死とは諸の病いをもって人々の寿命を終らせる。

一八　昼夜は過ぎ行き、生命はそこなわれ、人間の寿命は尽きる。[image: ──]小川の水のように。

一九＊　眠れない人には夜は長く、疲れた人には一里の道は遠い。正しい真理を知らない愚かな者にとっては、生死の道のりは長い。

二〇＊　「わたしには子がいる。わたしには財がある」と思って愚かな者は悩む。しかし、すでに自分が自分のものではない。ましてどうして子が自分のものであろうか。どうして財が自分のものであろうか。

二一　男も女も幾百万人と数多くいるが、財産を貯えたあげくには、死の力に屈服する。

二二　いくら財産を貯えても、最後には尽きてなくなってしまう。高い地位身分＊も終ついには落ちてしまう。結びついたものは終には離れてしまう。生命は終には死に至る。

二三　生きとし生ける者どもは死ぬであろう。生命は終ついには死に至る。かれらは、つくった業ごうの如何にしたがっておもむき（それぞれ）善と悪との報いを受けるであろう。

二四　悪い行ないをした人々は地獄におもむき、善いことをした人々＊は善いところ（＝天）に生れるであろう。しかし他の人々はこの世で道を修して＊、汚れを去り、安らぎに入るであろう＊。

二五＊　大空の中にいても、大海の中にいても、山の中の奥深いところに入っても、およそ世界のどこにいても、死の脅威のない場所＊は無い。

二六　この世においては、過去にいた者どもでも、未来にあらわれる者どもでも、一切の生き者は身体を捨てて[image: 逝]くであろう。智ある人＊は、一切を捨て去ることを知って、真理に安住して、清らかな行ないをなすべきである。

二七　この世で老いぼれた人を見て、また病んだ人を見て、また意識作用の消え失せた死人を見て、思慮ある人は家の絆きずなを捨て去った。[image: ──]世間の人々にとって欲楽は実に断ち難いものであるが。

二八＊　いとも麗わしき国王の車は朽ちてしまう。身体もまた老いに近づく。しかし善い立派な人々の徳は老いることがない。善い立派な人々は互いにことわりを説いてきかせる。

二九　なんじ、いやしき〈老い〉よ！　いまいましい奴だな。お前はひとを醜くするのだ！　麗わしい姿も老いによって粉砕されてしまう。

三〇　たとい百歳を生きたとしても、終ついには死に帰着する。老いか、病いか、または死が、この人につきそって殺してしまう。

三一　ひとびとは昼も夜もそこなわれ＊、つねに過ぎ去って帰らない。魚が火あぶりにされているように、生死の苦しみを受けている。

三二　歩んでいても、とどまっていても、ひとの命は昼夜に過ぎ去り、とどまりはしない＊。[image: ──]河の水流のようなものである。

三三　ひとびとの命は昼夜に過ぎ去り、ますます減って行く。[image: ──]水の少ない所にいる魚のように。かれらにとって何の楽しみがあろうか。

三四＊　この容色は衰えはてて、病いの巣であり、脆くも滅びる。腐敗のかたまり＊で、やぶれてしまうであろう。生命は終ついに死に帰着する。

三五＊　ああ、この身はまもなく地上によこたわるであろう[image: ──]意識を失い、空うつろで、藁＊のように、投げ棄てられて。

三六　この身体に何の用があろうか？[image: ──]いつも臭穢を漏らし、たえず病いにおそわれ、老いと死におびえているのに。

三七　病患になやみ脆いこの臭穢の身体をもって、最上の安らぎ、無上の安穏に落ちつけよ。

三八＊　「わたしは雨期にはここに住もう。冬と夏にはここに住もう」と、愚者はこのようにくよくよと慮おもんばかって、死が迫って来るのに気がつかない＊。

三九＊＊　子どもや家畜＊のことに気を奪われて心が執著している人を、死は捉えてさらって行く。[image: ──]眠っている村を大洪水が押し流すように。

四〇＊　子も救うことができない。父も親戚もまた救うことができない。死におそわれた者にとっては、かれらも救済者とはならない。

四一　「わたしはこれをなしとげた。これをしたならばこれをしなければならないであろう。」というふうに、あくせくしている人々を、老いと死とが粉砕する。

四二　それ故に、修行僧らは、つねに瞑想を楽しみ、心を安定統一して、つとめはげみ、生と老いとの究極を見きわめ＊、悪魔とその軍勢に打ち克って、生死の彼岸に達する者となれ。

以上第一章　無常

第二章　愛欲

一　愛欲よ。わたしは汝の本もとを知っている。愛欲よ。汝は思い＊から生じる。わたしは汝のことを思わないであろう。そうすれば、わたしにとって汝はもはや現われないであろう。

二＊　欲情から憂いが生じ、欲情から恐れが生じる。欲情を離れたならば、憂いは存しない。どうして恐れることがあろうか。

三＊　快楽から憂いが生じ、快楽から恐れが生じる。快楽を離れたならば、憂いが存在しない。どうして恐れることがあろうか？

四　果実が熟したならば、尖端は甘美であるが、喜んで味わってみると辛い。愛欲は愚かなる者どもを焼きつくす。[image: ──]たいまつを放さない人の手を、たいまつが焼くように。

五、六＊　鉄や木材や麻紐でつくられた枷かせを聖者たちは堅固な縛いましめとは呼ばない。心が愛欲に染まり愚鈍な人が、妻や子にひかれること、[image: ──]これが堅固な縛いましめであると、聖者たちは呼ぶ。それはあらゆる点で極めて堅固であって、脱れ難い。かれらはこれをさえも断ち切って、顧みること無く、欲楽をすてて、遍歴修行する。

七　世間における種々の美麗なるものが欲望なのではない。欲望は、人間の思いと欲情なのである。世間における種々の美麗なるものはそのままいつも存続している。しかし思慮ある人々はそれらに対する欲望を制してみちびくのである。

八　人間のうちにある諸の欲望は、常住に存在しているのではない。欲望の主体は無常なるものとして存在している。束縛されているところのものを捨て去ったならば、死の領域は迫って来ないし、さらに次の迷いの生存を受けることもない、と、われは説く。

九＊　実に欲の生じた人は、汚れが漏れ、心が濁り汚れているであろう。諸の愛欲に心の礙さまたげられることのない人は、〈流れを上のぼる者＊〉とよばれる。

一〇＊　聡明な人は順次に少しずつ、一刹那ごとに、おのが汚れを除くべし、[image: ──]鍛冶工が銀の汚れを除くように。

一一　車大工が（車を修理するときに）革の紐を切るように＊、諸の欲望のうちのどれかを捨てるごとに、それだけ安楽が実現される。

一二　もしも一切の安楽を受けようと欲するならば、一切の愛欲を捨てねばならぬ。一切の愛欲を捨てた人は、実り窮きわまり無い＊楽しみを受けて、栄えるであろう。

一三　諸の欲望にしたがっているあいだは、心が満足を得ることが無かった。しかし欲望から退き休止することを反省して見て、明らかな知慧によってよく満足した人々は、実に満足しているのである。

一四　欲望によっては満足することがないから、明らかな知慧をもって満足するほうが勝すぐれている。明らかな知慧をもって満足した人を、愛執が支配することはできない。

一五　愛欲を貪っている人々は実に放わが逸ままであって、なしてはならぬことを楽しんでいる。死の危機が迫って来るのをかれらは見ない。[image: ──]人生は短いのに。

一六＊　愚人は享楽のために害される。しかしこの世で自己を求める人々は害されない。享楽を妄執するがゆえに＊、愚者は他人をも自分をも害う。

一七＊　たとえ貨幣の雨を降らすとも、欲望の満足されることはない。賢者は、「欲望は快楽の味が短い」と知って、

一八＊　たとい天上の快楽にもこころが喜ばない。正しく覚った人（＝仏）の弟子はつねに妄執の消滅を喜ぶ。

一九　たといヒマーラヤ山にひとしい黄金の山があったとしても、その富も一人の人を満足させるのに足りない。このことを知って、平らかな心で＊行なうべきである。

二〇　苦しみと苦しみの起る本もとを知る人は＊、どうして愛欲を楽しむであろうか？　思慮ある人は、世間における絆きずなを棘とげであると考えて、それを制しみちびくために修学すべし。

以上第二章　愛欲

第三章　愛執

一＊　あれこれ考えて心が乱され、愛欲がはげしいのに、愛欲を浄らかだと見なす人には、愛執がますます増大する。この人は実に束縛の絆きずなを堅固ならしめる。

二＊　あれこれの考えをしずめるのを楽しみ、つねに心にかけて、（身体などを）不　浄きよからぬものであると観じて修する人は、愛執を捨て去るであろう＊。かれは実に束縛の絆きずなを腐らせる。

三　人々は盲目なる欲望の網のうちに投げ込まれ、愛執に[image: 蔽]われて、放わが逸ままであり、獄舎にとじこめられている。[image: ──]魚が魚すな獲どりの網の目にかかったように。かれらは老いと死とに向う。[image: ──]乳を吸いたがる犢こうしが母牛に向うように。

四＊　恣ほしいままのふるまいをする人には、愛執が蔓草のようにはびこる。林のなかで猿が果実こ の みを探し求めるように、かれは（この世からかの世へと）あちこちにさまよう。

五＊　人の快楽ははびこるもので、また愛執で潤うるおされる。実に人々は歓楽にふけり、楽しみをもとめて、生れと老衰を受ける。

六＊　愛欲に駆り立てられた人々は、わなにかかった兎のように、ばたばたする。束縛の絆きずなにしばられ執著になずみ、永いあいだくりかえし苦悩を受ける。

七　衆生は愛執に縛られて、移りかわる生存に＊心がなずんでいる。人々は悪魔によって軛くびきにむすばれ、安穏を失い、生死のうちに落ちて来る。もろもろの軛は実に超克しがたいものだ。

八　しかしこの世において愛執を捨てて、移りかわる生存に対する愛執を離れ、愛執の消え失せた修行僧＊は、欲求することなく、ときほごされている＊。

九＊　この世において極めて断ち難いこのうずく愛欲のなすがままである人は、諸の憂いが増大する。[image: ──]雨が降ったあとにはビーラナ草がはびこるように。

一〇＊　この世において極めて断ち難いこのうずく愛欲を断ったならば、憂いはその人から消え失せる。[image: ──]水の滴しずくが[image: 蓮]はちす葉ば　から落ちるように。

一一＊　さあ、ここに集まったみなさん＊に告げます。[image: ──]みなさんに幸さちあれ。愛執を根こそぎに掘れ。[image: ──]（香かぐわしい）ウシーラ根を求める人がビーラナ草を掘るように。愛執が根から掘られたら、憂いは存在しない。何の恐れがあろうか。

一二＊　男は愛執を妻として、長夜に臥す。ひそむ妄執のゆえ＊にくり返し流転輪[image: 廻]して、くり返し母胎に入る。このような状態、それとは異なった状態というふうに、輪[image: 廻]のうちに行きつ戻りつする＊。

一三　しかしこの世でその愛執を捨てて、移りかわる生存に対する愛執を離れたならば、その人はもはや輪[image: 廻]しない。その人には愛執が存在しないからである。

一四　神々も人間も愛執に依っていて、欲求している。その執著をなす愛執を渡ってのり超えよ。汝は瞬時も空しく過すな。時を空しく過した人々は地獄に堕お　ちて憂いにしずむ＊。

一五　実に愛執が原因であり、執著は（それに縁って）流れている川である。この世では（欲の）網が茎をつねに覆うている。蔓草である饑えを全く除去したならば、この苦しみはくり返し退く＊。

一六＊　たとえ樹を伐っても、もしも頑強な根を断たなければ、樹がつねに再び成長するように、妄執（渇愛）の根源となる潜勢力を摘出しないならば、この苦しみはくりかえし現われ出る。

一七　譬えば自分が堅固に作った矢でも、（誤って）乱暴に弦に番つがえると、その人を殺してしまうように、ここで自分の内部から現われて出た蔓草である愛執は、人々＊を殺すに至る。

一八　愛執は苦しみの起る根源＊であるとこの危ない患らいを知って、愛欲を離れ、執著して取ることなく＊、修行僧は気をつけながら遍歴すべきである。

以上第三章　愛執

第四章　はげみ

一＊　つとめ励むのは不死の境地である。怠りなまけるのは死の足跡である。つとめ励む人々は死ぬことが無い。怠りなまける人々は、つねに死んでいる。

二＊　つとめはげむことについてこの区別のあることを知って、賢い人、聖者は、自分の境地であるつとめはげむことをいつも喜ぶがよい。

三＊　たえず（道に）思いをこらし、つねに健たけく奮励する、思慮ある人々はニルヴァーナに達する。これは無上の幸せである。

四＊　賢明なる人がつとめはげみによって放わが逸ままをたち切るときには、知慧の高たか閣どのに登り、憂いを去って、憂いある人びとを見下おろす。山の上にいる人が地上の人々を見下すように。

五＊　聡明な人は、奮い立ち、努めはげみ、自制、克己によって、（よるべとしての）島をつくる。激流もそれをおし流すことができない。

六＊　ふるい立ち、思いつつましくこころは清く、気をつけて行動し、みずから制し、法のりにしたがって生き、つとめはげむ人は、名声が高まる。

七　心のなかで怠ってはならぬ。絶えず沈黙の教えを実行せよ。休らいに帰し、つねに専念している修行完成者には、憂いは存在しない。

八＊　下劣なしかたになじむな。怠けて人々とともにふわふわと暮すな。邪よこしまな見解をいだくな。世俗のわずらいをふやすな。

九　世俗的であっても、すぐれた正しい見解をもっているならば、その人は千の生涯を経ても、地獄＊に堕お　ちることがない。

一〇＊　智慧乏しき愚かな人々は放わが逸ままにふける。しかし心ある人は、つとめはげむのをまもる。[image: ──]隊商の統領が財宝た か らを（大切に）まもるように。

一一　叡智の無い愚かな人々は放逸の状態をつづけている。つとめはげむ人は、つねに瞑想し、汚けがれの消滅を達成する。

一二＊　放なお逸ざりに耽るな。愛欲と歓楽に親しむな。おこたることなく思念をこらす者は、不動の楽しみを得る。

一三　いまや怠りなまける時であってはならない。煩悩の汚れを滅ぼし尽くさないならば、その放逸なる人を、悪魔がつきそって行く。鹿の母が獅子につきそって行く＊ようなものである。

一四＊　放よこ逸しまで他人の妻になれ近づく者は、四つの事がらに遭遇する。[image: ──]すなわち、禍をまねき、臥して楽しからず、第三に非難を受け、第四に地獄に堕ちる。

一五＊　禍をまねき、悪しきところ（地獄）に堕ち、相ともにおびえた男女の愉楽はすくなく、王は重罰を課する。ひとは他人の妻になれ近づいてはならぬ。身体が崩壊したのちには、地獄で火に焼かれる。

一六＊　自分の益になるものであると知り得ることを、あらかじめ為すべきである。（無暴な）車夫のような思いによらないで、賢者はゆっくりと邁進すべきである。

一七＊　譬えば車夫が平坦な大道を捨てて、凹凸ある道をやって来て、車軸を毀してはげしく悲しむように、

一八　愚かな者は、法のりから逸脱して、なしてはならぬことを実行して、死魔の支配に屈し、車軸を毀したように、悲しむ。

一九＊　なすべきことを、なおざりにし、なすべからざることをなす、高ぶって放わが逸ままなる者どもには、汚れが増す。かれらには汚れが増大する。かれらは汚れの消滅からは遠く隔っている。

二〇＊　よく修行を始めて、常に身体（の本性）を思いつづけて、為すべからざることを為さず、為すべきことを常に為して、心がけて、みずから気をつけている人々には、諸の汚れがなくなる。

二一＊　多く説くからとて、そのゆえにかれが道を実践しているのではない。この世でたとい教えを聞くことが少なくても、身をもって真理を体得する人、怠って道からはずれることの無い人[image: ──]かれこそ道を実践している人なのである。

二二＊　たといためになることを数多く語るにしても、それを実行しないならば、その人は怠っているのである。牛飼いが他人の牛を数えているようなものである。かれは修行者の部類には入らない。

二三＊　たといためになることを少ししか語らないにしても、理法にしたがって実践し、情欲と怒りと迷妄とを捨てたならば、その人は、修行者の部類に入る。

二四＊　つとめはげむことを人々はほめたたえる。放逸なることはつねに非難される。マガヴァト＊は、つとめはげんだので、神々のなかでの最高の者となった。

二五　なすべきことに努めはげむことを賢者はつねにほめたたえる。つとめはげむ賢い人は、（次に挙げる）二つのことがらを極めてよく把捉している＊。

二六　一つは現世に関することがらであり、他の一つは来世に関することがらである。思慮ある人は、事がらを見きわめてさとるから、〈賢明な人〉と呼ばれるのである。

二七＊　修行僧は、つとめはげむ＊のを楽しみ、放なお逸ざりのうちに恐ろしさを見る。自己を難処から救い出す。[image: ──]泥沼に落ちこんだ象のように。

二八　修行僧は、つとめはげむのを楽しみ、放なお逸ざりのうちに恐ろしさを見、悪いことがらを吹き払う。[image: ──]風が木の葉を吹き落すように。

二九＊　修行僧は、つとめはげむことを楽しみ放なお逸ざりのうちに恐ろしさを見、微細なものでも粗大なものでもすべて心の纏わずらいを、焼きつくしながら歩む。[image: ──]燃える火のように。

三〇　修行僧はつとめはげむのを楽しみ、放なお逸ざりのうちに恐ろしさを見、一切の束縛の絆きずなの消滅し尽くすことを次第に体得する。

三一　修行僧はつとめはげむのを楽しみ、放なお逸ざりのうちに恐ろしさを見、やすらぎの境地を体得する。それはつくり出すはたらきの静まった安らかさである。

三二＊　修行僧はいそしむことを楽しみ、放なお逸ざりのうちにおそろしさを見、堕落するはずはなく、すでにニルヴァーナの近くにいる。

三三　起てよ。つとめよ。平安を得るために、ひたすらに学べ。心が落ち着かないこと、放逸、奮起しないこと、わが身を制しないこと、

三四　睡眠、[image: 倦]怠、怠惰[image: ──]これらは修行の妨げである。そのよすがを知り究めよ。[image: ──]心の落ち着きが妨げられることの無いように。

三五＊　奮ふる起いたてせよ。怠けてはならぬ。善き行ないのことわりを実行せよ。ことわりに従って行なう人は、この世でも、あの世でも、安楽に臥す。

三六　修行僧らは、つとめはげむのを楽しめ。よく戒いましめをたもて。その思いをよく定め統一して、自分の心をまもれかし。

三七　さあ、奮い立て。外へ出て行け。仏の御み　教えにつとめよ。死王の軍勢を追い払え。[image: ──]象が葦の生えている住居＊を出て行くように。

三八　この教説と戒律とにつとめはげむ人は、生れをくりかえす輪[image: 廻]を捨てて、苦しみを終滅するであろう。

以上第四章　はげみ

第五章　愛するもの

一＊　愛するものから憂いが生じ、愛するものから恐れが生ずる。愛するものを離れたならば憂いは存在しない。どうして恐れることがあろうか？

二　愛するものから憂いが生じ、愛するものから恐れが生ずる。愛するものは変滅してしまうから、ついには狂乱に帰す。

三　世間の憂いと悲しみ、また苦しみはいろいろである。愛するものに由って、ここにこの一切が存在しているのである。愛するものが存在しないならば、このようなことは決して有り得ないであろう。

四　それ故に、愛するものがいかなるかたちでも決して存在しない人々は、憂いを離れていて、楽しい。それ故に、憂いの無い境地を求めるならば、命あるものどもの世に、愛するものをつくるな。

五＊　愛するものと会うな。愛していないものとも会うな。愛するものを見ないのは苦しい。愛しないものを見るのも苦しい。

六　愛する人々と離れるが故に、また愛しない人々に会うが故に、はげしく憂いが起る。それによって人々は老いやつれてゆく。

七　時が来て、愛する人が死ぬと、親族知人が集まって来て、長い夜を徹して悲しむ。実に愛する者と会うことは苦しい。

八＊　それ故に、愛するものをつくってはならぬ。愛するものであるということはわざわいである。愛するものも憎むものも存在しない人々には、わずらいの絆きずなは存在しない。

九＊　つねに道に違うたことになじみ、道に順ったことにいそしまず、目的を捨てて、快いことだけを取る人は、みずからの目的につとめる者を憧れるに至るであろう。

一〇　神々の群は、愛する好ましきかたちの楽しみに結ばれて、別々に住んでいるが、（楽たのしみきわまって）殃わざわいを招き、あわれにも＊死王の支配に屈してしまう。

一一　夜も昼もつとめはげみ、つねに愛しきものを捨て去る人々は、罪悪の根を掘ってなくしてしまう、[image: ──]それは死王の財であり、なかなか超克し難いものであるが。

一二　悪いものは善いすがたをもって、憎らしいものは愛しきもののすがたをもって、苦しみは安楽のすがたをもって、放なお逸ざりなる者どもを粉砕してしまう。

一三　もしも自分を愛しいものだと知るならば、自分を悪と結びつけてはならない。悪いことを実行する人が楽しみを得るということは容易ではないからである。

一四　もしも自分を愛しいものだと知るならば、自分を悪と結びつけてはならない。善いことを実行する人が、楽しみを得るということは、いともたやすいからである。

一五　もしも自分を愛しいものだと知るならば、よく心がけて自己をまもるべきである。[image: ──]辺境にある、城壁に囲まれた都市が堅固に奥深く濠をめぐらされているように。賢い人は、夜の三つの区分のうちの一つだけでも、つつしんで目ざめておるべきである。

一六　もしも自分を愛しいものだと知るならば、よく心がけて自己を守るべきである。[image: ──]辺境にある、城壁に囲まれた都市が内も外も堅固に守られているように、

一七　そのように自己を守れ、汝らは瞬時も空しく過すな。時を空しく過した人々は、地獄に堕お　ちて悲しむ。

一八　どの方向に心でさがし求めてみても、自分よりもさらに愛いとしいものをどこにも見出さなかった。そのように、他人にとってもそれぞれの自己がいとしいのである。それ故に、自分のために他人を害してはならない。

一九＊　すべての者は暴力におびえている。すべての（生きもの）にとって生命が愛いとしい。己おのが身にひきくらべて、殺してはならぬ。殺さしめてはならぬ。

二〇＊　久しく旅に出ていた人が、遠方から無事に帰って来たならば、親戚、親友、友人たちは、かれが帰って来たのを祝う。

二一＊　そのように、善いことをしてこの世からあの世に行った人を、善業が喜んで迎える。[image: ──]愛しい親族が帰って来たのを、喜び迎えるように。

二二＊　それ故に、来世のために功く　徳どくを積め。功徳は実にあの世における人々のよりどころであるからである。

二三　神々は功徳をほめたたえる。正しい行ないをなす人＊は、この世で非難されることがなく、また死後には天にあって楽しむ。

二四＊　徳行をそなえ、法のりにしたがって生き、恥を知り、真実を語り、自分のなすべきことを行なう人＊を、世人は好ましいと見なす。

二五　他人に愛される人は、また自分のためにもよいことをするのである。[image: ──]この世では人々にほめたたえられ、死後には天上に生れる＊。

二六＊ （他人を）訓戒せよ、教えさとせ。宜しくないことから（他人を）遠ざけよ。そうすれば、その人は善人から愛せられ、悪人からは疎うとまれる。

二七　悪人と善人とは、死後には異なったところにおもむく。悪人は地獄におもむき、善人は天上に生れる。

以上第五章　愛するもの

第六章　戒しめ

一　聡明な人は、三つの宝をもとめるならば、戒しめをまもれ。[image: ──]その三つとは、世の人々の称讃（＝名誉）と、財の獲得と、死後に天上に楽しむことである。

二　この三つのことがらをはっきりと見て、賢者は戒しめをまもれ。尊い人は正しい見解を具現して、世の中で幸せを得る。

三　戒しめを受けたもつことは楽しい。身体が悩まされることがない。夜は安らかに眠る。目が覚めたならば心に喜ぶ。

四　老いに至るまで戒しめをたもつのは、善いことである。信仰を確立することは、善いことである＊。明らかな知慧は、実に人々の宝である。福徳は盗賊も奪い去るのが難しい。

五　明らかな知慧があり、戒しめをたもつ人は福徳をつくり、ものをわかちあって、この世でもかの世でも、安楽を達成する。

六　修行僧は堅く戒しめをたもって、諸の感官をよくつつしみ、食事についてもほどよい量を知り、めざめているときには心を統一し、気をつけている＊。

七　このように、昼夜に熱心につとめはげみ、[image: 倦]むことなく暮している＊ならば、その人は堕落するはずはなく、すでにニルヴァーナの近くにいる。

八＊　修行僧は堅く戒めをたもち、心の念おもい＊と明らかな知慧とを修養すべきである＊。つねに熱心に、つつしみ深く＊つとめはげむならば、苦しみを消滅し尽すに至るであろう。

九　それ故に、つねに戒しめを守り、精神の統一をまもる者であれ。真理を観ずることを学び、しっかりと気をつけて落ち着いておれ＊。

一〇　かれは束縛の絆きずなが消え失せて、慢心もなくなり、煩悩のさまたげもなく、身体が壊やぶれて死んだあとでも明らかな知慧をたもち＊、ときほごされて＊、（迷える人の）部類に入らない。

一一　戒しめと精神統一と明らかな知慧＊とのある人は、これらをよく修養している。かれは究極の境地に安住し、汚れが無く、憂いが無く、迷いの生存を滅ぼし尽くしている。

一二　執著から解放されて、こだわりなく、完き知慧＊あり、煩悩のさまたげなく＊、悪魔の領域を超えて、太陽のように輝く。

一三　修行僧が、心が高ぶりざわざわして、恣ほしいままに怠りなまけて、外のことがらに心を向けているならば、戒しめと精神統一と知慧とは完成しない。

一四　覆われたものに、雨が降り注ぐ。開きあらわされたものには、雨は降らない。それ故に、覆われたものを開けよ。そうしたならば、それに雨は降り注がない。

一五＊　心ある人はこの道理を見て、つねに戒しめをまもり、すみやかにニルヴァーナに至る道を清くせよ。

一六＊　花の香りは風に逆らっては薫かおらない。[image: ──]昼間に咲く＊タガラの花からも、栴檀からも[image: ──]。しかし徳のある人々の香りは、風に逆らっても薫る。徳のある人は、すべての方向に薫るのである。

一七＊　タガラ、栴檀、ヴァールシカー＊、青[image: 蓮]華[image: ──]、これら香りのあるものどものうちでも、徳行の香りこそ最上である。

一八＊　タガラ、栴檀の香りは、微かすかであって、大したことはない。しかし徳行ある人々の香りは、天の神々にもとどき、この世でも薫る。

一九＊　清らかに戒しめをたもち、つとめはげんで生活し、正しい知慧によって解脱した人々＊には、悪魔も近づくによし無し。

二〇＊　これは安穏に達する道である。これは清浄に向う道である。心をおさめて、この道を歩む者どもは悪魔の束縛を捨て去るであろう。

以上第六章　戒しめ


第七章　善い行ない

一＊　身体に過ちを犯さないように＊、まもり落ち着けよ。身体について、慎つつしんでおれ。身体による悪い行ないを捨てて、身体によって善行を行なえ。

二＊　ことばで過ちを犯さないように、まもり落ち着けよ。ことばについて、慎しんでおれ。語ことばによる悪い行ないを捨てて、語ことばによって善行を行なえ。

三＊　心で過ちを犯さないように、まもり落ち着けよ。心について、慎つつしんでおれ。心による悪い行ないを捨てて、心によって善行を行なえ。

四　身体による悪い行ないを捨て、ことばによる悪い行ないを捨て、心による悪い行ないを捨て、そのほか汚れのつきまとうことを捨てて、

五　身体によって善いことをせよ。ことばによって大いに善いことをせよ。心によって善いことをせよ。[image: ──]汚れのさまたげの無い、無量の善いことを。

六　身体によって善いことを為し、ことばによっても心によっても善いことをするならば、その人はこの世でも、またかの世でも幸せを得るであろう。

七　生きものを傷けることなく、つねに身体について慎しんでいる聖者たちは、不死の境く　地に　におもむく。そこに至れば悩むことがない。

八　聖者は実に生きものを傷けることなく、つねにことばについてよく慎しんでいる。かれらは不死の境く　地に　におもむき、そこに至れば悩むことがない。

九　聖者は実にひとを傷つけることなく、心についてつねに慎しんでいる。かれらは不死の境く　地に　におもむき、そこに至れば悩むことがない。

一〇＊　落ち着いて思慮ある人々は身をつつしみ、ことばをつつしみ、心をつつしむ。かれらはあらゆることに慎しんでいる。かれらは不死の境地におもむく。そこに達したならば、悩むことがない。

一一＊　身について慎しむのは善い。ことばについて慎しむのは善い。心について慎しむのは善い。あらゆることについて慎しむのは善いことである。あらゆることがらについて慎しむ修行僧はすべての苦しみから脱れる。

一二＊ （悪いことを言わぬように）ことばを護り、心でよく慎しみ、身体で悪いことをするな。この善き行為の道を浄めて、聖者の説きたまうた道を体得せよ。

以上第七章　善い行ない

第八章　ことば

一＊　いつわりを語る人は地獄に堕お　ちる。またこの世で自分が言ったのとは異なった行ないをなす人も地獄に堕ちる。この両者は死後にひとしくなると説かれている、[image: ──]来世ではともに下劣な業ごうをもった人々＊なのであるから。

二＊　人が生れたときには、実に口の中に斧が生じている。ひとは悪わる口くちを語って、その斧によって自分自身を斬るのである。

三＊　毀るべき人々を誉ほ　め、また誉むべき人々を毀る者[image: ──]かれは口によって悪運をかさね、その悪運のゆえに幸しあわせを受けることができない。

四＊　この世で[image: 賭]博に負けて財を失う人でも、その不運は[image: 僅]かなものである。しかしこの世で完全に達した人々（聖者たち）に対して悪意をいだく人の罪（不運）は、まことに重いのである。

五＊　悪口をいい、また悪意をいだいて聖者を毀る者は、十万のニラルブダ地獄と三十六と五千のアルブダ地獄とにおもむく。

六　悪い心のある人々は実に噓を言う＊。つねに地獄（の苦しみ）を増して、おのれを傷ける。欠点の無い力のある人は、心の混濁を除いて、（すべてを）忍ぶ。

七＊　愚かにも、悪しき見解にしたがって、真理に従って生きる真人・聖者たちの教を罵るならば、その人には悪い報いが熟する。[image: ──]棘のある[image: 芦]あし＊はのびて節ふしが熟すると自分自身が滅びてしまうようなものである。

八　善いことばを口に出せ。悪いことばを口に出すな。善いことばを口に出したほうが良い。悪いことばを口に出すと、悩みをもたらす。

九　すでに（他人が）悪いことばを発したならば、（言い返すために）それをさらに口にするな＊。（同じような悪口を）口にするならば悩まされる。聖者はこのように悪いことばを発することはない。愚かな者どもが（悪いことばを）発するからである。

一〇＊　口をつつしみ、ゆっくりと語り＊、心が浮わつかないで＊、事がらと真理とを説く修行僧[image: ──]かれの説くところはやさしく甘美である。

一一＊　善い教えは最上のものである、と聖者は説く。（これが第一である）。理法を語れ。理法にかなわぬことを語るな。これが第二である。好ましいことばを語れ。好ましからぬことばを語るな。これが第三である。真実を語れ、虚偽を語るな。これが第四である。

一二＊　自分を苦しめず、また他人を害しないようなことばのみを語れ。これこそ実に善く説かれたことばなのである。

一三＊　好ましいことばのみを語れ。そのことばは人々に歓よろこび迎えられる。つねに好ましいことばのみを語っているならば、それによって（ひとの）悪（意）を身に受けることがない。

一四＊　真実のことばは不滅であるはずである。実に真実のことばは最上である。かれらは、真実＊すなわちことがらと理法の上に安立したことばを語る。

一五＊　安らぎに達するために、苦しみを終滅させるために、仏の説きたまうたおだやかな＊ことばは、実に善く説かれたことばである。

以上第八章　ことば

第九章　行ない

一＊　唯一なることわりを逸脱し、偽りを語り、彼岸の世界を拒んでいる人は、どんな悪でもなさないものは無い。

二＊　戒律をまもらず、みずから慎むことなくして人々の施しを受けるよりは、火炎のように熱した鉄丸を食くらうほうがましだ。

三　もしも汝が苦しみを恐れるならば、もしも汝が苦しみを嫌うならば、あらわにも、あるいは秘密にでも、悪い行ないをなすな。

四　もしも汝が悪い行ないをなすならば、あるいはいつかなすであろうならば、汝は苦しみから離脱することはない、[image: ──]たとい汝が（空中に）浮び上って逃げ去ろうとしても。

五＊　大空の中にいても、大海の中にいても、山の中の奥深いところに入っても、およそ世界のどこでも悪業の制圧しない場所は存在しない。

六　この世で他人のした悪い行ないを見ては、ひとは非難するであろうが、その悪い行ないを自からしてはならない。悪人は実に（自分の）業に束縛されている。

七　詐欺や慢心をともない、正しくない行ないにより、あるいは他人から企たくらまれて＊、人々を傷けるならば、その人々は深い坑あなの中に堕お　ちる。人々は実に（各自の）業に縛せられている。

八　人がもしも善または悪の行ないをなすならば、かれは自分のした一つ一つの業の相続者となる。実に業は滅びないからである。

九　或る物が人に役立つあいだは、その人は（他人から）掠奪する＊。次いで他の人々がかれから掠め取る。（他人から）掠め取った人が、掠奪されるのである。

一〇　愚かな者は（悪い事を）しながら「この報いはわれには来ないであろう」と考える。しかし、来世におもむいて、悪い行ないをした人々の行きつくところを知る。

一一　愚かな者は（悪い事を）しながら「この報いはわれには来ないであろう」と考える。しかし、のちに報いを受けるときに、苦痛が起る。

一二＊　もしも愚かな者が、悪い行ないをしておきながら、気がつかないならば、浅はかな愚者は自分自身のした行ないによって悩まされる。[image: ──]火に焼きこがされてやけどした人が苦しむように。

一三＊　聡明でない愚人どもは、自分に対して仇敵か た きに対するようにふるまう。悪い行ないをして、苦い果実こ の みをむすぶ。

一四＊　もしも或る行為をしたのちに、それを後悔して、顔に涙を流して泣きながら、その報むくいを受けるならば、その行為をしたことは善くない。

一五＊　もしも或る行為をしたのちに、それを後悔しないで、嬉しく喜んで＊、その報いを受けるならば、その行為をしたことは善いのである。

一六　自分の幸せだけをもとめる人々は、笑いながら悪いことをする。しかし、かれらはのちに苦しんで、泣きながらその報いを受ける。

一七＊　悪い事をしても、その業（カルマ）は、しぼり立ての牛乳のように、すぐに固まることはない。（徐々に固まって熟するのである。）その業は、灰に覆われた火のように、（徐々に）燃えて悩ましながら、愚者につきまとう。

一八　悪い事をしても、その業（カルマ）は、刀剣のように直ぐに斬ることは無い。しかし、来世におもむいてから、悪い行ないをした人々の行きつく先を知るのである。のちに、その報いを受けるときに、劇しい苦しみが起る。

一九＊　鉄から起った[image: 錆]が、それから起ったのに、鉄自身を食いつくすように、悪をなしたならば、自分の業が、静かに気をつけて行動しない人＊を悪いところ（地獄）にみちびく。

以上第九章　行ない

第一〇章　信仰

一　信ずる心あり、恥を知り、戒しめをたもち、また財をわかち与える[image: ──]これらの徳行は、尊い人々のほめたたえることがらである。「この道は崇高なものである」とかれらは説く。これによって、この人は天の神々の世界におもむく。

二＊　物惜しみする人々は、天の神々の世界におもむかない。その愚かな人々は、分ちあうことをたたえない。しかしこの信まことある人＊は、分ちあうことを喜んでいるので、このようにして来世には幸せとなる。

三＊　信まことは人の最高の財である。徳を良く実行したならば＊、幸せを受ける。真実は、実に諸の飲料のうちでも最も甘美なものである。明らかな知慧によって生きる人は、生きている人々のうちで最もすぐれた人であると言われる。

四＊　尊敬さるべき真人たちに対する信仰を財とし、安らぎ＊に至るための教えを聞こうと願うならば、聡明な人は（ついには）いろいろのことについて明らかな知慧を得る＊。

五＊　ひとは、信仰によって激流を渡り、つとめはげむによって海を渡る。勤勉によって苦しみを捨て、明らかな知慧によって全く清らかとなる。

六　信まこと＊は男に伴れそう妻である。知慧がかれを教えさとす。修行僧は安らぎ（ニルヴァーナ）を楽しみ、迷いの生存の束縛を断ち切る。

七＊　信仰と戒しめとをたもち、生きものを傷けず、つつしみあり、みずからととのえている人は、汚れを去った賢者であり、「端正な人」と呼ばれる。

八＊　信仰あり、徳行そなわり、ものを執著しないで与え、物惜しみしない人は、どこへ行こうとも、そこで尊ばれる。

九　生きとし生ける者どものあいだにあって、信仰と知慧＊とを得た賢い人にとっては、それが実に最上の宝である。そのほかの宝はつまらぬものである。

一〇　諸の聖者に見まみえようと願い＊、正しい教えを聞くことを楽しみ、もの惜しみの汚れを去った人、[image: ──]かれこそ〈信仰心ある人〉と呼ばれる。

一一　信仰心の深い人は、人生の旅路の糧かてを手に入れる。それは盗賊も奪うことのできない福徳である。盗賊が奪い去るのを防ぐ。功徳をともなう修行者らは、人々に愛される。修行者らが来たのを見ては、賢い人々は歓び迎える。

一二＊　或るひとびとは、信ずるところにしたがって、また財力に応じて、ほどこしをなす。だから、他人のくれた食物や飲料に満足しない人は、昼も夜も心のやすらぎを得ない。

一三＊　もしもひとがこれらの悪徳、飽あ　かざる思いを絶ち、ターラ樹の尖端のように根だやしにしたならば、その人は昼も夜も心のやすらぎを得る。

一四　信仰の無い人とつき合うな。水の乾ひ　からびた池のようなものである。もしもそこを掘るならば、泥くさい臭においのする水が出て来るだろう。

一五　しかし、信仰心あり明らかな知慧ある人とつき合え。[image: ──]水をもとめている人が湖に近づくように。そこには、透明で清く澄み、冷ひややかで、濁りの無い水がある。

一六　好きな人だからといってなじんではならない＊。ひとはそこで砕かれてしまう。清い信仰心の無い人を遠ざけて、清い信仰心のある人に近づく。

以上第一〇章　信仰

　

まとめの句

　

　（一）無常と（二）愛欲と（三）愛執と（四）はげみと（五）愛するものと（六）戒しめと（七）善い行ないと（八）ことばと（九）行ないと（一〇）信仰とで、一〇になる。

第一一章　道の人

一＊　勇敢に流れを断て。諸の欲望をきっぱりと去れ。諸の欲望を捨てなければ、聖者は一体に達することができない＊。

二＊　知慧ある人は、（なすべきことを）いつも為しつつ、それを断乎として実行せよ。行ないのだらけた出家修行は、多く塵を受ける。

三＊　その行ないがだらしがなく、その修養が汚れていて、清らかな行ないなるものも完全に清らかでないならば、大きな果報はやって来ない。

四＊　矢でも、とらえ方を誤ると、手のひらを切るように、修行者の行ぎょうも、誤っておこなうと、地獄にひきずりおろす。

五　矢でも正しく捉えると、手のひらを切ることがないように、修行者の行も正しくおこなうと、ニルヴァーナの近くにある。

六　修行者の行ないは、知能の鈍い人間の為し難く忍び難いことである。愚鈍なる者の気落ちするような苦悩は多いのである。

七　修行者の行をおこなう人は、自分の心を退けるべきではない＊。（そうでないならば）くりかえし心が沈んでしまって、諸の（乱れた）思いのままになってしまうであろう。

八＊　出家の生活は、困難であり、それを楽しむことは難しい＊。（世俗の）家に住むのも、堪え難いことである。心を同じくしない人々＊と共に住むのも、苦しいことである。迷いの生存を重ねることは、苦しみである。

九＊　袈裟を頸から纏っていても、性た　質ち　が悪く、つつしみのない者が多い。かれら悪人は悪いふるまいによって死後には悪いところ（地獄）に生れる。

一〇＊　この極めて性たちの悪い人は、仇敵がかれの不幸を望むとおりのことを、自分に対してなす。あたかも蔓草が沙しゃ羅ら　の木にまといつくようなものである＊。

一一＊　頭髪が白くなったからとて〈長老〉なのではない。ただ年をとっただけならば「ばかになって老いぼれた人」と言われる。

一二＊　しかし福徳と罪悪とを捨て、清らかな行ないをなし、ひととの交りを捨てて行じている人、[image: ──]かれこそ〈長老〉とよばれる。

一三＊　頭を剃ったからとて、身をつつしまず、偽りを語る人は、〈道の人〉ではない。欲望と貪りにみちている人が、どうして〈道の人〉であろうか？

一四＊　頭を剃ったからとて、身をつつしまず、偽りを語る人は、〈道の人〉ではない。大きかろうとも小さかろうとも悪をすべてとどめた人は、諸の悪を静め滅ぼしたのであるから、〈道の人〉と呼ばれる。

一五＊　この世では悪を取り除いたので〈バラモン〉（brāhma[image: 〓]a 婆羅門）と呼ばれ、不吉なことが静かにやすまっているので〈道の人〉（śrama[image: 〓]a 沙門）と呼ばれ、おのれの汚れを除いたので、〈出家者〉（pravrajita）と呼ばれる。

以上第一一章　道の人

第一二章　道

一　明らかな知慧によって四つの尊い真理を見るときに、この人は迷える生存の妄執を破り摧く道を明らかに知る。

二　風によって吹き上げられた塵が雨によって静まるように、ひとが明らかな知慧によって見るときに、諸の欲望の思いが静まる。

三　この世においては、実相を洞察するに至るこの知慧が、最もすぐれている。それによってひとは、生れと死の尽きてなくなることを正しく明らかに知る。

四＊　諸の道のうちでは〈八つの部分よりなる正しい道〉が最もすぐれている。真理について言えば〈四つの尊い真理〉（＝四諦たい）が最もすぐれている。諸の徳のうちでは〈情欲を離れること〉が最もすぐれている。諸の人々のうちでは〈眼まなこある人〉（＝ブッダ）が最もすぐれている。

五＊　「一切の形成されたもの＊は無常である」（諸行無常）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

六＊　「一切の形成されたものは苦しみである」（一切皆苦）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

七　「一切の形成されたものは空である」と明らかな知慧をもって観るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

八＊　「一切の事物は我われならざるものである」（諸法非我）と明らかな知慧をもって観み　るときに、ひとは苦しみから遠ざかり離れる。これこそ人が清らかになる道である。

九　棘とげが肉に刺さったのを知って＊、わたくしは汝らにこの道を説いたのだ。汝らは（みずから）なすべきである。諸の完成者（如来）は（ただ）教えを説くだけである。

一〇　愛執の矢が肉に刺さったので、わたくしは汝らにこの道を説いたのだ。汝らは（みずから）なすべきである。けだし諸の完成者（如来）はただ道を示しただけである。

一一＊　これこそ道である。（真理を）見るはたらきを清めるためにはこのほかに他の道は無い。この道を実践する人々は、瞑想を修して、悪魔の束縛の絆きずなを捨て去るであろう。

一二　これは真まっ直すぐな道である。これは実に勇敢な行ないである。湖の上では白鳥の通る道はただ一通とおりであるように、釈尊が心を静め統一して体得されたその道を、人々の群に対してしばしば説く。

一三　生れと老いとの終りを見るこの人は、ひとびとのためをはかり、慈しんで＊、唯だ一つにおもむく道を語る。この道によってひとは迷いの激流をすでに渡り終り、また未来に渡るであろうし、また現在に渡る。

一四　究極に住するために＊、みずからをととのえるために、清らかになるために、迷って流れる生存における生死をなくし亡ぼすために、生存の多くの構成要素を区別して知るために＊、世間を知る人（＝仏）がこの道を説きたもうた。

一五　ガンジス河の水が集まり流れて、汚れを離れて海に向うように、善く行なった人（＝仏）の説きたもうたこの道も、不死＊の獲得に向って流れる。

一六　昔にはまだ聞いたことのない法輪を転じたもうた人、生きとし生けるものを慈しみたもう人、迷いの生存の彼岸に達したもうた人、神々と人間とのうちで最上である人、[image: ──]そのようなかたにつねに敬礼すべし。

一七　つねに善き思考をはたらかせよ。しかしつねに悪を避けよ。そうすれば、吹き上げられた塵を雨がしずめるように、諸の思考と思索とを捨て去るであろう＊。

一八　その人は、心では思考を静めることによって、無上のさとりの楽しみを体得すべきである。心ではきよらかな精神統一を結成せよ。遠ざかり離れることから生じた無量（を観ずること）を修して、三つの方法によって三つの執著の巣窟を破壊して、慎重で、よく気をつけている人は、諸の束縛の絆きずなを捨てる。

一九　明らかな知慧を武器とし、瞑想による力をそなえ、心が統一し、瞑想を楽しみ、気をつけている人は、世の中の興亡盛衰をさとって、智を具現した人として、あらゆることがらから解脱する。

二〇＊　不死に到達するために、めでたい真まっ直すぐな、八つのしかたより成る尊い道（＝八正道）を修する人は、安楽をもとめて正しく行なうので、幸せを得、またどこでも名誉と名声とを得る。

以上第一二章　道

第一三章　尊敬

一　芭蕉は実が生な　ると滅びてしまう。竹や蘆は実が生ると滅びてしまう。牝の驢馬は自分の胎児のために滅びてしまう。そのように、悪人は尊敬を受けると滅びてしまう。

二＊　愚かな者は知識が生じても、ついにかれには不利なことになってしまう。それは愚かな者の好しあ運わせを滅ぼし、かれの頭を打ち砕くであろう。

三＊　善くない人々は、利益を得ようと願い、修行僧らのあいだでは尊敬を得ようとし、僧房にあっては物惜しみの気持を得ようとし、他人の家に行っては供養を得ようとする。

四＊　「在家の人々も出家した修行者たちも、つねにわたくしのことを知れ。およそなすべきこととなすべからざることについては、わたしの意に従え」[image: ──]

五＊　愚かな者はこのように思う。こうして欲求と高たか慢ぶりとがたかまるのである。利益を得るよすがは、ニルヴァーナにいたる道とは異なっている。

六＊　ブッダの弟子は、つねにこのことわりを如実に知って、栄誉を喜ぶな。孤独の境地にはげめ。

七　いかなることにもあくせくするな＊。他人の従者となるな。他人に依存して生活するな。法による商人として暮すな＊。

八＊ （托鉢によって）自分の得たものを軽んじてはならない。他人の得たものを羨むな。他人を羨む修行僧は、心の統一安定を得ることができない。

九＊　もしも楽しく生きようと欲するならば、修行者のつとめに注視して、蛇が鼠の隠れている穴に近づくように、臥処をさがして実践せよ。

一〇＊　もしも楽しく生きようと欲するならば、修行者のつとめに注視して、互いに満足せよ。唯一つの真理（＝ブッダの教え）を念じて修行せよ。

一一＊　もしも楽しく生きようと欲するならば、修行者のつとめに注視して、教団の所有である衣や飲食物を軽んじてはならない。

一二＊　たとい知慧は乏しくても、修行僧が戒しめを守ってよく心が安定するに至ったならば、怠ることなく清く生きるその人を、ことわりを知る賢者たちが称讃する。

一三＊　たといその修行僧が三種の明知を体現していて、死を打ちのめした者であり、汚れが無いとしても、無智なるものどもは、「かれは人に知られていることが少ない」といって、かれを見下くだす。

一四＊　ところで、この世で食物や飲料を（多く）所有している人は、たとい悪いことを行なっていても、かれは（愚かな）人々から尊敬される。

一五＊　つねに重衣をまとっているが飲食物と衣服と寝具と坐具を得る人は、多くの敵をつくる。

一六＊ （修行僧に対してなされる世の人々の）尊敬のうちにはこのわざわいと大きな危険のあることを知って、修行僧は、人々に知られること少なく、無欲で、気をつけて、遍歴せよ。

一七＊　この（体からだ）は、食べなければ生きてゆくことができない。食物は心む　胸ね　を静かならしめるものではない。食物は身体を存続させるためのものである＊。そのことを知って、托鉢の行をおこなえ。

一八＊　けだし良家の（人々から）つねに受ける礼拝と尊敬とは、汚泥のようなものであると（修行者らは）知っているからである。細い矢は抜き難い。凡人は（他人から受ける）尊敬を捨てることは難しい。

以上第一三章　尊敬

第一四章　憎しみ＊

一　悪い行ないをなさず怒ってもいない人に対して怒るならば、この世においても、かの世においても、その人は苦しみを受ける。

二＊　かれは以前には自己を害そこない、後のちには外のものを傷ける。（自分が）害されると、他の人を害する。[image: ──]鷹＊が鳥どもを害そこなうように。

三　殺す人は殺され＊、怨む人は怨みを買う。また罵りわめく人は他の人から罵られ＊、怒りたける人は他の人から怒りを受ける。

四＊　この正しい教えを聞くのでなければ、真理を識ることのできない人々は、誰か他人に対して怨みを結ぶ。[image: ──]人生はこのように短いのに。

五＊　この僧団が分裂しようとしていたときに、もしも汝らがそれぞれ「その人が最もすぐれている」と考えるのであるならば＊、（分裂をもたらす）それぞれ別々の声が挙がったのである。[image: ──]汝らが「その人が最もすぐれている」と思い上って考えるのであるならば。

六＊　骨を断た　ち命を奪い、牛・馬・財宝を略奪し、国土をも掠め取る者どもにさえも協和＊がある。それなのに、この理法を理解している汝らにどうして協和が無いのだろうか。

七＊　自分の範囲について語り、賢者であることをてらうことばは、偏見にとらわれている。かれらは口を広く開くが、賢明な人々はそのことばによって迷わされることはない。

八＊　他の人々はことわりを識し　っていない。われわれはここに努力しよう＊。ここでことわりを識し　った人々には、争いが止や　む。

九＊　「かれは、われを罵った。かれは、われにこんなことを言った。かれは、われにうち勝った＊。人をしてわれに打ち勝たしめた。」という思いをいだく人々には、怨うらみはついに息むことがない。

一〇＊　「かれは、われを罵った。かれは、われにこんなことを言った。かれは、われにうち勝った。人をしてわれに打ち勝たしめた。」という思いをいだかない人々には、ついに怨みが息む。

一一＊　実にこの世においては、およそ怨みに報いるに怨みを以てせば、ついに怨みの息むことがない。堪え忍ぶことによって、怨みは息や　む。これは永遠の真理である。

一二　怨みは怨みによっては決して静まらないであろう。怨みの状態は、怨みの無いことによって静まるであろう。怨みにつれて次々と現われることは、ためにならぬということが認められる。それ故にことわりを知る人は、怨みをつくらない。

一三＊　もしもつねに正しくこの世を歩んで行くときに、明敏な同伴者を得ることができたならば、あらゆる危険困難に打ち克って、こころ喜び、念おもいをおちつけて、かれとともに歩め。

一四＊　しかし、もしもつねに正しくこの世を歩んでゆくときに、明敏な同伴者を得ることができなかったならば、（戦いに負けて）広大な国を捨てた国王のように、唯だひとりで歩め。悪いことをしてはならぬ。

一五＊　旅に出て、もしも自分にひとしい者に出会わなかったら、むしろきっぱりと独りで行け。愚かな者を道伴れにしてはならぬ。

一六＊　愚かな者を道伴れとすることなかれ。独りで行くほうがよい。孤独で歩め。悪いことをするな。求めるところは少なくあれ。[image: ──]林の中にいる象のように。

以上第一四章　憎しみ

第一五章　念おもいをおちつけて

一＊　ブッダの説かれたとおりに、呼吸を整える思念をよく修行して、完成し、順次に（諸の煩悩を）克服してきた人は、雲を脱れた月のように、この世を照らす。

二＊　身をまっ直ぐに立て、心もそのようにして、立っても、坐しても、臥しても、つねに念おもいをおちつけてととのえている修行僧は、過去についても未来についても、勝すぐれた境地を得るであろう＊。過去についても未来についても勝すぐれた境地を得たならば、死王も見まみえないことになるであろう。

三＊　身体についてつねに真相を念おもい、つねに諸の感官を慎しみ、心を安定させている者は、それによって自己の安らぎ＊を知るであろう。

四＊　もしも或る人にとって身体について真相を念おもうことがつねに完全に確立したならば、その（「アートマン」という迷い）は存在しないであろう。「わがもの」という迷いも存在しないであろう＊。その（「アートマン」という迷い）はあらわれないであろう。「わがもの」という迷いも起らないであろう。この人は種々の念おもいに順次に住するから、やがて適当な時が来れば、執著（の流れ）を超えるであろう。

五＊　目ざめていて、念おもいを落ちつけ、正しょう気き　でいて、心を統一安定させ、喜んで、心もちが明らかに澄んでいる者は、適当な時々に正しい教えを熟考して、生れと老い、ならびに憂いをのり超えよ。

六＊　それゆえに、つねに目ざめておれ。念おもいを落ち着けて、怠ることなく、勇を鼓して、生れと老いという束縛の絆きずなをすてて、この世にありながら苦しみを終滅させる。

七＊　目ざめている者どもは、わがことばを聞け。眠っている者どもは、めざめよ。眠っている者どもよりは目ざめている者がすぐれている＊。目ざめている者には恐れが無いからである。

八＊　ひとがつねに目ざめていて、昼も夜もつとめ学び、不死を得ようとしているならば、その人のもろもろの汚れは消え失せる。

九　ブッダに帰依した人々は得るところがある。[image: ──]かれらは昼も夜もつねに仏を念じているので。

一〇　法に帰依した人々は得るところがある。[image: ──]かれらは昼も夜もつねに法を念じているので。

一一　衆（サンガ）に帰依した人々は得るところがある。[image: ──]かれらは昼も夜も衆を念じているので。

一二＊　ガウタマ（＝ゴータマ＊）のこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜もつねに仏を念じている。

一三＊　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜もつねに法を念じている。

一四＊　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜もつねに衆（サンガ、修行者のつどい）を念じている。

一五＊　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜もつねに身体（の真相）を念じている。

一五＊Ａ　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜も心の統一安定を念じている。

一六　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜も戒しめを念じている。

一六Ａ　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜も捨て去ることを念じている。

一六Ｂ　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜も神々を念じている。

一七＊　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、昼も夜もその心は不傷害を楽しんでいる。

一八　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は怒り害しないことを楽しんでいる。

一九　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は昼も夜も（俗世からの）出離を楽しんでいる。

二〇　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は瞑想（禅ぜん定じょう）を楽しんでいる。

二一　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は遠ざかり離れる孤ひと独りいを楽しんでいる。

二二　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は空＊を楽しんでいる。

二三　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は無相＊を楽しんでいる。

二四　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は無所有を楽しんでいる。

二五＊　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は瞑想＊を楽しんでいる。

二六　ガウタマのこの弟子たちは、よく覚醒していて、その心は安らぎ＊を楽しんでいる。

以上第一五章　念おもいをおちつけて

第一六章　さまざまなこと

一＊　未来になすべきことをあらかじめ心がけておるべきである。[image: ──]なすべき時に、わがなすべき仕事をそこなうことのないように。準備してなすべきことをつねに準備している人を、なすべき時になすべき仕事が害うことはない。

二＊　目的が達成されるまで、人は努めなければならぬ。自分の立てた目的がそのとおりに実現されるのを見よ。[image: ──]希望したとおりになるであろうと。

三＊　起て、つとめよ。自分のよりどころをつくれ。鍛冶工が銀の汚れをとり去るように、自分の汚れをとり去れ。汚れをはらい、罪つみ過とががなければ、汝らはもはや生と老いとを受けないであろう。

四＊　恥じなくてよいことを恥じ、恥ずべきことを恥じないで、恐ろしくないことを恐れ、恐ろしいことを恐れない人々は、邪よこしまな見解をいだいて、悪いところ（＝地獄）におもむく。

五＊　ところで、以前には怠りなまけていた人でも、のちには怠りなまけることが無いなら、その人はこの世の中を照らす。[image: ──]雲を離れた月のように。

六　以前には怠りなまけていた人でも、のちに怠りなまけることが無いなら、その人は念おもいを落ちつけていて、この世でこの執著をのり超える。

七＊　たとい年の若い修行僧でも、出家・遍歴して、仏の教えにいそしむならば、その人はこの世の中を照らす。[image: ──]雲を離れた月のように。

八　たとい年の若い修行僧でも、出家・遍歴して、仏の教えにいそしむならば、その人は念おもいを落ちつけていて、この世でこの執著をのり超える。

九＊　以前には悪い行ないをした人でも、のちに善によってつぐなうならば、その人はこの世の中を照らす。[image: ──]雲を離れた月のように。

一〇　以前には悪い行ないをした人でも、のちに善によってつぐなうならば、その人は念おもいを落ちつけていて、この世でこの執著をのり超える。

一一＊　生命がまだあるうちに苦しまない人は、死後に＊いかなる点でも苦しむことはないが、道を見たその賢者は、死後に悲しみ憂えることがない。

一二＊　生命がまだあるうちに苦しまない人は、死後にいかなる点でも苦しむことはないが、道を見たその賢者は、憂いのさ中にあっても憂えない。

一三　生命がまだあるうちに苦しまない人は、死後にいかなる点でも苦しむことはないが、道を見たその賢者は、親族のあいだで輝く。

一四＊　修行僧らよ。汝らは悪いことがらを捨てて、善いことがらを行なえ。家から出て、家の無い生活に入り、孤ひと独りいに専念せよ。すぐれた人は欲楽をすてて、無一物となり、その境地を楽しめ。

一五＊　清浄な人はつねにパルグの行＊を行なう。清浄な人はつねにウポーサタ＊の斎戒をまもっている。清浄で行ないの清らかな人には、誓戒が完全に具現されている。

一六＊　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れは情欲である。それ故に、情欲を離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

一七＊　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れは怒りである。それ故に、怒りを離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

一八＊　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れは迷妄である。それ故に、迷妄を離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

一九　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れはおごり高ぶり＊である。それ故に、おごり高ぶりを離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

二〇　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れは貪りである。それ故に、貪りを離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

二一　田畑の汚れは雑草であり、この人々の汚れは愛執である。それ故に、愛執を離れた人々に供養して与えたものは、大きな果報をもたらす。

二二＊　第六の機能＊（＝五官につづく心）が、支配者である王である。それが欲情に染まっているときには欲情のままになり＊、染まっていないときには「汚れを離れた者」となるが、染まっているときには「凡夫」とよばれる。

二三＊　骨で都市の城壁がつくられ、それに肉と血とが塗ってあり、愛と憎しみとおごり高ぶりとごまかしとがつめこまれている。

二四　苦しみはつねに因縁からおこる。そのことわりを観み　ないものだから、それによってひとは苦しみに縛られている。しかし、そのことを理解するならば＊、執著を捨て去る。けだし外の人々はその大きな激流を捨てないのである。

以上第一六章　さまざまなこと


第一七章　水

一＊　こころをとどめている人々は努めはげむ。かれらは住居を楽しまない。白鳥が池を立ち去るように、かれらはあの家、この家を（つぎつぎと）捨てる。

二＊　白鳥は太陽の道を行き、感官を制御した人々＊は虚そ　空ら　を行き、心ある人々は、悪魔の軍勢にうち勝って世界から去って行く。

三＊　若い時に、財を獲ることなく、（あるいは出家して）清らかな行ないをまもらないならば、魚が[image: 僅]かしかいなくなった池にいる老いた白鷺のように、（悲しく）思いに耽る。

四＊　若い時に財を獲ることなく、（あるいは出家して）清らかな行ないをまもらないならば、壊れて投げてすてられた弓のようによこたわる。[image: ──]昔のことばかり思い出してかこちながら。

五＊　「その報いはわたしには来ないだろう」とおもって、悪を軽んずるな。水が一滴ずつ滴したたりおちるならば、大きな水瓶でもみたされるのである。愚かな人々は、少しずつでも悪をなすならば、やがてわざわいにみたされるのである。

六＊　「その果報はわたしには来ないであろう」とおもって、善を軽んずるな。水が一滴ずつ滴したたりおちるならば、大きな水瓶でもみたされるのである。気をつけている人々は、少しずつでも善をなすならば、やがて福徳にみたされるのである。

七＊　大おお海うな原ばら＊を渡る人々はつねに立派な筏いかだをつくって渡る。（かれらは河を渡ったのだと思っているが、実は＊）河を渡っていないのだ。聡明なる人々のみが（迷いの大河を実際に）渡っているのである。

八　バラモンである尊師ブッダは、（大河を）渡りおわって陸地に立っている。或る修行僧らはここで水浴をしている。他の修行僧らは筏をつくっている。

九＊　もしも水がどこにでもあるのであるならば、どうして泉をつくる＊必要があろうか？　妄執の根を取り除いたならば、さらに何を求める要があろうか？

一〇＊　水道をつくる人は水をみちびき＊、矢をつくる人は力をこめて（矢を）矯た　め、大工は木材を矯た　め、慎しみ深い人々は自己をととのえる。

一一＊　深い湖が、澄んで、清らかであるように、賢者たちは正しい教え＊を聞いて、こころ清らかである。

一二＊　大地のように汚されることがなく、門のしまりのように動揺することなく、（深い）湖に汚れた泥がないように、そのような境地にある人[image: ──]実に諸の賢者は汚濁を離れている。

以上第一七章　水

第一八章　花

一＊　だれがこの大地を征服するであろうか？　まただれが神々とともなる閻魔の世界を征服するであろうか？　わざに巧みな人が花を摘つ　むように、善く説かれた真理のことばを摘つ　み集めるのはだれであろうか？

二＊　学びにつとめる人こそ、この大地を征服し、神々とともなる閻魔の世界を征服するであろう。わざに巧みな人が花を摘つ　むように、学びにつとめる人こそ、善く説かれた真理のことばを摘つ　み集めるのであろう。

三＊ （単に）一つの樹を切るのではなくて、（煩悩）の林を切れ。危険は林から生じる。（煩悩の）林とその根とを断ち切って、林（＝煩悩）から脱れた者となれ。修行僧らよ。

四＊　たとい[image: 僅]かであろうとも、親族に対する人の欲望が断たれないあいだは、その人の心はそこに束縛されている。[image: ──]乳を吸う子牛が母牛を恋い慕うようなものである。

五＊　自己の愛執を断ち切れ、[image: ──]池の水から出て来た秋の[image: 蓮]を手で断ち切るように。静けさに至る道を養え。めでたく行きし人（＝仏）は安らぎ＊を説きたもうた。

六＊　うるわしく、あでやかに咲く花でも、香りの無いものがあるように、善く説かれたことばでも、それを実行しない人には実み　のりがない。

七＊　うるわしく、あでやかに咲く花で、しかも良い香りのあるものがあるように、善く説かれたことばも、それを実行する人には、実み　のりが有る。

八＊　蜜蜂は（花の）色香を害わずに、汁をとって、花から飛び去る。聖者が、村のなかを行くときは、そのようにせよ。

九＊　他人の過去を見るなかれ。他人のなしたこととなさなかったことを見るなかれ。ただ自分の（なしたこととなさなかったこととについて）それが正しかったか正しくなかったかを、よく反省せよ＊。

一〇＊　うず高い花を集めて多くの華はな鬘かざりをつくるように、人として生れまた死ぬべきであるならば、多くの善いことをなすべし。

一一＊　修行僧らよ。雨期にはバグラ＊の花が（萎れた）花びらを捨て落すように、情欲と罪過とを＊捨て去れよ。

一二、一三＊　大道に棄てられた塵ちり芥あくたの山やま堆づみの中から香ぐわしい麗うるわしい[image: 蓮]華が生ずるように。塵芥にも似た盲めしいた凡夫のあいだに、正しくめざめた人（ブッダ）の弟子たちは知慧もて輝く。

一四＊　花を摘つ　むのに夢中になっている人を、死がさらって行くように、[image: ──]眠っている村を、洪水が押し流して行くように[image: ──]

一五＊　花を摘つ　むのに夢中になっている人が、未だ望みを果さないうちに、死神がかれを征服する。

一六　花を摘つ　むのに夢中になっている人が、まだ財産が集まらないうちに、死神がかれを征服する。

一七＊　この身体は水瓶のように脆いものだと知って、陽かげ炎ろう＊のようなはかない本性のものであるとさとったならば、この世で悪魔の花の矢を断ち切って、死王に見られないところへ行くであろう。

一八＊　この身は[image: 泡]うた沫かたのようなものであると知り、陽かげ炎ろうのようなはかない本性のものであると、さとったならば、この世で悪魔の花の矢を断ち切って、死王に見られない＊ところへ行くであろう。

一九　この世は水瓶のように脆いものだと知って、陽かげ炎ろうのようなはかない本性のものであるとさとったならば、この世で悪魔の花の矢を断ち切って、死王に見られないところへ行くであろう。

二〇　この世は[image: 泡]うた沫かたのようなものであると知り、陽かげ炎ろうのようなはかない本性のものであると、さとったならば、この世で悪魔の花の矢を断ち切って、死王に見られないところへ行くであろう。

二一＊ （諸の存在の実体は）ウドゥンバラ樹の花（優曇華）をもとめても得られないようなものだとさとって、諸の存在のうちに堅固なものを見出さなかった修行僧はこちらの岸を捨て去る＊。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ａ＊　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、情欲をすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ｂ　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、憎しみをすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ｃ　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、迷妄をすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ｄ　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、おごり高ぶりをすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ｅ　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、貪ぼりをすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

二一Ｆ　池に生える[image: 蓮]華の茎や花をば、水にもぐって折り取るように、愛執をすっかり断ち切った修行僧はこちらの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

以上第一八章　花

第一九章　馬

一＊　良い馬が鞭をあてられると、勢いよく熱気をこめて走るように、勢いよく努め励め＊。信仰あり、また徳行をそなえ、精神を安定統一して、真理を確かに知って、感官を制御し、忍耐の力をそなえた人は、迷いの生存をすべて残りなく捨て去る。

二＊　良い馬が鞭をあてられると、勢いよく熱気をこめて走るように、勢いよく努め励め。信仰あり、また徳行をそなえ、精神を統一安定して、真理を確かに知って、知慧と行ないを完成し、思念をこらして、このような境地に達した人は、すべての苦しみを捨て去る。

三＊　御者が馬をよく馴らしたように、おのが感官を静め、欠点を捨て＊、汚れのなくなった人[image: ──]その人を神々でさえもつねに羨む。

四＊　怠りなまけている人々のなかで、ひとりつとめはげみ、眠っている人々のなかで、はっきりと目め　醒ざ　めている思慮ある人は、足のろの馬が良馬に比べられるように、他のものどもを措お　いて、すぐれた叡智ある人に向っておもむく。

五　恥を知り、明らかな知慧あり、よく心を統一安定しているこの人は、一切の悪を捨て去る。[image: ──]良い馬が鞭を受けたときのように。

六＊　馴らされた馬＊は、戦場にも連れて行かれ、王の乗りものともなる。自らをおさめた者は、人々の中にあっても最上の者である。かれは世のそしりを忍ぶ。

七＊　この世で騾馬を馴らしたら良い。インダス河のほとりの血統よき馬を馴らすのも良い。クンジャラという名の大きな象を馴らすのも良い。しかし自己お の れをととのえた人はそれらよりもすぐれている。

八＊　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することができない。おのれ自らをよくととのえてこそ、速やかに静けき境地におもむくのである。

八Ａ （訳すと七に同じ）

八Ｂ　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することはできないであろう。おのれ自らをよくととのえて、迷いの生存のうちにありながら苦しみの彼岸か な たにおもむくのである。

八Ｃ （訳文は七に同じ）

九　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することができない。おのれ自らをよくととのえて一切の苦難を捨て去る。

九Ａ （訳文は七に同じ）

一〇　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することはできない。おのれ自らをよくととのえて一切の束縛の絆きずなを断ち切る。

一〇Ａ （七に同じ）

一一　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することができない。おのれ自らをよくととのえて一切の苦しみから脱れる。

一一Ａ （七に同じ）

一一Ｂ　何となれば、その人はその乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することはできない。おのれ自らをよくととのえて、（その境地に向って）一切の繁栄を捨て去る。

一一Ｃ （七に同じ）

一二　何となれば、その人は、その乗物によってはその境地（＝ニルヴァーナ）に達することができない。おのれ自らをよくととのえたならば、かれは安らぎ（ニルヴァーナ）の近くにある。

一三　おのれ自らをととのえよ。[image: ──]御者が良い馬をととのえるように。おのれ自らをよくととのえて、念おもいをおちつけて、苦しみの彼岸に達する。

一四＊　実に自己は自分の主あるじである。自己は自分の帰趣よ る べである。故に自分を制御せよ。[image: ──]御者が良い馬を調練するように。

以上第一九章　馬

第二〇章　怒り

一＊　怒りを捨てよ。慢心を除き去れ。いかなる束縛をも超越せよ。名称と形態とに執著せず、無一物となった者は、苦悩に追われることがない。

二　怒りが起ったならば、それを捨て去れ。情欲が起ったならば、それを防げ。思慮ある人は無む　明みょうを捨て去れ。真理を体得することから幸せが起る。

三　怒りを滅ぼして安らかに臥す。怒りを滅ぼして悩まない。毒の根であり、甘味を害なうものである怒りを滅ぼすことを、聖者らは称讃する。修行僧らよ。それを滅ぼしたならば、悩むことがない。

四　怒りたけった人は、善いことでも悪いことだと言い立てる＊が、のちに怒りがおさまったときには、火に触れたように苦しむ。

五　かれは、恥じることもなく、愧じることもなく、誓戒をまもることもなく、怒りたける。怒りに襲われた者には、たよりとすべきいかなる帰趣よ る べ＊もこの世に存在しない。

六　或る人にとって力は力であっても、怒ったならば、その力は力ではなくなる。怒って徳行の無い人には道の実践ということが無い。

七　この人が力の有る者であっても、無力な人を堪え忍ぶならば、それを最上の忍耐と呼ぶ。弱い人に対しては、つねに（同情して）忍んでやらねばならぬ＊。

八　他の人々の主である人が弱い人々を忍んでやるならば、それを最上の忍耐と呼ぶ。弱い人に対しては、つねに（同情して）忍んでやらねばならぬ。

九　力のある人が、他人から謗られても忍ぶならば、それを最上の忍耐と呼ぶ。弱い人に対しては、つねに（同情して）忍んでやらねばならぬ。

一〇　他人が怒ったのを知って、それについて自みずから静かにしているならば、自分をも他人をも大きな危険から守ることになる。

一一　他人が怒ったのを知って、それについて自みずから静かにしているならば、その人は、自分と他人と両者のためになることを行なっているのである。

一二　自分と他人と両者のためになることを行なっている人を、「弱い奴やつだ」と愚人は考える。[image: ──]ことわりを省察することもなく＊。

一三　愚者は、荒々しいことばを語りながら、「自分が勝っているのだ」と考える。しかし謗りを忍ぶ人にこそ、常に勝利があるのだ、と言えよう。

一四＊　ひとは、恐怖のゆえに、優れた人のことばを恕す。ひとは、争いをしたくないから、同輩のことばを恕す。しかし自分よりも劣った者のことばを恕す人がおれば、それを、聖者らは、この世における（最上の忍耐）と呼ぶ。

一五　集会の中でも、また相互にも、怒ってことばを発してはならない。怒りに襲われた人は、自分の利益をさとらないのである。

一六＊　真実を語れ。怒るな。乏しきなかからでも自みずから与えよ＊。これらの三つの事を具現したならば、（死後には天の）神々のもとに至り得るであろう。

一七　心が静まり、身がととのえられ＊、正しく生活し、正しく知って解脱している人に、どうして怒りがあろうか？　はっきりと知っている人に、怒りは存在しない。

一八　怒った人に対して怒り返す人は、悪をなすことになるのである。怒った人々に対して怒らないならば、勝ち難き戦にも勝つことになるであろう。

一九＊　怒らないことによって怒りにうち勝て。善いことによって悪いことにうち勝て。わかち合うことによって物惜しみにうち勝て。真実によって虚言にうち勝て。

二○　怒ることなく、身がととのえられ、正しく生活し、正しく知って解脱している人に、どうして怒りがあろうか？　かれには怒りは存在しない。

二一　怒らぬことと不傷害とは、つねに気高い人々のうちに住んでいる。怒りは悪人のうちにつねに存在している。[image: ──]山岳のように。

二二＊　走る車をおさえるように、ここでむらむらと起る怒りをおさえる人[image: ──]かれをわれは〈御者〉とよぶ。そうでなければ、この人はただ手た　綱づなを手にしているだけである。（〈御者〉とよぶにはふさわしくない。）

以上第二〇章　怒り

　

まとめの句

　

修行者と道と尊敬と恐れと念いとさまざまと、水と花と馬と怒りとで、十になる。

第二一章　如来

一＊　われはすべてに打ち勝ち、すべてを知り、あらゆることがらに関してつねに汚されていない。すべてを捨てて、一切の恐怖から解脱している。みずからさとったのであって、誰を〔師と〕呼ぶであろうか＊。

二　等しき者もなく、比くらべるべき者もない人は、誰を〔師と〕呼ぶのであろうか。自みずからさとりを得て、自みずから教えを説く人なのであるから。如来は神々と人間との師であり、すべてを知る者（＝一切智者）となって、（知慧の）力をそなえている。

三　われは世間において敬われるべき者（真人）である。われは世間において無上の者である。神々と人間との世界において、われは悪魔に打ち勝った勝利者である。

四　われにはいかなる師も存在しない。われに等しい者は存在しない。この世において唯だ一人の完全に覚った者であり、最上の完きさとりを得たのである。

五＊　汚れを滅ぼし尽くすことのできた人々は、わたしのような「勝利者＊」であると知るべきである。わたしは悪いことがらに打ち勝った。それ故にわれは勝利者である。ウパカ＊よ。

六　われはベナレスに行くであろう。われは不死の鼓を打つであろう。世間においてまだ回転されたことのない、法輪＊を、われは回転するであろう。

七　心が静まり思慮深い立派な人々は、世の移りゆくありさまを知って、塵汚れの無い境地を告げるのであって、（世の凡夫のあいだで）目につくようなことは無い＊。

八＊　偉大な英雄である諸の如来は、この世で、正しい教えをとどろかせたまう。正しい教えをとどろかせたまう人々を、いかなる智者たちが嫉むであろうか？

九＊　正しいさとりを開き、つねに幸さちあり、瞑想に専念している思慮ある人々は、世間から離れた静けさを楽しむ。神々でさえも、かれらを羨む。

一〇＊　正しくさとりを開いた人々、誉れあり、速やかに知能がはたらき、最後の身体をたもっている人々を、神々も人間たちも羨むのである。

一一、一二　過去にさとりを開いた仏たち、また未来にさとりを開く仏たち、また多くの人々の憂いを除く現在の世の仏＊、[image: ──]正しい教えの師であるこれらすべての人々は、過去に住したし、現在住し、また未来に住するであろう。これが諸仏のあいだの決りである。

一三　それ故に、この世において自己を達成しようと欲し、偉大な境地を望む人は、仏の教えを憶念して、正しい教えを尊重しなければならない。

一四　仏の教えを信じない人々は、わざわいに遭うであろう。[image: ──]商人たちが羅刹女たちに取りかこまれるように。

一五　仏の教えをつねに信ずる人々は幸運とともに進むであろう。[image: ──]商人たちが天馬によって（はこばれる）ように。

一六＊　如来なる仏はこの世で自ら現われたもの＊であり、闇を除き、彼岸に達した大仙人であるが、かれに二つの思い＊がしばしばはたらきかける。[image: ──]（一つは）安穏という思いであり、（他の一つは）人を離れて孤独をたのしむことと結びついている。

一七　その聖者は完全な自在を得、一切のものにまさり、すべての恐怖から解脱し、愛執を捨て、汚れ無く、望むこと無く、生きとし生ける者どもを観じて、世のためを念おもうている。

一八＊　山の頂いただきにある岩の上に立っている人があまねく四方に人々を見下すように、あらゆる方向に眼をもっているこの賢明なる人は、真理の高たか閣どのに登って、（自分は）憂いはなくして、生れと老いとに打ち克たれ、憂いに悩まされているこの人々を見た。

以上第二一章　如来

第二二章　学問

一＊　聞いて学ぶことは善い。正しく行なうことも善い。また住むべき家の無いこと＊も善い。正しいことわりにしたがって出家して遍歴すること＊も善い。[image: ──]以上のことは修行者の境地にふさわしいことである。

二　この世でことわりをはっきりと知らない愚かな者どもは、自分たちが不死であるかのごとくに振舞う。しかし正しい真理をはっきりと知っている人々にとっては、（この世の生存は）病める者にとっての夜のごとくである＊。

三　よく密閉してあって暗くら闇やみにみたされた家に入ると、そこにある諸の見事な物を、眼のある人でも見ることができないようなものである。

四　この世では人間もまた、つねにそのようなものである。知識はもっているかもしれないが、教えを聞くことが無ければ善悪のことがらを識別することができない。

五　眼のある人は燈火によって種々の色いろかたちを見るように、ひとは教えを聞いて、善悪のことがらを識別する。

六　教えを聞いて、諸のことがらを識別する。教えを聞いて、悪を行なわない。教えを聞いて、ためにならぬことを避ける。教えを聞いて、束縛の覆いの解きほごされたところ（＝不死の処＊）に至る。

七　或る人が、たとい博学であっても、徳行に専念していないならば、世の人々はかれを徳行の点で非難する。その人の学問は完全に身に具わっているのではない。

八　或る人が、たとい学問は[image: 僅]かであっても、徳行によく専念しているならば、世の人々は、徳行についてかれを称讃する。その人の学問は完全に身に具わっているのである。

九　もしも或る人が学問も少なく、また徳行にも専念していないならば、世の人々は（学問と徳行と）両方の点でかれを非難する。その人の誓戒は完全に身に具わっているのではない。

一〇　もしも或る人が博学であって、また徳行にもよく専念しているならば、世の人々は（学問と徳行と）両方の点でかれを称讃する。その人の誓戒は完全に身に具わっているのである。

一一＊　博学であって、徳行をたもち、明らかな知慧があり、つねに心が安定し統一している人は、ジャンブー河から得られる黄金でつくった金貨のようなもの＊である。その人を誰が非難し得るであろうか？

一二＊　色いろかたちによって、わたしを測り、また音声によって、わたしを尋ねもとめた人々＊は、貪欲や情欲に支配されているのであって、（実は）わたくしのことを知らない。

一三＊　内を知らないが、外をはっきりと見て、外のほうの結果ばかりを見ている人は、実に音声に誘われる。

一四　内を明らかに見ているが、外を見ないで、内のほうの結果ばかりを見ている人は、実に音声に誘われる。

一五＊　内を知らないが外をも見ないで、（内と外と）両者について結果を見ない人は、実に音声に誘われる。

一六＊　内をも明らかに知り、外をもはっきりと見て、よりどころにとらわれないで明らかに知る人は、実に音声に誘われることがない。

一七＊　耳で多くのことを聞き、眼で多くのことを見る。思慮ある人は、見たこと、聞いたことをすべて信じてはならない。

一八＊　みごとに説かれたことばは、それを聞いて理解すれば精となる。聞いたこと、識し　ったことは、心にじっととどめておくと精となる。しかし人が性急であって怠けているならば、かれの知識も学問も大きな目的を達成することはできない。

一九＊　聖者の説きたもうた真理を喜んでいる人々は、そのとき、かれらの説くことをことばでも実行する。かれらは忍耐と柔和と瞑想とのうちに安定し、学問と知能との真髄にも達したのである。

以上第二二章　学問

第二三章　自己

一　よく説かれたことを実行せよ。[image: ──]修行者に仕え尊敬すること、人々からかくれて独りで坐し、心を静めることを[image: ──]。

二＊　ひとり坐し、ひとり臥し、ひとり歩み、なおざりになることなく、自分ひとりを楽しめ。つねにひとりで林の中に住め。

三＊　戦場において百万人の敵に勝つとも、唯だ一つの自己に克つ者こそ、実に不敗の勝利者である。

四、五＊　自己にうち克つことは、他の人々に勝つことよりもすぐれている。つねに行ないをつつしみ、自己をととのえている人、[image: ──]このように明らかな知慧ある修行僧の克ち得た勝利を敗北に転ずることは、神々も、なし得ない。ガンダルヴァ（天の音楽神）たちも、悪魔も、梵天もなし得ない。

六　先ず自分の身を正しくせよ＊。次いで他人に教えよ＊。

七＊　先ず自己を正しくととのえ、次いで他人に教えよ。賢明な人は煩わされ悩むことが無いであろうから。

八＊　自分が他人に教えるとおりに自分でも行なえ。わたしは常にわが身をよくととのえている。自分というものは、まことに制し難いものである。

九　自分が他人に教えるとおりに自分でも行なえ。わたしはつねにわが身をよくととのえている。賢者は自分の身をととのえているからである。

一〇＊　たとい他人にとっていかに大事であろうとも、（自分ではない）他人の目的のために自分のつとめをすて去ってはならぬ。自分の最高の目的を知って、自分のつとめに専念せよ。

一一＊　この世では自己こそ自分の主あるじである。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、（自分の）主となり得る。

一二　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、（自分の）目的を達成する。

一三　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、徳行を達成する。

一四　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、名声＊を得る。

一五　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、名誉＊を得る。

一六　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、いろいろの幸しあわせ＊を得る。

一七　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、天の世界に生れる。

一八　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、永く天の世界にあって＊楽しむ。

一九＊ （訳文は前の詩と同じ）

二〇　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、明らかな知慧を獲得する。

二一　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、親族＊のあいだにあって輝く。

二二　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、悩みのうちにあって悩まない＊。

二三　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、いかなる束縛をも断ち切る。

二四　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、すべての悪い生存領域＊を捨て去る。

二五　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、すべての苦しみから脱れる。

二六＊　この世では自己こそ自分の主である。他人がどうして（自分の）主であろうか？　賢者は、自分の身をよくととのえて、ニルヴァーナの近くにある。

以上第二三章　自己

第二四章　広く説く

一＊　無益な語句よりなる詩を百もとなえるよりも、聞いて心の静まる有益なことばを一つ聞くほうがすぐれている。

二　ことわりにかなわぬ語句よりなる詩を百もとなえるよりも、聞いて心の静まる、ことわりにかなったことばを一つ聞くほうがすぐれている。

三＊　素行が悪く、心が乱れていて百年生きるよりは、つねに清らかで徳行のある人が一日生きるほうがすぐれている。

四＊　愚かに迷い、心の乱れている人が百年生きるよりは、つねに明らかな知慧あり思い静かな人が一日生きるほうがすぐれている。

五＊　怠りなまけて、気力もなく百年生きるよりは、しっかりとつとめ励む人が一日生きるほうがすぐれている。

六＊　事もの物ごとが起おこりまた消え失せることわりを見ないで百年生きるよりも、事もの物ごとが起りまた消え失せることわりを見て一日生きるほうがすぐれている。

七　苦痛＊が尽きてなくなるのを見ないで百年生きるよりも、苦痛が尽きてなくなるのを見て一日生きるほうがすぐれている。

八　汚れが尽きてなくなる＊のを見ないで百年生きるよりも、（修行によって）汚れが尽きてなくなるのを見て一日生きるほうがすぐれている。

九　不動の境地＊を見ないで百年生きるよりも、不動の境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一〇　没落することのない境地を見ないで百年生きるよりも、没落することのない境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一一　塵ちり汚れのない（無垢の）境地＊を見ないで百年生きるよりも、塵ちり汚れのない（無垢の）境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一二　塵ちり汚れを離れた境地を見ないで百年生きるよりも、塵ちり汚れを離れた境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一三　見難い境地を見ないで百年生きるよりも、見難い境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一四　最上の境地を見ないで百年生きるよりも、最上の境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一五＊　不しな死ないの境地を見ないで百年生きるよりも、不死の境地を見て一日生きるほうがすぐれている。

一六＊　百年を満たすほどのあいだ、林の中で（祭祀の）火の神につかえる＊のと、また己おのが身を修養した一人の修行者を一瞬間でも供養するのとでは、その修行者を供養するほうがすぐれている。百年祭祀ま つ り＊を営むのは、そうではない。

一七＊ （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、仏を信ずること（の功徳）の十六分の一にも及ばない＊。

一八 （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、ダルマ（法、真理）を信ずること（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

一九 （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、サンガ（教団、僧衆）を信ずること（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

二〇＊ （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、戒しめを信ずること（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

二〇Ａ （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、慈しみの心（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

二〇Ｂ （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、生きとし生けるものどもを憐れむ＊（功徳）の十六分の一にも及ばない。

二〇Ｃ＊ （訳文は二〇Ｂに同じ。）

二〇Ｄ＊ （訳文は二〇Ｂに同じ。）

二〇Ｅ （愚かな者が）たとい毎月（苦行者の風習にならって）クシャ草の端はしにつけて（極く[image: 僅]かの）食物を摂と　るようなことをしても、教えをよく説いた人（の功徳＊）の十六分の一にも及ばない。

二一　たとい百年＊のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、仏を信ずる（功徳）の十六分の一にも及ばない。

二二　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、ダルマ（法、真理）を信ずる（功徳の）十六分の一にも及ばない。

二三　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、サンガ（教団、僧衆）を信ずる（功徳）の十六分の一にも及ばない。

二四　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、戒しめを信ずる（功徳の）十六分の一にも及ばない。

二五　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、慈しみの心（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

二六　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、生きとし生けるものどもを憐れむ＊（功徳）の十六分の一にも及ばない。

二七＊ （訳文は二六に同じ。）

二八＊ （訳文は二六に同じ。）

二九　たとい百年のあいだ毎月千回ずつ祭祀ま つ りを営む人がいても、その功徳は、真理をよく説いた人（の功徳）の十六分の一にも及ばない。

三〇＊　功徳を得ようとして、ひとがこの世で一年間神をまつり犠いけ牲にえをささげ、あるいは火にささげ物をしても、その全部をあわせても、（真正なる祭り＊の功徳の）四分の一にも及ばない。行ないの正しい人々を尊ぶことのほうがすぐれている。

以上第二四章　広く説く


第二五章　友

一＊　明らかな知慧のある人が友達としてつき合ってはならないのは、信仰心なく、ものおしみして、二枚舌をつかい、他人の破滅を喜ぶ人々である。悪人たちと交るのは悪いことである。

二＊　明らかな知慧のある人が友達としてつき合うべき人々は、信仰心があり、気持のよい、素行のよい、学識ゆたかな人々である。けだし立派な人々と交るのは善いことである。

三＊　悪い友と交るな。卑しい人と交るな。善い友と交われ。尊い人と交まじわれ。

四＊　実に学識ゆたかに種々の状況をよく考慮する人々につき合うべきである。けだし、かれらの説く善いことばを聞いたならば、その人々が（そこに）いなくても、すぐれた境地に達し得る。

五＊　劣った卑しい者になじむ人は堕落してしまう＊。しかし等しい者につき合う人は実に堕落することはないであろう。すぐれた者に近づく人はすぐれた状態に達する。それ故にこの世では自分よりもすぐれた人とつき合え。

六　知慧についても、徳行についても、心の静まりについても、最上のすぐれた人々に近づき仕える人は、つねにすぐれた境地に達する。

七＊　人が吉祥草の葉の尖さきで臭った魚を包むならば、その吉祥草でさえも悪臭を放つ。悪人に交りつき合う人々も同様である。

八＊　人がパラーシャの葉でタガラ＊（香木の粉末）を包むならば、その葉もまた芳香をただよわす。同様に、立派な人々と交るならば、善いことが現われる。

九＊ （自分では）悪いことをしていなくても、悪事をなす人とつき合うならば、同じ悪事をしているのではないかと疑われ、その人に対する悪い評判がたかまる。

一〇＊　つき合っている悪人は、悪に触れられているが、また他人に触れて、悪をうつすであろう。毒を塗られた矢＊は、[image: 箭]や　筒づつの束のなかにある、毒を塗られていない矢をも汚す。悪に汚れることを恐れて、思慮ある人は、悪人を友とするな。

一一＊　どのような友をつくろうとも、どのような人につき合おうとも、やがて人はその友のような人になる。人とともにつき合うというのは、そのようなことなのである。

一二＊　それ故に、賢者は、自分は、果物籠が（中にいれる果物に）影響されるようなものである＊ということわりを見て、悪人と交るな。善人と交れ。

一三＊　愚かな者は、生涯賢者たちに仕えても、真理をはっきりと知ることが無い。[image: ──]匙が汁の味を知ることができないように。

一四＊　聡明な人は、瞬また時たきのあいだ賢者たちに仕えても、ただちに真理をはっきりと知る。[image: ──]舌が汁の味をはっきりと知るように。

一五　愚かな者は、生涯賢者たちに仕えても、真理をはっきりと知ることがない。かれには明らかな知慧が無いからである。

一六　聡明な人は、瞬また時たきのあいだ賢者たちに仕えても、真理をはっきりと知る。かれには明らかな知慧が存するからである。

一七　愚かな者は、生涯賢者たちにつかえても、正しくさとりを開いた人（＝仏）の説かれた真理をはっきりと知ることがない。

一八　聡明な人は、瞬また時たきのあいだ賢者たちにつかえても、正しくさとりを開いた人（＝仏）の説かれた真理をはっきりと知る。

一九　賢者の説いた、意義ある一つの句でも、目的を達成するものであるが、しかし愚者にとっては、仏の説かれたすべてのことでも、目的を達成するには至らないであろう。

二〇　愚者は、千の句をとなえても一の句さえも理解しない。聡明な人は、一つの句をとなえても、百の句の意義を理解する＊。

二一 （友となって）同情してくれる愚者よりも、敵である賢者のほうがすぐれている。同情してくれる愚者は、（悪いことを教えて）ひとを地獄にひきずり下おろす。

二二＊　もしも愚者が「われは愚かである」と知れば、すなわち賢者である。愚者でありながら、しかも自分では賢者だと思う者こそ、「愚者」と呼ばれる。

二三　称讃してくれる愚者と、非難してくれる賢者とでは、愚者の発する称讃よりも、賢者の発する非難のほうがすぐれている。

二四＊　愚かな者を見るな。そのことばを聞くな。またかれとともに住むな。愚人らとともに住むのは、全くつらいことである。仇敵とともに住むようなものだからである。思慮ある人々と共に住むのは楽しい。[image: ──]親族と出会うようなものである。

二五＊　よく気をつけていて、明らかな知慧あり、徳行をたもち、学ぶところ多く、しっかりしていて、敏捷な人に親しめよ。[image: ──]諸の星が月にしたがうように。

以上第二五章　友

第二六章　安らぎ（ニルヴァーナ）

一＊　亀が諸の肢体（首と四肢と尾と）を自分の甲のなかにひっこめる＊ように、自分の粗雑な思考＊をおさめとり、何ものにも依存することなく、他人を悩ますことなく、束縛の覆いを完くときほごして＊、なんぴとをも謗るな。

二＊　忍耐、堪忍は最上の苦行である。安らぎ（ニルヴァーナ）は最高のものであると、諸のブッダは説きたまう。他人を害する人は、他人を悩ますのだから、出家した〈道の人〉ではない。

三＊　だれに対しても荒々しいことばを言うな。言われた人々はその人に言い返すであろう。怒りを含んだことばは苦痛である。報復が（その人の）身に迫る。

四　こわれた鐘のように、汝がいつも自分を動揺させ（煩悩をおこす＊）ならば、汝は生れては死ぬ流転の迷いをながく受けるであろう。

五＊　しかし、こわれた鐘が音を出さないように、汝が自分を動揺させ（煩悩をおこす）ことが無いならば、汝はすでに安らぎ（ニルヴァーナ）に達している。汝はもはや怒り罵ることがない。

六＊　健康は最高の利得であり、満足は最上の宝であり、信頼は最高の友であり、安らぎ（ニルヴァーナ）は最上の楽しみである。

七＊　飢は最大の病であり、形成された存在＊（＝わが身）は苦しみである。このことわりをあるがままに知ったならば、安らぎ（ニルヴァーナ）に専念するものとなるであろう。

八　善い領域（＝天）におもむく人々は少ない。悪い領域（＝地獄など）におもむく人々は多い。このことわりをあるがままに知ったならば、安らぎ（ニルヴァーナ）に専念するものとなるであろう。

九　ひとびとは因縁＊があって善い領域（＝天）におもむくのである。ひとびとは因縁があって悪い領域（＝地獄など）におもむくのである。ひとびとは因縁があって完き安らぎ（ニルヴァーナ）に入るのである。このように、このことは因縁にもとづいているのである。

一〇　鹿の帰るところは原野の奥であり、鳥の帰るところは虚空であり、分別ある人々の帰き　するところはことわり＊（＝義）であり、もろもろの真人の帰き　するところは安らぎ（ニルヴァーナ）である。

一一　気力無くなまけている人も、遅鈍な人も、はっきりと知ることの無い人も、あらゆる絆きずなを破りくだく安らぎ（＝ニルヴァーナ）に達することはできない。

一二＊　修行僧のこの舟から水を[image: 汲]み出せ。水を[image: 汲]み出したならば、舟は軽やかになるであろう。情欲と怒り＊とを断ったならば、汝は安らぎ（ニルヴァーナ）におもむくであろう。

一三＊　前にはあったが、そのときには無かった。前には無かったが、そのときはあった。前にも無かったし、のちにも無いであろう。また今も存在しない。

一四　不動の真理は見難い。見易いものの真相を洞察して、妄執の消滅を見る人にとっては、苦しみが終滅すると説かれる。

一五　この世で妄執を断ち切って、静かならしめ、すべての塵汚れをおさめて、河の水を乾かしてしまったならば、苦しみが終滅すると説かれる。

一六＊　身体を壊やぶり、表象作用と感受作用とを静めて、識別作用を滅ぼすことができたならば、苦しみが終滅すると説かれる。

一七＊　見られたことは見られただけのものであると知り、聞かれたことは聞かれただけのものであると知り、考えられたことはまた同様に考えられただけのものであると知り、また識別されたことは識別されただけのものであると知ったならば、苦しみが終滅すると説かれる。

一八 （１）苦しみと（２）苦しみの原因と（３）苦しみの止滅と（４）それに至る道＊とをさとった人は、一切の悪から離脱する。それが苦しみの終滅であると説かれる。

一九＊ （訳文は一八に同じ）

二〇＊　何ものかに依ることが無ければ、動揺することが無い。そこには身心の軽やかな柔軟性＊がある。行くこともなく、没することもない。それが苦しみの終滅であると説かれる。

二一　不生なるものが有るからこそ、生じたものの出離をつねに語るべきであろう。作られざるもの（＝無為）を観じるならば、作られたもの（＝有う　為い　）から解脱する。

二二　生じたもの、有ったもの、起ったもの、作られたもの、形成されたもの、常住ならざるもの、老いと死との集積、虚妄なるもので壊れるもの、食物の原因から生じたもの＊、[image: ──]それは喜ぶに足りない。

二三　それの出離であって、思考の及ばない静かな境地は、苦しみのことがらの止滅であり、つくるはたらきの静まった安楽である。

二四＊　そこには、すでに有ったものが存在せず、虚空も無く、識別作用も無く、太陽も存在せず、月も存在しないところのその境地を、わたくしはよく知っている。

二五＊　来ることも無く、行くことも無く、生ずることも無く、没することも無い。住してとどまることも無く、依拠することも無い。[image: ──]それが苦しみの終滅であると説かれる。

二六＊　水も無く、地も無く、火も風も侵入しないところ[image: ──]、そこには白い光＊も輝かず、暗黒も存在しない。

二七　そこでは月も照らさず、太陽も輝やかない＊。聖者はその境地についての自己の沈黙をみずから知るがままに、かたちからも、かたち無きものからも、一切の苦しみから全く解脱する。

二八＊　さとりの究極に達し、恐れること無く、疑いが無く＊、後悔のわずらいの無い人は生存の矢を断ち切った人である。これがかれの最後の身体である。

二九　これは最上の究極であり、無上の静けさの境地である。一切の相が滅びてなくなり、没することなき解脱＊の境地である。

三〇 （自分に）ひとしい、あるいはひとしくない生れ、生存をつくり出す諸の形成力を聖者は捨て去った。内的に瞑想を楽しみ、心を安定統一して、（自分の）覆いを破ってしまった。[image: ──]卵の膜を破るように＊。

三一＊　教えを説いて与えることはすべての贈与にまさり、教えを味わう楽しみはすべての楽しみにまさり、忍耐の力はすべての力にまさり、妄執をすべてほろぼすことは（すべての）快楽にうち勝つ。

以上第二六章　ニルヴァーナ

第二七章　観察

一＊　他人の過失は見やすいけれども、自分の過失は見がたい。ひとは他人の過失を[image: 籾]殻のように吹き散らす。しかしこの人も自分の過失は隠してしまう。[image: ──]狡猾な[image: 賭]博師＊が不利な骰さ　子い　の目をかくしてしまうように。

二＊　他人の過失を探し求め、つねに他人を見み　下くだして思う人は、卑しい性質が増大する。かれは実に真理を見ることから遠く隔っている。

三＊　恥を知らず、烏の首魁のようにがやがや叫び、厚かましく、図々しい人は、生活し易い。この世では、心が汚れたまま生きて行く。

四＊　恥を知り、常に清きをもとめ、よく仕事に専念していて、つつしみ深く、真理を見て、清く暮す人は、生活し難い。

五＊　この世の中は暗黒である。ここではっきりと（ことわりを）見分ける人は稀である＊。網から脱れた鳥のように、天に至って楽しむ人は少ない。

六　この世は虚妄の束縛を受けていて、未来に変化する可能性のあるもののごとくに見られる＊。愚者らは煩悩に束縛されていて、暗黒に覆われている。（かれらには）無が有であるかのごとくに見られている。真理を見る人には何ものも存在しない。

七＊　人々は自我観念にたより、また他人という観念にとらわれている。このことわりを或る人々は知らない。実にかれらはそれを（身に刺さった）矢であるとは見なさない。

八＊　ところがこれを、人々が執著しこだわっている矢であるとあらかじめ見た人は、「われが為す」という観念に害されることもないし、「他人が為す」という観念に害されることもないであろう。

九＊　この世の中の人々は慢心＊をもっていて、つねに慢心にへばりつかれている＊。悪い見解にとりつかれていては、努力しても＊生死流転を超えることはできない。

一〇＊　すでに得たものと、これから得られるはずのものと[image: ──]この二つは塵ほこりであり、病いであると知って、心を安定統一した智者は、それを捨てよ。

一一＊　学ぶことに生きがいを認め＊、奉仕（看護）を楽しむために＊、（戒律をまもって）生き＊、ブラフマンを奉じた生活を送っている人々＊がいる。[image: ──]これは一つの極端説＊であると説かれている。

一二　「快楽は享受さるべきであり、清らかである。快楽のうちに欠点は存在しない」とこのように見なす愚者どもがいる。[image: ──]これは第二の極端説であると説かれている。

一三　この二つの極端説を熟知しないで＊、愚者たち＊はそこに耽[image: 溺]する。しかし他の愚者たちは走り過ぎて行く。眼ある人はかれらをよく見とどける。

一四　この二つの極端説を知って、そこにとどこおっていなかった賢者たちは、それで思い上ることはない。かれらには（決った）道が存在しない＊のである。

一五＊　世の中は[image: 泡]うた沫かたのごとしと見よ。世の中はかげろうのごとしと見よ。世の中をこのように観ずる人は、死王もかれを見ることがない。

一六　身体は[image: 泡]うた沫かたのごとしと見よ。身体はかげろうのごとしと見よ。身体をこのように観ずる人は、死王もかれを見ることがない。

一七＊　つねにこの身体を見よ。王者の車のように美麗である。愚者たちはそこに迷うが、明らかに知る人々はそれに執著しない。

一七Ａ　つねにこの身体を見よ。王者の車のように美麗である。愚者たちはそこに耽[image: 溺]するが、賢者はそれに対する執著を離れる。

一八　つねにこの身体を見よ。王者の車のように美麗である。愚者たちはそこに耽[image: 溺]する。[image: ──]老いた牛がぬかるみの泥にはまり込んだように。

一九　つねにこの身体を見よ。王車の車のように美麗である。愚者たちはそこに迷うが、賢者はそれに対する執著を離れる。

二〇＊　見よ、粉飾された形体を！ （それは）傷だらけの身体という名のものであって、病いに悩み、虚妄の意欲ばかりで、堅固に安住することがない。

二一　見よ、あのように宝石や腕輪で粉飾された形体を！　それは愚人を迷わすには足るが、彼岸を求める人々を迷わすことはできない。

二二　見よ、あのように宝石や腕輪で粉飾された形体を！　それは愚人を迷わすには足るが、賢者はそれに対する執著を離れる。

二二Ａ　肢体に香料を塗られ、両足は赤堊で染められている。それは愚人を迷わすには足るが、彼岸を求める人々を迷わすことはできない。

二二Ｂ　肢体に香料を塗られ、両足は赤堊で染められている。それは愚人を迷わすには足るが、賢者はそれに対する執著を離れる。

二三　髪を分けて八房にしてあり、両眼には膏油が塗られている。それは愚人を迷わすには足るが、彼岸を求める人々を迷わすことはできない。

二四　髪を分けて八房にしてあり、両眼には膏油が塗られている。それは愚人を迷わすには足るが、賢者はそれに対する執著を離れる。

二五　若々しく美しい女のように、醜くて穢れた身体が飾られている。それは愚人を迷わすには足るが、彼岸を求める人々を迷わすことはできない。

二六　若々しく美しい女のように、醜くて穢れた身体が飾られている。それは愚人を迷わすには足るが、賢者はそれに対する執著を離れる。

二六Ａ　肢体に香料を塗られ、両足は赤堊で染められている。それは愚人を迷わすには足るが、その人が永久に存続するということは有り得ない。

二六Ｂ　肢体に香料を塗られ、両足は赤堊で染められている。それは愚人を迷わすには足るが、明らかに知る人々には執著が無い。

二六Ｃ　若々しく美しい女のように、醜く穢れた身体が飾られている。それは愚人を迷わすには足るが、その人が永久に存続するということは有り得ない。

二六Ｄ　若々しく美しい女のように、醜く穢れた身体が飾られている。それは愚人を迷わすには足るが、明らかに知る人々には執著が無い。

二七＊　諸の欲望に執著し、つねに迷っている者どもは、束縛のうちに過ち＊を見ることが無い。束縛の執著にとらわれている者どもは、広くひろがった大きな流れを、決して渡ることがないであろう。

二八＊　上にも下にも全く情欲を離れた人は、「われはこれである」と観ずることが無いので＊、このように解脱して、未だ渡ったことのない流れを、この世で渡り、再び（迷いのうちに）生れることがないであろう。

二九＊　愛欲の園＊からも離れ、愛欲の林から脱している＊人々からも離れているのに、また愛欲の林に向って走る。[image: ──]この人を見よ！　束縛から脱しているのに、また束縛に向って走るのである。

三〇＊　青い幌ほろをまとい、白い傘で覆われ＊、輻や　が一つしかない車＊が回転して来る。結びつける紐もなく、軛に結ぶ綱もなく、悩まされることなく、やって来るのを見よ。

三一＊　多くの人々は恐怖にかられて山々、林、園、樹木、霊樹などをたよろうとする。

三二＊　しかしこれは安らかなよりどころではない。これは最上のよりどころではない。それらのよりどころによっては、あらゆる苦悩から免れることはできない。

三三＊　さとれる者（＝仏）と真理のことわり（＝法）と聖者の集つどい（＝僧）とに帰依する人は、明らかな知慧をもって、四つの尊い真理を見るときに、[image: ──]

三四＊　すなわち（１）苦しみと、（２）苦しみの成り立ちと、（３）苦しみの超克と、（４）苦しみの終滅お わ りにおもむく八つの部分よりなる尊い道（八はっ聖しょう道どう）とを（見るときに）、

三五＊　これは安らかなよりどころである。これは最上のよりどころである。このよりどころにたよって、あらゆる苦悩から免れる。

三六＊　見る人は、（他の）見る人々を見、また（他の）見ない人々をも見る。（しかし）見ない人は、（他の）見る人々をも、また見ない人々をも見ない。

三七　すがたを見ることは、すがたをさらに吟味して見る＊こととは異なっている。ここに両者の異なっていることが説かれる。昼が夜と異なっているようなものである。両者が合することは有り得ない。

三八　もしもすがたをさらに吟味して見るのであるならば、単にすがたを見るということは無い。またもしも単にすがたを見るのであるならば、すがたをさらに吟味して見るということは無い。ここの人は、単にすがたを見るだけであって、すがたをさらに吟味して見るということが無い。しかしすがたをさらに吟味して見る人は、つねにすがたを見ることがない。

三九　単にすがたを見る人は、どうしてすがたをさらに吟味して見ることが無いのであろうか？　すがたを見ない人がつねにすがたをさらに吟味して見ることが無いのは、どうしてであろうか？　何があるときに、すがたをさらに吟味して見ることがあるのだろうか？　何が無いときに、すがたをさらに吟味して見ることが無いのであろうか？

四〇　ここなる人が苦しみを見ないというのは、見ない人が（個人存在の諸要素の集合が）アートマンであると見ることなのである。しかし（すべてが）苦しみであると明らかに見る＊ときに、ここなる人は「（何ものかが）アートマンである」ということを、つねにさらに吟味して見るのである。

四一＊ （無明に＊）覆われて凡夫は、諸のつくり出されたものを苦しみであるとは見ないのであるが、その（無明が）あるが故に、すがたをさらに吟味して見るということが起るのである。この（無明が）消失したときには、すがたをさらに吟味して見るということも消滅するのである。

以上第二七章　観察

第二八章　悪

一＊　すべて悪しきことをなさず、善いことを行ない＊、自己の心を浄めること、[image: ──]これが仏＊の教えである。

二＊　わかち与える人には功徳が増大する。みずからを制するならば、ひとが怨みをいだくことは無い。善い人は悪を捨てる。情欲と怒り＊と迷妄とを捨てるが故に、煩悩の覆いをのがれる。

三＊　俱ともに行ずるときにも、つねにひとりでいて、（たまたま）他の人々と混った智者＊・善き人は、悪を捨て去る。乳を飲む鷺＊が水を捨てて（乳だけを飲む）ようなものである。

四＊　世間のうちにある患いを見て、汚れの無いことわりを知って、聖者は悪を楽しまない。悪人は浄らかなことを楽しまない。

五＊　孤ひと独りいの味、心の安らいの味をあじわったならば、熱のような悩みも無く、罪つみ過とがも無くなる、[image: ──]真理の喜びの味をあじわいながら。

六＊　心が煩悩に汚されることなく＊、心が縛られることなく、善悪のはからいを捨てた＊人には、悪い領域（＝地獄）に落ちるのではないかという恐れが無い。

七＊ （自分が）悪いことをしないようにさせ、罪つみ過とが＊を指し示し過あやまちを告げてくれる聡明な人に会ったならば、そのような、（自分の）過ちを制してくれる賢い人につねにつき従え。[image: ──]そのような人につき従うならば、善いことがあり＊、悪いことは無い。

八＊　かれは、心が静まり、（欲望が）止や　み、ゆっくりと語り、ざわざわすることなく、悪いことがらを吹き払う。[image: ──]風が木こ　の葉を吹き払うように。

九＊　汚れの無い人、つねに清くして咎のない人、を汚す者がいるならば、そのわざわいは、かえってその浅はかな人に戻って来る。風にさからって細こまかい塵を投げると、（その人にもどって来る）ようなものである。

一〇＊　人が何をしようとも、その報いが自分に起るのを見る。善いことを行なった人は良い報いを見、悪いことを行なった人は悪い報いを見る。

一一＊　みずから悪をなすならば、つねに自分が汚れる。みずから悪をなさないならば、自分が浄まる。

一二　人は他人を浄めることができない、[image: ──]もしもその他人が内的に心のはたらきが浄らかでないならば。金剛石が宝石＊を磨くように悪人を錬磨＊すること〔はできない。〕

一三＊　眼のある人は、不平等のようなことがらに勇敢に打ち克つ。[image: ──]たとい何かが存在していても。賢者は、この命あるものどもの世界において、悪いことがらを全く避けるべきである。

一四＊　同行する仲間が少ないのに＊多くの財を運ばねばならぬ商人が、危険な道を避けるように、また生きたいとねがう人が毒を避けるように、ひとはもろもろの悪を避けよ。

一五＊　もしも掌てのひらに傷が無いならば、その人は掌てのひらで毒をもっていることもできるであろう。傷の無い人に、毒は及ばない。悪をなさない人には、悪の及ぶことがない。

一六＊　善からぬこと、己れのためにならぬことはなし易い。ためになることで、しかも健全なこと＊は、実に極めてなし難い。

一七＊　善人は善をなし易い。悪人は善をなし難い。悪人は悪をなし易い。聖者は悪をなし難い。

一八＊　愚かな者は、悪いことを行なっても、その報いの現われないあいだは、それを蜜のように思いなす。しかしその罪の報いの現われたときには、苦悩を受ける。

一九＊　まだ悪の報いが熟しないあいだは、悪人でも幸運に遇あ　うことがある。しかし悪の報いが熟したときには、悪人はわざわいに遇うのである。

二○＊　まだ善の果報が熟しないあいだは、善人でもわざわいに遇うことがある。しかし善の果報が熟したときには、善人は幸さい福わいに遇うのである。

二一＊　人がもしも悪いことをしたならば、それを繰り返すな。悪事を心がけるな。悪がつみ重なるのは苦しみである。

二二＊　人がもしも善いことをしたならば、それを繰り返せ。善いことを心がけよ。善いことがつみ重るのは楽しみである。

二三＊　善をなすのを急げ。悪から心を退けよ。善をなすのにのろのろしたら、心は悪事をたのしむ。

二四　[image: 僅]かでも悪いことをしたならば、つねに来世に苦しみを生じ、大きな禍を生ずることになる。[image: ──]毒が腹の中にあるようなものである。

二五　[image: 僅]かでも善いことをしたならば、来世に安楽をもたらし、つねに大いなる福楽を生ずることになる。[image: ──]穀物が積もり集まったようなものである。（やがてすばらしい果実を生ずるであろう。）

二六─二九＊　手むかうことなく罪つみ咎とがの無い人々に害を加えるならば、次に挙げる十種の場合のうちのどれかに速かに陥るであろう、[image: ──]（１）親族の滅亡ほ ろ び、（２）財産の消滅、（３）国王からの侵略、（４）恐ろしい告げ口ぐち、（５）激しい痛み、（６）身体の傷害、（７）重い病い、また（８）乱心、また（９）その人の家を火がすっかり焼いてしまう、（10）第十として、聡明な智力がなくなって（老いぼれて）、身やぶれてのちに、悪いところ（＝地獄）に生れる。

三〇　悪いことをしたときには気をゆるすな。その悪いことが、ずっと昔にしたことだとか、遠いところでしたことであっても、気をゆるすな。秘密のうちにしたことであっても、気をゆるすな。それの報いがあるのだから、気をゆるすな。

三一　この世で善いことをしたならば、安心しておれ。その善いことが、ずっと昔にしたことだとか、遠いところでしたことであっても、安心するがよい。人に知られずにしたことであっても、安心しておれ。それの果報があるのだから、安心しておれ。

三二　悪いことをしたならば、ひとは憂える。ずっと昔にしたことだとか、遠いところでしたことであっても、ひとは憂える。秘密のうちにしたことであっても、ひとは憂える。それの報いがあるのだから、ひとは憂える。

三三　善いことをしたならば、ひとは喜ぶ。ずっと昔にしたことであっても、遠いところでしたことであっても、ひとは喜ぶ。人に知られずにしたことであっても、ひとは喜ぶ。それの果報があるのだから、ひとは喜ぶ。

三四＊　悪いことをした人は、この世で憂え、来世でも憂え＊、ふたつのところで共に憂える。かれは、自分の行為が汚れているのを見て、憂え、悩む。

三五＊　善いことをした人は、この世で喜び、来世でも喜び、ふたつのところで共に喜ぶ。かれは、自分の行為が浄きよらかなのを見て、喜び、楽しむ。

三六　悪いことをしたならば、ひとは憂える。ずっと昔にしたことであっても、遠いところでしたことであっても、ひとは憂える。秘密のうちにしたことであっても、ひとは憂える。悪いところ（＝地獄など）におもむいて（罪のむくいを受けて）さらに悩む。

三七　善いことをしたならば、ひとは喜ぶ。ずっと昔にしたことであっても、遠いところでしたことであっても、ひとは喜ぶ。人に知られずにしたことであっても、ひとは喜ぶ。幸あるところ（＝天の世界）におもむいて、さらに喜ぶ。

三八　善いことをしたならば、ひとは快こころよく楽しむ。ずっと昔にしたことであっても、遠いところでしたことであっても、ひとは快く楽しむ。人に知られずにしたことであっても、ひとは快く楽しむ。幸あるところ（＝天の世界）におもむいて、さらに快く楽しむ。

三九　また悪いことをして、善いことをしないならば、悪い行ないをした人は、禍のもとを身に受けて、福徳を捨てて、この世で死を恐れる。[image: ──]大おお水みずのさ中に難破した舟に乗っている人のように。

四〇　善いことをして、悪いことをしないならば、善い人々が福徳のもとを昔むかし行なったのであっても、決して死を恐れない。[image: ──]堅固な舟で河を渡る人々のように。

以上第二八章　悪

第二九章　ひと組みずつ＊

一　太陽が昇らないあいだは螢＊が輝やいている。しかし太陽が昇ると、にわかに暗黒色となり、輝かない。

二　そのように、如来が世に現われ出ないあいだは、（仏教外の）思索者たちが照らしていた。しかし世の中が仏によって照されると、思索者は輝やかないし、その人の弟子も輝やかない。

三＊　まことではないものを、まこと＊であると見なし、まことであるものを、まことではないと見なす人々は、あやまった思いにとらわれて、ついに真実ま こ とに達しない。

四＊　まことであるものを、まことであると知り、まことではないものを、まことではないと知る人は、正しき思いにしたがって、ついに真実ま こ とに達する。

五＊ （経験するものを）実質のある物だと思って、走り近づいて行くが、ただそのたびごとに新しい束縛を身に受けるだけである。暗黒のなかから出て来た蛾が（火の中に）落ちるようなものである。かれらは、見たり聞いたりしたことに心が執著しているのである。

六＊　思念して熱心に清らかな修行を行なっている人々は、ここで（自分が）いだき、あるいは別々の人がいだき、この世でいだかれ、またかの世についていだかれる一切の疑いをすべて捨ててしまう。

七＊　けがれた汚物を除いていないのに、黄[image: 褐]色の法衣をまとおうと欲する人は、自制と柔和とが無いのであるから、黄[image: 褐]色の法衣にふさわしくない。

八＊　けがれた汚物を除いていて、戒律をまもることに専念している人は、自制と柔和とをそなえているから、黄[image: 褐]色の法衣をまとうのにふさわしい。

九＊　諸の欠点を断ち、ターラ樹葉の尖さきのように根絶やしになり、憎しみ＊をのぞき、聡明である人、[image: ──]かれこそ「端正な人」とよばれる。

一〇＊　欺いて、吝け　嗇ち　で、偽る人は、ただ名前とかたちだけでも、美しい容貌によっても、「端正な人」とはならない。

一一　端麗な容貌によっても、動作を見ることによっても、いかなる人（の心）も識り得ない。この世ではよく身を慎しんでいる人のように見せかけて、（その実は）慎しみの無い人々が、この世を闊歩している。

一二　まがいのものもあり、香煙をあびた耳輪のようなものもある。金のメッキがしてある半マーシャ（重量の名）の銅のように、或る人々はつき従う仲間をつれて歩き[image: 廻]っているが、内心は不浄で、外側だけ立派なのである。

一三＊　大おお食ぐらいをして、眠りをこのみ、夜も昼もころげまわって寝て、まどろんでいる人は、大きな豚のように糧かてを食べて肥り、愚かにも、くりかえし母胎に入って（迷いの生活をつづける）。

一四　つねに心を落ち着けて、食物を得ても＊食事の量を知っている人にとっては、諸の（苦痛の）感覚は弱まってゆく。寿命は徐々に老い朽ちて、過ぎ去って行く。

一五＊　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときに下劣な者は、情欲にうちひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一五Ａ　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときにも下劣な者は、怒りにうちひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一五Ｂ　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときにも下劣な者は、迷妄にうちひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一五Ｃ　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときにも下劣な者は、慢心にうちひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一五Ｄ　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときにも下劣な者は、貪りにうちひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一五Ｅ　つねにこの世のものを浄らかだと思いなして暮し、感官を慎しまないで、食事の節度を知らず、目ざめているときにも下劣な者は、愛執にひしがれる。弱い樹木が風に倒されるようなものである。

一六＊　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに＊勤めはげむ者は、情欲にうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一六Ａ　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに心の統一している者は、憎しみにうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一六Ｂ　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに心の統一している者は、迷妄にうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一六Ｃ　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに心の統一している者は、慢心にうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一六Ｄ　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに心の統一している者は、貪りにうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一六Ｅ　つねにこの世のものを不浄であると思いなして暮し、感官をよく慎しみ、食事の節度を知り、目ざめているときに心の統一している者は、愛執にうちひしがれない。堅固な岩山が風にゆるがないようなものである。

一七＊　森は楽しい。世の人々はここで楽しまないが、情欲のない人々はここで楽しむであろう。かれらは快楽を求めないからである。

一八＊　村にせよ、森にせよ、低地にせよ、平地にせよ、聖者の住む土地は楽しい。

一九＊　善き人々は遠くにいても輝やく、[image: ──]雪を頂く高山のように。善からぬ人々は近くにいても見えない、[image: ──]夜陰に放たれた矢のように。

二〇＊　善人で賢者であり道理を考える人々とだけ交われ。深遠にして大いなる道理を知慧によって洞察せよ。

二一＊　戦場の象が、弓から射られた矢にあたっても堪え忍ぶように、われはひとのそしりを忍ぼう。多くの人は実に性た　質ち　が悪いからである。

二二　われは、迷いの生存のうちに恐ろしさを見、また迷いの生存のうちにさらに破滅を見て、それ故にわたしは迷いの生存を喜ばない。

　わたしは生存の滅亡を（執著して）喜ぶこともない＊。

二三＊　何ものをも信ずることなく＊、作られざるもの（＝ニルヴァーナ）を知り、生死の絆きずなを断ち、（善悪をなすに）由なく、欲求を捨て去った人、[image: ──]かれこそ実に最上の人である。

二四＊ （「妄愛」という＊）母と（「われありという想い」である）父とをほろぼし、（永久に存在するという見解と滅びて無くなるという見解という）二人の武家の王と（戒律と邪まな見解という＊）二人の博学なバラモンとをほろぼし、（主観的機官と客観的対象とあわせて十二の領域である）国土と（「喜び貪り」という）従臣とをほろぼして、バラモンは汚れなくしておもむく。

二五＊　財を蓄えることなく、食物についてその本性を知り、その人々の境地は空にして無相であり、遠ざかり離れることであるならば、かれらの足跡はたどり難い。空飛ぶ鳥の迹あとのたどりがたいようなものである。

二六　財を蓄えることなく、食物についてその本性を知り、その人々の境地は空にして無相であり、遠ざかり離れることであるならば、かれらの行く路はたどり難い。空飛ぶ鳥の行く道のたどりがたいようなものである。

二七　財を蓄えることなく、食物についてその本性を知り、その人々の境地は空にして無相であり、心の安定統一であるならば、かれらの足跡はたどり難い。空飛ぶ鳥の迹あとのたどりがたいようなものである。

二八　財を蓄えることなく、食物についてその本性を知り、その人々の境地は空にして無相であり、心の安定統一であるならば、かれらの行く路はたどり難い。空飛ぶ鳥の行く道のたどりがたいようなものである。

二九＊　その人々の迷いの生存は消え失せ、こなたの端はしに依存することなく、その人々の境地は空にして無相であり、遠ざかり離れることであるならば、かれらの足跡はたどり難い。空飛ぶ鳥の迹あとのたどりがたいようなものである。

三〇　その人々の迷いの生存は消え失せ、こなたの端に依存することなく、その人々の境地は空にして無相であり、心の安定統一であるならば、かれらの行く道はたどり難い。空飛ぶ鳥の行く路のたどりがたいようなものである。

三一　その人々の迷いの生存は消え失せ、こなたの端に依存することなく、その人々の境地は空にして無相であり、心の安定統一であるならば、かれらの足跡はたどり難い。空飛ぶ鳥の迹あとのたどりがたいようなものである。

三二　その人々の迷いの生存は消え失せ、こなたの端に依存することなく、その人々の境地は空にして無相であり、心の安定統一であるならば、かれらの行く道はたどり難い。空飛ぶ鳥の行く道のたどりがたいようなものである。

三三＊　人々は多いが、彼かなた岸のきしに達する人々は少ない。他の（多くの）人々はこなたの岸に沿ってさまよっているだけである。

三四＊　真理が正しく説かれたときに、真理を見とおす人々は、全く死の領域を超えて、彼岸に至るであろう。

三五＊　すでに旅路を終お　え、憂いをはなれ、あらゆる束縛をのがれ、解脱した気高い人＊には、悩みは存在しない。

三六　恐ろしい道を渡りおわった。深淵は避けられた。軛や束縛からは解放された＊。情欲の毒はすべて根だやしにされた。

三七＊　情欲にひとしい激流は存在しない。（不利な骰の目を投げたとしても、）怒りにひとしい不運は存在しない。迷妄にひとしい網は存在しない。妄執にひとしい河は存在しない。

三八＊　虚空には足跡が無い。外面的なことを気にかける〈道の人〉は存在しない＊。愚人どもは汚れのあらわれをたのしむが、修行完成者たちは汚れのあらわれをはなれている。

三九　愚人は束縛によって迷っているが、賢者は束縛を断ち切る。聡明な人は束縛を取りのぞいて[image: ──]ここに神々と人間とのすべての束縛を断ち切って、あらゆる苦しみから解脱する。

四〇＊　束縛から迷いの生存が生じ、束縛を離れることから迷いの生存が滅びる。聡明な人は生存の生ずることとほろびることとのこの二種の道を知って、諸の束縛を超えるようなその境地を学べ。

四一　悪いことをするよりは＊、何もしないほうがよい。悪いことをすれば、後に悔いる。悪いことをしたならば、（のちに）憂える。悪いところ（＝地獄）に行って憂える。

四二　善いことはするほうがよい。なして、後に悔いがない。善いことをしたならば（のちに）喜ぶ。善いところ（天上）に行って喜ぶ。

四三＊　愚者のあいだに混まじっている賢者は、物を言わなければその存在が知られない。しかし物を言って、汚れのない境地を説くならば、その存在が知られる。

四四＊　真理を説き、輝やかすべし。仙人の幢はたをかかげよ。諸の仙人＊は、真理を重んじ、つねに善く語ることをはたじるしとしている。

四三＊　沈黙せる者も非難され、多く語る者も非難され、すこしく語る者も非難される。世に非難されない者はいない。

四六＊　ただ誹そしられるだけの人、またはただ褒められるだけの人は、過去にもいなかったし、未来にもいないであろう、また現在にもいない。

四七＊　もしも心ある人々が善と悪とを一つ一つ考察して或る人を称讃するならば、その称讃は正しく説かれたものである。しかし無智なる人々はかれを称讃しない。

四八＊　聡明であり、徳行あり、知慧をそなえ、諸の戒しめをまもって身を慎しんでいるその人を、誰が非難し得るだろうか？　かれはジャンブー河から得られる黄金でつくった金貨のようなものである。

四九＊　あたかも一つの岩の塊りが風に揺がないように、賢者は非難と称讃とに動じない。

五〇＊　地中の根に皮もなく、葉もなく、蔓草もまとっていないで、束縛から解き放たれたこのしっかりとした人を＊、誰が非難し得るだろうか？

五一＊　妄想して考え出された現象界もなく、個人存在の連続もなく、障害もなくなって、はたらきのなくなった人、[image: ──]愛執を離れて行じている聖者を、神々も世人も、それだと識し　ることがない。

五二＊　ブッダの勝利は敗れることがない。この世においては何なん人ぴと＊も、かれの勝利には達し得ない。ブッダの境地はひろくて涯しがない。足跡をもたないかれを、いかなる道によって誘い得るであろうか？

五三＊　世の人々を誘いざなうために網のようにからみつき執著をなす妄執は、かれには存在しない。ブッダの境地はひろくて涯しがない。足跡をもたないかれを、いかなる道によって誘いざない得るであろうか？

五四＊　地の中に根も無く、葉も無く、蔓草もまとっていないで、束縛から解き放たれたこのしっかりとした人を、誰が非難し得るであろうか！

五五　世の人々を誘いざなうために網のようにからみつき執著をなす妄執は、かれには存在しない。ブッダの境地は、ひろくて涯しがない。足跡をもたないかれを、いかなる道によって誘いざない得るであろうか？

五六＊　想おもいを払いのけて、心の内がすっかり静かになっている人は、すべての想い・執著をのり超えて、束縛を離れ、未だ渡らぬ聖河合流霊域におもむく＊。

五七＊　前でも捨てよ。後でも捨てよ。中間でも棄てよ。生存の彼岸に達した人はあらゆることがらについて心が解脱していて、もはや生れと老いとを受けることが無いであろう。

以上第二九章　ひと組みずつ


第三〇章　楽しみ

一＊　勝利からは怨みが起る。敗れた人は苦しんで臥す。勝敗をすてて、やすらぎに帰した人は、安楽に臥す。

二＊　他人を苦しめることによって自分の快楽を求める人は、怨みの絆きずなにまつわられて、苦しみから脱れることができない。

三＊　生きとし生ける者は安楽をもとめている。もしも暴力によって生きものを害するならば、その人は自己の安楽をもとめていても、実は安楽を得ることができない。

四＊　生きとし生ける者は安楽をもとめている。もしも暴力によって生きものを害することがないならば、その人は自己の安楽をもとめているが、死後には安楽が得られる。

五＊　よい果報を生ずるもととして善い行ないを実行せよ。報いを生ずるもととして悪い行ないを実行するな。ことわりに従って行なう人は、この世でも、あの世でも、安楽に臥す。

六＊　道理を実践する人を、つねに道理が守る。大雨が降るときに傘が守ってくれるようなものである。道理をよく実践すると、このすぐれた利益がある。道理を実践する人は悪いところ（＝地獄）におもむかない。

七　道理を実践する人を、つねに道理が守る。道理をよく実践すると、幸せを受ける。道理をよく実践すると、このすぐれた利益がある。道理を実践する人は悪いところ（＝地獄）におもむかない。

八＊　善い人々は[image: 僅]かであっても、正しくわかち与えるならば、多くの人々に勝つ。ただ物をくれてやることが勝つのではない。たとい[image: 僅]かのものであっても、信仰心をもって与えるならば、この人は来世において安楽となる。

九　わかち与えることと戦闘とは相等しいと人々は言う。これらの美徳は悪人には存在しない。人々にわかち与える時は、戦闘の時のごとくである。その原因をまとめて言うならば、（いずれも他と）等しいであろう。

一〇　執著する心がなくて施し与える人は、幾百の障害にうち勝って、敵である物惜しみを圧倒して、勇士よりもさらに勇士であると、われは語る。

一一　福徳の果報が熟するのは楽しい。希望することが成就する。そうしてその人は速やかに最高のやすらぎ、覆いの解きほぐされた（解脱の）状態におもむく。

一二＊　福徳を積んだ人に対しては、悪魔の身をとった神々も、他ほかから害をなすことも、障りをなすこともできないであろう＊。

一三＊　真理を喜ぶ人は、心きよらかに澄んで、安らかに臥す。聖者の説きたまうた真理を、賢者は心にとどめて楽しむ。

一四　心が真理を楽しみ、覆いをはなれたやすらぎを執著せず＊、四念処を楽しみ、またさとりを得るための七つのよすが（七覚支）を楽しみ、

一五　心が真理を楽しみ、覆いをはなれたやすらぎを執著せず、四神足と八つの部分よりなる道（八正道）を楽しむならば、

一六　かれらは楽しく食物を味わい、法衣を身につけている。山の中でも藪の中でもかれらのそぞろあるき（経行）は楽しい。

一七　かれらは安穏となって、楽しみ、現世で覆いを離れてやすらぎ、一切の怨みや恐れを超越し、世間にあって執著をのり超えている。

一八＊　満足して教えを聞き、真理を見る人が、独り離れている＊のは、楽しい。世の中で、生きものに対してみずからを制して殺さない＊のは楽しい。

一九＊　世にあって、情欲を離れ、諸の欲望を超えているのは、楽しい。「おれがいるのだ」という慢心をおさえよ。これこそ最上の安楽である。

二〇＊　老いに至るまで戒しめをたもつのは楽しい。信仰が確立しているのは楽しい。意義と趣旨＊を楽しむことがは楽しい。悪を為さないのは楽しい。

二一＊　世の中で母を敬うことは楽しい。また父を敬うことは楽しい。世の中で修行者を敬うことは楽しい。世の中でバラモンを敬うことは楽しい。

二二＊　仏＊の現われたまうのは楽しい。正しい教えを説くのは楽しい。つどいが和合しているのは楽しい。和合している人々が修養しているのは楽しい。

二三　徳行をたもっている人々に会うのは楽しい。博学な人々に会うのは楽しい。解脱していて再び迷いのうちに生れることのない真人＊に会うのは楽しい。

二四　岸に下りてゆく階段の整備されている河＊は楽しい。理法によってうち克った勝利者は楽しい。明らかな知慧を得ることは、つねに楽しい。「おれがいるのだ」という慢心を滅ぼすことは楽しい。

二五＊　諸の聖者に会うのは楽しい。かれらと共に住むのも、つねに楽しい。愚かな者どもに会わないならば、心はつねに楽しいであろう。

二六＊　愚人とともに歩む人は長い道のりにわたって憂いがある。愚人と共に住むのは、つらいことである。[image: ──]まるで仇敵とともに住むように。心ある人々と共に住むのは楽しい。[image: ──]親族と共に住むように。

二七＊　尊い生れの人（＝ブッダ）は得がたい。かれはどこにでも生れるのではない。この英雄（＝ブッダ）の生れる家は、幸福に栄える。

二八　すっかり覆いをときほごされてやすらぎに帰したバラモンは、全く安らかに臥す。諸の欲望に汚されない人は、解脱していて、煩悩の汚れが無い。

二九　すべての欲望を断ち＊、心のいらいらする思いを制し、ここに心が清らかに静まって＊、静けさに帰した人は、安らかに臥す。

三〇＊　つまらぬ快楽を捨てることによって、広大なる楽しみを見ることができるのであるなら、心ある人は広大な楽しみをのぞんで、つまらぬ快楽を捨てよ。

三一＊　この世における愛欲の楽しみと、天上における楽しみとは、愛執を滅ぼした楽しみの十六分の一にも及ばない。

三二　重い荷物を捨てたあとには、荷物をさらに引き受けるな。荷物を引き受けることは最上の苦しみである。荷物を投げすてることは楽しい。

三三　すべての愛執を捨てると、すべての束縛を滅ぼすから、すべての迷いの制約を知りつくして、もはや再び迷いの生存にもどって来ない。

三四＊　事がおこったときに、友だちのあるのは楽しい。善いことをしておけば、命の終るときに楽しい。互いに満足するのは楽しい。（悪いことをしなかったので）あらゆる苦しみ（の報い）の滅びることは楽しい。

三五＊　鉄の火炉で打たれて＊炎の燃え立っている火が、次第に静まって、その行方ゆ く えがわからないように、

三六　欲望の泥沼をわたりおわって、完全に解脱して、不動の楽しみを得た人々の行方ゆ く えを知らせることはできない。

三七＊　心のうちには怒りが無く、変転する迷いの生存をとどめ、つねに憂いを離れて、すっかり楽しんでいる人を、神々も見ることができない。

三八＊　この世で教えをよく説き、多く学んで、何物をももたない人は、楽しい。見よ！　人々は人々に対して心が縛られ、何物かをもっているために（かえって）悩んでいるのを。

三九　この世で教えをよく説き、多く学んで、何物をももたない人は、楽しい。見よ！　人々は人々に対してかたちが縛られ、何物かをもっているために（かえって）悩んでいるのを。

四〇　何物ももっていない人々は楽しんでいる。何物ももっていない人々は知慧の徳をもっているからである＊。見よ！　人々は人々に対して心が縛られ、何物かをもっているために（かえって）悩んでいるのを。

四一　何物ももっていない人々は楽しんでいる。何物ももっていない人々は知慧の徳をもっているからである。見よ！　人々は人々に対してかたちが縛られ、何物かをもっているために（かえって）悩んでいるのを。

四二＊　他人に従属することはすべて苦しみである。自分が思うがままになし得る主であることはすべて楽しみである。他人と共通のものがあれば、悩まされる。束縛は超え難いものだからである。

四三＊　貪る人々のあいだにあって、われらは貪らないでいとも楽しく生きて行こう。貪っている人々のあいだにあって、われらは貪らないで暮そう。

四四　われらは何物をももっていない。いとも楽しく生きて行こう。ミティラー市が焼けているときにも、（ここでは）何も焼けない＊のである。

四五＊　悩める人々のあいだにあって、われらは悩み無く、いとも楽しく生きて行こう。悩める人々のあいだにあって、われらは悩み無く暮そう。

四六　他人を傷つける人々のあいだにあって、われらは人を傷つけることなく、いとも楽しく生きて行こう。他人を傷つける人々のあいだにあって、われらはひとを傷つけること無く暮そう。

四七＊　怨みをいだいている人々のあいだにあって、われらはひとを怨むこと無く、いとも楽しく生きて行こう。怨みをもっている人々のあいだにあって、われらは怨むこと無く暮そう。

四八　他人を悩ます人々のあいだにあって、われらは人を悩ますことなく、いとも楽しく生きて行こう。他人を悩ます人々のあいだにあって、われらは人を悩まさないで暮そう。

四九＊　われらは何物をももっていない。いとも楽しく生きて行こう。光り輝く神々のように、喜びを食は　む者となろう。

五〇　われらは何物をももっていない。いとも楽しく生きて行こう。身体を自分と見なす（見解に）とらわれることなく＊、喜びを食は　む者となろう。

五一＊　村において、林＊において、快感や苦痛に触れられた人は、それを自分のせいにしてもならぬし、他人のせいにしてもならぬ。迷いの条件に依存して、触れられる事物＊が触れるのである。迷いの条件の無い人に、触れられる事物の触れることがどうしてあろうか？

五二＊　立派な人々は、いかなるところにあっても＊、快楽のゆえにしゃべることが無い。楽しいことに遭っても、苦しいことに遭っても、立派な人々は動ずる色がない。

以上第三〇章　楽しみ

第三一章　心＊

一＊　心は、捉え難く、軽々かろがろとざわめき、欲するがままにおもむく。その心をおさめることは善いことである。心をおさめたならば、安楽をもたらす。

二＊　水の中の住居す み かから引き出されて陸おかの上に投げすてられた魚のように＊、この心は、悪魔の支配から逃れようとして、もがきまわる。

三　心は別々の方向に走る。[image: ──]太陽の光線のように。それ故に賢者は心を制する。[image: ──]鉤かぎで象を制するように。

四　この心は胎児の状態にあり、牢固としていないし、見ることもできない。わたしはつねに教えさとす、[image: ──]わがためにならぬように外へ出歩くことなかれ。

五＊　この心は以前には、望むがままに、欲するがままに、快きがままに、さすらっていた。今やわたくしはその心をすっかり抑制しよう、[image: ──]あたかも象使いが鉤かぎをもって、発情期に狂う象を全くおさえつけるように。

六＊　汝は、幾多の生涯にわたって、生死の流れをくりかえし経めぐって来た、[image: ──]家屋の作つく者りてをさがしもとめて。あの生涯、この生涯とくりかえすのは、苦しいことである。

七＊　家屋の作つく者りてよ！　汝の正体は見られてしまった。汝はもはや家屋を作ることはないであろう。汝の梁はりはすべて折れ、家の屋根は壊れてしまった。心は形成作用を離れて、汝はこの世で滅びてしまった。

八＊　心は、動揺し、ざわめき、護り難く、制し難い。英智ある人はこれを直くする。弓ゆみ師つくりが力強く矢の弦を直くするようなものである。

八Ａ＊　心は遠くに行き、独り動き、形体なく、胸の奥の洞窟にひそんでいる。この心を制するであろう人々は、大きな恐怖からのがれるであろう。

九＊　憎む人が憎む人にたいし、怨む人が怨む人にたいして、どのようなことをしようとも、邪よこしまなことをめざしている自分の心が自分に対して自分でなすほどには、それほどひどいことをしない。

一〇＊　母も父もその他の親族も、正しく向けられた心が自分のためにしてくれるほどの益をしてはくれない。

一一＊　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、情欲が心に侵入する。

一二　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、憎しみが心に侵入する。

一三　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、迷妄が心に侵入する。

一四　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、高慢が心に侵入する。

一五　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、貪ぼりが心に侵入する。

一六　屋根を粗雑に葺いてある家には雨が洩れ入るように、心を修養してないならば、愛執が心に侵入する。

一七＊　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、情欲の侵入することが無い。

一八　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、憎しみが心に侵入することが無い。

一九　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、迷妄が心に侵入することが無い。

二〇　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、高慢が心に侵入することが無い。

二一　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、貪ぼりが心に侵入することが無い。

二二　屋根をよく葺いてある家には雨の洩れ入ることが無いように、心をよく修養してあるならば、愛執が心に侵入することが無い。

二三＊　ものごとは心にもとづき、心を主とし、心のように疾く動く。もしも汚れた心で話したり行動したりするならば、苦しみはその人につき従う。車をひく牛の足跡に車輪がついて行くようなものである。

二四＊　ものごとは心にもとづき、心を主とし、心のように疾く動く。もしも清らかな心で話したり行動したりするならば、福楽はその人につき従う。影がそのからだにつき従って離れないようなものである。

二五　心が不浄で汚れ、動揺していて、あるいは怒り猛たけっているならば、道理をはっきりと知ることはできない。

二六　しかし心に怒りと不浄を制し、害心を除いて、よく説かれた教を明らかに知る人は＊、[image: ──]

二七　心が敵意でかたまり、怒り猛っていて、汚れているならば、よく説かれた教を識し　りわけることは容易ではない。

二八＊　心が安住することなく、正しい真理を知らず、信念が汚されているならば、明らかな知慧は全からず。

二九＊　心を流し去る三十六の激流があれば、その激流は、悪しき見解をいだく人の貪欲にねざした想おもいによってその人を漂ただよわし去る。[image: ──]

三〇　人が快楽に耽り、官能にしたがい、心のままに動くならば、この世で名誉はいつもかれを捨て去る。[image: ──]果実の落ちてしまった木を、鳥が立ち去るように。

三一＊　汝はつとめておれ。なおざりになるな。[image: ──]欲情の対象が汝の心を乱さないように。なおざりのゆえに鉄丸を吞むな。地獄では（[image: 灼]熱した鉄丸で）焼かれるときに泣き叫ぶが[image: ──]。

三二＊　起つべき時に気力が無く、ことばでは力りきんだことを言うのに怠りなまけていて、希望もなく、つねに意欲が害われ、怠惰でものうい人は、知慧の道をつねに知らない。

三三　心を揺れさせるために現われ出たこれらの粗大な思考および微細な思考＊を絶えまなく思いつつ、心の乱れた人はつねに走る。

三四　知識あり、勤めはげみ、身を慎しみ、心を安定統一させ、禅定を楽しみ、聡明なる人は、再び迷いの生存に生れないために、心のこれらの思考作用を悉く捨てる。

三五＊　この身体は水瓶のように脆いものだと知って、この心を城のように安立させて、明らかな知慧の武器をもって、悪魔と戦え。克か　ち得たものを守れ。しかもそれに執著するな。

三六　この身体は[image: 泡]沫のようにはかないものだと知って、この心を城のように安立させて、明らかな知慧の武器をもって、悪魔と戦え。克ち得たものを守れ。しかもそれに執著するな。

三七　この世界は水瓶のように脆いものだと知って、この心を城のように安立させて、明らかな知慧の武器をもって、悪魔と戦え。克ち得たものを守れ。しかもそれに執著するな。

三八　この世界は[image: 泡]沫のようにはかないものだと知って、この心を城のように安立させて、明らかな知慧の武器をもって、悪魔と戦え。克ち得たものを守れ。しかもそれに執著するな。

三九＊　覚さとりのよすがに心を正しくおさめ、貪り取ることを捨て去って、執著のない境地に依存し、煩悩を滅ぼし尽して過ちを除き去った人々は、この世にあっても、全く解きほごされて安らいでいるのである。

四〇　牛＊が虫を払って自分の尾をまもるように、自分の心をまもりながら、生ける者どもを愍んでいる人は、幸せから退くことがない。

四一　ひとりで林＊の中で楽しむのであるから、轅ながえのように長い[image: 牙]のある象が他の（同種の）象と会う（ように）、心が心と会うのである。

四二　害する心がなくて、生けるものどもを愍み、生きとし生ける者どもに対して慈しみの心があれば、かれは何人からも怨まれない。

四二Ａ、Ｂ （訳文は四二と同じ。）

四三　汚れの無い心で、一つの生きものをさえも慈しむならば、それによって善が生ずるであろう。生きとし生けるものをすべて心で慈しむならば、聖者は多くの功徳を積むことになる。

四四、四五　実に人が安穏を得るために、つねに心が躍り上り、ひるむことなく、善いことがらを修するならば、正しい知慧によって解脱して、やすらいに帰したその修行僧＊の心は静かである。ことばも静かである。身の行おこないも静かである。

四六＊　一つのものに心を集中し、道理を正しく観ずる人に起るような楽しみは、五種の楽器によっては起らない。

四七　聖者たちは安らかに眠る。かれらは（何ものをも）わがものであると思って憂えることがない。かれらの心は瞑想を楽しんでいる。かれらに欲望は存在しない。

四八　聖者たちは安らかに喜ぶ。かれらは（何ものをも）わがものであると思って憂えることがない。かれらの心は瞑想を楽しんでいる。かれらに足跡は存在しない。

四九　心が岩山のように確立していて動揺しないで、心が染まり執著するはずのものから離れ、怒りをさそうものについても怒らず、このように心を修練した人に、どこから苦しみが来るだろうか？

五〇＊　罵らず、害わず、戒律に関してつつしみ、食事に関して（適当な）量を知り、淋しいところにひとり臥し、坐し、心に関することにつとめはげむ。[image: ──]これが仏＊の教えである。

五一＊　心のすがたを熟知し、遠ざかり離れて住むことの味わいを明らかに知り、瞑想し、聡明であり、正しく念おもうている人は、世俗の汚れのない喜び・楽しみを知る。

五二　心をまもり、ことばをまもり、身体の動作につねに気をつけている人は、悩みに出会っても苦しまないであろう。[image: ──]真理に安住し、真理を知り、いとも聡明なる人は[image: ──]。

五三　心をまもらず、邪よこしまな見解に害われ、ものうさと睡眠に打ち克たれた人は、死神に征服されるに至る。

五四　それ故に心をまもり、正しい思いに安住し、正しい見解にもとづいて、事物の生起と消滅とを知ったならば、修行僧はものうさと睡眠に打ち克って、一切の悪いところ（＝地獄など）を捨てるであろう。

五五　心を制することは楽しい。心をまもれ。怠るな。生けるものどもは心に欺かれている。或る人々は地獄で焼かれる。

五六　心を制することは楽しい。心をまもれ。怠るな。生けるものどもは心に欺かれている。或る人々は畜生のあいだにあって焼かれる。

五七　心を制することは楽しい。心をまもれ。怠るな。生けるものどもは心に欺かれている。或る人々は餓鬼のあいだにあって焼かれる。

五八　心を制することは楽しい。汝らは心を守れ。怠るな。心がよく守られているならば、或る生けるものどもは人間のあいだにあって喜ぶ。

五九　心を制することは楽しい。汝らは心を守れ。怠るな。心がよく守られているならば、或る生けるものどもは天上にあって喜ぶ。

六〇　心を制することは楽しい。汝らは心を守れ。怠るな。心がよく守られているならば、或る生けるものどもは、やすらぎ（ニルヴァーナ）に達する。

以上第三一章　心

第三二章　修行僧

一＊　修行僧らよ。他人が養ってくれるのではなくて、托鉢によってみずから養い、心は静まり、専念している修行完成者を、神々も羨む。

二＊　修行僧らよ。他人が養ってくれるのではなくて、托鉢によってみずから養い、尊敬をも名声をも望まない修行完成者を、神々も羨む。

三＊　一切の業をすて去り、以前に造った塵を振い落し、「わがもの」という観念がなく、つねに自己が安住している修行僧には、人にむかってしゃべる必要がない。

四＊　身み　を制しない人々は、ことばで人々を傷つける。戦場に来た象を矢で傷つけるようなものである。荒々しいことばが発せられたのを聞いたならば、修行僧は心の汚れることなく、忍んで受けよ。

五＊　しかし[image: 僅]かの物で生き、軽やかで、自己をもとめようと欲し、諸の感官を制し、至るところにおもむき、解脱していて、家なくして往来し、「わがもの」という観念が無く、望むところも無く、欲望を捨てて、独り歩む人、[image: ──]かれこそ修行僧なのである。

六　適当な量（の食物）を享う　けよ。つねに清く生きる者であれ。その行ないが親切でわかち合い、なすところ巧みであれ。そうして喜びにみち、心を落ちつけて、修行僧は遍歴せよ。

七＊　手をつつしみ、足をつつしみ、ことばをつつしみ、すべてにつつしみ、内心に楽しみ、心を安定統一し、ひとり居て、満足している、[image: ──]その人が〈修行僧〉なのである。

八＊　真理を喜び、真理を楽しみ、真理をよく見通して考え、真理を念おもいつづけている修行僧は、正しいことわりから堕落することがない。

九＊　修行僧が、人のいない空あき屋や　に入って、心を静め、真理を正しく観ずるならば、人間を超えた楽しみがおこる。

一〇＊　個人存在を構成している諸要素の生起と消滅とを正しく体得理解するのに従って、そこでかれは悦楽を得、喜びによる少なからざる楽しみを得る。

一一　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、情欲が滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一二　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、憎しみが滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一三　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、迷妄が滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一四　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、慢心が滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一五　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、貪ぼりが滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一六　風が吹いても岩山が動揺しないように、修行僧は、愛執が滅びてなくなるから、岩山のようにゆるがない。

一七　財を蓄積することなく、わがものという思いが存在せず、また（何ものかが）ないからといって憂えることのない人、[image: ──]かれこそ「修行僧」（托鉢僧）とよばれる。

一八＊　他人に食を乞うからとて、それだけでは〈托鉢僧〉なのではない。在家の行ない＊をしているのであれば、それでは〈托鉢僧〉ではないのである。

一九＊　この世の福楽も罪悪も捨て去って、清らかな行ない＊を修め、よく思慮して世に処しているならば、かれこそ〈托鉢僧〉と呼ばれる。

二〇＊　仏の教えを喜び、慈しみに住する修行僧は、見るも快い、静けさの境地に到達するであろう。

二一＊　仏の教えを喜び、慈しみに住する修行僧は、動く形成作用の静まった、安楽なる、静けさの境地に到達するであろう。

二二　慈しみに住し、仏の教えを喜ぶ修行僧は、堕落するおそれなく、ニルヴァーナの近くにいる。

二三　心が勇み、こころ楽しく、愛憎に打ち克って、喜びにみちた修行僧は、苦しみを滅ぼすに至るであろう。

二四＊　修行僧は、身も静か、語ことばも静かで、心をよく安定統一し、世俗の享楽物を吐きすてたならば、〈やすらぎに帰した人〉と呼ばれる。

二五＊　明らかな知慧の無い人には、禅定が無い。禅定を修行しない人には、明らかな知慧が無い。禅定と知慧とがそなわっている人こそ、すでにニルヴァーナの近くにいる。

二六　それ故に賢者は禅定と知慧とにつとめはげめ。これは、そのように明らかな知慧ある修行僧の初めのつとめである。

二七　満足し、感官に気をくばり、戒律をつつしみ行ない、食事について節度を知り、人々を離れたところで臥し坐し、心について専念する、[image: ──]この人は〈修行僧〉とよばれる。

二八　身体にも、ことばにも、心にも、悪が無くて、善いことをなす性たちで、恥を知る最上の人を〈修行僧〉と呼ぶ。

二九　さとりのよすがとなる七つのことがら＊をよく実修し、善いことをなす性たちで、つねに心の安定統一している人を〈修行僧〉と呼ぶ。

三〇　この世で自分にとって苦しみの滅びてなくなることを明らかに知り、善い知慧のある人を、〈つねに戒しめをたもち汚れの無い人〉と呼ぶ。

三一、三二＊　戒律や誓いだけによっても、また博学によっても、また瞑想を体現しても、また人々から離れてひとり臥すことによっても、修行僧は安心・油断してはならない。[image: ──]煩悩の汚れがなくならないうちは。むしろ凡夫の味わい得ないものであるさとりの楽しみに触れよ。

三三　この世は熱のような苦しみが生じている。個体を構成する（五つの）要素（＝五蘊）はアートマンではない、と考える。ひとは「われはこれこれのものである」と考えるそのとおりのものとなる。それと異なったものになることは、あり得ない。

三四　この世は（変化して）異なったものとなる。この世の人々は迷いの生存に執著し、迷いの生存を楽しみ、つねに迷いの生存を喜び、迷いの生存からすっかり解脱することがない。

三五　ひとが喜ぶところのものは、迷いの生存である。かれは苦しみを忌み恐れる。迷いの生存を捨てるために、清らかな修行をするならば、その人はわが近くにいる。

三六　迷いの生存が迷いの生存と離れて脱することをつねに説く人々がいるが、迷の生存から＊未だ出離していないそれらすべての人々に対して、われはつねに語るのである。

三七　執著の条件＊に依って苦しみが起る。苦しみは執著の条件から生ずるものである。執著の条件がすべて滅びたならば、苦しみの起ることはない。

三八　すべての生存は無常であり、苦しみであり、変滅するものである。明らかな知慧をもって見る人には、すべてのものは滅び、何ものをも喜んで受けとることがない。

三九　永久にときほごされて安らぎに帰した修行僧にとっては、いかなる生存も打ち克たれ、未来において静まっている。それが苦しみの終末とよばれる。

四〇　心が永久に静まり、実体についての固執を絶ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。この人は悪魔の絆きずなから解き放たれている。

四一　心が永久に静まり、実体についての固執を絶ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。今や迷いの生存を再び繰り返すことはない。

四二　心が煩悩に汚れていないで、実体についての固執を絶ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。この人は悪魔の絆きずなから解き放たれている。

四三　心が煩悩に汚れていないで、実体についての固執を絶ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。今や迷いの生存を再び繰り返すことはない。

四四　生存に対する妄執を滅ぼし、実体についての固執を断ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。この人は悪魔の絆きずなから解き放たれている。

四五　生存に対する妄執を滅ぼし、実体についての固執を断ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。今や迷いの生存を再び繰り返すことはない。

四六　生存に対する妄執を断ち切り、実体についての固執を断ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。この人は悪魔の絆きずなから解き放たれている。

四七　生存に対する妄執を断ち切り、実体についての固執を断ち切った修行僧にとっては、生れをくり返す輪[image: 廻]が滅びている。今や迷いの生存を再び繰り返すことはない。

四八　泥沼をわたりおわって、村の刺とげ＊（＝諸感官を刺激するもの）を粉砕し、情欲を滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

四九　泥沼をわたりおわって、村の刺とげを粉砕し、憎しみを滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

五〇　泥沼をわたりおわって、村の刺とげを粉砕し、迷妄を滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

五一　泥沼をわたりおわって、村の刺とげを粉砕し、慢心を滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

五二　泥沼をわたりおわって、村の刺とげを粉砕し、貪ぼりを滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

五三　泥沼をわたりおわって、村の刺とげを粉砕し、愛執を滅ぼすに至った人、[image: ──]かれこそ〈修行僧〉と呼ばれるのである。

五四　村の刺とげに打ち勝ち、罵りにも殺害にも拘禁にも打ち克ち、山岳のように確立していて不動であり、苦楽に悩まされないならば＊、かれは〈修行僧〉である。

五五　そしることもなく、疑うこともなく＊、この世はすべて虚妄であると知って、修行僧はこなたの岸を捨て去る。[image: ──]蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

五六　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり情欲を断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

五七　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり憎しみを断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

五八　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり迷妄を断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

五九　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり慢心を断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六〇　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり貪ぼりを断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六一　池に生は　える[image: 蓮]華をば、水にもぐって折り取るように、すっかり愛執を断ってしまった人は、こなたの岸を捨て去る。蛇が古い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六二　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、情欲が起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六三　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、憎しみが起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六四　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、迷妄が起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が旧い皮を脱皮して捨て去るようなものである。

六五　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、慢心が起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

六六　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、貪ぼりが起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

六七　蛇の毒が（身体に）ひろがるのを薬でとめるように、愛執が起ったのをとめる修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

六八　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、情欲をすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

六九　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、憎しみをすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七〇　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、迷妄をすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七一　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、慢心をすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七二　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、貪ぼりをすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七三　大きな激流が極めて弱い葦の堤を壊こわすように、愛執をすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七四　疾はやく勢よく奔はしり流れる妄執の水流を涸渇させて、妄執をすっかり断ち切ってしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七五　諸の欲望の対象をすべて捨てて、欲望に関する絆きずなをすべて断ち切って、修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七六　五つの覆いを捨てて、汚れなく、疑いを断ち、煩悩の矢を離れて、修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七七　内心には想念お も いをすっかり払いのけて退けた修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七八＊　いかなる妄執＊も存在せず、悪の根の滅びてしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

七九　いかなる熱い煩悩＊ももはや存在せず、悪の根の滅びてしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

八〇　いかなる煩悩の潜勢力ももはや存在せず、悪の根の滅びてしまった修行僧は、こなたの岸を捨て去る。蛇が脱皮して旧い皮を捨て去るようなものである。

八一　戒めをたもっている人は修行僧であり、空を体現している人は瞑想者であり、専念している人はヨーガ行者であり、ときほごされてやすらぎに帰しているところには安楽がある。

八二＊　修行僧はこのように楽しむことと楽しまないこととに堪え、情欲の煩悩の潜勢力を取り出して除きつつ[image: ……]。

以上第三二章　修行僧


第三三章　バラモン

一＊　裸かの行ぎょうも、髻まげに結ゆ　うのも、身が泥にまみれるのも、断食も、露地に臥すのも、塵や泥を身に塗るのも、蹲うずくまって動かないのも、[image: ──]疑い＊を離れていない人を浄めることはできない。

二＊　身は飾っていたとしても、徳を行ぎょうじ、耐え忍び、身をととのえて、慎みぶかく、行ないが清らかで、生きとし生けるものに対して暴力を用いない人こそ、〈バラモン〉とも、〈道の人〉とも、また〈托鉢遍歴僧〉ともいうべきである。

三　或る修行者・バラモンたちは、迷いの生存のうちに執著していて、煩悩の汚れを滅ぼすに至らないうちに、途中で没落してしまう。

四　或る修行者・バラモンたちは、迷いの生存のうちに執著していて、互いに異論をいだいて論争する。これらの人々は愚者であり、一いっ方ぽうだけしか見ていないからである。

五　或る修行者・バラモンたちは、迷いの生存のうちに執著していて、最高の境地に達し得ないで、途中でくずおれる＊。

六＊　愚か者よ。螺髪を結んで何になるのだ。かもしかの皮をまとって何になるのだ。汝は内に密林（＝汚れ）をいだいて、外そと側だけを飾っている。

六Ａ　愚か者よ。螺髪を結んで何になるのだ。かもしかの皮をまとって何になるのだ。汝は内に穢濁をいだいて、外側だけを飾っている。

七＊　螺髪を結っているからバラモンなのではない。氏姓によってバラモンなのではない。生れによってバラモンなのではない、と伝えられている。真実と理法とをまもる人は、清らかである。かれこそ（真の）バラモンなのである。

八　螺髪を結っているからバラモンなのではない。氏姓によってバラモンなのではない。生れによってバラモンなのではない、と伝えられている。大きかろうとも小さかろうとも悪をすべて除いた人は＊、諸の悪を除いたのであるから、〈バラモン〉と呼ばれる。

九　頭を剃っているから修行者なのではない。「きみよ！」と呼びかけるからバラモンなのではない。真実と理法とをまもる人こそ、バラモンであり、また修行者なのである。

一〇　頭を剃っているから修行者なのではない。「きみよ！」と呼びかけるからバラモンなのではない。大きかろうとも小さかろうとも悪をすべて除いた人は、諸の悪を除いたのであるから、かれこそ〈バラモン〉であり、また〈修行者〉なのである。

一一　ひとは水によって清らかになるのではない。人々はここで大いに沐浴している。真実と理法とをまもる人は、清らかである。かれこそ（真の）バラモンなのである。

一二　諸の悪いことがらを除いて、つねに気をつけて行なっている人々は、束縛の絆きずなを滅したブッダたち＊なのである。かれらはバラモンたちであると説かれている。

一三　悪いことがらを除き、邪曲なく、穢濁も無く、自己が確立していて、ヴェーダの奥義に通じ、清らかな行ないを修し、過当な時にブラフマンに関する論議を語り、

一四　その人のうちには欺きも無く、慢心も無く、貪ぼりを離れ、「わがもの」という観念が無く、望むところも無く、過ちを除き、みずからが解きほごされてやすらぎに帰した人、[image: ──]かれは〈バラモン〉である、かれは〈修行者〉である、かれは〈修行僧〉である。

一五＊　われは、（バラモン女の）胎から生れ（バラモンの）母から生れた人をバラモンと呼ぶのではない。もしもかれが何か所有物をもっているのであれば、かれは「〈きみよ〉といって呼びかける者」なのである。無一物であって執著のない人、[image: ──]かれをわたくしは〈バラモン〉と呼ぶのである。

一六＊　身にも、ことばにも、心にも、悪い事を為さず、三つのところについてよくつつしんでいる人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

一七＊　粗野ならず、ことがらをはっきりと伝えることばをつねに発し、ことばによって何なん人ぴとの感情をも害することのない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

一八＊　罪なくして悪罵・殴打・拘禁を堪え忍び、忍耐し誓戒をまもる力のある人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

一九＊　怒ることなく、つつしみあり、戒律を奉じ、博学であって、身をととのえ、最後の身体に達した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉とよぶ。

二〇＊　在家者とも交らず、出家者とも交らず、住すみ家か　なくして遍歴し、満足している人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二一＊　来る者を喜ばず、去る者を悲しまず、執著から脱している、戦場の勝利者、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二二　来る者を喜ばず、去る者を悲しまず、憂い無くして、汚れを離れ、やすらいでいる者、[image: ──]かれをわれは（バラモン〉と呼ぶ。

二三　他人に養われることなく、はっきりと知る者であり、身をととのえ、堅固なもののうちに安立し、煩悩の汚れを滅ぼし、過とがを除いている人、[image: ──]かれこそ〈バラモン〉であると伝えられている。

二四　彼かなた岸のきしもなく、此こなた岸のきしもなく、彼かなた岸のきし・此こなた岸のきしなるものもなく、あらゆる事象のかなたにある人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二五　この世において、長かろうとも短かろうとも、微細であろうとも粗大であろうとも、浄かろうとも不浄であろうとも、何ものをも取らない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二六　彼かなた岸のきしもなく、此こなた岸のきしもなく、彼かなた岸のきし・此こなた岸のきしなるものもなく、三界に執著していない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二七＊　すでにこの世において、自分の苦しみの滅びるのを明らかに知っていて、情欲を離れ、とらわれることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二八　福徳にも禍いにも汚されず、両者によっても汚されず、憂いが無く、熱のようにむらむらすること無く、やすらいでいる人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二九　福徳をも禍いをも超え、両方の執著をも超え、執著を超越してとらわれることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

二九Ａ　前にも、後にも、中間にも、何物も存在せず、塵のような汚れを離れ、諸の束縛の絆きずなから脱れた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三〇　[image: 蓮]はちす葉ば　の上の露のように、錐の尖さきの芥子のように、諸の欲情に汚されない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三一　[image: 蓮]はちす葉ば　の上の露のように、錐の尖ききの芥子のように、諸の悪に汚されない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三一Ａ　曇りのない月のように、清く、澄み、濁りがなく、諸の欲情に汚れていない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三一Ｂ　曇りのない月のように、清く、澄み、濁りがなく、諸の悪に汚れていない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三一Ｃ　曇りのない月のように、清く、澄み、濁りがなく、歓楽の生活の尽きた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三二　静かに思い、塵ちり垢けがれなく、為すべきことをなしとげ、汚れが無く、煩悩を去り、とらわれの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三三　知慧が深く、聡明な英智に富み、種々の道に通達し、最高の目的を達した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三四　人間のあいだにあって托鉢行によって生き、つねに「わがもの」という観念が無く、生きものを害うことなく、堅固で、清らかな行ないを修し、道理をはっきりと知って説く人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三五　この世の欲望をすべて断ち切り、出家して遍歴し、欲望に汚されることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三六　強くあるいは弱い生きものに対して暴力を加えることなく、生きものを殺さない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三七　虚空が泥に汚されることが無く、また月が塵に汚されることが無いように、諸の欲望に汚されることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三八　虚空が泥に汚されることが無く、また月が塵に汚されることが無いように、諸の悪に汚されることの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三八Ａ　虚空が泥に汚されることが無く、また月が塵に汚されることが無いように、歓楽の生存のなくなった人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

三九　敵意ある者どもの間にあって敵意なく、暴力を用いる者どもの間にあってやすらいでいて、生ける者どものために同情する人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四〇　愛著と憎悪と高ぶりと隠し立てとが脱落し、諸の過とがに汚されない人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四一　この障害・険道・輪さま[image: 廻]よいの激流を超えて、渡りおわって彼岸に達し、瞑想し、心の動揺することがなく、疑惑がなく、執著することなくして、心安らかな人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四二　現世に対しても、来世に対しても、妄執が存在せず、妄執の生存が尽きて滅びてしまった人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四三　現世を望まず、来世をも望まず、欲求なくして、とらわれの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四四　〈快楽〉と〈不快〉とを捨て、清らかに涼しく、とらわれることなく、全世界にうち勝った賢者、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四五　人間の欲望を捨て、天界の欲望を越え、すべて世間の絆をはなれた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四六　神々も天の伎楽神たち（ガンダルヴァ）も人間どももその行方を知り得ない人、無限の智をもっている人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四七　前世の生涯を知り、また天上と地獄とを見、生存を滅ぼしつくすに至って、直観智を確立した聖者、苦しみの終末を明らかに知った人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四八　生きとし生ける者の死生をすべて知り、執著なく、よく行きし人、覚った人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

四九　一切の束縛の絆きずなを超え、驚ろき怖れることが無く、執著なく、よく行きし人、覚った人、かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五〇　牡牛のごとく雄々しく、気高く、竜・大仙人・勝利者・欲望の無い人・沐浴者・覚った人（ブッダ）、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五一　一切に打ち勝ち、迷いの生存を超え、激流を渡り、煩悩の汚れがなく、彼岸に達して、とらわれの無い人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五二　欲求がなくなり、しゃべることが無く、悪い心を除き、瞑想して、塵ちり垢けがれを離れた人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五三　糞ふん掃ぞう衣え　をまとい、諸の欲望を省みることなく、樹の根にあって瞑想する人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五四　つねにこだわりが無く、智をそなえ、疑惑を去り、不死に達した人、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五五　つねにこだわりが無く、智をそなえ、疑惑を去り、ひとり歩み、遠くに行く人、[image: ──]かれをわれは〈バラモンと〉呼ぶ。

五六＊　一切の苦しみをのぞくために、めでたい聖なる八支の道を修した人々、[image: ──]かれらは世間においてバラモンなのである。

五七　形が無く、堅牢でなく、見ることのできない心をつねに制御して、はっきりと知って、つねに念おもいをこめて歩み、束縛の絆を滅したブッダたち、[image: ──]かれらは世間においてバラモンなのである。

五八＊　紐ひもと革帯と、超越し難い個人の連続＊を断ち切り、門をとざす閂かんぬきを投げすてて、めざめた人（ブッダ）、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

五九　紐と革帯と、悪い欲求と貪ぼりとを断ち切って、妄執を、根こそぎにえぐり出して、[image: ──]かれをわれは〈バラモン〉と呼ぶ。

六〇　バラモンよ。流れを断て、勇敢であれ。諸の欲望を去れ。つくり出された諸の現象の消滅を知って、汝は、作られざるもの（＝ニルヴァーナ）を知る者となるであろう。

六一＊ （「妄愛」という）母と（「われありという想い」である）父とをほろぼし、国王＊（「われ」という慢心）と（永久に存在するという見解と滅びて無くなるという見解という）二人の博学なバラモンとを滅ぼし、（主観的機官と客観的対象とあわせて十二の領域である）国土と（「喜び貪り」という）従臣とを滅ぼして、バラモンは汚れなくしておもむく。

六二 （「妄愛」という）母と（「われありという想い」である）父とをほろぼし、国王（「われ」という慢心）と（永久に存在するという見解と滅びて無くなるという見解という）二人の博学なバラモンをほろぼし、第五には（「疑い」という）虎をほろぼして、人は〈浄められた〉と言われる。

六三　バラモンを打つな。バラモンはかれ（＝打つ人）にたいして怒りを放つな。バラモンを打つものに禍あり。（打たれて）怒る者に禍あり。

六四　老人であろうと、若者であろうと、（老若を問わず）、道理を識別している人を、尊敬して、敬礼せよ。[image: ──]バラモンが火の祭りを尊ぶように。

六五　老人であろうと、若者であろうと、（老若を問わず）、道理を識別している人を、尊敬して、仕えよ。[image: ──]バラモンが火の祭りに仕えるように。

六六　正しくさとった仏の説かれた理法をはっきりと知っている人を、尊敬して敬礼せよ、[image: ──]バラモンが火の祭りを恭しく尊ぶように。

六七　正しくさとった仏の説かれた理法をはっきりと知っている人を、尊敬して仕えよ、[image: ──]バラモンが火の祭りに仕えるように。

六八　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、かれは独りで魔女＊や悪鬼＊をも超えるであろう。

六九　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、真理を観ずるかれにとって、一切の感受＊は消滅するであろう。

七〇　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、真理を観ずるかれにとって、一切の縁＊は消滅するであろう。

七一　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、真理を観ずるかれにとって、一切の煩悩の汚れは消滅するであろう。

七二　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、真理を観ずるかれにとって、かれの束縛の絆きずなはすべて消滅するであろう。

七三　もしもバラモンが自分のつとめに関して彼岸に達した（＝完全になった）ときには、かれは生れと老いと死とを超えるであろう。

七四　太陽は昼にかがやき、月は夜に照し、武士は鐙を着てかがやき、バラモンは瞑想に専念してかがやく。しかしブッダはつねに威力もて昼夜に輝く。

七五　バラモンにとってこれほどすぐれたことは、またと有り得ない。心を快楽から遠ざけるにつれて、かれの意おもいが退くのにつれて、苦悩が静まる。

七六＊　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、苦しみが因縁にもとづいて起ることを明らかに知るとき＊、かれの疑惑はすべて消え失せる。

七七　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、事物が因縁にもとづいて起ることを明らかに知るとき、かれの疑惑はすべて消え失せる。

七八　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、諸の因縁の消滅に近づくとき、かれの疑惑はすべて消え失せる。

七九　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、諸の感受作用の消滅に近づくとき、かれの疑惑はすべて消え失せる。

八〇　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、諸の煩悩の消滅に近づくとき、かれの疑惑はすべて消え失せる。

八一　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、かれは全世界を照らしている。[image: ──]太陽が昇ったときに空中を照らすように。

八二　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、かれは全世界を照らしている。[image: ──]ブッダはすべての束縛の絆きずなから解脱しているからである。

八三　熱心につとめ瞑想しているバラモンにとって、これらの徳が現われるとき、かれは悪魔の軍勢を追い払って＊いる。ブッダはすべての束縛の絆きずなから解脱しているからである。

以上第三三章　バラモン

　

まとめの句

　

　（一）無常と（二）愛欲と（三）愛執と（四）はげみと（五）愛するものと、（六）戒しめと（七）善い行ないと（八）ことばと（九）行ないと（一〇）第十として信仰と、（一一）道の人と（一二）道と（一三）尊敬と（一四）憎しみと（一五）念おもいをおちつけてと（一六）さまざまなことと（一七）水と（一八）花と（一九）馬と、第一〇に（二〇）怒りと、（二一）如来と（二二）学問と（二三）自己と（二四）広く説くと第五に（二五）友と（二六）安らぎ（ニルヴァーナ）と（二七）観察と（二八）悪と（二九）ひと組みずつの章と（三〇）楽しみと（三一）心と（三二）修行僧と（三三）バラモンと、[image: ──]

これらの三十三であると伝えられている。

正しく覚った人の説かれたこれらの章とまとめの句が終った。


あとがき

『真理のことば（ダンマパダ）』と
『感興のことば（ウダーナヴァルガ）』

　『ダンマパダ』（Dhammapada）は、パーリ語で書かれた仏典のうちでは恐らく最も有名なものであろう。現在パーリ文の大蔵経のうちにおさめられ、南方アジア諸国に伝わっている。「ダンマ」とは「法」と訳され、人間の真理という意味であり、「パダ」は「ことば」という意味である。現代語ではしばしば「真理のことば」と訳される。短い詩集で四二三の詩句より成る。全体は二十六章に分れている。

　この書は漢訳の『法句経』に相当する。『ダンマパダ』という原題名には「経」という意味の字はないのであるが、経典として扱われていたために、シナで特に「経」という字を添えて『法句経』という名にしたのである。（この点は『出曜経』などにも適合する。）

　『ダンマパダ』は人間そのものに対する、はっと思わせるような鋭い反省を述べ、生活の指針となるような教えが述べられている。そのために世界諸国を通じて人々の愛誦するところとなった。

　もともと南アジアの諸国で尊ばれて愛誦され、近代では西洋諸国でも翻訳によってよく知られるようになったが、最も数多くしばしば西洋の言語に翻訳された仏典である。わが国では大正年間に翻訳がいくつか著わされ、昭和になってから盛んに読まれるようになった。立派な邦訳も多数あるので、いまさら別に訳を出す必要もなかろうかと思われるが、次の理由によって敢えて新しい訳を試みてみた。

　（１）『ダンマパダ』の原文は極めて簡単明瞭である。その簡潔な風格を邦語に表現したいと思った。

　（２） 南アジア諸国の人々は、この『ダンマパダ』の文章を唱えるが、それを聞いた人々は聞いただけで解るのである。だから、この邦訳も、耳で聞いただけでも解るような文章に訳出したつもりである。

　わたくしが先年『スッタニパータ』を岩波文庫で邦訳したときに、その訳文が聖典としての荘重さが無い、という批評があった。しかし「聖典としての荘重さ」なるものは漢訳を用いたシナ・日本において教団としての権威が確立したのちに必要となったものであり、インドや南アジア諸国ではそれをめざしていなかった。ただ人間の真理を端的に述べていただけである。だから、わたくしはこの書の原意を表現することにつとめたつもりである。

　（３） 近年ではパーリ語以前の諸言語についての考察が進歩し、パーリ語におけるその痕跡が指摘されるとともに、いままで難解とされていた語句の意義がかなり解明されることになった。その成果は特にドイツの学界においていちじるしい。それを参照して訳出することにつとめた。ただ西洋の多くの学者は諸漢訳を参照していないので、この点で是正することにした。

　（４）『ダンマパダ』の詩を吟詠していたのは、もとはインド人である。インド文化史の流れやインド人の生活を考慮することによって、諸の詩句のなかの事項をかなり理解することができるので、この点に特に留意してみた。

　解釈に当ってはブッダゴーサに帰せられるパーリ文[image: 註]解をも適宜参照した。単に字句の[image: 註]解だけであるときには「パーリ文[image: 註]解」とのみ記し、他方積極的な主張をもっている場合には「ブッダゴーサによると」と記した。

　なお『ダンマパダ』と似たテクストとして『ウダーナヴァルガ』がある。この書は、専門学者のあいだでは多年問題とされて来たが、一般にはあまり知られていないようである。この書は漢訳が二つもあり、チベット訳も伝わっているのみならず、中央アジアからサンスクリット写本が多数発見されているので、昔はひろく読誦された書であることが知られる。この書のうちには、『ダンマパダ』と共通の詩が多いが、しかし文句がかなり相違しているところもある。近年ドイツのベルンハルト教授がサンスクリット原本を出版したので、それにもとづいて邦訳して紹介することにした。これの文献的研究は大変な仕事であるので、それには言及しないことにして、ただ内容の理解のために必要な考究と、思想史的意義ある事実だけを訳注のなかに記しておいた。全部の翻訳は、邦語ではもちろん西洋の諸言語にも無いので、適切に訳出できたかどうかを危ぶんでいる。

　『ウダーナヴァルガ』の詩のうちには、『ダンマパダ』のなかのものと殆んど同文のものがあるが、その場合には『ダンマパダ』のなかの対応詩句に対する訳注を参照してもらうことにして、『ウダーナヴァルガ』の詩に対する[image: 註]記を省略した。

『真理のことば（ダンマパダ）』

　大まかに言ってダンマパダに類する詩句の集成には二つの系統がある。

　第一の系統は、（１）パーリ語の『ダンマパダ』。（２）維[image: 祇]難等の訳した『法句経』二巻。（３）法炬、法立の共訳した『法句譬喩経』四巻。これは詩句に因縁譬喩譚の加わったものである。

　第二の系統は、（１）サンスクリット本の Udānavarga とよばれるもの。（２）天息災の訳した『法集要頌経』四巻。（３）竺仏念の訳した『出曜経』三十巻。これは因縁譬喩譚の加わったもの。（４）チベット訳。チベット大蔵経の中に含まれている。

　そのほかにガンダーラ語と名づけられる特殊な俗語で書かれた『法句経』の断片が発見され、近年イギリスのブラフ（John Brough）教授によって出版された。

　『ダンマパダ　＊』は四二三の詩より成り、仏教の実践を教えた、恐らく最も著名でまた影響力ある詩集である。それの成立年時については種々に論議されているが、かなり古いテクストである＊＊。『スッタニパータ』（八八）に dhammapada という語が出て来るが、現存『ダンマパダ』を指していっているのではないであろう。それの第一四章「ブッダ」に現われているブッダ観が極めて素朴であるから、かなり古いものであろうが、しかし歴史的人物としての釈尊の時からはかなり隔っていたのであろう。何となれば、『正しく覚った人（＝ブッダ）の説かれた法を、いかなる人から学び得たのであろうとも、その人を恭しく敬礼せよ』（三九二）という。釈尊から直接に学んだのではないであろう。そうして『ダンマパダ』の諸詩句は、当時すでに経典の存在していたことを前提としている。すなわち『（聖典の）語義に通暁し、前後の順序に従って排列された文字を知る人』（三五二）に言及している。また[image: 註]釈によると経典のことを sahita というが（一九、二〇）、しからばその当時仏教の経典がすでに編纂されていたことを知り得る。語法は大して古くないが、ときには古形を示していることがある。（e. g. Māradheyya[image: 〓] pahātave, 34.）第二六五詩の作者はサンスクリットを知らないで俗語のみを知っていたらしい。

　『ダンマパダ』の諸詩句は主として出家修行僧のために説かれたものである。ビクに呼びかけ（二四三）、袈裟（kāsāva）を着する人に言及し（九、一〇）、またビクの生活に関してのみ適合する教えがある（二四九、二五〇）。理想の境地は「沙門たること」（sāmañña）であった（一九、二〇）。当時すでに教団の制度が確立していたことが知られる（七三）。

　しかしまた他方では、世俗人のための教えをも含んでいる。例えば、ビクへの施与は大なる果報をもたらすといって勧めている（三五六─三五九）が、これは世俗人に対して教えていることにちがいない。

　『ダンマパダ』の原典成立史については、諸本を比較検討せねばならないが、これは他日に譲ることにしたい。

＊　中性単数形はしばしば集合名詞であることを示す。これを西洋の言語で示すと複数形になるのである。例えば Dhammapada[image: 〓], [image: “]Worte der Religion[image: ”]. Udāna[image: 〓], [image: “]begeisterte Aussprüche[image: ”].（Mayrhofer, Handbuch des Pali.  Band I, S. 23.）

＊＊　水野弘元、『駒沢大学学報』復刊、第二号、一九五三年、三ページ以下、一四ページ以下。

〔原典出版〕

　Dhammapadam.  Ex tribus codicibus Hauniensibus Palice edidit, Latine vertit, excerptis ex Commentario Palico notisque illustravit V. Fausbøll. Hauniae, 1855.

　The Dhammapada.  New edition by Sūriyago[image: 〓]a Suma[image: 〓]gala Thera. Published for the Pali Text Society by Humphrey Milford, London, 1914.

　J. Kashyap: The Dhammapada ［Khuddakanikāya vol. I］. Nālandā-Devanāgarī Pali Series, 1959.

〔邦訳〕

　立花俊道訳、『国訳大蔵経』経部、第一二巻（一九一八年）

　荻原雲来訳、『法句経』（岩波文庫 No. 1191）（東京、岩波書店、一九三五年）

　[image: 辻]直四郎訳、『南伝大蔵経』第二三巻（一九三七年）

　長井真琴訳、『ダンマパダ』（玄同社、一九四八年七月）

　渡辺照宏、『新訳法句経講話』（東京大法輪閣、一九五一年五月）

　友松円諦、『ダンマパダ（法句経）』東京、神田寺、一九六一年七月（パーリ文、すべての漢訳、ナーラダ長老の英訳を含む。）

　前田恵学訳、『世界文学大系』インド集、（筑摩書房、一九五九年、一四〇─一五八ページ）

　研究のために非常に便利な、不可欠の書は

　丹生実憲『法句経の対照研究』（高野山、日本印度学会、一九六七年）

である。諸漢訳、チベット訳と対比してある精細な研究である。近年さらに網羅的な対照表が刊行された。

　水野弘元「法句経対照表」（『仏教研究』、浜松、国際仏教徒協会、第三号、昭和四八年八月、一四四─一九九ページ、第四号、昭和四九年、一四〇─二〇六ページ、第五号、昭和五一年三月、三一〇─三八二ページ）

　大正蔵経におけるページ数までしるしてあるのは便利である。

　

　『ダンマパダ』は西洋の言語に最も多く翻訳されている。（Cf. M. Winternitz: A History of Indian Literature,  vol. II, p. 80.）

〔英訳〕

　Friedrich Max Müller: The Dhammapada.  A Collection of Verses. SBE.  vol. 10. Oxford: Clarendon Press, 1881. Reprint: Delhi etc., Motilal Banarsidass.学界では今日でも最も良い訳と見なされているが、しかし種々是正すべき点もある。次の書にも再録されている。Lin yutang: The Wisdom of China and India （New York, Randon House, 1942）, pp. 321-356; Clarence Hamilton: Buddhism （New York, Liberal Arts Press, 1952）, pp. 64-97; E. Wilson: Sacred Books of the East （New York, Willey Book Co., 1945）, pp. 113-151.

　Sarvepalli Radhakrishnan（ed. and tr.）: The Dhammapada.  London: New York: Toronto, Oxford University Press, 1950. 2nd imp. 1954.（Reviewed by I. B. Horner, JRAS.  1951, p. 123.）著者の卓越せる見識を示す序論が付せられている。訳は殆んどそのまま次の書に採録されている。S. Radhakrishnan and Charles A. Moore（eds.）: A Source Book in Indian Philosophy （London, Oxford University Press, 1957; Princeton University Press, 1957）, pp. 292-325.

　Nārada Thera: The Dhammapada.  Text with Engl. Tr. 2nd ed. Colombo, 1946. Calcutta, Mahabodhi Society of India, 1952; London, John Murray, 1954（Wisdom of the East Series）（著者はセイロンの仏教僧であり、宗教的な解説を行なう。著者は伝統的教義に通じ、またインド人の生活を熟知しているので、参照すべきである。）

　P. L. Vaidya: Dhammapadam.  Text in Devanāgarī, with English translation. 2nd ed. Poona, 1934.

　Irving Babbitt: The Dhammapada.  New York and London, Oxford University Press, 1936.（翻訳者は専門家ではないが、ブッダと西洋に関する興味深い論文を付している。）

　近年ペーパーバックで右の書の廉価版が刊行された。（New York: New Directions Publishing Corporation, 1965）

　N. K. Bhagwat: The Dhammapada.  Text in Devanāgarī, with English translation. Bombay, The Buddha Society, n. d.

　Samuel Beal: A Catena of Buddhist Scriptures from the Chinese. London,  Trübner, 1871. pp. 188-203.

　[image: ──]: Texts from the Buddhist Canon, Commonly Known as Dhammapada, with Accompanying Narrative.  Boston, Houghton, 1878.; London, Kegan Paul, Trench, Trübner, 1878.; 2nd ed. London, Kegan Paul, Trench, Trübner, 1902.; Reprint ─ Calcutta, Gupta, 1952.

〔仏訳〕

　R. et M. de Maratray: Le Dhammapada.  Paris, 1931.

〔独訳〕

　Dhammapadam.  Aus dem Pâli in den Versmassen des Originals übersetzt von Karl Eugen Neumann. 2te Aufl.（Taschenformat）. München, 1921.

　Dhamma-Worte. Dhammapada des südbuddhistischen Kanons,  verdeutscht von R. Otto Franke. Jena: Eugen Diederichs, 1923.

　Dhammapada. Die älteste buddhistische Spruchsammlung.  Aus dem Pali übersetzt von Paul Dahlke. Heidelberg: Arkana-Verlag, 1970.

〔研究〕

　V. Raghavan: The Dhammapada, The Aryan Path,  Feb. 1957, pp. 58-63.

　Hugh I[image: ’] Anson Fausset: Thoughts on the Dhammapada, Poets and Pundits : A Collection of Essays. London, Cape, 1947; New Haven, Yale University Press, 1949, pp. 262-269.

　B. G. Gokhale: The Image-World of the Dhammapada, The Sārdhaśatābdī Commemoration Volume. （The Asiatic Society of Bombay, 1957）, pp. 78-82.

　B. R. Saksena: Fanciful Etymologies in the Dhammapada. Ganganatha Jha Commemoration Volume,  p. 315f.

　内容の検討としては三枝充悳『駒沢大学仏教学部研究紀要』第二九号一七三─一九〇ページ。

　『法句経』の著者は法救（Dharmatrāta）であったと伝えられている（常磐大定、『無尽燈』一九〇五年一二月一号以下）が、なお研究を要する。

　『ダンマパダ』の Apramādavarga の一詩句は、Ahirbudhnya-sa[image: 〓]hitāと関係がある（IHQ.  vol. 6, p. 168 ff.）。『ダンマパダ』の一頌は後世の論書の中にしばしば引用されている（坂本幸男、『大崎学報』八六、一九三五年七月）。『ダンマパダ』における pūjā, huta, atta などの諸語の用例を見ると、初期仏教的であり、ヴェーダの宗教から仏教化への過渡期に説かれたものであることが解る（田端哲哉「Dhammapada の偈文について」『印度学仏教学研究』第一八巻第一号、昭和四四年一二月、一四四─一四五ページ）。

　『ダンマパダ』のうちには文句の表面に述べられていることと実際の趣意との異なっていることがある。（例えば第二九四、二九五詩）それは密意（abhisandhi）をもって述べられているのである。それに関する研究としては Prahlad Pradhan: Abhisandhi Verse in Dhammapada. Jagajjyoti.  A Buddha Juyanti Annual, 1977, pp. 19-25.

　『ダンマパダ』の教えは一般に賞讃されているが、しかしそれをきびしく論難する学者もある。（B. Karunes, Journal of the Ganganath Jha Research Institute,  vol. VIII, part 4, Aug. 1851, pp. 397-406.）

　『ダンマパダ』に対する[image: 註]釈として、ブッダゴーサの著と伝えられるDhammapada[image: 〓][image: 〓]hakathā がある。これは『ダンマパダ』の教えを実際に生かすために伝説や物語を集めたものであって、なかなか面白い。

〔原典出版〕

　The Commentary on the Dhammapada.  Edited by H. C. Norman. London: Published for The Pali Text Society by Lyzac and Company, London, 1970. 4 vols.

〔英訳〕

　Eugene W. Burlingame: Buddhist Legends. （Harvard Oriental Series,  vols. 28-30.）Cambridge, Harvard University Press, 1921; London, Oxford University Press, 1922.

〔邦訳〕

　一部分が『駒沢大学紀要』一八号（一九六〇年三月）に発表された。

　漢訳『法句経』二巻（大正蔵 No. 210）と『法句譬喩経』四巻（大正蔵 No. 211）とは、パーリ文『ダンマパダ』に対応する詩句をおさめているが、その内容ならびに排列順序はかなり異なっている。

　『法句譬喩経』は法炬と法立の漢訳したもので、編者は不明である。〔国訳〕赤沼智善、西尾京雄訳、『国訳一切経』本縁部、一一。

　最近問題をなげた注目すべき研究としてガンダーラ語の『ダンマパダ』が知られるに至った。The Gāndhārī Dharmapada, edited with an Introduction and Commentary  by John Brough, London Oriental Series, vol. 7（London etc., Oxford University Press, 1962）Reviewed by M. B. Emeneau, JAOS.  vol. 82, 1962, pp. 400-402; by E. Sluszkiewicz, RO.  vol. XXIX, 1965, pp. 143-146; by H. W. Bailey, JRAS.  1963, pp. 282-283; by G. Morgenstierne, BSOAS.  vol. XXVII, part 1, 1964, pp. 178-180; by J. W. de Jong, IIJ,  vol. X, No. 2/3, 1967, pp. 199-203.水野弘元『印度学仏教学研究』第一一巻第二号、一九六三年三月、三七〇─三七六ページ、岩本裕、Miscellanea Indologica Kiotoniensia,  Nos. 4-5, Oct. 1963, pp. 74-80.）Cf. Sten Konow: The Oldenburg folio of the Kharo[image: 〓][image: 〓]hī Dhammapada, Acta Orientalia,  vol. 19, 1943, pp. 7-20; H. W. Bailey, BSOAS.  vol. 11, 1946, p. 764 f.

　ガーンダーリー語のこのテクストについてはなお水野弘元博士の研究（『仏教研究』第二号、一二八─一二七ページ）参照。

　中央アジアから『仏説法句経』という偽経（漢文）が発見された（大正蔵、八五巻、No. 2901）。これを検討した結果は、水野弘元、『印度学仏教学研究』第九巻第一号、一九六一年一月、四〇二ページ以下（英文）。


『感興のことば（ウダーナヴァルガ）』

　ウダーナ（udāna）は日本の現代学者は「感興語」と訳すことが多いが、ブッダが感興を催した結果、おのずから表明されたことばであるとされている。「無問自説」と訳す学者もある。（問われないのにブッダが自ら説いた、という意味である。）漢字にはなかなか訳しにくいので、難しい漢字で音写されていることが多い　＊。ヴァルガ（Varga）とは「集まり」を意味する。

　

＊　udāna は次の諸語で訳されている。

　「嗢柁南伽陀」（玄奘訳『俱舎論』八巻一六丁裏）、「嗢拕南頌」（『有部毘奈耶雑事』三巻）

　「鄔柁南頌」（『俱舎論』一巻三丁表、Tib. ched du brjod pa）

　「憂陀那」（『雑阿含経』四九巻、『大智度論』三三巻）

　「鬱陀那」（真諦訳『摂大乗論』、宇井校訂本、八一ページ）

　「出曜」（『出曜経』無常品、大正蔵、四巻六一一ページ：Udānavarga  I, 1）（udāna を u-[image: 〓]（輝き出る、光を発する）と解したか、あるいは ud（出）＋[image: 〓]（曜）と解したのであると推定されている。）

　「法頌」（『法集要頌経』有為品、大正蔵、四巻七七七ページ上：Udānavarga  I, 1）

　「法句経」（『長阿含経』三巻、大正蔵、一巻一六ページ下。ここでは、十二部経の一つとして挙げられている。有名な『法句経』のことではない。）

　「無問自説」（『大乗義章』一巻）

　「無問自説経」（『教行信証』化身土巻）

　「自説」（『大毘婆沙論』一二六巻、『大乗阿毘達磨集論』六巻、『雑集論』一一巻、『瑜伽師地論』二五巻、『顕揚論』六巻）

　

　『ウダーナヴァルガ』は説一切有部で編纂されたものであるが、それはパーリ文『ダンマパダ』やパーリ文『ウダーナ』ならびに『相応部』のサガータ[image: 篇]、『スッタニパータ』『テーラガーター』の若干の詩句に対応する諸々の詩句を集めたものである。『ウダーナヴァルガ』はカニシカ王と同時代のダルマトラータ（法救 Dharmatrāta）が編纂したものであるという伝説がある。（ともかく『ウダーナヴァルガ』二一・一四から見ると、それ以前に「ヴァラーハッサ・ジャータカ」が成立していたことは確かである。）『出曜経』三〇巻と『法集要頌経』四巻（詩句のみ）とはこの書の漢訳であると見なされているが、それは他派の『ダンマパダ』に相当するものである。『出曜経』（竺仏念訳）は仏滅後三〇〇年頃に生存した法救（Dharmatrāta）がつくったと伝えられている。ともかくこれはブッダゴーサの書（Dhammapada[image: 〓][image: 〓]hakathā） よりも古いものである。しかし「月支」の国王に言及している　＊から、恐らくカニシカ王よりあとで作られたのであろう。

＊　「月氏」ではなく「月支」と書かれている。『出曜経』第二四巻七四〇ページ中。

　『ウダーナヴァルガ』のチベット訳は早くから西洋に知られていた。ロックヒルが英訳して紹介した。

　Udânavarga. A collection of verses from the Buddhist canon. Compiled by Dharmatrâta. Being the Northern Buddhist version of Dhammapada. Translated from the Tibetan of the bKah-hgyur, with notes and extracts from the comment of Pradjnâvarman, by William Woodville Rockhill. London:Trübner, 1883. 

　この英訳がさらにドイツ語に翻訳された。（Zeitschrift des Buddhismus,  Jahrgang, I, S. 23-6;93-6. ）

　そののちチベット訳のテクストがベックによって刊行された。

　Hermann Beckh: Udānavarga.  Eine Sammlung buddhistischer Sprüche in tibetischer Sprache. Nach dem Kanjur und Tanjur mit Anmerkungen herausgegeben. Text mit deutscher Einleitung. Berlin:G. Reimer, 1911. 

　なお中央アジアのクチャ語にも訳され、その断片が見つかっている。（E. Sieg and W. Siegling, Bulletin of the School of Oriental Studies,  VI, 2, p. 483 ff. ）

　『ウダーナヴァルガ』のサンスクリット写本の断片が中央アジアで発見され、諸学者が研究した。

　Richard Pischel:Die Turfan-Rezensionen des Dhammapada.　（Sitzungsberichte der Preussischen Akademie der Wissenschaften,  1980. S. 968-985. ）

　Sylvain Lévi et Louis de La Vallée Poussin, Journal Asiatique,  s. 10, t. XVI, 1910, p. 444 ff.;t. XVII, 1911, p. 431 ff.;t. XIX, 1912, p. 311 ff.;Journal of the Royal Asiatic Society,  1911, p. 758 ff.;1912, p. 355 ff. 

　L. Finot, BEFEO  . VIII, 1908, pp. 579-580. 

　『ウダーナヴァルガ』のサンスクリット写本は中央アジアで数多く発見されているが、完本ではない。ペリオ将来の写本についてチャクラヴァルティがその第二一章までを検討して、その成果を刊行した。

　N. P. Chakravarti:L'Udānavarga Sanskrit.  Texte sanscrit en transcription, avec traduction et annotations, suivi d[image: ’]une étude critique et de planches. Tome Premier（Chapitres I à XXI.）Mission Pelliot en Asie Centrale. Série Petit in Octavo, Tome IV. Paris Paul Geuthner, 1930. 

　近年ドイツのベルンハルトが諸写本を綿密に対照して校訂本を刊行した。

　Udānavarga,  herausgegeben von Franz Bernhard. 2 Bände. Sanskrit texte aus den Turfanfunden X. Abhandlungen der Akademie der Wissenschaften in Göttingen. Philologisch-Historische Klasse. Dritte Folge, Nr. 54. Göttingen:Vandenhoeck und Ruprecht, 1965. 

　いまはこのテクストにしたがって邦訳することにした。

　語句索引は右のベルンハルトのテクストの第二巻にのせられているが、『法集要頌経』とサンスクリット原典との対照索引が、ライデン大学教授ウイレメン博士によって編纂刊行された。

　Charles Willemen:Udānavarga. Chinese Sanskrit Glossary. 中梵用語索引。Tokyo: The Hokuseido Press, 1975. 

　『ウダーナヴァルガ』の構成については、水野弘元「法句経について」（『仏教研究』第二号、一一八─一一七ページ）に明示され、また『ウダーナヴァルガ』の成立については、水野弘元「ウダーナと法句」（『駒沢大学学報』復刊第二号、一九五三年）、丹生実憲「Udānavarga 成立の動機について」（『密教文化』No. 81）、中谷英明「Pali Udāna と Udānavarga 編纂」（『印度学仏教学研究』第二巻、第二号、昭和四八年三月、九八四─九八八ページ）などに論ぜられている。

　『ウダーナヴァルガ』ならびに『ダンマパダ』についての西洋における諸研究は Maurice Winternitz: A History of Indian Literature,  vol. II,　（University of Calcutta, 1933）pp. 237-238; B. Pauly, JA.  CCXLVIII, 1960, p. 222 f. に列挙されている。

　最近諸写本の系統についてドイツのシュミトハウゼン教授が綿密な研究を発表した。Lambert Schmithausen: Zu den Rezensionen des Udānavarga[image: 〓]. Wiener Zeitschrift für die Kunde Südund Ostasiens,  Band XIV, 1970, S. 47-124. 

　その所論によると多数の写本は二つの Rezension に帰することができる。第一レツェンジオンはすべての根本説一切有部（Mūlasarvastivāda）のテクストにもとづいたものであり、これに対して第二レツェンジオンは後代の東トルキスタンで発見された説一切有部のテクストのもとのものである。

　そのほかの研究として、

　『ウダーナヴァルガ』の若干の詩句の解明。H. Lüders: Beobachtungen über die Sprache des Buddhistischen Urkanons （Berlin, 1954）, S. 161-165. 

　『ウダーナヴァルガ』のうちの Brāhma[image: 〓]a-varga のサンスクリット断片の検討もなされた。（B. Pauly, JA.  CCXLIX, 1961, pp. 333-410. ）

　Apramādavarga の検討。Sylvain Lévi, JA ., 1912, p. 203 f. 

　P. K. Mukherjee:The Dhammapada and the Udānavarga, IHQ.  XI, p. 741 ff. 

　『ウダーナヴァルガ』はチベット語　＊やクチャ語でも伝えられている。

　E. Sieg und W. Siegling: Udānavarga ─Übersetzungen in [image: 〓]Kucischer Sprache, [image: “]BSOS.  VI, p. 483 f. 

＊　佐田馨苗『駒沢大学学報』第四巻第一号一三九ページ以下。

　ダルマトラータの『ウダーナヴァルガ』に対してはUdānāla[image: 〓]kāra というトカラ語の入門書が存する。

　E. Sieg und W. Siegling: Tocharische Sprachreste.  Sprache B. Heft 1. Die Udānāla[image: 〓]kāra-Fragmente, Text, Übersetzung und Glossar.  Göttingen, Vandenhoek und Ruprecht, 1949.　（Reviewed by G. S. Lane, JAOS.  vol, 70, 1950, pp. 103-132; E. Hofmann, ZDMG.  Band 102, 1952, pp. 377-380. ）

　E. Sieg und W. Siegling: Bruchstüche eines Udānavarga ─ Kommentars（Udānāla[image: 〓]kāra?）im Tocharischen, Festschrift Winterntz,  S. 167 f. 

　またチベット文で[image: 註]訳も伝えられている。

　Udānavargavivara[image: 〓]am  of Prajñāvarman. Peking-Tanjur, M[image: 〓]on-pa[image: 〓]i bstan-bcos, Du 52 a ff. 

　

　いまこの岩波文庫の邦訳本では、ベルンハルト出版本に従って翻訳した。この書の全体の批評的出版を完成したことはベルンハルトの大きな功績であるが、なお理解しがたい箇所が少なくない。近代諸語への翻訳としては、チャクラヴァルティが先年一部分をフランス語に訳した以外には翻訳が無いし、邦訳もない。完訳としては最初の試みであり、自分でも心もとない点がある。今後是正さるべき箇所もいろいろあろう。翻訳のためには『ダンマパダ』その他の諸テクストと比較考察する必要があった。そのためにいろいろ[image: 註]記も付けねばならなくなったが、[image: 註]記は読解に必要な範囲にとどめた。詳細な文献学的研究は将来の専門家に委ねらるべきであろう。

　この書の刊行については岩波書店の山鹿太郎氏、永見洋氏のお世話になること多く、深く感謝している次第である。

　

中　村　元

　〔付記〕

　『ヴダーナ・ヴァルガ』第二六章第二八詩に、na vikanthī na kauk[image: 〓]ti[image: 〓]とあるが、『スッタニパータ』八五〇に avikatthī akukkuco とある。今西順吉教授の意見によると、vikanthin はパーリ語の vikatthin のサンスクリット化として理解することができるし、またチベット訳は丹生師の刊本には rlon med となっているが、Beckh 刊本も北京版も rlom med とあって、上述の推定に一致する。

　また第二八章一八に仏教の四種の真理（四諦）がドラヴィダ語でしるされ、漢訳でもそのまま音写して、何のことだか訳の解らぬ奇怪な印象を与えるように表現している。何故か？　これは原始仏教において陀羅尼の成立する過程を示している。インドでは古来、仏教以前から、真理をたもつ者、真実を語る者は不思議な呪力を体得する（satyakriyā）という伝統的信仰があるので、一部の仏教徒は四諦すなわち四種の真理を体得すると呪力が得られると考えた。呪力をたもつためには訳のわからぬドラヴィダ語の呪文のほうが良いと考えたのである。

　（Franz Bernhard:Zur Entstehung einer Dhāra[image: 〓]ī, ZDMG,  Band 117, 1967, S. 148-168. ）古代日本における「くがたち」（探盟湯）と同一趣旨である。そうして呪術性の潜入という点でも、『ウダーナ・ヴァルガ』が『ダンマパダ』よりものちの発展段階に属するということが解る。

　第二九章第一四詩の文句を bhojanamātra[image: 〓] jānata[image: 〓]と改めると、今西教授の意見によると、韻律が崩れることになるから、むしろ bhojanamātra jānata[image: 〓]とよめばよい。─ a という対格は F. Edgerton:Buddhiet Hybrid Sanskrit Grammar,  [image: 〓]8. 31 以下に例が多く挙げられている。


    
      
      真理のことば　訳注

    

  
    
      第一章

    

  
    
      
      
        　ひと組みずつ[image: ──]Yamaka. 対になっている二つの詩が合して、一つのことがらを説いているのである。漢訳『法句経』では「雙要品」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　一　心[image: ──]mano（＝Skrt. manas）この語は「意」と訳すのが、古来日本に伝えられた伝統的教学のきまりであり、諸邦訳者もこの呪縛から脱することができなかったし、わたくしもそうであった。（それに従わないと、学問的でない、と非難される。）しかし維[image: 祇]難等訳『法句経』雙要品（大正蔵、四巻五六二ページ上）の対応箇所では「心」と訳している。そのほうが解り易いから、古い呉時代の訳にしたがった。長井真琴博士は mano を「意志」と訳し、「マナスはすべての心の働きの中心となっているもので、動機といってもよい」と解する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　一　ものごとは心にもとづき[image: ──]mano-pubba[image: 〓]gamā dhammā. Die Dinge haben den Geist zum Führer ─（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  A. S. 85.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　一　苦しみ[image: ──]dukkha.　『法句経』では「罪苦」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　二　福楽[image: ──]sukha.　『法句経』には「福楽」と訳されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　三　害した[image: ──]avadhi. vadh という語根は「殺す」の意味であるが、ここでは「害す」の意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　五　永遠の真理[image: ──]dhammo sanantano.　（＝Skrt. dharma[image: 〓] sanātana[image: 〓]）「永遠の真理」という観念は、ヒンドゥイズムでは今日に至るまで根強く存するが、仏教のうちに現われたほうが古いであろう。『法句経』上巻雙要品において「是道可宗」（この道を宗とすべし）と訳しているのは適訳である。仏教における「宗」とはもともと「根本のことわり」を意味していた。『増壹阿含経』第一六巻において「此法終不レ　朽」というのも趣意をつたえている。ところが『出曜経』第一六巻（大正蔵、四巻六九七ページ上）で「此名如来法」と訳しているのは、後代になって仏教教団が確立し、仏の権威の高められた時代の訳である。原文にはないのに「如来」という語が付加されているが、この場合にはジャイナ教その他の諸宗教に通ずる tathāgata のことを考えていたのではないであろう。パーリ文[image: 註]解によると、『〈怨まぬことによって怨みがしずまる〉と名づけられるこの古来の道理（porā[image: 〓]ako dhammo）は、すべての仏・縁覚・煩悩を滅した（アラハント）たちの行った道である』（Comm. vol. I, p. 51.）といって三乗思想を以て解釈している。これは明らかに後代の解釈であるが、『法華経』の会三帰一の思想に通ずることは面白い。ちなみに南方仏教で会三帰一の思想を最も明瞭に示した書は、Upāsakajanāla[image: 〓]kāra であると言われている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　六　覚悟をしよう[image: ──]yamāmase. 一人称複数、為自態、命令形。その意味はよく解らない。「自己を制する（yam）」という意味か、あるいは「死神（Yama）に制圧される」という意味であろうか。（Franke, Wiener Zeitschrift für die Kunde des Morgenlandes,  1901; Dhammapada,  1855, p. 110 をアンデルセンは指示している。）恐らく吟誦する人は両方の連想をもっていたであろうと考えられるので、このように訳しておいた。なお『ウダーナヴァルガ』一四・八参照。パーリ文[image: 註]釈には [image: “]yamāmase[image: ”]＝uparamāma＝nassāma＝satata[image: 〓] samita[image: 〓] maccusantika[image: 〓] gacchāma と解している。（Comm.  vol. I, p. 65.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　六　他の人々[image: ──]パーリ文[image: 註]釈は、賢者を除いた他の愚者、の意味に解している。[image: ‘]pare[image: ’] ti pa[image: 〓][image: 〓]ite [image: 〓]hapetvā tato aññe bha[image: 〓][image: 〓]anakārakā pare nāma.（Comm.  vol. I, p. 65.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　七　浄らかだと思いなして[image: ──]パーリ文[image: 註]解（Comm.  vol. I, pp. 74-75.）は、身体を美しいと見なす見解のことだと解釈している。『法句経』は subhānupassi[image: 〓]を「行見二　不浄一　」と訳し、次の詩句の asubhānupassi[image: 〓]を「観二　身不浄一　」と訳しているから、身体を不浄と見なす不浄観とむすびつけて解していたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　七　感官を抑制せず[image: ──]indriyesu asa[image: 〓]vuta[image: 〓]　（v. 7）; indriyesu susa[image: 〓]vuta[image: 〓]（v. 8）. sa[image: 〓]vuta　（＝Skrt. sa[image: 〓]v[image: 〓]ta）という語は「覆っている」（verhüllt）、すなわち「[image: ……]によって自己をまもる」の意で、kāyena　（vācāya, manasā） sa[image: 〓]vuto とは [image: ‘]sich wohlbehütend durch Körper, Rede und Denken[image: ’] と訳し得る。つねに具格（Instrumental）をとる（Dhp.  225; 231: 232; 233; 234; 281）。ところがいまこの詩において indriyesu と位格（Lokativ）をとっているのは、東部のマガダ語の影響のあった原始経典では indiyehi（具格）とあったのに、パーリ語に直す人がこれを位格に解したために、indriyesu と直してしまったのである。（Heinrich Lüders: Beobachtungen über die Sprache des buddhistischen Urkanons.  Berlin: Akademie-Verlag, 1954, S. 156, [image: 〓]224.）つまりマダガ語的な原始『ダンマパダ』では「諸の感官によって自らをよく覆い守った」という意味（[image: ──]つまりジャイナ教的な見解[image: ──]）であったのに、パーリ語に直すときに訳者は「諸の感官について自らを制している」という意味に解したのである。〔ただしパーリ文[image: 註]釈者は「感官の門をまもる」という解釈を下しているから、これはどちらの意味にも解し得るであろう。[image: ‘]indriyesu asa[image: 〓]vuta[image: 〓][image: ’] ti, cakkhādīsu cakkhudvārādīni arakkhanta[image: 〓][image: ……].（Dhammapadatthakathā,  vol. I, p. 75.） [image: ‘]susa[image: 〓]vuta[image: 〓][image: ’] ti nimittādigāharahita[image: 〓] pihitadvāra[image: 〓].（ibid. vol. I, p. 76.）〕それはちょうど sa[image: 〓]vara という語がジャイナ教聖典およびパーリ仏典の古いガーターでは「自己をおおう」という意味なのに、漢訳者は「律儀」と訳してしまったその相違に対応している。つまり原始『ダンマパダ』とパーリ『ダンマパダ』とでは、理解を異にし、したがって思想的にも若干異なっていたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　七　うちひしがれる[image: ──]異本に pasahatī. -tīと長くなっているのは、韻律の関係である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　九　第九詩と第一〇詩とこの二つの詩は特に出家修行者のために説かれたものである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　九　汚物[image: ──]kasāva＝rāgādi.（Comm.  vol. I, p. 82.）煩悩のことをいう。けがれた汚物（kasāva）と黄[image: 褐]色の法衣（kāsāva）とは、単語としての発音が似ているために、両者をひっかけて述べているのである。のみならず語源的に連関がある。当時の修行者はどの宗教でも、また仏教でも、汚れたボロ切れを集めて綴って衣としていた。だから法衣を「汚れた衣」「濁穢の衣」（Kāsāva または kāsāya. 音写して「袈裟」）というのである。しかし教団が発展するとともに、ボロ切れを集めて衣をつくることはやらなくなり、清潔で形のととのった法衣をまとうようになった。しかし単色（正色しょうじき）をきらい、くずれた色（壊え　色じき、不正色）を用いる伝統は今日にまで残っている。「出家の衣はこの色で染めることによって売買交換の上での価値を失う。故にこのようにすることを『壊色』という。」（長井真琴博士[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　けがれた汚物を除いて[image: ──]原文では「汚物を吐き出した」（vanta-kasāva）となっている。こういう表現はそのほかにも見当る。（vantāsa, Dhammapada  97; vanta-mala, ibid. 261; vanta-lokāmisa, ibid. 378.）これはジャイナ教など当時の諸宗教の表現を受けているのである。cf. koha[image: 〓] ca mā[image: 〓]a[image: 〓] ca taheva māya[image: 〓] lobha[image: 〓] cauttha[image: 〓] ajjhatta-dosā/eyā[image: 〓]i vantā arahā mahesī na kuvvaī pāva na kāravei『怒りと誇りと偽りと、第四に貪欲と、これらの内的な欠点を吐きすてて、真人・大仙人は罪悪をなさないし、また人をしてなさしめることもない。』（Sūyaga[image: 〓]a[image: 〓]ga  I, 6, 26.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　黄[image: 褐]色[image: ──]南アジアの仏教僧は黄衣をまとい、それは古代の仏教に由来するものであるが、その色は純粋の黄色ではなくて、いくらか[image: 褐]色というか、サフラン色がまじっている。仏教では単色（「正色」〔しょうじき〕）を嫌い、混合した色（「壊色」〔えじき〕）を用いる。サフラン色は今日のインドでも宗教的な尊い色と見なされている。cf. Kāsāva-Jātaka.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　まこと[image: ──]sāra. 精、精髄、堅牢なものをいう。『法句経』には「真利」と記している。本当にためになること、と解したのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　洩れ入る[image: ──]samativijjhati. これは vyadh に由来する。durch etwas hindurchdringen, durchdringen.（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  A. S. 122.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　雨が洩れ入るように[image: ──]PTS 本に yathā agāram とあるが、ニャーナティローカは異本にしたがって yathāgārm と訂すべきであるという。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 28.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　心[image: ──]citta. これを『法句経』には「意」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　情欲[image: ──]rāga. これを『法句経』には「[image: 淫]泆」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　たとえ[image: ──]pi ce. また他の場合には api ce ということもある。「或るものが見せかけは良く見えるけれども、実際には無意義である」というときに、api ce という。（『ダンマパダ』二〇、六四、六五、一四二、三六六）（Hermann Oldenberg: Kleine Schriften,  herausgegeben von Klaus L. Janert, Wiesbaden; Franz Steiner, 1967, S. 939.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　ためになること[image: ──]sahita. パーリ文[image: 註]釈には「三蔵に説かれている仏の教え」と解する。（sahita[image: 〓] ti Tepi[image: 〓]akassa Buddhavacanass[image: ’] eta[image: 〓] nāma[image: 〓], Comm.  vol. I, p. 157.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　かれは修行者の部類には入らない[image: ──]na bhāgavā sāmaññassa hoti＝sāmaññassa pana bhāgī na hoti, Comm.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二章

    

  
    
      
      
        　はげみ[image: ──]Appamādavagga. appamāda は普通「不放逸」と訳されるが、「なまけないこと」、つまり「はげむこと」を意味する。インドでは否定の意味をもった語が或る場合には積極的に強い意味をもっていることがある。故に以下の訳においては否定的表現を積極的な語に改めて翻訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　不死の境地[image: ──]amatapadam. この語を『法句経』には「甘露道」と訳し、maccuno padam を「死径」と訳して、pada を道と解しているが、「場所」「境地」「境涯」の意味ではなかろうか？　例えばサンスクリット文芸でāśramapada というときには、仙人の庵のある場所、住居である。ちなみに amata は「甘露」とも訳され、ニルヴァーナの異名となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　つとめ励むのは[image: ……]死者のごとくである[image: ──]人がつとめ励むということのうちに永遠の意義がある。人がそのあるべきすがたにおいて実践するならば、幾多の因果の連鎖によって影響は無限にひろがり、死ぬことがない。これに反して人が怠りなまけているならば、その人はすでに死んでいるのである。後代のいわゆる「修証一如」の思想の発端をここに見出すことができる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　安らぎ[image: ──]nibbāna. サンスクリット語でニルヴァーナ（nirvā[image: 〓]a）という。「涅ね　槃はん」と音写する。最高の理想の境地であり、仏道修行の最後の目的である。そこでは人間の煩悩や穢れがすべて消滅している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　幸せ[image: ──]yogakkhema. 漢訳『法句経』には「吉祥」と訳している。それのサンスクリット形である yogak[image: 〓]ema は『リグ・ヴェーダ』一〇・一六六・五以来ヴェーダ文献によく出て来る語であり、「すでに獲得したものを所有すること」、「財産を保持すること」、「財産」、「生計」、「安寧」（Sicherheit）、「幸せ」（Wohlfahrt）の意味である。（Böhtlingk: PW. s. v. yogak[image: 〓]ema）仏典ではしばしば「安穏」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　自制[image: ──]前の第二四詩に相当する漢訳『法句経』の文では saññata を「自制」と訳しているから、ここの saññama も同じ語で訳して差支えないであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　島[image: ──]パーリ[image: 註]釈文には「非常に深い輪[image: 廻]の海（sa[image: 〓]sārasāgara）のなかに自分のよりどころ pati[image: 〓][image: 〓]hāである真人の境地（arahattaphala）という島をつくれ、すなわちつくることができるように」（vol. I, p. 255.）と解している。sāgara は漢訳仏典ではつねに「海」と訳すが、日本人の理解する「海」の観念を持ち込んではならない。大きな水たまり、湖も sāgara という。（例えば Madhyapradesh 州の Saugar〔→sāgara〕は、そこに湖沼があるから名づけられたものである。）昔のインド人は多くは海洋を見たことは無かったであろう。したがって dīpa は島と訳してもよいし、洲す　と訳したほうが良い場合もある。それは洪水のときに避難処となったので、しばしば帰依する処の意味でつかわれる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　激流も[image: ……]島をつくれ[image: ──]dipa[image: 〓] kayirātha medhāvi ya[image: 〓] ogho n[image: ’]ābhikīrati. これとほぼ同文の詩句が『ジャータカ』に出て来る。dīpa[image: 〓] ca kātum icchāmi ya[image: 〓] jarā  nābhikīrati.（Jātaka,  No. 460, v. 3. vol. IV, p. 121.）『老いのおかすことの無い島を、わたくしは作りたいとねがいます。』これは『ジャータカ』の詩句のほうが原形であるらしい。カローシティー文字の『ダンマパダ』（A.7）には divu karoti medhavi ya jara nabhimardadi. となっていることからも確かめられる。ところで何故 jarāが ogho に代ったのか？　リューダースの推定によると、古マガダ語の『ダンマパダ』では jarāのかわりに jalāとなっていたにちがいない。マガダ語ではｒはｌとなる。ところでパーリ語における jala（水）との連想で、ogho となったのであろうという。（H. Lüders: Beobachtungen, op. cit., S. 76, [image: 〓]86.）〔なお John Brough: The Gāndhārī Dharmapada 　（London: Oxford University Press, 1962）, v. 111　（p. 135）では前掲の詩は divu karodi[image: ……]として引用されている。〕
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　心ある人は[image: ……]はげむのをまもる[image: ──]appamādañ ca medhāvi dhana[image: 〓] settha[image: 〓] va rakkhati. この文章は恐らくくずれているのであって、apramāda[image: 〓] tu medhāvi dhana[image: 〓] śre[image: 〓][image: 〓]hīva rak[image: 〓]ati ||『心ある人（＝修行僧）は、つとめはげむのをまもる。[image: ──]あたかも富裕な商人が財をまもるように。』と解すべきである。カローシティー文字の『ダルマパダ』（A. 14）もチベット訳もそのとおりになっている。
      

      
        　tsho[image: 〓] dpon nor-rnams sru[image: 〓]-ba ltar |
      

      
        　mkhas-pas bag da[image: 〓] ldan-par bya ||
      

      
        　tsho[image: 〓] dpon とは隊商の頭領（the head of a caravan）のことである。修行僧は世俗の欲得をはなれて修行すべきなのであって、「修行僧が財をまもるように」というのは意味をなさない。（H. Lüders: Beobachtungen,  S. 161, [image: 〓]231.）またサンスクリットやパーリ一般文献において dhana[image: 〓] se[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓]という表現は異様であり、恐らく譬喩的な意味にのみ用いられるであろう。この『ダンマパダ』二六でも譬喩的な意味で「最上の財」といったのかもしれないが、そう解すると va（の如くに）という語が余分になり、邪魔となる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　放逸に耽るな[image: ──]漢訳『法句経』ではこの句を「莫レ　貪莫レ　好レ　諍」と訳している。だから「放逸」（pamāda）とは、貪ったり言い争ったりすることであると解していたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　思念をこらす者[image: ──]jhāyanto. 禅ぜん定じょうに入っている者のこと。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　山上に立っている人が地上の人々を見下すように[image: ──]これとほぼ同じことは叙事詩『マハーバーラタ』にも述べられている。[image: ──]
      

      
        　prajñāprāsādam āruhya aśocya[image: 〓] śocate janān jagatīsthān ivādristha[image: 〓] prajñayā pratipatsyate.（XII. 151, 11 Bombay ed.）叙事詩サンスクリットであるため文法も規則的でないが、次のように訳すべきか。『憂うべきものなき人は、知慧の高閣に登り、世間にある人々は憂いあるものであると知慧もて理解する。[image: ──]あたかも山上に立つ人のごとく。』（最後の語は Critical ed. XII, 147, 11: pratipaśyati）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　マガヴァー[image: ──]Maghavā.「寛仁なる者」「恵みを垂れる者」の意で、インドラ神の別名である。空界を支配する最高神。『リグ・ヴェーダ』において最も有力な神であったが、仏教にとり入れられて「帝釈天」となった。『出曜経』第九巻戒品の相当漢訳（大正蔵、四巻六五九ページ上）では「摩竭人」と訳している。つまりシナ人は最も力強い神をもなお「人」だと考えていたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　いそしむことを楽しみ[image: ──]appamādarato. 漢訳『法句経』には「謹慎を楽しみ」とある。修行にいそしむことをシナの伝統的観念で「謹慎」と訳したのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　心のわずらい[image: ──]saññojana. 漢訳仏典では「結」と訳す。パーリ文[image: 註]解は「輪[image: 廻]の苦しみと結びつける」（va[image: 〓][image: 〓]adukkhena saddhi[image: 〓] yojanan ti）と解している。人々の心にまといついて、生死流転のうちに迷わせるからである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　歩む[image: ──]gacchati. 歩むというのは、世に生活するという意味であろう。パーリ文[image: 註]釈は「不可能なようなことでもなしとげながら行く」（abhabbuppattika[image: 〓] karonto gacchatī ti）と解する。（vol. I, p. 283.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三章

    

  
    
      
      
        　心[image: ──]Cittavagga.「心」に関する教えをあつめてある。『法句経』では「心意品」と題している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　悪魔の支配[image: ──]Māradheyya＝kilesava[image: 〓][image: 〓]a.（煩悩による生死流転の輪）、Comm.  vol. I, p. 289.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　胸の奥の洞窟[image: ──]guhāsaya.『法句経』心意品には「覆蔵」と訳している。古ウパニシャッド以来、アートマンは心臓の内にある空処に住すると考えられていた。それを受けているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　信念が汚されたならば[image: ──]pariplavapasāda. 漢訳『法句経』には「迷於世事」と訳している。つまり、世の中の俗な事がらに迷って純粋の信念が汚される、という意味である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　汚される[image: ──]anavassuta. サンスクリットに直せば avassuta は ava-sruta または ava-ā-sruta で、「腐って水が洩れる」すなわち lustful の意である。cf. anavassutā nāvā（watertight）, Jātaka  IV, 20, l . 22; SBE.  X, 13.　（D. Andersen: A Pāli Reader.  Glossary. p. 34.）『ウダーナヴァルガ』二八・六には anavasruta となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　善悪のはからいを捨てて[image: ──]原文には puññapāpapahīnassa とあるのに、漢訳『法句経』には「福能遏レ　悪」となっている。これを受け入れた当時のシナ人は倫理的であったために、表現を改めてしまったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇 （堅固に）[image: ──]パーリ文[image: 註]解（vol. I, p. 317.）によって補う。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一　木片[image: ──]kali[image: 〓]gara. [image: 註]釈には ka[image: 〓][image: 〓]hakha[image: 〓][image: 〓]a, khā[image: 〓]u と解するのによる。ラーダークリシュナンの訳には [image: ‘]a burnt faggot[image: ’] と訳すが、何を典拠にしたのか不明である。ワルトシュミットの付記によると、kali[image: 〓]gara はサンスクリットの ka[image: 〓]a[image: 〓]kara（藁。豆の柄）に相当し、ｋがｇとなったのはマガダ語の影響であり、アショーカ王碑文にも見られるところである。（H. Lüders: Beobachtungen,  S. 77, [image: 〓]87.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一　投げ棄てられて[image: ──]chuddha. この語は『ジャータカ』五三一・三七にも出て来る。[image: 註]釈家は apaviddha, cha[image: 〓][image: 〓]ita「投げすてられた」の意味に解している。サンスクリットの k[image: 〓]ubh という語根から解することは困難である。サンスクリットの『ウダーナヴァルガ』では、これをśūnya と書き換えている。（H. Lüders, Beobachtungen,  S. 164-165, [image: 〓]236.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二　しようとも[image: ──]pana という語は、アショーカ王碑文の東方で発見されたものでは、「しかし」という意味である。他のアショーカ碑文では mana, mina となっている。（Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 569-574.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第四章

    

  
    
      
      
        　花[image: ──]Pupphavagga. この一章には、花にちなんだ詩が集めてある。漢訳『法句経』では『華香品』となっているが、これらの詩が花や香りに言及しているからである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　大地[image: ──]pa[image: 〓]havi. [image: 註]釈には「個人存在」（attabhāva）のことを意味するという。しかし必らずしもそのように解する要はないであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　閻魔の世界[image: ──]Yamaloka. ヴェーダおよび叙事詩においては「あの世」というほどの意味である。パーリ文[image: 註]釈には四悪道（catubbidho apāyaloko）と解するが、『ダンマパダ』の時代にはまだ四悪道の観念は成立していなかったであろう。後代の説一切有部の教学によると、全世界は欲界、色界、無色界の三界に分れるが、その最下の欲界には六種の天が住んでいる。すなわち四大王天、忉利天、閻魔天、兜率天、化楽天、他化自在天であるが、ここでは複雑に位置づけられた一種の神としての閻魔天を意味しているのではないであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　花を摘むように[image: ──]kusalo puppham iva pacessati. 韻律の関係で終りから第五番目のシラブルは長くなければならない。もとは新版におけるように ppacessati となっていたにちがいない。（H. Lüders: Beobachtungen,  S. 153, [image: 〓]221, Anm 4.）次の詩の場合も同じ。Fausbøll 本は ppacessati となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四五　学びにつとめる人[image: ──]sekha. パーリ文[image: 註]解では、伝統的教学にしたがって「有学」（まだ学ぶべきことの残っている人）と解し、四向四果のうち、最後の阿漢羅果を除いた残りの七つと解する。（vol. I, p. 334.）しかしこれは後代の解釈であって、原義ではない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四六　悪魔の花の矢[image: ──]三界の生存（tebhūmakāni va[image: 〓][image: 〓]āni）をいう。（Comm., vol. I, p. 337.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四六　見られない[image: ──]Maccurājā na passati.（Suttanipāta,  1118: 1119.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四六　死王に見られないところ[image: ──]不死なる大ニルヴァーナ（amata-mahānibbāna）のことをいう。（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四八　花を摘む[image: ──]五欲の対象（pañcakāmagu[image: 〓]a）をさしていう。（Comm. vol. I, p. 361.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四八　望みを果さないうちに[image: ──]atitta[image: 〓] yeva kāmesu. パーリ語以前の原始経典では「欲望に満足する」kāmehi tappati というふうに「満足する」t[image: 〓]p という動詞は具格（instrumental）をとっていたが、パーリ語に直されるときに具格を支配したこともあったが、この場合のように位格（locative）に改められることもあった。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]222, S. 154-155.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四九　花から[image: ──][image: ……]puppha[image: 〓] va[image: 〓][image: 〓]a-gandha[image: 〓] ahe[image: 〓]haya[image: 〓] paleti[image: ……]という詩の文章において何故対格が二つあるか、解らなかった。ところが最近アルスドルフ教授の研究によって判明したことであるが、アルダ・マーガディー語および古いジャイナ・マーハーラーシトリー語においては、男性および中性の単語の単数奪格（ablative）が-am で終る。これはすでにリューダースの気付いていたことであるが、ジャイナ教の典籍である Sa[image: 〓]ghadāsaga[image: 〓]in の Vasudevahi[image: 〓][image: 〓]i（六世紀より遅くはない）を検討することによって確かめられた。そこでこの『ダンマパダ』四九の puppha[image: 〓]は pu[image: 〓]pāt の意味である。『ダンマパダ』の詩句がパーリ語以前の言語（マガダ語の影響を受けていた[image: ──]）からパーリ語に翻訳されるときに、パーリ語以前の古形がそのまま入り込んでしまったのである。（Ludwig Alsdorf: Kleine Schriften,  herausgegeben von Albrecht Wezler, Wiesbaden: Franz Steiner, 1974, S. 56-70;特に S. 67-68.）（cf. H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]191, S. 139.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四九　飛び去る[image: ──]paleti.（＝Skrt. palayati）パーリ聖典の詩句には pareti という語もあるが、paleti のほうがはるかに多く用いられている。『パーニニ文典』八・二・一九によると、ayati の前に upasarga が来るときのｒはｌで代用されるという。これは東部インド（マガダなど）の方言の影響である。ところが後代のパーリ語ではそれを異様に感じ、西部方言における一般的なかたちである pareti を用いるようになった。[image: 註]釈家によると、paleti: vajati gacchati kamati abhikkamati, Niddesa  II, 203, 13. cf. Nd.  I, 172, 9.（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]57, S. 55-56.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五三　花鬘[image: ──]mālāgu[image: 〓]a. D. Andersen（A . Pali Reader,  Glossary, p. 207.）は、愛人が花嫁の上に投げかける花かざりであると解する。ここでは「多くの善」（bahūni kusalāni）を花かざりに譬えていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　旃檀[image: ──]（candana の音写）。香木の一種である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　タガラ[image: ──]tagara. 香の名で、多伽羅、伽羅と音写され、奇楠香、零冷香、沈水とも訳される。「沈水」という訳語は『別訳雑阿含経』第一巻に出て来る。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　ジャスミン[image: ──]mallikā. 香木の名で、柰と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　徳のある人々[image: ──]santā（pl.）, sappuriso.（sg.）『法句経』華香品には「徳人」と訳されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五五　ヴァッシキー[image: ──]vassikī. 香木の名。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第五章

    

  
    
      
      
        　愚かな人[image: ──]Bālavagga. この章は愚かな凡夫（bāla）に関する詩を集めてある。漢訳『法句経』には「愚闇品」になっているが、版によっては「闇愚品」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六〇　一里[image: ──]yojana. インドの里程である。九マイルであるとも、十二マイルであるともいう。いま便宜上「一里」と訳した。「余の考えでは、これの四分の一であるガーブタ（gavuta）すなわち伽浮陀は極めて近い距離を示しているのであるから、一時間の歩行、我国の一里位ではなかろうか。」（長井博士[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六四　匙[image: ──]dabbī. サンスクリットの darvī（←dāru 木材）に由来する。Holzlöffel.（Nyānatiloka: Pali - Anthologie,  A. S. 27.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七〇　茅草[image: ──]kusa. 吉祥草ともいう。この草の葉は細く尖っていて針のごとくであり、「クサ草の端はし」といえば極めて[image: 僅]少の分量に譬えていう。
      

      
        　参照　utseka udadher yadvat kuśāgre[image: 〓]aika -bindunā manaso nigrahas tadvad bhaved aparikhedata[image: 〓].『吉祥草の葉の尖端によって一滴づつ（[image: 汲]み出して）大海の乾干しを行なうように、そのように不撓の精進によって心の抑制が実現さるべきである。』（Mā[image: 〓][image: 〓]ūkya-kārikā,  III, 41.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七〇　茅草の端につけて食物を摂る[image: ──]当時の苦行者が極度に飲食を節約していたことに言及しているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七〇　真理をわきまえた人々[image: ──]sa[image: 〓]khatadhamma.（＝ñātadhamma, tulitadhamma, Com.）真理を区別して知る、の意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七〇　十六分の一[image: ──]十六分の一というのはしばしば出て来るきまり文句であるが、一小部分のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七一　固まる[image: ──]muccati=Skrt. mūrchati. 従来の多くの訳が誤まっていることについては、Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 184 f.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七一　徐々に固まって熟する[image: ──]業が徐々に凝固するものであるという見解は、仏教以前ヴェーダの祭儀書に現われている。『耳は業（karman）を創造した。その業は諸の生気とむすびついて凝固し、この身体、食物よりなる身体となった。諸の生気が無かったならば業は完全ではないし、また業が無かったならば諸の生気は完全ではない。』（tac chrotra[image: 〓] karmās[image: 〓]jata/tat prā[image: 〓]ān abhisamamūrchad ima[image: 〓] sa[image: 〓]degham annasa[image: 〓]deham | ak[image: 〓]tsna[image: 〓] vai karmarte prā[image: 〓]ebhyo [image: ’]k[image: 〓]tsnā u vai prā[image: 〓]ā [image: 〓]te karma[image: 〓]a[image: 〓] || ─Śatapathabrāhma[image: 〓]a,  X, 5, 3, 8.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七一　灰に覆われた火[image: ──]なかなか消え失せないように、悪業の力があとまで残っていることをいう。（パーリ文[image: 註]解 vol. II, p. 68.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七二　念慮[image: ──]ñatta. この語は学者のあいだで種々に論ぜられているが、ここでは『法句経』愚闇品に「念慮」と訳してあるのにしたがった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七二　頭を打ち砕く[image: ──]悪いことをすると、その報いとして、その人の頭が砕けてしまうという教えが古ウパニシャッドのうちにしばしば述べられているが、それを受けているのである。すなわち仏教以前のバラモン教では、分を超えて論議をする人、不当なことをする人は、首が落ちてしまうと考えられていた。例えば哲人ヤージニャヴァルキヤは世界の究極を次々とたずねるガールギー女を戒めていう、『ガールギーよ。あなたは余りにも尋ねすぎてはなりません。あなたの首が落ちないために。』（B[image: 〓]had.  Up.  III, 6, 1; cf. III, 7, 2.）また真理を説明できない人の首は地に落ちたともいう。（B[image: 〓]had.  Up.  III, 9, 27.）真理を知る人のところへ来なかったら頭が落ちるともいう。（Chānd.  Up.  V, 12, 2）『ダンマパダ』七二のこの文句は、このような伝統的な観念を受けているのであろう。なお「頭頂が落ちる」という表現は『スッタニパータ』一〇二五、一〇二六にも出ている。しかし後代に仏教が盛んになると、このような警しめは不要となってしまった。だから後代の仏典では「頭が落ちる」というような脅し文句が単独で出て来ることはないようである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七三　供養[image: ──]pūjā. 複数対格である。アショーカ王の岩石碑文（第一二章）では、それと同じ用例がある。
      

      
        　na tu tathā dāna[image: 〓] va pūjā va devāna[image: 〓] piyo ma[image: 〓]ñate.: devāna[image: 〓] piyo no tathā dāna[image: 〓] va pūjā va ma[image: 〓]ñate.（Lüders: Philologica Indica,  S. 323.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七五　安らぎ[image: ──]nibbāna.（＝nirvā[image: 〓]a）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第六章

    

  
    
      
      
        
          七七　宜しくないこと[image: ──]asabbha＝Skrt. a-sabhya. アンデルセンは unfit, improper と解している。（Glossary, p. 7.）原義は「人々の集まりにふさわしくない」ということであるから、多分に倫理的である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七九　真理を喜ぶ[image: ──]dhammapīti.『法句経』明哲品には「喜レ　法」と訳す。pīti を、「飲む」という意味ではなくて、「喜」の意味に解したのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八〇　水道[image: ──]後出第一四五詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八〇　水道をつくる人は水をみちびき[image: ──]udaka[image: 〓] hi nayanti nettikā. これをマックス・ミュラーは [image: “]Wellmakers lead the water（wherever they like）[image: ”] と訳している。しかしナーラダ長老は nettika を irrigator[image: ’], N. K. Bhagwat は [image: ‘]those who make the channels[image: ’] と訳している。漢訳をみると、「水人調レ　船」（『法句経』、『出曜経』一八巻、水品）、「水人能調レ　水」（『増壱阿含経』三一巻）、「度レ　水須二　橋船一　」（『別訳雑阿含経』一巻）、「為レ　水所二　漂没一　　亦好レ　被二　練剛一　」（『鴦崛髻経』）、「水工調二　舟船一　」（『法集要頌経』二巻、水喩品）というから、ナーラダ長老の解釈のほうが正しい。リューダースは漢文は参照しなかったけれども、『リグ・ヴェーダ』における用例から見て、「水を導く」というのは「運河をつくる」（kanalisieren）ということであると主張している。[image: 〓]. V . 4. 26, 2; 2. 12, 7 ではインドラ神についていう。（H. Lüders: Varu[image: 〓]a,  I. S. 176-177.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八二　真理[image: ──]dhammāni.ここでは男性名詞が複数対格で-āni で終っている。古い詩句に見られる形である。（Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 289.）ただし dhamma という語が中性形で使われたこともあるので、それの対格であるとも考えられる。Cf. n[image: ’]atthi sacca[image: 〓] kuto dhamma[image: 〓], Jātaka  No. 537, 56.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八三　高尚な人々[image: ──]sappurisa.『法句経』には「大人」と訳す。シナの「大人」の理想に近いと考えていたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八三　動ずる色がない[image: ──]na uccāvaca[image: 〓][image: ……]dassayanti.心が高ぶることもなく、沈むこともない。「満足したり恥じたりして、あるいは賞讃されたり非難されたりしたために、いろいろな相を示すことはない。」（Comm. vol. II, p. 157.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八四　明らかな知慧あり[image: ──]paññavā. 宇宙人生の真実相を明らかに知る知慧をもっている、の意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八五　彼岸[image: ──]pāra＝nibbāna. ニルヴァーナ（涅槃、ねはん）のことをいう。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八五　こなたの岸[image: ──]自分の身体を真実の自己だと見なす（sakkāya）見解をいう。（ブッダゴーサ）つまり生死流転のありさまをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八六　死の領域[image: ──]maccudheyya. 煩悩の魔である死王の領域をいう。（kilesamārasa[image: 〓]khātassa maccussa nivāsana[image: 〓][image: 〓]hānabhūta[image: 〓] tebhūmakava[image: 〓][image: 〓]am, Buddhaghosa.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八七　この詩語はUdānavarga  16. 14 に対応するのみならず、トルキスタンで発見された或る写本にも対応するサンスクリット文が見られる。（H. Lüders: Philologica Indica,  S. 698.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八七　悪いことがら[image: ──]ka[image: 〓]ha[image: 〓] dhamma[image: 〓]. 東部方言（マガダ語など）では対格（accussative）複数であった。それがそのままパーリ語のこの詩の中にとり入れられ、たもたれていたのである。ただしパーリ語への翻訳者はこれを誤って単数形と解したのである。ところがUdānavarga  16, 14 では翻訳者が正しく解して、k[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ān dharmān viprahāya[image: ……]. と複数形で訳している。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]197, S. 143-144.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八七　悪いことがらを捨てて、善いことがらを行なえ[image: ──]直訳すると、「黒い（ka[image: 〓]ha）ことがらを捨てて白い（sukka）ことがらを行なえ。」「黒」と「白」のつかい方がいまの日本におけるのと同じである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八七　家の無い生活に入り[image: ──]okā anokam āgamma. 漢訳『法句経』には「不二　反入一　レ　淵」と訳しているから、oka を「水」と解したのであろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八九　覚りのよすが[image: ──]sambodhiya[image: 〓]ga.（pl）パーリ文[image: 註]解には何も説明はないが、普通は七覚支、七菩提分法のことをいう。さとりを得るために役立つ七つの事がらの意。それは（１）択法。教えの中から真実なるものを選びとり、偽りのものを捨てること。（２）精進。一心に努力すること。（３）喜。真実の教えを実行する喜びに住すること。（４）軽きょう安あん。身心をかろやかに快適にすること。（５）捨。対象へのとらわれを捨てること。（６）定。心を集中して乱さないこと。（７）念。おもいを平らかにすること。（出典については中村『仏教語大辞典』五八二ページ三段。）古くは数を必らずしも七つと決めないで、言及されていた。（sambodhiya[image: 〓]ga, SN.  vol. V, p. 24 gāthā; AN. vol. IV, p. 233 G.; p. 253 G.; p. 254 G.; bojjha[image: 〓]ga, Therag.  161; dhammā bodhipakkhika, Therag.  900.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八九　貪りをすてるのを喜び[image: ──]anupādāya ye ratā. 漢訳『法句経』には「不起為レ　楽」とあるから、それの原文は anuppādāya ye ratāとなっていたのであろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八九　煩悩を滅ぼし尽くして[image: ──]khī[image: 〓]āsava. 阿羅漢（arahanto）のことをいう。（Comm.  vol. II, pp. 162-163.）ただし『ダンマパダ』では修行者の階位はまだ考えていない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八九　現世において[image: ……]解きほごされている[image: ──]漢訳『法句経』には「度世」と訳している。似た表現として asekho parinibbuto, AN.  IV, p. 340 G.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第七章

    

  
    
      
      
        　真人[image: ──]arahant. サンスクリットでは arhat. 尊敬さるべき人、拝まるべき人、尊敬供養を受けるべき人の意。修行を完成した人。漢訳では「阿羅漢」「羅漢」などと音写する。「応供」、「応真」とも訳し、意訳して「真人」ともいう。もとは修行を完成した人のことをいい、この点ではジャイナ教などと共通であったし、またブッダの称号の一つとされ、もとはアルハトとはブッダの同義語であったが、後世になると両者は区別され、ブッダは超人的な仏として尊崇され、アルハトは小乗仏教での修行完成者をいうようになった。五百羅漢の彫刻には小乗仏教のアルハトの像がよく表現されている。しかしジャイナ教では今日に至るまでアルハトはジナ（[image: ──]最高の崇拝対象[image: ──]）と同義である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九〇　旅路を終え[image: ──]gataddhi＝visoka＝khī[image: 〓]āsava（煩悩の汚れのなくなった人）。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九一　住居[image: ──]niketa＝ālaya.（Comm.）すなわち「住居」であるとともに「執著」を意味する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九一　白鳥が池を立ち去る[image: ──]白鳥が「これはわが水である」とか「これはわが[image: 蓮]である」とか「これはわが果皮である」とか、いかなる場所にも執著しないように、修行僧は「これはわが寺院である」とか「これはわが邸である」とか「これはわが檀家（upa[image: 〓][image: 〓]hāka）である」とか執著することが無い。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九一　あの家、この家[image: ──]oka. 漢訳『法句経』には「己度二　癡淵一　」と訳しているから、oka を「水」と解したのであろう。oka とはālaya（住居、また執著）である。（ブッダゴーサ）故に住居を捨てるとともに、執著を去るのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　財を蓄えることなく[image: ──]修行僧は三衣一針と臥具と水さしの袋（[image: ──]六物[image: ──]）なる日用品のほかには何ものをも貯えておいてはならぬのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　本性を知り[image: ──]pariññātabhojana. [image: 〓]乳粥などについてそれが乳粥であるということなどを知ること、[image: 〓]食物が好ましいものではないということを想うて食物を超越すること、[image: 〓]具体的な食物を食べるときには、それに対する欲望を除き去ること[image: ──]以上の三つのことを熟知するのである。（ブッダゴーサ[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　解脱[image: ──]（vimokkha）。束縛を離れた自主の境地である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　空[image: ──]「情欲（rāga）、怒り（dosa）、迷妄（moha）が存在しないから空なのである。」（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　無相[image: ──]animitta. その境地においては情欲（rāga）などの相（nimitta）が存在しないから無相なのである。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　解脱の境地は[image: ……]無相であるならば[image: ──]「空と無相と無願解脱（appa[image: 〓]ihita-vimokkha）とはニルヴァーナの三つの名である。」（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九二　かれらの行く路は知り難い[image: ──]人格を完成した人の生活の道は、凡夫のうかがい知り得ざるものがあるという趣意である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九三　食物をむさぼらず[image: ──]āhāre ca anissito. 漢訳『法句経』には「不二　復仰一　レ　食」とある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九四　汚れの無くなった[image: ──]anāsava.「汚れ」の原語āsava はジャイナ教では汚れが迫って来て霊魂にまといつくことをいう。字義に即する限りは、この見解のほうが原義である。文字に即している。ところが仏教ではこのアーサヴァを「漏」と訳し、「漏ろ　泄ぜつ」の義と解した。漏れ出ること。人間は肉体的には外に漏れるいろいろの不浄物があり、また精神的には煩悩の穢れが外に洩れる。その煩悩を無くし、人格を完成することを「無漏」（anāsava）とか漏尽（khīnāsava）という。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九四　このような境地にある人を[image: ──]tādin. この語については次の詩についての[image: 註]記参照。『ウダーナヴァルガ』の作者はこの語の意義が解らなくなったらしい。Udv.  19. 3 ではこの語を省いてサンスクリット訳している。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]108, S. 94.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九五　そのような[image: ──]人々が尊んでくれても尊んでくれなくても、それに喜びしたがうのでもなく、さからうのでもない。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九五　そのような境地にある人[image: ──]tādin（＝Skrt. tād[image: 〓]ś）仏教サンスクリットでは tāyin, Nom. tāyīとなる。「そのような人」という字義で、ブッダのことをいう。漢訳『法句経』では「真人」と訳している。（大正蔵、四巻五六四ページ中）tathāgata とほぼ同義である。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]108, S. 92-94.中村『ヴェーダーンタ哲学の発展』五〇〇─五〇一ページ。）ジャイナ教では tādi とは修行完成者、ジナのことをいう。（例えばIsibhāsiyāi[image: 〓] 各節末尾の句参照）ところが後代の仏教者はこの語の意味が解らなくなってしまったので、tāyin, trāyin（救う人、救世主）と解し、チベット訳では skyob pa（救う人）と訳している。自力的修行者的立場から信仰的他力的立場への転換がなされたのである。なお Otto Franke: Dīgha-Nikāya,  S. 88, Anm. 2; 104, Anm. 1; 245, Anm. 8; Anhang; F. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary,  s. v. tāyin. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九五　生死の世は絶たれている[image: ──]sa[image: 〓]sārā na bhavanti tādino. 漢訳『法句経』に「生死世絶」と訳してあるのに従った。sa[image: 〓]sārāと複数になっているのに注意せよ。「あれこれ迷いの状態」を意味しているのであって、「輪[image: 廻]」という教義的観念の成立する以前の段階を示している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九六　そのような人[image: ──]tādin. Udv.  31, 45 ではこの語を bhik[image: 〓]u という別の語に改めて訳している。つまりこの語を理解できなかったのであると考えられる。九四注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九七　信ずることなく[image: ──]従来の諸訳では「軽信することなく」と訳されている。しかし文字どおりの意味は「信仰すること無く」である。釈尊がさとりを開いたときの心境をうたった詩句には「信仰を捨てよ」ということがある。バラモン教や当時の諸宗教に対する信仰を捨てるのは当然のことであったであろう。ところが仏教が大きくなって、教団の権威が確立すると、信仰を説くようになった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九七　作られざるもの[image: ──]akata＝nibbāna.（Comm.）作られたもの（有為）は転変し、生起消滅するが、「作られざるもの」すなわちニルヴァーナは永遠不変のものである。有為は迷い、無為はさとりの境地である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九七　欲求を捨て去った人[image: ──]原文には「欲求を吐きすてた」（vantāsa）となっている。前出第一〇詩に対する訳注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九八　聖者[image: ──]arahanto. 前出第九〇詩に対する注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九八　住む[image: ──]yatthārahanto とあるのをニャーナティローカは yattha arahanto と切ってよんでいる。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 29.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九八　楽しい[image: ──]rāma[image: 〓]eyya.サンスクリットの ramanīya に由来する。（Nyānatiloka, Pāli-Anthologie,  A. S. 88.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九九　人のいない林[image: ──]arañña.この語を日本の専門家たちは「森」とか「森林」と訳すが、誤解を生じ易い。日本のインド学はヨーロッパから入って来たが、インドの現地の風土に注意しなかったために、梵英辞典に forest という訳語がついでに挙げられていて、次に forest を英和辞典で引いてみると「森」とか「森林」となっているために、そのように訳すことが定着してしまった。しかし日本語の「森林」を連想すると、とんでもない間違いになる。ゴータマ・ブッダの活動した地域には密林のようなものを殆んど見かけない。むしろ人里離れた静かな空地をいう。その証拠には、荻原『梵和辞典』に挙げられている ara[image: 〓]ya の多数の漢訳語を見ても、「森」という漢字は出て来ない。漢訳『法句経』羅漢品にはただ「空閑」と訳し、Udv.  XXIX, 17 に対応する『出曜経』双要品、『法集要頌経』相応品にも ara[image: 〓]ya を「空閑」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九九　楽しむであろう[image: ──]ramatī jano とあるのは、ramati が meter の関係で ramatīとなっているのである。また PTS 本に ramissanti とあるのは ramessanti と訂すべきである。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 29.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第八章

    

  
    
      
      
        
          一〇〇　以下第一〇〇─一一五詩句は Sahassavagga という章でよばれているが、それはかなり古い時代に由来するらしい。『マハーヴァストゥ』（vol. III, p. 434-436）の一群の詩句の引用を dharmapade[image: 〓]u sahasravargam という。ただし『マハーヴァストゥ』には二四の詩句を引用し、そのうち一一の詩句がパーリ文の『ダンマパダ』と共通であり、それらの配列の順序もほぼ一致する。（Hermann Oldenberg: Kleine Schriften,  herausgegeben von Klaus L. Janert, Wiesbaden: Franz Steiner, 1967, S. 662.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇一　詩[image: ──]gāthā.「諷頌」と漢訳する。となえる韻文詩形の文句である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇四　梵天[image: ──]brahman. 世界を創造した主神として当時の人々から尊崇されていた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇六　一瞬間[image: ──]muhuttam api. ここに見られるように enclitic である api が-am のあとに来る-am api というかたちは、パーリ語以前の原始経典からのものを受けたのであるらしい。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]221, S. 154, Anm. 2.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇七　祭祀の火[image: ──]バラモン教では祭祀の火を尊び、その火は神と見なされていた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇八　火にささげ物を[image: ──]ヴェーダ聖典にもとづくバラモン教では祭の火の中に供物を投ずるが、それが煙となって天上にのぼり、神々のもとに達すると考えた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇八　真正なる祭り[image: ──]真正なる祭りというのは、行ないの正しい人を尊ぶことなのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇八　行ないの正しい人々[image: ──]ujjugatā（まっ直ぐに生きる人々）。仏教の出家修行僧をいうのである。ブッダゴーサによると「預流向から漏尽の阿羅漢までの人々」のことだというが、これは後世の解釈である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇九　つねに敬礼を守り[image: ……]力とである[image: ──]これはバラモン教のほうで、『敬礼をなす習慣があり、常に年長者に敬い仕える人には、四つのことがらが増大する。[image: ──]すなわち名誉と長寿と名声と力とである。』abhivādanaśīlasya nitya[image: 〓] v[image: 〓]ddhopasevina[image: 〓] | catvāri sa[image: 〓]pravardhante kīrtir āyur yaśo balam |（Mahābhārata  V, 39, 60. Calcutta ed. V. v. 1521; Critical edition, p. 185.）とあるのを受けているのであろう。『マヌ法典』二・一二二では同文で出ているが、ただし『マヌ法典』ならびに『マハーバーラタ』の異本では kīrtir の代りに vidyāまたは prajñā（知識）となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一三　興りまた消え失せる[image: ──]udayavyayam. パーリ文ではしばしば udayavayam となるが、この詩の場合には韻律の関係で長いシラブルを必要とするためにvya- となっている。その発音は東部の言語では viya に近かったと考えられる。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]173, S. 129-130.）漢訳『法句経』述千品には「成敗」と訳しているから、成功と失敗、盛衰興亡の意に解していたのであろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一四　不死の境地[image: ──]amata[image: 〓] pada[image: 〓]. 漢訳『法句経』述千品には「甘露道」と訳している。古代インドでは甘露の汁液を amata（＝Skrt. am[image: 〓]ta）と呼んだので、ここでは「甘露」と訳したのであろう。しかし原文ではそれを「飲む」とは言わないで、それを「見る」というから、amata はやはり不死の意味である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第九章

    

  
    
      
      
        
          一二二　気をつけている人[image: ──]dhīra. この語は漢訳にしたがって「賢者」と訳すのが通例である。しかし「賢者」を意味するパーリ語やサンスクリット語は極めて多くて、諸語のあいだのニュアンスの差はよくわからない。例えば pa[image: 〓][image: 〓]ita と dhīra がどう違うのか？　現代のサンスクリット語およびヒンディー語の用法によると、例えばハイウェイで自動車を慎重に気をつけてドライブせよ、というときに dhīra という語を用いる。それを念頭におくと良く理解できる。漢訳仏典にたよるのも、ヨーロッパの学者の解釈にしたがうのも、所[image: 詮]は間接的な二番[image: 煎]じであるから、インドや南アジアの生きた伝承はもっと注意すべきであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二四　悪をなさない人には、悪の及ぶことがない[image: ──]パーリ文[image: 註]解は「悪をなさない人の心に悪が従い行くことがない」（nāssa citta[image: 〓] pāpa[image: 〓] anugacchatī ti）と解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二五　この第一二五詩は、『スッタニパータ』（『ブッダのことば』）六六二に同じ。人間が他人に対して我執を以て行動するならば、他の人に対して悪いことをすることがある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二六　安らぎ[image: ──]nibbāna（＝nirvā[image: 〓]a 涅槃）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二七　大空の中にいても[image: ──]antalikkha.（＝Skrt. antar瀅k[image: 〓]a）ｒ音ではなくてｌ音となっているのは、東部の言語（マガダ語）における古形がパーリ語のうちに取り入れられたのであって、主としてガーター（詩句）のうちに見られる。聖典のうちの散文や後代のパーリ文献においてはākāsa という語を用いる。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]42, S. 43-45.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二七　奥深いところ[image: ──]vivara[image: 〓] pavissa.（＝vivara[image: 〓] praviśya, U dv.  I, 25.）vivara を西洋および日本の学者はたいてい「洞窟」と訳している。しかし必らずしも山腹の土を掘って洞窟をつくってその中に住むという「穴居生活」を意味していたのではなく、岩蔭に身をひそめていたらしい。（出家僧が鋤鍬を以て穴を掘ることは戒律によって禁ぜられていた。）漢訳『法句経』無常品に「非レ　隠二　山石　　ノ間一　」と訳し、『出曜経』無常品には「非レ　入二　山石間一　」、『法集要頌経』有為品には「非入山窟間」と訳している。ラージギルの〈鷲の峰〉、セイロンの Aluviharaya Matale（初めて仏教経典を書写した所）では岩塊が重なり合ったその[image: 隙]間に、修行僧が身をひそめることができるようになっている。vivara の語義は「裂け目」ということである。Chakravarti（op. cit. p. 6）が [image: “]ni au fond des montagnes[image: ”]（U dv.  I, 25）と訳しているように、「奥深いところ」と訳しておけば、すべての場合を含み得るであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二八　ない場所は無い[image: ──]PTS 本に na vijjatī so とあるのは、vijjati と訂すべきである。またニャーナティローカは yattha-[image: 〓][image: 〓]hito mucceya pāpakammāという文をのせて Das eingeschaltete na （PTS）ist falsch という。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 30.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一〇章

    

  
    
      
      
        
          一二九　おびえ[image: ──]bhī（恐れる）という語根はサンスクリット語では名詞の奪格（ablative）を支配する。ところが叙事詩においてはプラークリット語の影響で属格（genitive）をとり、それがパーリ語では一般化したのである。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]195. S. 141-142.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三〇　すべての[image: ……]生命は愛しい[image: ──]sabbesa[image: 〓] jīvita[image: 〓] piya[image: 〓]. 同じ文章がジャイナ教の聖典にも出て来る。savvesi[image: 〓] jīviya[image: 〓] piya[image: 〓].（Āyāra[image: 〓]ga,  ed Schubring, p. 8, l . 25.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三四　安らぎ[image: ──]nibbāna.（＝nirvā[image: 〓]a 涅槃）声をあららげないだけで、ニルヴァーナに達し得るのであるから、ここでいうニルヴァーナは後代の教義学者たちのいうようなうるさいものではなくて、心の安らぎ、心の平和によって得られる楽しい境地というほどの意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三五　牧場[image: ──]原文には「gocara に駆り立てる」とあり、マックス・ミュラーは「廐（stable）に駆り立てる」と訳しているが、それは「牧場（die Weide）に駆り立てる」という意味であることは、リューダースが訂正している。（H. Lüders: Beobachtungen,  S. 109, [image: 〓]140.）Dahlke の訳もリューダースに同じ。N. K. Bhagwat 教授は [image: ‘]drives out his cattle to pasture[image: ’], ナーラダ長老は [image: ‘]drives his cattle to pasture[image: ’] と訳しているが、インド人としての語感をもっているのである。[image: “]le bouvier conduit les vaches au pâturage[image: ”]（Chakravarti, l' Udānavarga,  I, 17, p. 3.）リューダースの訂正のほうが当っていることは漢訳からも確かめられる。『行 　ジテレ　牧　ヲ食　　マシムレ　牛　ヲ』（『法句経』上巻、無常品）、（『出曜経』二巻、無常品）、『牧シテレ　牛ヲ　飲マシメ飼フ　者』（『法集要頌経』一巻、有為品）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三五　駆り立てる[image: ──]pāceti. 古いガーターでは「駆り立てる」というときには pājeti, pājana という。恐らく古い東部インドの言語では	pāyeti, pāyana という語であったが、ｙ音はｊ音としばしば交替するからガーターでは pājeti, pājana となったのであろう。コータンで発見された『ダンマパダ』には payeti となっている。それがのちに pāceti となったのであろうが、pājeti が何故 pāceti となったのか、その理由は、不明である。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]140, S. 109-110.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三八　老衰[image: ──]jāni. 漢訳『法句経』刀[image: 杖]品には「恍惚」と訳している。近来はやった「恍惚の人」という表現はすでに仏典のなかに存するのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四一　裸かの行[image: ──]以下はすべて当時の苦行者の行なっていた苦行の種類である。当時ジャイナ教などには全裸の修行者がいた。何ものも所有しないという戒律を徹底させたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四一　髻に結う[image: ──]ja[image: 〓]ā. バラモンの苦行者たちは螺貝のかたちに髪を結っている人々がいた。そのすがたは彫刻に示されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四一　塵や泥を身に塗る[image: ──]rajovajallan ti kaddamalimpanākārena sarīre sannicitarajo.（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四二　身の装いはどうあろうとも[image: ──]前の詩（一四一）に挙げた外面的な種々の修行に言及しているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四二　道の人[image: ──]sama[image: 〓]a.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四二　托鉢遍歴僧[image: ──]bhikkhu.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四三　鞭を気にかけない[image: ──]appabodhati. かなり多くの学者はこれを apabodhati（鞭を）避ける、という意味に解する。しかしｐの字が二つ重ねられている理由を説明し得ない。いまはアンデルセン（Glossary, p. 28）にしたがって appa（＝Skrt. alpa） ＋bodhati と解することにした。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四四　この少なからぬ苦しみを除けよ[image: ──]『ウダーナヴァルガ』一九・二には sa[image: 〓]pannavidyācara[image: 〓]a[image: 〓] pratism[image: 〓]tas tāyī sa sarva[image: 〓] prajahāti du[image: 〓]kham とあるが、パーリ文では意味の紛らわしい tāyin（tādi）という語を省いて書き換えたのであろうと考えられる。（H. Lüders: Beobachtungen : S. 94, [image: 〓]108.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四五　前出第八〇詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一一章

    

  
    
      
      
        
          一四六　笑い[image: ──]hāsa. これはサンスクリットの hāsa（笑い）と har[image: 〓]a（喜び）と二つの語義がある。〔Udānavarga （ed. Bernhard, I, 4, Bd. I, S. 96.）では har[image: 〓]a[image: 〓]となっている。〕どちらの意味にとっても趣意はほぼ同じである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四六　燈明を求めないのか[image: ──]世の中が無常であり、万物が消滅することを、燃えさかる火に譬えていうのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四七　粉飾された形体[image: ──]cittakata[image: 〓] bimba[image: 〓]. パーリ仏典では人間の身体あるいは人間の個体（attabhāva, Comm. III, p. 109.）のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五〇　ごまかし[image: ──]makkha. 漢訳仏典では普通「覆」と訳し、自分のなした罪をおおいかくす心作用のことである。（sukata-kāra[image: 〓]a-vināsanalakkha[image: 〓]assa makkhassa, Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五三　家屋の作者[image: ──]ここでは人間の個体（attabhāva）を家屋にたとえ、妄執（愛執 ta[image: 〓]hā）を大工（va[image: 〓][image: 〓]haki）すなわち家屋の造り者て　にたとえているのである。（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五四　梁[image: ──]phāsuka.『出曜経』心意品第三十二には「梁桟」と訳している。（大正蔵、四巻七五九ページ下）rafter（Narada）（Max Müller）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五四　屋根[image: ──]gahakū[image: 〓]a.『出曜経』心意品第三十二には「台閣」と訳している（同上）。ridge-pole（Narada）（Max Müller）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五四　形成作用を離れて[image: ──]visa[image: 〓]khāragata[image: 〓]. 漢訳『法句経』老耗品には「断レ　行」、『出曜経』心意品には「離レ　行」（大正蔵、四七五九ページ中）と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五四　妄執[image: ──]ta[image: 〓]hā, pl. 迷いの根本である執著をいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五五　白鷺[image: ──]koñca. 漢訳『法句経』老耗品に「白鷺」と訳してあるのに従った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五六　かこちながら[image: ──]anutthuna[image: 〓]が単数形で、senti が複数形であるのは一致しないが、前の詩句の jhāyanti にいう複数形に対応するために senti と複数形にしたのであろう。purā[image: 〓]āni anutthuna[image: 〓]というのは、昔からのきまり文句をここにもって来たのであろう。整合させるために[image: 註]訳文では anutthunantāと複数形にしている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一二章

    

  
    
      
      
        
          一五七　夜の三つの区分のうちの一つ[image: ──]古代インドでは夜に三つの時分（yāma）があると考えていた。それと同様に人生にも三つの時期（vaya）がある。第一の時期（pa[image: 〓]hamavaya）では遊戯に夢中になっている（khi[image: 〓][image: 〓]āpasutatā）。第二の中間の時期（majjhimavaya）には妻子を養っている。第三の最後の時期（pacchimavaya）だけは少なくとも善をなすべきであるというのである。（Comm. pp. 137-138.）この三つはほぼ少年期、壮年期、老年期に相当するといえようか。ブッダゴーサによると、人生の三つの時期（vaya）のうち少なくとも一つの時期はめざめて修行につとめよ、という。在俗信者が第一の時期に善をなすことができなくても、第二の時期に行なうべきである。第二の時期に妻子を養っているために善をなすことができなければ最後の時期に行なうべきである。第一の時期に出家したがなまけた場合には、第二の時期に沙門の法を行なうべきである。第二の時期に怠ったときには最後の時期に沙門の法を実行すべきであるという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五七　目ざめておれ[image: ──]pa[image: 〓]ijaggeyya. 漢訳『法句経』には「不寐」とあるから、眠らないことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五八　先ず自分を[image: ……]次いで他人を教えよ[image: ──]漢訳『法句経』に『先ず自ら正すことを学び、然る後に〔他〕人を正す。[image: ……]身すらも利すること能はずんば、安いずくんぞ能く〔他〕人を利せん。』と訳しているのは、その趣意を語っていると言えるであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五九　実に[image: ──]kira. サンスクリットでは kila となる。ｌの代りにｒを使うのは、当時の西部の諸言語の特徴の一つであり、西部の碑文その他に見られる。（Lüders: Beobachtungen,  S. 35, [image: 〓]31.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六二　蔓草[image: ──]māluvā. 蔓草の一種。学名は Bauhinia vahlii である。もとは*mālukāという語であったらしいが、それが māluvāとなった。サンスクリットの古典的辞書や文法書にはつねに mālu として引用されている。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]91, S. 80.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六二　沙羅[image: ──]sāla の音写。樹の一種。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六二　まといつくように[image: ──]蔓草が沙羅の木にまといつくと、雨が降っても、その繁った葉で雨水を吸い取ってしまうので、沙羅の木が枯れてしまうことをいう。（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六四　カッタカという草[image: ──]ka[image: 〓][image: 〓]haka.『ウダーナヴァルガ』八・七に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六五　人は他人を浄めることができない[image: ──]PTS 本も Childers（Pali Dict）も PTS Dictionary も n[image: ’]añño añña[image: 〓]とよんでいるが、ニャーナティローカは n[image: ’]aññam-añño（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 30.）と改めている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六六　自分のつとめ[image: ──]attadattham. 中間のｄは Euphonie の関係で挿入されたのである。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 30.）漢訳『法句経』には「所務」と訳すが、「自分のつとめ」のことである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六六　自分のつとめ[image: ──]sadattha. 中間のｄは Euphonie の関係で挿入されたのである。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 30.）漢訳『法句経』には「事務」と訳すが自分のなすべき務めのことであろう。duty（Max Müller）; task.（Radhakrishnan）他方ナーダラ長老は attha を welfare. interest つまり「利」と訳している。そうすると、「自分の利をこころがけよ」ということになり、この詩の意義は多分に独善的となる。シナ的ヨーロッパ的な理解のしかたと南方仏教僧的な理解のしかたが異なっていると言えるのであろうか？
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      第一三章

    

  
    
      
      
        
          一六七　下劣なしかた[image: ──]hīnān dhamma[image: 〓]. これは古マガダ語における複数対格のかたちがそのまま保存されているのである。『ウダーナ・ヴァルガ』（四・八）では hīnān dharmān となっている。リューダースは Die niederen Daseinsfaktoren と複数で訳している。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]200, S. 144-145.）日本語は単数複数の区別をやかましく言い立てないから、その辺は曖昧に訳して差支えない。
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          一七〇　世の中は[image: ……]見よ[image: ──]yathā passe marīcika[image: 〓]. この句を従来学術的と見られている若干の翻訳では「世の中を[image: 蜃]気楼のごとく観ぜよ」と訳す。英訳には marīcikāをたいてい mirage と訳しているが、英和大辞典の類にはただ「[image: 蜃]気楼」としか訳語が出ていないので、それに従っているのである。しかし漢訳『法句経』には「如二　野馬一　」、『出曜経』二四巻、観品には「亦観二　幻野馬一　」とあるが、「野馬」は「かげろう」のことであり、[image: 蜃]気楼ではない。ところでウェブスターの大辞典を見ると、mirage には「[image: 蜃]気楼」のほかに「水蒸気によって空気の中に生ずる波状の動き」「かげろう」という意味もある。ここの詩では漢訳から見ても「かげろう」と解すべきである。セイロンの伝統を熟知していた立花俊道師は「陽炎」と訳す。インドの大きな道路をドライヴしていると、前方にちらちらと湯気の立っているようなものを見受けることがある。ただし現代インドのインド学者でも、marīcikāは、砂漠の中で、実際には樹木や水が無いのに、樹木や水があると感じることであると解する人もいる。gandharvanagara とは中央アジアの砂漠の中で、山の側面に穴があるのを見てそれを都邑だと誤り解すること、幻覚に現われ出た都市であると解されている。日本の富山県の魚津のあたりで見られるような[image: 蜃]気楼もそれに当ると考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七五　白鳥[image: ──]ha[image: 〓]sa. 普通 [image: ‘]swan[image: ’] と訳されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七六　彼岸の世界を無視している人[image: ──]viti[image: 〓][image: 〓]aparalokassa. この語を殆んどすべての翻訳者は「来世を信じない者」と訳し、「来世を信ぜざる者は悪を行なう」という趣意に解している。しかしそれは西洋的、カント的解釈をもち込んでいるのであって、われわれはむしろ字義のとおりに解すべきであろう。漢訳『法句経』世俗品、『出曜経』一一巻、行品には「不レ　免二　後世一　」。
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      第一四章

    

  
    
      
      
        
          一七九　足跡をもたない[image: ──]apada[image: 〓]. 仏の活動は自在無礙であり、凡夫がうかがい知ることができない、との意。後代の禅でも「大用現前して軌則を存せず」という。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八〇　執著をなす[image: ──]visattika. 普通「毒のある」（poisonous）と解するが、それは毒（visa）との通俗語源的連想によるのであって、原義ではない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八〇　妄執[image: ──]ta[image: 〓]hā. これは原始『ダンマパダ』においては古代東部言語の形で tasi[image: 〓]a とあったにちがいない。そうすれば韻律（Vaitālīya）が完全となる。しかし現形の『ダンマパダ』の編纂者がそれを普通のパーリ語形に改めてしまったのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]175, S. 131.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八三　すべて[image: ……]浄めること[image: ──]これを昔から「七仏通誡偈」という。過去七仏がみなこの詩を教えたもうたというのである。その漢訳文である「諸悪莫作、諸善奉行、自浄其意、是諸仏教」は東アジア諸国にあまねく知られている。Cf. Milindapañha,  p. 394. ただ最後の句（eta[image: 〓] buddhāna sāsana[image: 〓]）は、ジャイナ教の聖典の中にサーリプッタの語としてそのまま出ている。[image: ──]eya[image: 〓] buddhāna sāsanam, Isibhāsiyāi[image: 〓],  384.
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          一八三　諸の仏[image: ──]buddhāna[image: 〓]とならないで、buddhāna となっているのは韻律の関係である。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 31.）
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          一八四　苦行[image: ──]tapa. 苦行は『スッタニパータ』六五五でも重んぜられている。そこでは『苦行と清らかな行ないと感官の制御と自制と』とあるが、これら（tapa, brahmacariya, dama）は『ウパニシャッド』に述べられている修行であり、制戒（sa[image: 〓]yama）は叙事詩に説かれている。なんら仏教特有のものではない。「苦行」の原語は tapa である。『ダンマパダ』第一八四、一九四詩でも苦行を重んじていう。これはジャイナ教などで苦行（tavas）を重んずるのを直接に受けている。（Utt.  III, 20; XXX, 17f: XVIII, 31.）ところでタパスという語はインド一般としては必ずしも身をさいなむ苦行のみを意味していたのではない。例えば美徳をもつ哀れな、じっと堪え忍ぶ猟師の妻を tapasvinīといい（MBh.  XII, 144, 11.）、かかる呼称は叙事詩の貞女物語（Nala, Sāvitrī）にもしばしば現われる。故にタパスを尊重するという表現は、仏典のうちでは古いにちがいない。ジャイナ教のほうでも同じようなことを言うが、特に断食苦行の面を強調している。「自己にうち克ち（danta）、瘠せて、血肉を減らし、よく誓戒をまもり（suvvaya＝suvrata）、ニルヴァーナに達した苦行者（tavassī）、[image: ──]かれをわれらはバラモンと呼ぶ。」（Utt.  XXV, 22.）仏教でもほぼ同じことをいう。（Dhp.  395. cf. Vajrasūcī, S.）
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          一八四　最上の苦行[image: ──]pātimokkha. 後代にはビク（比丘、修行僧）、ビクニー（比丘尼、修行尼）のための整備された大戒を指すのであるが、最初の時期にはまだ整備された戒律体系は無かった。『スッタニパータ』についてみると、戒律は厳格ではあったが、簡単であり、体系化されていない。
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          一八五　ひとり[image: ──]pantha[image: 〓] ca（ed. PTS）[image: 註]釈文（ed. Norman）に引用されているとおり pantañ ca と読むべきである。panta[image: 〓]＝vivitta[image: 〓]（ひとり離れて）（DhA.  III, 238.）PTS 辞典 pattha の項参照。
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          一八五　ひとり臥し[image: ──]pantañ ca sayanāsana[image: 〓]. 人々を離れて淋しいところに孤独で臥すことである。pantan  ti vivitta[image: 〓].（Comm.）
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          一八六　貨幣[image: ──]ジャータカ『第二五八』第二詩では「七宝の雨を降らす」（Mandhātā sattaratanavassa[image: 〓] vassapeti）ことに言及しているが、散分の部分では「貨幣の雨を降らす」（ta[image: 〓] idha kahāpanavassan ti vuttam）と書きかえている。この点で第一八六詩と共通である。（Lüders: Philologica Indica.  S. 476. Anm. 2.）恐らく散分の部分は貨幣経済の進展した段階においてつくられたものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八六　欲望の満足されることはない[image: ──]na......titti kāmesu vijjati. ここに kāmesu とあるが、古代東部インド語の原始『ダンマパダ』では kāmehi（ただし locative 複数）とあったのを普通のパーリ語に直したのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]222, S. 154-155.）cf. na kār[image: 〓]āpa[image: 〓]avar[image: 〓]e[image: 〓]a t[image: 〓]pti[image: 〓] kāme[image: 〓]u vidyate, Divyāvadāna,  224, 12.）
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          一八七　楽しむ[image: ──]rati, rata という語は、漢訳ではたいてい「楽しむ」の意に解している。（中村『仏教語大辞典』rati の項参照。）
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          一八八　山々[image: ──]pabbatāni. 男性名詞の対格複数形である。珍らしい形であるが、古い詩句のうちにはときどき見当る。（H. Lüders: Philologica Indica.  S. 289 f.）
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          一八八　林[image: ──]pabbatāni vanāni ca. これをマックス・ミュラーは to mountains and forests と訳しているが、ナーラダ長老は to hills and woods と訳している。ゴータマ・ブッダの活動したウッタル・プラデーシュ州からネパールのタラーイ盆地にかけて山らしいものはてんで存在しない。ビハール州に丘らしきものがある程度である。また vana は森ではなくて、せいぜい林である。（Cf. Jeta-vana）マックス・ミュラーはインドの自然環境を知らないためにヨーロッパ的想像をめぐらして訳しているが、ナーラダ長老はインドの自然環境を知っているために適訳を下したのである。Dahlke は [image: ‘]zu Bergen und zu Wāldern auch[image: ’] と訳しているから、ドイツの山岳・森林のことを念頭においていたらしい。しかし現地の風景は全然異なっている。これに対して高い山岳は、parvata と呼ばれたこともあろうが、giri と呼ぶのが普通である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八八　霊樹[image: ──]cetiya. これをナーラダ長老は shrines と訳し、漢訳『法句経』述仏品には「[image: 廟]立二　図像一　」と訳している。（大正蔵、四巻五六七ページ中）これは後代の仏教の事情を古代にもち込んだのであって、ゴータマ・ブッダの時代には、ジャイナ教・仏教などを通じて「霊樹」のことであった。[image: 廟]もなかったし、いわんや仏像をつくることもなかった。マックス・ミュラーは cetiya を [image: ‘]sacred trees[image: ’] と訳しているが、この点ではヨーロッパの合理主義的歴史学の解釈が当っている。チャイティヤとはもとは死者の遺骨の上につくられた塚またはその場所に植えられた霊樹を意味する。（中村『ゴータマ・ブッダ』四四四、四四八ページ）ゴータマ・ブッダの最後の旅路の記述にしばしば出て来る cetiya は霊樹、または霊樹の地であった。
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          一九〇　聖者の集い（＝僧）[image: ──]原語 sa[image: 〓]gha を音写して「僧」、「僧伽」という。五人もしくは五人以上の組織のある団体をいう。わが国で「一人の僧」などといって個々の僧侶をさしていうのは原義からの転用であって、この場合には適合しない。
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          一九〇　四つの尊い真理[image: ──]漢訳では「四し　諦たい」とか「四し　聖しょう諦だい」という。普通、漢訳では「苦、集、滅、道」で示される。「諦」とは真理のことである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九〇　帰依する人は[image: ……]見る[image: ──]この詩句から見ると、三宝に対する帰依は、真理を知るための準備段階、入口と考えられていたことが解る。
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          一九〇　八聖道[image: ──]八正道ともいう。正しい見解（正見）、正しい思い（正思）、正しいことば（正語）、正しい行為（正業）、正しい生活（正命）、正しい努力（正精進）、正しい気づかい（正念）、正しい心の落ちつき（正定）をいう。
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          一九三　尊い人[image: ──]purisājañña. 漢訳『法句経』には「明人」と訳している。
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          一九三　幸福[image: ──]『リグ・ヴェーダ』で edhate という語が用いられるときには、「[image: ……]によって輝く」と具格（instrumental）が用いられるのが普通であったが、ここでは cognate accusative に代り、それが副詞的に用いられているのである。（パーリ語には sukha[image: 〓] vas, se, jīv などの表現がある。）
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          一九三　栄える[image: ──]『リグ・ヴェーダ』における edh という語根は、同じく『リグ・ヴェーダ』における[image: 〓]dh（栄える）の俗語形である idh に由来し、それが gu[image: 〓]a の形をとったものであるという見解がある。edh も[image: 〓]dh も語義的には変らないから、この想定は理由あるものであると考えられるというのである。この見解は H. Berger が主張し（[image: “]Zwei Probleme der mittelindischen Lautlehre [image: ”], München, 1955, S. 48-9.）、P. Tedesco が賛成している。（Language,  vol. 32, p. 498.）しかし Paul Thieme はこの見解に反対し、『リグ・ヴェーダ』においては、用例について見るに、edha-と[image: 〓]dh とのあいだにはそれほど緊密な関係はないが、edha-と idh とのあいだには緊密な関係があり、idh の一般的語義は to [image: ‘]glow〔with an intensity of shine and/or heat〕ということである。『リグ・ヴェーダ』で edhate というときには、「健康の輝き（radiance）」「富の輝き」そのほかいろいろの光輝を意味する。この第一九三詩に最も近い表現は edhante asyā jñātāya[image: 〓]『彼女（花嫁）の親族は（健康や富に）輝く』（[image: 〓]g-Veda  X, 85, 28c）である。『ダンマパダ』のこの詩句の意味は [image: ‘]that family is radiant in happiness[image: ’] ということである。（Paul Thieme: [image: “]Sanskrit Edhate[image: ”]（Indian Linguistics ─ Turner Jubilee Volume, I, 1958, pp. 149-169. Paul Thieme: Kleine Schriften,  herausgegeben von Georg Buddruss: Wiesbaden: Franz Steiner, 1971. S. 160-169. に再録。）ただし後代の仏教徒はこういう語源を忘れていたから、ただ「幸せを得る」という意味に解している。（ta[image: 〓] kula[image: 〓] sukham edhati, sukhappattam eva hotī ti attho, vol. III, p. 249.）なお sukham edhante という表現は『マハーバーラタ』（III, 206, 19, Poona critical ed.）にも出て来る。
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          一九四　もろもろのみ仏[image: ──]buddhāna[image: 〓] uppādo. ブッダが複数で示されている。ゴータマ・ブッダ以外にだれのことを含めて考えていたかが問題となるが、恐らく仏教が興った最初の時期には、諸宗教を通じて「賢者」がブッダとよばれているから、「真理を知っている人」というほどの意味であり、後世になると、仏教外の賢者は排除されて、過去の諸仏と未来の諸仏を含めて考えたのであろう。
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          一九四　つどいが和合[image: ──]sa[image: 〓]ghassa sāmaggī. 漢訳『法句経』では「衆聚ノ和」と訳している。サンガとは実際にはこの場合には出家修行僧のつどいを意味していたのであろう。
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      第一五章

    

  
    
      
      
        
          一九九　貪っている[image: ──]ussuka. 漢訳『法句経』には「憂」と訳している。しかしこれはサンスクリットの utsuka であるから、PTS Dictionary,  p. 158, s. v. ussuka に [image: “]greedy, longing for[image: ”] と解しているのに従う。
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          二〇〇　神々[image: ──]devā ābhassarā. 漢訳『法句経』安寧品（大正蔵、四巻五六七ページ中）には「光音天」と訳す。そのほか『法句譬喩経』三巻、安寧品、『出曜経』二八巻、楽品、『法集要頌経』四巻、楽品にも同様である。サンスクリットに直すとābhā＋svara〔光をことば（音声）とするものの意〕と解したのであろう。この天神は漢訳仏典では「極光浄天」「光曜天」とも訳される。この天神が語る時、口から清らかな光を放ち、その光がことばになるといわれる。のちのアビダルマ教義学においては、色界第二禅のうちの第三位に住する天とされた。色界十六天の一つである。
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          二〇〇　喜びを食む者[image: ──]この一群の神々は「よろこび」を食物とすると信ぜられていた。『愚者常歓喜、如二　光音天一　』（『増壱阿含経』二四、三六）
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          二〇一　勝利[image: ──]jaya[image: 〓]を従来の翻訳者は jayan（現在分詞）と解し、「勝利者」「征服する人」の意味に解していた。しかしこれは単数奪格（ablative）であり、この一句は jayād vaira[image: 〓] prasravati と解すべきである。Tib: rgyal-ba-las. それについては、『ダンマパダ』四九の[image: 註]記のうちに記しておいた。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]190, S. 139.）（cf. L. Alsdorf: Kleine Schriften,  op cit. S. 68.）
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          二〇二　ばくちに負ける[image: ──]ばくち（[image: 賭]博）における不運な骰の目をいう。（Lüders: Philologica Indica,  S. 175.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇二　かりそめの身[image: ──]khandha「蘊」と漢訳され、われわれの変化する生存の諸要素の集合、個人存在をいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇二　苦しみは存在しない[image: ──]n[image: ’]atthi khandādisā dukkhā. khandhādisa＝skandhad[image: 〓]śa. ādisa となっているわけは etādisa, tādisa などとの類推によるのであろうか。異本には khandhasamāとなっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇二　やすらぎ[image: ──]santi（＝śānti）、漢訳『法句経』には「滅」と訳している。静まること。「平和」という観念を、現代のサンスクリットその他諸言語に訳すときにはśānti という語を用いる。そこで「やすらぎ」と訳してみた。パーリ文[image: 註]解によるとニルヴァーナ（涅槃 nibbāna）のことである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一六章

    

  
    
      
      
        
          二〇九　道に違うた[image: ……]いそしまず[image: ──]以上は漢訳『法句経』にしたがって訳した。パーリ文[image: 註]解によると「道に違うたことになじみ」とは遊女（vesiyā）など、心を向けてはならぬものに耽ることであるという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一六　憂いが生じ[image: ──]jāyati とならないで、jāyatīとなっているのは韻律の関係である。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 32.）（第二一二～第二一五詩の jāyatīについても同じ。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一七　生き[image: ──]dhamma[image: 〓][image: 〓]ha.（＝Skrt. dharmastha）漢訳『法句経』に「貪レ　法」とあるのは、この語を Skrt: dharmārtha と解したのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一七　人々から愛される[image: ──]kurute piya[image: 〓]という表現は『スッタニパータ』九四に出ていて、そこでは piya[image: 〓]は古代東部インド語において対格複数であったが、それがいつのまにか定型句になってしまったので、ここにとり入れられ、ここでは piya[image: 〓]は対格単数として扱われている。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]205, S. 146.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一八　流れを上る者[image: ──]uddha[image: 〓]soto. パーリ文[image: 註]解によると「無煩天（aviha）に生れて、そこから出発して、転生して、アカニタ（Akani[image: 〓][image: 〓]ha）天に行く人」であるというし、またこの語は説一切有部のアビダルマ教義学ではいわゆる「上流般涅槃」であり、不還（ふげん）の一つである。しかし『ダンマパダ』のこの詩句ではそのような複雑なことは考えていなかったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一九　祝う[image: ──]abhinandanti. これをマックス・ミュラーは [image: ‘]salute[image: ’] と訳しているが、もっと強い意味である。nand という語根から来ているために多くの学者は「喜ぶ」と訳しているが、abhinandana というのは現代のサンスクリット語では「祝う」「おめでとうと言う」という意味であり、それがまさにここに適合する。ラーダークリシュナンは [image: ‘]receive gladly[image: ’] と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一七章

    

  
    
      
      
        
          二二一　束縛[image: ──]saññojana. 語義は「結びつけるもの」、つまり人を結びつけ縛る煩悩をいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二一　名称と形態[image: ──]nāmarūpa. この語は古ウパニシャッドにおいては「名称と形態」すなわち現象界のすべてを意味する。この語は仏教にも継承されて「名称」（nāma）とは人間の精神的方面、形態（rūpa）とは人間の物質的側面を意味すると解釈されているが、教義学者たちが無理にこじつけた解釈（[image: ──]すでにパーリー聖典の散文の中に現われる[image: ──]）であろう。インド思想一般の用例としては nāma を精神と解することは無理である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二五　身をつつしんでいる[image: ──]kāyena sa[image: 〓]vutā. 原義は「身体についておのれがおおい護られている」という意味である。（『ダンマパダ』七に対する[image: 註]記参照）sa[image: 〓]vuta は普通 instrumental を支配する。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]224, S. 156.）
      

      
        　『法句経』下、忿怒品に「常自摂レ　身」、『法集要頌経』一巻、善行品に「常能善摂レ　身」と訳しているのは、最初期の仏典詩句における意義（したがってジャイナ教におけるそれ）をよく伝えている。しかしいまは解り易く表現した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二五　不死の境地[image: ──]accuta[image: 〓] [image: 〓]hāna[image: 〓]. 直訳すれば「没することのない所」。accutan ti sassata[image: 〓] [image: 〓]hānan ti akuppa[image: 〓][image: 〓]hāna[image: 〓] dhuva[image: 〓][image: 〓]hāna[image: 〓].（Comm. vol. III, p. 321.）けっきょくニルヴァーナのことであるが、「常住の場所」「常恒の場所」と解していることに注意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二七　この詩の漢訳は『義足経』上巻（大正蔵、一七七ページ中）に出ている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二七　アトゥラ[image: ──]Atula. 北方インドのサーヴァッティー市の在俗信者であったが、五百人の信者に囲まれて、レーヴァタ（Revata）長老のところに行って教えを聞こうとしたが、この長老はひとり静かに瞑想に耽っていたために、何も説いてくれなかった。そこでかれは憤ってサーリプッタ（Sāriputta）長老のところへ行ったら、アビダルマに関する論議をやたらに聞かされた。「こんな難解な話を聞いて何の役に立つか？」と憤って、アトゥラは次にアーナンダ（Ānanda）長老のところへ行ったところが、ほんの少しばかり教えを説いてくれた。そこでやはり憤って、最後に[image: 祇]園精舎にまします釈尊のところへ行ったところが、釈尊はこの詩を語ったのだという。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三〇　金貨[image: ──]nekkha[image: 〓] jambonadassa. 漢訳では「閻浮檀金」（えんぶだんごん、えんぶだごん）という。ジャンブー樹の大森林を流れる河の底に産する砂金で、金のうちでは最も高貴なものとされた。その金によってつくった良質の金貨をいう。（Cf. A[image: 〓]guttara-Nikāya  II, p. 8 gāthā）『ウダーナヴァルガ』二二・一一に対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三〇　梵天[image: ──]前出第一〇五詩に対する注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三一　身体について慎んでおれ[image: ──]kāyena sa[image: 〓]vuto siyā. 原義は「身体についておのれが覆われ、まもられるように」というジャイナ教的表現であり、原始仏教聖典のうちの古い詩句のうちに見られる。（前出第七、二二五詩に対する注参照）『法句経』下巻、忿怒品には、二三一[image: ──]二三三をそれぞれ「常守慎身」「常守慎言」「常守慎心」、『出曜経』一〇巻、学品には「護二　身悪行一　」「護口悪行」、「護意悪行」、『法集要頌経』一巻、善行品では「守二　護身悪行一　」「守二　護口悪行一　」「守二　護意悪行一　」と訳しているが、漢文だけでは何のことか解らない。sa[image: 〓]vuta が「悪の汚れにおかされないように自分をまもる」という原義（[image: ──]恐らく古マガダ語における[image: ──]）を念頭におくことによって漢文をも理解することができる。いまは「つつしむ」と意訳しておいたが、『法句経』忿怒品に第二三四詩の訳として「慎」という訳語が用いられているから、こう訳すのも許されるであろう。sa[image: 〓]vuta という語は以下第二二五、二三一、二三二、二三三、二三四、二八一詩に見られるように、instrumental（具格）を支配する。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]224, S. 156.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三四　思慮ある人[image: ──]dhīra. ヒンディー語および現代のサンスクリット語では、自動車運転手に「気をつけてドライヴせよ」というとき、「気をつけて」を dhīra という語で表現する。古代においてもはたしてそういう意味であったかどうかは問題であるが、dhīra をただ「賢者」「智者」と訳してしまっては、他の多くの類似語とのニュアンスの区別がはっきりしない。インドに生きている伝統を採用することにした。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一八章

    

  
    
      
      
        
          二三六　第二三六、二三七の二つの詩はどの漢訳にも見当らない。恐らく後世での挿入であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三六　だから[image: ──]so. 文章の最初に来る指示代名詞は、「だから」という理由を示すことがある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四〇　罪を犯した人[image: ──]atidhonacārin. その語源については諸学者の見解が一致しないが、意味は [image: ‘]sinful[image: ’] ということである。（D. Andersen: A Pali Reader,  Glossary, p. 17.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四一　聖典[image: ──]manta. ヴェータ聖典の本文のことである。バラモンたちは朝夕これをとなえる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四一　読誦しなければ[image: ……]汚れ[image: ──]パーリ文[image: 註]解によると、「聖典（pariyatti）であろうとも、あるいは技術であろうとも、読誦しない人、すなわち努めはげまない人にとっては滅びてしまうか、あるいは不断に現れることが無いから、〈読誦しなければ聖典が汚れる〉というのである。」当時は聖典は暗誦によって伝えられ、技術は口伝によって伝えられていたから、人が暗誦をやめてしまったら、聖典は消え失せてしまうのである。紙や樹葉に書かれた聖典の読誦を想像してはならない。書かれた聖典の読誦は西暦紀元後に一般に行なわれるようになった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四一　容色が汚れ[image: ──]「在家者であっても出家者であっても怠りなまけたために、体に気をつかうこと、あるいは理容（parikkhāra）に気づかうことをしないならば、身体が醜くなる。」（ブッダゴーサ）つまり顔もよごれて見苦しく垢がたまるというようなことを意味するのであろう。故にブッダゴーサは出家者でも身なりをととのえ清潔にする必要があると考えていたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四三　無明[image: ──]avijjā. われわれの生存の根本にある無智のこと。これがわれわれの迷いの根本原因となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四三　修行僧らよ[image: ──]bhikkhavo. これは純パーリ語の表現である。もとはマガダ語で bhikkhave という呼びかけであり、それが現在の聖典に保存されていたのであるが、ここでは純パーリ語に改められた。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]1, S. 13.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四七　穀酒[image: ──]surā. 穀物を醱酵させてつくった酒である。セイロンの生活に詳しい立花俊道師によると、それは五種あり、糊、[image: 餅]、飯を以て作ったもの、麴を投じたもの、或いは種々の材料を混合して作った酒とがある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四七　果実酒[image: ──]meraya. 根・茎・花・果実などを醸造してつくった酒である。また蜜糖を搾ったり、他の材料を混合して作ったものもあるが、主として果実酒である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五〇　根だやし[image: ──]mūlaghacca[image: 〓]. 語形の説明は困難である。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]136, S. 108, Anm. 2.）恐らく ghacchā←*ghātyā（cf. -haccā←-hatyā）と解し、それの対格形が副詞的に用いられたと解してはいかがであろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五一　不利な骰の目を投げ[image: ──]gaha. これは kaliggaha のことであり、ばくちにおいて最も不利なカリの骰の目を投げることである。（Lüders: Philologica Indica,  S. 175.）『ダンマパダ』二〇二では n[image: ’]atthi dosasamo kali とある。しかし、パーリ文[image: 註]解はこれを悪鬼妖霊の憑くことと解している。（yakkhagahaajagaragaha-kumbhīlagahādayo ekasmi[image: 〓] yeva attabhāve ga[image: 〓]hitu[image: 〓] sakkonti, vol. III, p. 362.）後代の南アジアの仏教徒はこのように解していたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五二　[image: 賭]博師[image: ──]kitavāはパーリ[image: 註]釈者の説明するように、ablative に解すべきである。（Lüders: Philologica Indica,  S. 168, Anm. 2.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五二　骰の目[image: ──]kali というのは骰の一面で、目が一つしか無いものをいう。（H. Lüders: Philologica Indica,  S. 142f.; 175.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五二　骰の目をかくしてしまう[image: ──]骰の目をごまかすことについては Cf. H. Lüders: Philologica Indica,  S. 168.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五三　煩悩の汚れ[image: ──]āsava. 普通「漏」と漢訳される。第九詩に対する[image: 註]釈参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五三　煩悩の汚れの消滅[image: ──]āsavakkhaya. 普通「漏尽」（ろじん）と漢訳されるが、煩悩を尽すことで、修行者としての最終段階（阿羅漢果）に達することをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五四　虚空には足跡が無く[image: ──]ākāse ca pada[image: 〓] n[image: ’]atthi. 漢訳『法句経』には「虚空無二　轍迹一　」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五四　外面的な[image: ……]〈道の人〉ではない[image: ──]sama[image: 〓]o n[image: ’]atti bāhire（v. l.  bāhiro）殆んどすべての翻訳者はブッダゴーサの[image: 註]解にしたがって「仏教の外なる外道（げどう）には真の修行者はいない」と解する。bāhiro ti mama sāsanato bahiddhā maggaphala[image: 〓][image: 〓]ho sama[image: 〓]o nāma natthi. しかし Max Müller はそれに反対して [image: ‘]a man is not a Sama[image: 〓]a by outward acts[image: ’] と解する。その理由は、ブッダは内心の清浄を尊んだから、このほうが合理的であるという。恐らくそれが適当であろう。Dahlke は [image: ‘]Nicht gibt es Büsser ausserhalb[image: ’] と訳しているから、マックス・ミュラーに従っている。漢訳『法句経』塵垢品には「沙門無二　外意一　」と訳している（大正蔵、四巻五六八ページ下）のにほぼ一致する。ヨーロッパ的合理主義とシナに伝えられた伝統とが奇しくも一致した解釈を示しているのは面白い。また外道を意味するのに bāhira という語を用いるのは、経典には類例が無い。ブッダゴーサの解釈は後世になって教団意識が高まってから、それに影響されたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五四　汚れのあらわれ[image: ──]papañca. 漢訳仏典でしばしば「戯論」と訳されるが、必らずしも一定していない。漢訳『法句経』塵垢品では「悪」「穢」という語で訳している。（大正蔵、四巻五六八ページ下）
      

      
        　[image: ‘]vanity[image: ’]（Max Müller）;[image: ‘]obstacles[image: ’]（Narada）;[image: ‘]worldliness[image: ’]（Radhakrishnan）, [image: ‘]craving and false views[image: ’]（Bhagwat）[image: ‘]Blendwerk[image: ’]（Dahlke）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五四　修行完成者[image: ──]tathāgatā. 複数で示されているから、釈尊のことではなくて、修行完成者のことである。伝統的保守的仏教は同一時に二人の仏の出現を認めなかったはずである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五五　造り出された現象[image: ──]sa[image: 〓]khārā（複数）。「有為」と呼ばれるものと同じである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五五　有り得ない[image: ──]漢訳『法句経』塵垢品には「世間皆無常」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一九章

    

  
    
      
      
        
          二五八　多く説くから[image: ──]Insofern, insoweit; weil.（Nyanatiloka; Pali-Anthologie,  A. S. 129.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五八　賢者[image: ──]「賢者」とか「智者」とかいうのは、何でもかんでも知っている物知り博士という意味ではない。人生の真理を体得している人という意味である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五九　身をもって真理を見る[image: ──]dhamma[image: 〓] kāyena passati. 直訳すれば「身体を以て法を見る」であるが、どうも意味をなさぬ。passati（見る）は sp[image: 〓]śati Skrt.（触れる）のくずれた形であるらしい。その証拠には『ジャータカ』（529, 9）には dhamma[image: 〓] kāyena phassaya[image: 〓]（教えに身体で触れる、すなわち実践的に証する）という表現がある。カローシティー文字の『ダルマパダ』（A 10）には dhamu kaena pha[image: 〓]ai とあり、サンスクリット文『ウダーナヴァルガ』（4, 21）には dharma[image: 〓] kāyena vai sp[image: 〓]śet とある。原型の『ダンマパダ』には phāsati または phassati とあったにちがいない。それに相当する phāsai という語形は『アーヤーランガ』の中に現れている。そうして右の詩をサンスクリットに直した人は、パーリ語『ダンマパダ』からではなくて、古代東部インドの言語から直したということが解る。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]234, S. 162-163.）漢訳『法句経』奉持品（大正蔵、四巻五六八ページ下）には「身依レ　法行」と訳しているから、その原文はリューダースが想定したとおりであったのではなかろうか？　ただパーリ文テクストには passati とあり、ブッダゴーサも passati＝parijānanto（理解する）と解しているから、いまは原文のままにしておいた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五九　怠って道からはずれることのない人[image: ──]yo dhamma[image: 〓] nap pamajjati. この場合 dhamma[image: 〓]は奪格（ablative）である。原始経典における東部インド語のかたちが保存されているのである。pra-mad（怠る）という語はサンスクリットでは一般に奪格をとり、叙事詩、ときには Kāvya においては位格（locative）をとる。（H. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]193, S. 140.）パーリ文[image: 註]解には「法に従って主な法、付随的な法を実践する者となって、身体によって苦などの四諦の法を熟知する」（dhammam anvāya dhammānudhammapa[image: 〓]ipanno hutvā nāma kāyena dukkhādīni parijānanto catusaccadhamma[image: 〓] passati）と解する。（Comm. vol. III, p. 386.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六一　汚れを除き[image: ──]vanta-mala については前出第一〇詩に対する注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六五　大きかろうとも小さかろうとも[image: ──]a[image: 〓]u[image: 〓] thūlāni. 定型的表現である。Jātaka,  No. 472, vv. 1;4 に出て来る。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六五　道の人[image: ──]この詩では sama[image: 〓]a（道の人、沙門）という語を sam（静まる）という通俗語源解釈から導き出し、sameti（静める）、samitatta（静寂）というような語を挙げているのである。sama[image: 〓]a はサンスクリットでいえばśrama[image: 〓]a で、「つとめる人」「労する人」という意味であるがこの詩をつくった人はこの語の原義を見失って独自の解釈を下したのである。なお後出第三八八詩注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六六　食を乞う[image: ──]bhikkhate（食を乞う。托鉢乞食する）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六六　托鉢僧[image: ──]bhikkhu（「食を乞う者」の意、托鉢僧）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六六　汚らわしい行ない[image: ──]vissa[image: 〓] dhamma[image: 〓] samādāya. vissa はサンスクリットの viśva に対応するのではないかと考えられるが、パーリ文献には他にその用例が存しない。『ダンマパダ[image: 註]』（1855, p. 379.）（ed. by Norman, vol. III, p. 393.）ではサンスクリットの visra（生肉のように臭う）の意に解し、visama, vissagandha と解しているが、その用例は他にも存する。（e. g. Vinaya  III, p. 288, l . 2.）漢訳『法句経』奉持品（大正蔵、四巻五六九上）では『邪行婬レ　彼』と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六七　清らかな行ない[image: ──]brahmacariya. しばしば「梵行」と漢訳される。もとはヴェーダを学ぶ学生が独身生活をまもりながら学習につとめたことから発し、男が女に関係しないことをいう。これが仏教にとり入れられると総じて清らかな仏道修行を意味するようになった。この場合「梵」（brahma-）は、浄い、尊い、聖なる、という意味である。（例えば、梵語、梵音）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六八　沈黙[image: ──]聖者（muni）を、mona（沈黙）にかけて、音が似ているために通俗語源解釈を予想して述べているのである。すなわち沈黙（mona）をまもるから聖者（賢人 muni）だと言うのである。現代でもヒンズーの行者のうちには或る期間無言の行をまもる人々がいる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六八　聖者[image: ──]muni. 漢訳『法句経』では「仁明」「明知ある人」と訳している。「牟尼」と音写する。釈[image: 迦]牟尼（Sākyamuni）とは、釈[image: 迦]族出身の聖者の意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六八　[image: 秤]りにかけて[image: ──]tula[image: 〓] āropetvā minanto viya. ime ubho pi atthe mināti.（Comm. vol. III, p. 396.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六八　よく考える[image: ──]聖者（muni）を「よく考える」（munāti）という語源から導き出して解釈しているのである。両者は発音が似ているからである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六八　賢者[image: ──]pa[image: 〓][image: 〓]ito.（PTS. edition by Suma[image: 〓]gala 誤植？）; pa[image: 〓][image: 〓]ito.（Nārada ed.; Comm. ed. by Norman）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七〇　生きもの[image: ──]pā[image: 〓]āni. 男性名詞の対格複数形である。アショーカ王碑文（西インド発見のもの）やパーリ仏典の古い詩句のうちに見られる。（Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 290.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七〇　〈聖者〉なのではない[image: ──]「聖者」の原語 ariya を ari（敵）＋ya と切り、敵は害をなす者であると解して、害をなす者であるからとて ariya なのではないとこの詩句のような説をなしているのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七〇　害わない[image: ──]ahi[image: 〓]sā＝ahi[image: 〓]sāya.（instr.）この場合には ariya を a-riya（＝a-hi[image: 〓]sā）と解し得るならば恐らく rissati＝Skrt. ri[image: 〓]yati（Dhātup. IV, 120: ri[image: 〓]a hi[image: 〓]sāyām 参照）を含意せしめているのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七一　戒律や誓いだけ[image: ──]パーリ文[image: 註]解は四清浄戒や十三頭陀行のことであると解する。（sīlabbatamattenā ti catupārisuddhisīlamattena vā terasadhūtagu[image: 〓]amattena vā, vol. III, p. 399.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七一　また[image: ──]puna. 若干の写本には pana とあるが、それは「しかし」という意味でプラークリット（俗語）の mina に対応するが、ここでは「また」と訳してよいであろう。前に挙げたのと異ったものを提示するのである。第四二詩に対する注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七一　博学[image: ──]bāhusacca. bahussuta（＝Skrt. bahu-śruta）に由来する。しかし漢訳『法句経』は「我行レ　多レ　誠」と訳すから、bahu-satya と解したのであろう。パーリ文[image: 註]釈によると「博学」とは経、律、論の三蔵を受けて学ぶことであるという。（bāhusaccena vā ti ti[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓] pi[image: 〓]akāna[image: 〓] ugga[image: 〓]hitamattena vā, Comm. Vol. III, p. 399.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二〇章

    

  
    
      
      
        
          二七三　もろもろの道[image: ──]maggān[image: ’]は maggāna[image: 〓]の意味であるが、韻律の関係で短くなっている。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 32.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七三　八つの部分よりなる正しい道[image: ──]漢訳では普通「八正道」という。正しい見解（正見）、正しいおもい（正思）、正しいことば（正語）、正しいおこない（正業）、正しい生活（正命）、正しい努力（正精進）、正しい注意（正念）、正しい精神統一（正定）の八つである。この八つが人を解脱（ニルヴァーナ）にみちびく正しい道であるという。第一九一詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七三　四つの句[image: ──]四つの真理。（１）苦しみの真理。この世は苦しみであるということ〔＝苦諦〕。（２）苦しみのなりたちの真理。その苦しみの成立する原因は煩悩・妄執であるということ〔＝集諦〕。（３）苦しみの原因の終滅という真理。すなわち無常の世を超え、執着を断つことが苦しみを滅したさとりの境地であるということ〔＝滅諦〕。（４）さとりに導く実践という真理。すなわち理想の境地に至るためには、八正道の正しい修行方法によるべきであるということ〔＝道諦〕。第一九一詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七三　人々[image: ──]dipada, pl. 原語は「二つの足、両足ある者」の意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七四　悪魔を迷わして（打ちひしぐ）もの[image: ──]mārass[image: ’] eta[image: 〓] pamohana[image: 〓]. 他の読みかたは māra-sena（[image: 〓]）-pamaddana[image: 〓]である。（Nyanatiloka: Pali-Anthologie,  B. S. 32.）漢訳『法句経』、道行品、『出曜経』一四巻「道品」には「此能壊二　魔兵一　」とあるから、後者のよみに従ったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七五　矢を抜いて癒す方法[image: ──]sallasanthana.（＝Skrt, śalya[image: 〓]āntvana）salla は矢、また棘とげであるが、煩悩が人を苦しめる点を棘に譬えていう。santhana（＝Skrt. sāntvana）: Besänftigung（Dhp.  275）（Nyānatiloka; Pāli-Anthologie,  A. S. 97.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七五　汝らに[image: ──]ve. 古代東部インドの言語では ve＝Skrt. va[image: 〓]（汝らに）。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]22, S. 28.）	
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七六　つとめよ[image: ──]ātappa. tap に由来する。Eifrigkeit, Anstrengung（Dhp.  276）（Nyānatiloka: Pāli-Anthologie, A. S. 13.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七七　以下三つの詩句のうちに sabbe sa[image: 〓]khārā aniccā. sabbe sa[image: 〓]khārā dukkhā. sabbe dhammā anattā. という三つの定型句が出て来るが、A[image: 〓]guttara-Nikāya  III, 134（vol. I, p. 286）にも出て来る。VI, 102-104（vol III, p. 443.）; Milindapañha,  p. 286 参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七七　ひとは[image: ……]離れる[image: ──]nibbindatī dukkhe. nibbindatīという動詞は通常位格（locative）をとる。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]194, S. 141, Anm. 1.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七九　一切の事物は我われならざるものである[image: ──]sabbe dhammā anattā. これがパーリ聖典にあらわれる古い思想である。ところがのちには「一切の事物は恒存する実体をもたない（anattā無我）」と解釈するようになった。パーリ文[image: 註]解は後者の解釈に従っている。（[image: “]anattā[image: ”] ti [image: “]mā jiyantu mā mīyantū[image: ”] ti vase vattetu[image: 〓] na sakkā ti, avasavattana[image: 〓][image: 〓]hena anattā suññā assāmikā anissarā ti attho.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八一　ことばを慎しみ[image: ──]vācānurakkhī.『法句経』下巻、道行品の訳に「慎レ　言」とあるのにしたがう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八一　心を落ち着けて慎しみ[image: ──]manasā susa[image: 〓]vuto. 原義は、「汚れがおのれを侵さないように心によって自分がよく守られている」という意味である。前出第七、二二五、二三一詩に対する注参照。いまは意訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八一　身に悪を為し[image: ──]ジャイナ教徒は一般に結果論の立場に立ち、これに対して仏教徒は動機論の立場に立つということを、ジャイナ教徒が認めていた。（中村『原始仏教の生活倫理』一〇、一二、二六七ページ）仏教徒によると、心に悪事を思うだけでも悪い行為なのであり、この見解は、アビダルマ文献にも継承されている。ところが『ダンマパダ』のこの詩句は、ジャイナ教的見解、あるいは世人一般の常識的見解にしたがっているのであって、仏教教学において動機論的見解が確立する以前の古い表現の反映なのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八一　浄くたもつ[image: ──]visodhaye. これは古代東部インドの言語では現在分詞である。『ウダーナヴァルガ』（七・一二）でも viśodhaya[image: 〓]としている。古代東部インド語における表現がそのままパーリ文にとり入れられたのであるが、後代の仏教徒および現代の学者はこれを optative 三人称単数と誤り解している。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]228, S. 159.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八一　仙人[image: ──]isi（＝Skrt. [image: 〓][image: 〓]i）。叙事詩『マハーバーラタ』や『ラーマーヤナ』などに登場する、山間林中に隠棲する仙人のことである。仏典の古い詩句ではブッダは「仙人」とよばれているが、仏教はインド古来の仙人の理想を継承しながら、やがて独自の理想を展開するに至ったのである。聖典の散文の部分および後代の仏典では仏のことを「大仙人」（mahesi, mahar[image: 〓]i）とよぶのが普通である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八二　心が統一され[image: ──]yoga. 原始仏教もヨーガを認めていたのである。ヨーガとは「結びつける」という意味で、心を散乱させないように一つの対象に結びつけることである。しかしそれは後代の曲芸のようなハタ・ヨーガとは異なっていた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八三　危険は林から生じる[image: ──]林のなかには猛獣や毒蛇がうろついていて危険であるように、人間の貪ぼり、怒りなどの煩悩は危険なものであるということを言おうとするのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八三　下生え[image: ──]大きな樹が幾つも並んでいるのが「林」であり、そのあいだにある小さな灌木のようなものが「下した生ば　え」なのである。（mahantā rukkhā vana[image: 〓] nāma, khuddakā tasmi[image: 〓] vane [image: 〓]hitattā vanathā nāma, Comm. vol. III, p. 424.）また他の解釈によると、樹木が以前に生ずるもととなったのが林で、のちに生ずるもととなるのが下生え（vanatha）である。（pubbuppattikarukkhā vā vana[image: 〓] nāma, aparāparuppattikā vanathā nāma. l. c.）この譬喩によって、煩悩、特に後の生存をひき起す煩悩を「林」とよび、苦または楽の報いをひき起す煩悩を「下生え」と呼んでいる。（vana＝kilesa, rāgādikilesa＝bhava-āka[image: 〓][image: 〓]hanakā kilesā）（vanatha＝vipākadāyakā kilesā, Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八三　林（＝煩悩）から脱れた者[image: ──]nibbana＝Skrt. nis＋vana.（＝nikkilesa, Comm.）ニルヴァーナ（nibbāna 涅槃）と音が似ているので、かけていう。後出三四四詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八四　たとい[image: 僅]かであろうとも[image: ……]束縛されている[image: ──]『（聖者は）性に関することがらを離れ、種々の欲望を捨てている。』（『スッタニパータ』七〇四）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八五　愛執[image: ──]sineha. Skrt. sneha が sineha となるのは古代東部インド語の影響である。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]186, S. 136.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八五　静かなやすらぎに至る道[image: ──]santimagga. ニルヴァーナに至る八正道のこと。（パーリ文[image: 註]解） 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八五　めでたく行きし人[image: ──]sugata. 漢訳仏典では「善[image: 逝]」と訳す。迷いの状態から悟りの境界に到達した人という意味。ブッダの称号の一つ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八五　安らぎ[image: ──]nibbāna.（＝Skrt. nirvā[image: 〓]a）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八六　死が迫って来るのに気がつかない[image: ──]antarāya[image: 〓] na bujjhati. 直訳すると「障害があるのに気がつかない。」だから、自分が住まおうと思った場所に障害があるのに気がつかない、という意味かもしれない。しかしパーリ文[image: 註]解によると、現世と来世のことわりを知らない愚人は、「雨期の四ヶ月はこの場所に住もう。冬の四ヶ月はこの場所に住もう。夏の四ヶ月はこの場所に住もう」と考えて、「あの時、あの場所で自分は死ぬであろう」ということに気がつかない。[image: ‘]antarāyan[image: ’] ti asukasmi[image: 〓] nāma kāle vā dese vā vaye marissāmī ti attano jīvitantarāya[image: 〓] na bujjhatī ti（vol. III, p. 431.）いまはひとまずこの解釈にしたがった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二一章

    

  
    
      
      
        
          二九二　遊びたわむれ[image: ──]unna[image: 〓]a. 種々に解される語であるが、PTS 辞典によると、ud＋lal に由来し、[image: “]sporting, sporty, wild[image: ”] etc. の意味であるという。漢訳『法句経』でも unnalāna[image: 〓] pamattāna[image: 〓]を「伎楽放逸」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九三　みずから気をつけている[image: ──]satāna[image: 〓] sampajānāna[image: 〓]. 漢訳『法句経』広衍品には「修身自覚」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四　「妄愛」[image: ──]ta[image: 〓]hā. 以下ブッダゴーサの[image: 註]解により補う。「愛が人を生む」（ta[image: 〓]hā janeti purisa[image: 〓]）ということば（vacana）があるから、妄愛を母に譬えるのである。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四　「われ有りという慢心」[image: ──]asmimāna.「われはこれこれという名の王の子である」「われはこれこれという大臣の子である」といって、父に依存して「われ有りという慢心」が起るので、これを父に譬えていう。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四 （永久に[image: ……]という見解）[image: ──]dve sassatucchedadi[image: 〓][image: 〓]hiyo. 常見と断見。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四　十二の領域[image: ──]dvādasāyatanāni（十二処）。すなわち眼・耳・鼻・舌・身・意という六つの主観的機能（六根）と色（＝かたち）・声（音声）・香・味・触（＝触れられるもの）・思考されるもの（法）という客観的な対象領域（六境）とをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四　「喜び貪り」[image: ──]nandirāga（「喜貪」と訳される）。主観的機能と客理的対象との接触から生ずる喜と貪とである。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九四　汚れなしに[image: ──]anīgha＝niddukkha（苦しみを離れた[image: ──]パーリ文[image: 註]解による）。モリスは語源的に a-ny-agha と解する。（Journal of the Pali Text Society,  1891-93 p. 41 ff. Cf, Andersen: A Pali Reader,  Glossary, p. 4.）漢訳『出曜経』第二六巻雙要品（大正蔵、四巻七五〇ページ下）では「無垢」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九五　バラモン王[image: ──]Sotthiya＝Skrt. śrotriya. [image: ──]attano dhammissaratāya desanāvidhikusalatāya ca sassatucchedadi[image: 〓][image: 〓]hiyo dve brāhma[image: 〓]arājāno katvā kathesi（Comm.）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九五　虎[image: ──]他の解釈によると、「虎」とは「瞋纏」すなわち怒りという煩悩である。また第五というのは、「五蓋のうちの第五の蓋」を喩えていうとか、あるいは「五順下分結のうちの第五の結」を喩えていうと解している。（『発智論』第二十巻、大正蔵、二六巻一〇三〇ページ上）ところで五蓋とは、心を覆う五種の煩悩、五つの障害のことで（１）むさぼり（貪欲、情欲 rāga）、（２）いかり（瞋恚 pratigha）、（３）心くらく身も重く、眠りこんだようなものうい状態（惛沈睡眠 styāna-middha）、（４）心がざわざわして高ぶるはたらきと心を悩ませる後悔（掉挙悪作または掉悔 auddhatya-kauk[image: 〓]tya）、（５）疑いためらうこと（疑 vicikitsā）をいう。これらは心を覆って善を生ぜしめない。これらの五つの心作用は心の明らかなはたらきを覆いかくして蓋（かさ）のごとくであるから、蓋という。五蓋のことをパーリ語で pañca nīvara[image: 〓]ā, サンスクリット語で pañca nivara[image: 〓]āni という。（出典については中村『仏教語大辞典』三五六ページ三段）ところで五蓋の説によると、第五のものは「疑」ということになる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九五　[image: ……]おもむく[image: ──]二九四および二九五に似た詩が『発智論』第二十巻（大正蔵、二六巻一〇二九ページ下）にも引用されている。それによると、「母」とは「愛」、「父」とは「有漏の業」、王とは「有取識」、「国」とは「煩悩」、「従臣」（「随行」）とは煩悩と結びついた「尋伺」、「学問をほこるバラモン」（「多聞」）とは見取見と戒禁取見とであるという。このような寓意を abhisandhi（密意）という。『大乗阿毘達磨集論』一六巻（大正蔵、三一巻七七三ページ上─中）参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九六　ゴータマ[image: ──]Gotama. 釈尊の生家の姓である。この姓によって釈尊のことを意味する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇二　心を同じくしない人々[image: ──]『在家者であっても出家者であっても、「汝は誰であるか？　われは誰であるか？」などといって言い争いに熱中している人々。』（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇二　旅に出て行くと苦しみに遇う[image: ──]漢訳『法句経』広衍品（大正蔵、四巻五六九ページ下）の訳にしたがった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇五　なおざりになることなく[image: ──]atandita. 漢訳『法句経』には「無二　放恣一　」と訳している。（大正蔵、四巻五七〇ページ上）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二二章

    

  
    
      
      
        
          三〇六　この詩句は『スッタニパータ』第六六三詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇六　「いつわりを語る人」[image: ──]『噓を言う人は地獄に堕ちる。』（『スッタニパータ』六六一）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇六　この両者は[image: ……]ひとしくなる[image: ──]「この両者の人々はあの世に行って地獄（niraya）に近づくのであるから、おもむく領域（gati）について言えば等しくなる。」（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇九　第三に[image: ──]tatīya[image: 〓]. パーリ語では通常は tatiyam であるが、-īya[image: 〓]とイ音が長いのは古代東部インド語の特徴である。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]187, S. 137 f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一一　ひきずりおろす[image: ──]upaka[image: 〓][image: 〓]hati. サンスクリットの upa-k[image: 〓][image: 〓]に由来すると解せられている。（例えば、アンデルセン）しかしリューダースはそれに反対してパーリ語独特の ka[image: 〓][image: 〓]h という語根を想定すべきであるという。（Beobachtungen,  [image: 〓]160, S. 121 f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一二　だらしがなく[image: ──]sa[image: 〓]hila.後出第三四五詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一二　怪しげ[image: ──]sa[image: 〓]kassara. cf. D. Andersen, Glossary, s. v.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一三　行ないの乱れた[image: ──]sa[image: 〓]hila.同じく後出第三四五詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一三　塵[image: ──]raja. 音が似ているので情欲（rāga）の意味をも含めて解している。（パーリ文[image: 註]解、vol. III, p. 485.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一四　この詩句はsa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 49 にも出て来る。この詩句における dukkata[image: 〓][image: ……]kata[image: 〓]はともに単数奪格（ablative）である。この解釈はUdānavarga （xxix, v. 53, [image: “]B 41[image: ”] in Pischel[image: ’]s edition）によって確かめられるが、そこでは ak[image: 〓]ta[image: 〓] kuk[image: 〓]tāc  chreya[image: 〓]と述べられている。（L. Alsdorf: Kleine Schriften,  op. cit., S. 67.）（cf. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]189, S. 139. Waldschmidt の補遺。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一五　辺境にある[image: ……]都市[image: ──]nagara[image: 〓] paccanta[image: 〓]. 漢訳『法句経』には「辺城」。マックス・ミュラーは [image: ‘]a frontier fort[image: ’] と訳すが、これは誤訳であり、[image: ‘]a border city[image: ’]（Nārada）, [image: ‘]a frontier town[image: ’]（Radhakrishnan）というほうが正しい。インドで a fort, fortress を意味するときには、サンスクリット語で durga, ko[image: 〓]a, gulma という。（ドイツ語の Burg に相当し、また英語の Fort をそのままドイツ語として用いることもある。）nagara とは、人間が集まっている市、町であり、インドでは古来都市は城壁に守られ、人々はその中に住んでいた。外敵を防ぐために市民たちは城壁の中に暮していたのである。（外敵に侵略されたことのない日本の「城しろ」とは全く性格を異にする。日本の「城しろ」には封建領主と武士だけが住んでいた。）ところがマックス・ミュラーはインド人の生活を良く知らず、また知ろうともしなかったのでこういう誤解が生じたのである。他方漢訳の「城」は適当である。何となればシナ大陸では民衆は城壁の中に住んでいたからである。ところが日本の従来の訳が多く「城砦」の意にとっているのは、ヨーロッパの学者の誤解をそのまま受けついだか、または漢文の「城」と日本語の「城」とが意味を異にすることに気づかなかったためである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一五　瞬時も空しく過すな[image: ──]kha[image: 〓]o ve mā upaccagā. 直訳すると「正しい瞬間（好機）が汝らにとって過ぎ去ることの無いように」である。ve＝Skrt. va[image: 〓]（汝らにとって）。しかし後代には ve＝Skrt. vai（実に）と解せられたようである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]22, S. 27 f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一八　避けねばならぬこと[image: ──]vajja.「可レ　避」（『法句経』）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一八　避けてはならぬ（[image: ……]）こと[image: ──]avajja.（避けてはならぬこと）「可レ　就」（『法句経』）。インド人は否定的表現を愛好するが、シナ人は積極的肯定的な表現を愛好する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一九　遠ざけてはならぬ（[image: ……]）こと[image: ──]avajja.「可レ　近」（『法句経』）。ここでもシナ人は、インド人の否定的表現を積極的肯定的表現に改めている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二三章

    

  
    
      
      
        
          三二〇　性質が悪い[image: ──]dussīla.（＝Skrt. du[image: 〓]śila）この語を漢訳では「犯戒」などと訳し、「破戒」の意味にとっているが、sīla とはもともと人間の性質、性向、たち、という意味でインドの古典では用いられている。人間が何か戒律を守ると、おのずからその人の性向を形成するので、「戒」がまた sīla という語で表示されるようになったのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二一　戦場にも連れて行かれ[image: ──]象が実際に戦争に用いられたことはコナーラクのスーリヤ寺院の象の彫刻（一三世紀中ごろ）に表現されている。それによると象が鼻で敵兵をまき上げ、今まさに抛り投げようとしている。（中村元編集『インドの仏蹟とヒンドゥー寺院』講談社、一九六八年、一一七ページ、図版八一）象軍を戦争に用いることは、インドの兵学の書にも規定されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二二　インダス河のほとりの血統良き馬[image: ──]ājānīyā Sindhavā. インダス河（Sindhu）流域地方は名馬を産するところとして古来知られていた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二二　クンジャラという名の大きな象[image: ──]mahānāgā  ti kuñjarasa[image: 〓]khātā mahāhatthino（Comm.）. Max Müller 訳には [image: ‘]elephants with large tusks[image: ’]（大きな[image: 牙]のある象）と解するが典拠不明。PTS Dict. にも手がかりがない。いまは伝統的なパーリ文[image: 註]釈にしたがって訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二三　ニルヴァーナ[image: ──]パーリ文[image: 註]釈により補う。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二四　「財を守る者」[image: ──]Dhanapālaka. パーリ文[image: 註]釈に出ている物語によると、カーシー（＝ベナレス）の王が象師を送って美しい〈象の林〉で捕えた象の名である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二六　『テーラガーター』七七、一一三〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二六　発情期に狂う象[image: ──]象は交尾期になると性質が狂暴になり、あたかも酔っているかのごとくになるから、この時期における象を「酔象」と名づける。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二七　つとめはげむ[image: ──]appamāda.『ダンマパダ』二一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二七　難処[image: ──]人間が煩悩から離れ難いことを「難処」に喩えていう。『あたかも泥沼に落ち込んだ象が手足を動かして苦労して自分を泥沼の難処から引き上げて、陸地に安住するように、汝らもまた煩悩の難処から自己を引き上げて、ニルヴァーナの陸地に安立せよ、という意味である。』（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二八　危険困難[image: ──]parissayāni. 男性名詞の複数対格である。珍らしい形であるが、古い詩句やアショーカ王碑文（西インド発見のもの）のうちには時々見当る。（Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 290.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二九　国[image: ──]ra[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓] vijita[image: 〓]. 多くの訳は「その王が征服した国」と解し、また「敗れて征服された国」と解する訳もあり、文法的にはいずれも可能であるが、古代インドの文献では vijita は「国」「領土」というほどの意味である。そのことはアショーカ王碑文など多数の碑文によって確かめられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三一　事がおこった時に、友だちのあるのは楽しい[image: ──]ブッダゴーサによると、このことは出家者についても在家者についても言えることである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三二　世にバラモンを敬うことは楽しい[image: ──]ブッダゴーサの[image: 註]釈に従って訳した。matteyyatā  ti mātari sammāpa[image: 〓]ipatti, petteyyatā  ti pitari sammāpa[image: 〓]ipatti, ubhayena pi mātāpitunna[image: 〓] upa[image: 〓][image: 〓]hānam eva kathita[image: 〓]（Comm.）. ナーラダ長老はそれに従っている。しかし漢訳『法句経』は「人の家に母有るは楽し。父有るも斯れまた楽し。世に沙門有るは楽し。天下に道有るは楽し。」と訳しているが、ラーダークリシュナンの訳はそのように解している。マックス・ミュラーの訳は直訳で、意味がはっきりしない。漢訳『法句経』は「世に〈道の人〉たることは楽しく、世にバラモンたることもまた楽しい。」という意味に解したのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三三　信仰[image: ──]saddhā. 漢訳『法句経』に「信レ　正」とあるように、正しいことを信ずるのである。これが仏教における「信」の特質である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二四章

    

  
    
      
      
        
          三三四　愛執[image: ──]ta[image: 〓]hā. これは原始『ダンマパダ』においては古代東部言語の形で tasi[image: 〓]āとあったにちがいない。そうすれば韻律（Vaitālīya）が完全となる。しかし現形の『ダンマパダ』編纂者がそれを普通のパーリ語形に改めてしまったのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]175, S. 131.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三四　蔓草[image: ──]māluvā. Cf. Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]91, S. 80; 第一六二詩の注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三四　あちこちに[image: ──]plavati hurāhura[image: 〓].  その意味は「あちこちの（輪[image: 廻]の）生存のうちにさまよう」という意味であるとパーリ文[image: 註]釈は説明している。[image: ──]ta[image: 〓]hāvasiko puggalo bhave bhave uppalavati dhāvati（comm.）. hura[image: 〓]とは「あちらで、あの世で」という意味である。Cf. idha vā hura[image: 〓] vā, Dhammapada  20.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三五　執著のもと[image: ──]visattikā. パーリ文[image: 註]解は visa（毒）という語をもち込んで通俗語源解釈により「毒するもの」と解している。[image: “]yan[image: ”] ti ya[image: 〓] puggala[image: 〓] esā lāmakabhāvena jammī visāhāratāya visapupphatāya visaphalatāya visaparibhogatāya rūpādisu visattatāya āsattavisattatāya [image: “]visattikā[image: ”] ti sa[image: 〓]kha[image: 〓] gatā chadvārikā ta[image: 〓]hā abhibhavati.（vol. IV, p. 44.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三五　愛欲のなすがままである人[image: ──]sahati＝abhibhavati.（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三五　雨が降った[image: ──]abhiva[image: 〓][image: 〓]ha[image: 〓]. これはサンスクリットの abhiv[image: 〓][image: 〓][image: 〓]am に相当する。『ウダーナヴァルガ』（三・九）の対応文には avav[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā bīra[image: 〓]āとなっている。サンスクリット文のテクストはパーリ文『ダンマパダ』から翻訳されたものでないことは、この点からも明らかである。さらにこの過去分詞が abhiva[image: 〓][image: 〓]ha とならず、abhiva[image: 〓][image: 〓]ha と濁っているのは、古代東部インド語の特徴をそのまま保存しているのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]151, S. 117; [image: 〓]155, S. 119.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三五　ビーラナ草[image: ──]bīra[image: 〓]a. 一種の香草である。学名は Andropogon muricatum. クシャ草やバッパジャ草よりも大きいが、木よりは小さい。cf. SN.  vol. III, p. 137.なお第三三七詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三七　みなさん[image: ──]vo.『ウダーナヴァルガ』（三・一一）の対応文ではこれを vai（実に）と書き換えているが、実は「汝らに」という意味の人称代名詞である。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]24, S. 30.）原始『ダンマパダ』には恐らく ve とあったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三七　みなさんに幸あれ[image: ──]「[image: ……]に幸あれ」という表現はインドの諸言語では bhadda[image: 〓]＋genitive の形をとる。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]24, S. 30.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三七　ウシーラ[image: ──]usīra.「香菜」と訳し、冷薬の名であるという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三八　ほろぼさない[image: ──]ud-d-han という語は、パーリ仏典の中にしばしば現れる。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]110, S. 96, Anm 3.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三九　快いものに向って流れる三十六の激流[image: ──]chatti[image: 〓]satī sotā manāpassavanā bhusā. パーリ文[image: 註]釈によると、愛執（ta[image: 〓]hā）によってかもし出された煩悩の流れが、内的なものが十八、外的なものが十八あり、あわせて三十六になるという。つまり内外おのおの十八ずつの煩悩である。荻原博士はその内容を説明して「六境の愛を六とし、之を欲（感覚）、有（生存）、無有（断滅）の三に乗じて十八とす、此の十八を更に内に依る愛分別と外に依る愛分別との二とし三十六となる」と[image: 註]解し、また長井博士は「六根と六境の内外に対して欲愛・有愛・無有愛の三愛が働きかけて三十六愛となる」と[image: 註]釈しておられるが、出典不明。ところが『出曜経』二八巻心意品（大正蔵、四巻七六一ページ上）には「三十六駛流（使流）」とあるが、それによると、五見のうち身見が三界に一つずつあるから合せて三つ、辺見がやはり三界に一つずつあるから合せて三つ、邪見が欲界に四つ、色界に四つ、無色界に四つあるから、合せて十二、見取見も同様に三界にそれぞれ四つずつあるから合せて十二、戒禁取見が欲界に二つ、色界に二つ、無色界に二つあるから合せて六つあり、全部合すると三十六あることになる。『世人をして迷惑し、正見を覩ざらしむるものなり。』という。『発智論』第二十巻（大正蔵、二六巻一〇三〇ページ下）には『出曜経』の右の箇所の頌を引用し、「三十六駛流」という訳語を用い、「三十六駛流とは三十六愛行（ta[image: 〓]hāvicarita? cf. Dhammapadatthakathā,  vol. IV, p. 48）に喩ふ」という。（『阿毘曇八犍度論』第三十巻、大正蔵、第二六巻九一六ページ上─中もほぼこれに同じ。）なお本邦の訳書には眼・耳・鼻・舌・身・意の六つを六倍した数であるという説明があるが、出典不明。ともかく多数の欲情を意味する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四〇　芽を生じつつある[image: ──]ubbhijja ti[image: 〓][image: 〓]hati. パーリ語やサンスクリット語には現在進行形はないが、それを gerund＋ti[image: 〓][image: 〓]hati で表わすことがある。若干の翻訳に「立っている」と訳してあることがあるが、不可。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四一　潤おされ[image: ──]sinehita. sneha を sineha と書くのは古代東部インド語の特徴である。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]186, S. 136.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四二　愛欲に[image: ──]tasi[image: 〓]āya. 擦音（Zischlaut）s のあとに n が来る sn という音は古代東部インドの言語では sin-となり、西部インドの言語では nh-となる。tasi[image: 〓]āというのは古代東部インドの言語である。それを『ダンマパダ』編纂者が ta[image: 〓]hāというパーリ語をあてはめなかったわけは、ta[image: 〓]hāya とすると韻律を乱すからであった。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]175, S. 131.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四四　この詩については前出第二八三詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四四　林[image: ──]vana. 林とは愛欲（ta[image: 〓]hā）のことである。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四五　麻紐[image: ──]babbaja＝Skrt. balbaja. 一種の粗強な草である。麻のようなものであるらしい。アンデルセンやマックス・ミュラー、ナーラダ長老の解釈にしたがう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四五　やたらに欲しがること[image: ──]sāratta-ratta. サンスクリットに直すと sa[image: 〓]rakta-rakta.（Andersen: A Pali Reader, Glossary,  s. v.）しかしはなはだ奇妙な語形である。カローシティー文字の『ダルマパダ』には sarata-cita とあり、『ウダーナヴァルガ』（二・五）には sa[image: 〓]rakta-cittasya とあるので、その原文には sa[image: 〓]rakta-citta[image: 〓]の俗語形があったのであろうとリューダースは推定する。（Beobachtungen,  [image: 〓]233, S. 162.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四六　低く垂れ[image: ──]ohārin. 語義は明確でない。パーリ文[image: 註]釈には「（地獄など）四つの悪い所に引きずり下す」という意味に解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四六　緩く見える[image: ──]sithila. リューダースによると、もとは Skrt. susthira の意味の su[image: 〓][image: 〓]hila が古代東部インド語にあり、それが sithila, sa[image: 〓]hila と書かれるに至ったのであり、原義は「永もちする」（[image: ‘]sehr dauerhaft[image: ’]）の意味であるといい、詳細に論証している。（Beobachtungen,  [image: 〓]82, S. 70-72.）或いは原義はそうであったかもしれないが、しかし『ウダーナヴァルガ』の相当文のチベット訳では lhod（ゆるい）と訳しているし、またśithila という語は漢訳一般では「緩」と訳されているから、いまは古来仏教徒一般の理解したとおりに訳しておいた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四八　前を捨てよ[image: ……]中間を棄てよ[image: ──]パーリ文[image: 註]解によると、「前」とは過去の生存に対する執著、「後」とは未来の生存に対する執著、「中間」とは現在の生存に対する執著をいう。両極端にも中間にも汚されないという思想は『スッタニパータ』一〇四〇─一〇四二、七七八に出ている。さらに同様の思想はジャイナ教の最古の聖典にも出ている。『二つの極端によって見ることなく、聖者はそれを知って世界を克ち得た。』（dohi[image: 〓] antehi[image: 〓] adissamā[image: 〓]e ta[image: 〓] pari[image: 〓][image: 〓]āya mehāvī viittā loga[image: 〓]. Āyāra[image: 〓]ga,  I, 2, 6, 5, ed. Schubring, S. 14, l . 4f.）同じく韻文の部分に majjhattho nijjarā-pehī samāhi[image: 〓] a[image: 〓]upālae; anto bahi[image: 〓] viosajja ajjhattha[image: 〓] suddha[image: 〓] esae.（Āyāra[image: 〓]ga,  op. cit., p. 39, ll.  1-2.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四九　あれこれ考えて[image: ──]vitakka. サンスクリットでは vitarka（Udv.  II, 1）であるが、これを『法集要頌経』貪品（大正蔵、四巻、七七八ページ中）には「疑慮」と訳している。le doute（Chakravarti）しかしチベット訳には rnam par rtog pa となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四九　愛欲[image: ──]rāga. この語は「貪」「貪欲」「婬」「婬欲」「染」「染法」「欲」「欲塵」と漢訳される。（中村『仏教語大辞典』それぞれの項参照）しかし「愛欲」と訳されることがある。（『仏所行讃』一巻、大正蔵、四巻一ページ中、Buddhacarita  I, 20.）また現代語の「情欲」も適合するであろう。passion（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四九　愛執がますます増大する[image: ──]bhīyo（v. l . bhiyyo）ta[image: 〓]hā pava[image: 〓][image: 〓]hati. 原始『ダンマパダ』においては bhuyye tasinā pava[image: 〓][image: 〓]hate となっていたにちがいない。それなら韻律（Vaitālīya）も完全である。ところがパーリ語に直した人は、tasi[image: 〓]āを ta[image: 〓]hāと書き換えて韻律を乱してしまった。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]175, S. 131.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五〇　この詩句は『ウダーナヴァルガ』三・二に対応する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五〇　実に悪魔の束縛の絆をとりのぞき[image: ──]esa kho vyantikāhiti.『ウダーナヴァルガ』のトルキスタン発見の写本には t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā hy ena（[image: 〓]）pra（hāsyate）,同じく古い写本には t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā hy e[image: 〓]a prahāsyate,チベット訳には de yis sred pa rab tu spa[image: 〓]s pa yis（＝T[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ām e[image: 〓]a prahāsyate）となっている。（Heinrich Lüders: Philologica Indica,  S. 704-705.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五二　諸の語義に通じ[image: ……]脈絡を知るならば[image: ──]直訳すると、「諸の語と語源とに通じ、（聖典の）諸の文字の結合（＝文章）とその（文章のうちでの）前後関係を知るならば。」すなわち、語の諸の文字について、最初の文字を聞けば、後の字は表わされていなくてもこれを了解し、また最後の文字を聞けば、前と中間の字は表わされていなくてもこれを了解し、また中間の文字を聞けば最初と最後の文字は聞かなくてもこれを了解することをいう。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五二　最後の身体をたもつ[image: ──]この生存が最後の肉身で、再び肉身を受けることが無いとの意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五三　『スッタニパータ』二一一、『イティヴッタカ』一一二、『律蔵』マハーヴァッガ一・六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五五　彼岸 pāra. [image: ──]パーリ文[image: 註]解によるとニルヴァーナ（nibbāna）のことである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五五　享楽[image: ──]bhogā. この語は「財産」と訳すこともあるが、出家者は財産をもたないので、財産について争うことはないから、「享楽」と訳した。『法句経』愛欲品、『出曜経』欲品、『法集要頌経』愛欲品にはみな「貪」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二五章

    

  
    
      
      
        　修行僧[image: ──]bhikkhu.「（食を）乞う者」の意。托鉢をする修行者のこと。当時バラモン教やジャイナ教など諸宗教を通じて托鉢する修行者がいた。いまここでは出家した仏弟子のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六〇　慎しむ[image: ──]sa[image: 〓]vuta.（＝Skrt. sa[image: 〓]v[image: 〓]ta）漢訳『法句経』には「端」（ただしくす）「守レ　正」と訳している。このパーリ語の原義は「自分を覆うて悪をよせつけない」という意味である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六一　あらゆることがらについて[image: ──]sabbattha＝Skrt. sarvatra.（Beobachtungen  , [image: 〓]224, S. 156 f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六二　内心に楽しみ[image: ──]思念を凝らすことを楽しむのである。ajjhattarato ti gocarajjhattasa[image: 〓]khātāya kamma[image: 〓][image: 〓]hānabhāvanāya rato.（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六三　思慮して語り[image: ──]mantabhānin.　恐らくサンスクリットの manda または mandra の俗語形 manna*からパーリ語に直されたとリューダースは解する。「やさしく語る人」という語義になる。（Beobachtungen,  [image: 〓]167, S. 126 f.）次に madhura[image: 〓] bhāsita[image: 〓]という語が来るからいちおう筋の通った説明ではあるが、確実な説得力をもっていない。いちおうパーリ文[image: 註]釈にしたがって解した。『法句経』下、沙門品の相当箇所には「寡言」と訳しているから、パーリ文の[image: 註]解に近い。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六三　心が浮わつくことなく[image: ──]anuddhata. uddhata は漢訳では「掉挙」（じょうこ）とか「調戯」（じょうげ）と訳され、心が浮わついて落ちつかない状態をいう。「不躁」（『出曜経』『法集要頌経』）は適訳である。（『ウダーナヴァルガ』八・一〇に対する[image: 註]記参照）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六五　軽んじてはならない[image: ──]nātimaññeyya. ati-man は『リグ・ヴェーダ』以来軽[image: 蔑]するの意である。漢訳『法句経』沙門品（大正蔵、四巻五七二ページ上）には「学無レ　求レ　利」と訳しているから、このパーリ語を「あまりにも自分の利益を重視するな」という意味に解したのではなかろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六六　修行僧が[image: ……]無いならば[image: ──]appalābho pi ce bhikkhu salābha[image: 〓] nātimaññati. 漢訳『法句経』沙門品には『比丘が少しく取りて、以て積むこと無きを得ば』と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六七　名称とかたちについて[image: ──]nāmarūpasmi[image: 〓][image: ……]. この nāmarūpa とは古ウパニシャッドに出て来る語で、「名称とかたち」という意味である。現象界の事物はそれぞれ名称（nāma）をもっているし、またかたち（形態 rūpa）をもっている。この観念が仏教にとりいれられたが、rūpa という語は「色いろ」という意味もあるので、漢訳仏典では「ナーマルーパ」を「名色」（みょうしき）と訳す。それはあらゆる事象について言えるので、仏教では全現象の総括としての個人存在と同一視され、その構成要素としての五蘊とも同一視され、「色」は色蘊で物質面を、「名」は受・想・行・識の四つの蘊で精神面を意味すると解釈された。（Dhammapadatthakathā,  vol. IV, p.100 にもその解釈が採用されている。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六七　憂えることの無い人[image: ──]asatā ca na socati.　[image: 註]釈は、「名称とかたちが消滅したときに〈わたしの色が消滅した。[image: ……]わたしの識が消滅した〉といって憂えることが無い、落胆することがない」、という意味に解している。（vol. IV, p. 100.）しかしそれは後になってからの教義学的解釈であると言ってよいだろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六九　この舟[image: ──]「舟」とは個人存在（attabhāva）のことをいう。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六九　水[image: ──]「水」とは誤まった思考（micchāvitakka）をいう。（ブッダゴーサ）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七〇　五つ（の束縛）[image: ──]五下分結をいう。欲界に属する五つの煩悩。het[image: 〓][image: 〓]hā apāyasampāpakāni pañc[image: ’] orambhāgiyasa[image: 〓]yojanāni.（Comm.）結は束縛のことで、煩悩の異名。下分は欲界のこと。三界のうち最下の欲界（感覚で知ることのできる下界）に衆生を結びつけ、束縛している五種の煩悩、すなわち欲界における貪・瞋恚・有身見・戒禁取見・疑のこと。この五下分結のあるかぎり、衆生は欲界に生をうけ、これらを断滅すると、欲界に帰らぬ不還果を得るというのが、説一切有部などの伝統的見解であった。ところが前掲のパーリ文[image: 註]解は、死後に四悪道のいずれかにおもむかせる五つの束縛と解していたようである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七〇　五つ（の束縛）[image: ──]五上分結をいう。uparidevalokasampāpakāni pañc[image: ’] uddha[image: 〓]bhāgiyasa[image: 〓]yojanāni.（Comm.）上方（色界と無色界）に結びつける五つの煩悩。結とは煩悩の異名で、上分とは色界、無色界をいう。三界のうち、上二界である色界と無色界とに衆生を結びつける五種の煩悩、すなわち色界における貪、無色界における貪・掉挙じょうこ・慢・無明をいう。衆生を色界と無色界とに結びつけて解脱させない煩悩であるから、上分結と名づける。これを断ずると阿羅漢果を得るのである、というのが説一切有部などの伝統的解釈であった。ところが前掲のパーリ文[image: 註]解は、死後に神々の世界におもむかせる五つの束縛と解している。そこで言えることは、『ダンマパダ』のこの詩がつくられた時には、五上分結、五下分結という観念は恐らく成立していたのであろうが、まだ三界説と結びついていなかった。三界説は『ダンマパダ』や『スッタニパータ』のなかにもまだ出ていないから、かなり遅れて成立したものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七〇　五つ（のはたらき）[image: ──]五根。saddhādīni pañcindriyāni.（Comm.）さとりを得させるための五つの力または可能力をいう。すなわち信と精進（勤）と念と定と慧とである。これらは諸の善いことを生ぜしめる根本であるから「五根」と名づける。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七〇　五つの執著[image: ──]pañcasa[image: 〓]ga.　貪り（rāga）と怒り（dosa）と迷妄（moha）と高慢（māna）と誤まった見解（di[image: 〓][image: 〓]hi）とである（Comm.）。これらは執著を起させるもとであるから「五著」という。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七一　吞むな[image: ──]mā[image: ……]gilī. サンスクリットで girati（吞む）というところを、古代東部インド語の影響で gilati という。（PTS 版の gi[image: 〓]i は誤植。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七四　諸要素[image: ──]khandha.（plural）これらは因縁の力によって成立したものである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七四　生起と消滅[image: ──]udayavyaya[image: 〓]. 前出第一一三詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七四　不死[image: ──]amata＝mahānibbāna.（Comm.）ニルヴァーナのことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七五　戒律[image: ──]pātimokkha. ここでは戒の条文をまとめたものをいう。戒本ともいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七六　その行ないが親切であれ。（何ものでも）わかち合え[image: ──]刊本には、pa[image: 〓]isa[image: 〓]thāravutyassa とあるが、解釈しがたい。異本および[image: 註]釈（vol. IV, p. 111）に引用された読みでは pa[image: 〓]isa[image: 〓]thāravutt[image: ’] assa となっているので、それに従う。（sampannavuttitāya pa[image: 〓]isanthāravutti assa, pa[image: 〓]isanthārassa kārako bhaveyyā ti attho, Comm.）pa[image: 〓]isanthāra（分かちあうこと）には、財を与える財施（āmisapa[image: 〓]isanthāra）と人々のために教えを説く法施（dhammapa[image: 〓]isanthāra）とがある。（Comm. , vol. IV, p. 111.）cf. Andersen: A Pali Reader,  Glossary, p. 154.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七七　ジャスミンの花[image: ──]vassikā.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七八　世俗の享楽物を吐きすてた[image: ──]vanta-lokāmisa.　前出第一〇詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八二　仏の道に[image: ──]原文には Buddhasāsane（仏の教えに）とあるが、意訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二六章

    

  
    
      
      
        　バラモン[image: ──]brāhma[image: 〓]a. 漢訳仏典では「婆羅門」「梵志」などと音写される。ヴェーダの宗教における司祭者のことで、バラモンはインドのカースト制においては最高のカーストであると考えられていた。原始仏教は表面的にはインド伝統のこの観念を継承したが、その意義内容を改めて、〈真のバラモン〉は祭祀を行なう人ではなくて、徳を身に具現した人のことであると主張した。この章に説かれる「バラモン」とは煩悩を去り罪悪をなさぬ人である。最初期のジャイナ教聖典でも理想の修行者をバラモン（ba[image: 〓]bha[image: 〓]a）と呼んでいる。（Uttarajjhaya[image: 〓]a,  XXV, vv. 19-29, 33, 34.）また開祖マハーヴィーラをバラモン（māha[image: 〓]a＝brāma[image: 〓]a）と呼んでいる。（Sūy,  I, 2, 1, v. 15.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八三　流れ[image: ──]sota[image: 〓]. 愛執（ta[image: 〓]hā）を流れに喩えていう。（Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八四　二つのことがら（＝止と観）[image: ──]samatha-vipassanā.（Comm.）心を練って一切の外境や乱想に動かされず、心を特定の対象にそそいで心のはたらきを静めるのを「止」（samatha）といい、それによって正しい智慧を起こし、対象を如実に観るのを「観」（vipassanā）という。止めて観るのである。互いに他を成立させ、仏道を全うさせる不離の関係にある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八五　彼岸もなく、此岸もなく[image: ──]「彼岸」（pāra）とは完全な理想の境地であり、「此岸」（apāra）とは迷いの状態であろう。さとりも迷いも超越しているというのであるから、大乗仏教や禅をさえも思わせる表現であるが、初期の仏典やジャイナ教聖典にはこのような表現をときどき見かける。パーリ文[image: 註]解には「彼岸」とは内の六処（眼・意・鼻・舌・身・意）であり、「此岸」とは外の六処（色・声・香・時・触・法）であると解するが、これは教義学の術語をもちこんだものである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八五　彼岸・此岸[image: ──]アンデルセンは「彼岸」（pāra）とは来世、「此岸」（apāra）とは現世、「彼岸・此岸」（pārāpāra）とは流転輪[image: 廻]する人の全生存を意味するのではないかといい、orapāram という副詞を引用している。（Andersen: A Pali Reader,  Glossary, p. 175.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八六　最高の目的を達した人[image: ──]パーリ文[image: 註]解にはアラハン（arahatta 阿羅漢果）に達した人と解するが、最初の時期にはそれほど明確に考えていなかったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八七　『ウダーナヴァルガ』三三・七四。B[image: 〓]haspati を月と結びつけて考えることはヴェーダ以来行なわれている。（A. Hillebrandt: Vedische Mythologie,  I. S. 408f.）また月とブラフマンとを結びつけて考えることもあった。（Śá[image: 〓]kh.  Śr.  V, 1, 3 etc. Cf. Śatap. Br. XII, 1, 1, 2.）これに対してクシャトリヤを太陽と結びつける例があるかどうかというに、釈[image: 迦]族はその姓を「太陽」と称するという。（例えば『スッタニパータ』四二三）太陽の裔と考えられていたらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八八　悪を取り除いた[image: ──]bāhitapāpa. これは音が似ているので、[image: ‘]brāhma[image: 〓]a[image: ’] という語の通俗語源解釈をしているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八八　行ないが静かにやすまっている[image: ──]samacaryā. これは音が似ているので、[image: ‘]sama[image: 〓]a[image: ’]（沙門）という語の通俗語源解釈をしているのである。akusalāni sametvā cara[image: 〓]ena sama[image: 〓]o ti vuccati.（Comm.）なお前出第二六五詩の注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八八　汚れ[image: ──]mala.（＝rāgādi, Comm.）情欲などをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八八　おのれの汚れを除いた[image: ──]pabbājayam.　これは音が似ているので、[image: ‘]pabbajitia[image: ’] という語の語源解釈をしているのである。この両語に関する限りは、語源的に連絡がある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八八　そのゆえに〈出家者〉と呼ばれる[image: ──]賢者は心の垢を去って自己を浄めよ、というのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八九　バラモンを[image: ……]怒りを放つな[image: ──]いまはパーリ仏教の伝統的解釈にしたがった。しかし『出曜経』梵志品第三十巻（大正蔵、一二巻七七四ページ下）によると、「在家の人が修行僧を世話しないで追放してはならぬ」という意味に解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九〇　愛好するものから心を遠ざける[image: ──]nisedho manaso piyehi.　これをパーリ文[image: 註]釈では「父母や仏など、好ましきものに対する怒りを起さないように心を制すること」と解するが、余りにももって[image: 廻]った解釈のように思われるし、一般仏典のうちにも見受けない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九一　三つのところ[image: ──]身とことばと心とを指していう。身・口・意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九二　『ウダーナヴァルガ』三三・六六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九二　祭の火[image: ──]aggihutta＝Skrt. agnihotra.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九三　『ウダーナヴァルガ』三三・七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九三　螺髪[image: ──]ja[image: 〓]ā. 当時のバラモンが螺貝のように髪を結ゆ　うていたことを指していう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九三　真実と理法をまもる人は[image: ……]バラモンなのである[image: ──]これはウパニシャッドにおけるサティヤカーマ（Satyakāma）の物語（Chānd. Up.  IV, 4, 1-5. cf. ŚBr. XI, 5, 4, 1）と同趣意である。この精神は仏教においては特に強調された。『生れによってバラモンなのではない。生れによって非バラモンなのでもない。行為によってバラモンなのである。行為によって非バラモンなのである。』（『スッタニパータ』六五〇）『ひとは行為（kamma）によってバラモンとなり、行為によって王族となり、行為によって庶民となり、行為によって隷民（sudda）となる。』（Utt. XXV, 33.）『シュードラであっても、柔善・真実・徳のうちに常につとめている人を、バラモンだとわたくしは考えます。その人は行為（業）によって再生族となるでしょう。』（MBh. III, 261, 15.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九四　この詩は仏教外の諸宗教における当時の修行者たちのすがたに言及しているのである。外形だけでは内心は浄まらないと説く。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九四　かもしかの皮[image: ──]ajinasā[image: 〓]i.（＝ajina-camma-sā[image: 〓]ikā, Comm.）羚羊かもしかの皮の衣。今日でもインドの行者はかもしかの皮をまとって、うずくまっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九四　密林[image: ──]gahana＝rāgādikilesa.（Comm.）貪欲などの煩悩のことを密林に譬えていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九四　外側だけを飾る[image: ──]parimajjasi.「外を磨き立てる」「光沢つ　やを出す」の意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九五　糞掃衣[image: ──]pa[image: 〓]sukūla. Pa[image: 〓]su（「糞掃」と音写する）とは「塵埃」のことで、その中から拾い集めたボロ切れを洗い、縫い合せた衣をパンスクーラという。もとは出家者はこのようなものを身につけていた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九六　『スッタニパータ』六二〇、なお一〇六三参照。以下第四二三詩までは、『スッタニパータ』六二〇─六四七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九六　「〈きみよ〉といって呼びかける者」[image: ──]原始仏典を見ると、バラモンはゴータマ・ブッダに向って「きみよ！」（bho）といって呼びかけている。ゴータマ・ブッダに対して特別の尊敬を払っていないのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九六　何か所有物の思いにとらわれている[image: ──]（saki[image: 〓]cana）。情欲（rāga）などを所有していることであるとパーリ文[image: 註]解は解するが、しかし原義は、自分が財産や名声など何ものかを所有していると思いなすことを言うのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九六　無一物[image: ──]aki[image: 〓]cana.　何物をも所有しないこと。『スッタニパータ』では特に強調されている。（verses, 176; 455; 490; 501; 620; 645; 1059; 1091; 1094.）パーリ文[image: 註]解には情欲（rāga）などを所有しないことと解するが、語釈としては適切でない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　紐[image: ──]nandi.　結ぶ性質があるので、怒り（kodha）を紐にたとえていう。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　革帯[image: ──]varatta.　縛る性質があるので、愛執（ta[image: 〓]hā）を革帯にたとえていう。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　綱[image: ──]sandāna. 六十二の誤まった見解（dvāsa[image: 〓][image: 〓]hidi[image: 〓][image: 〓]hi 六十二邪見）を綱に譬えていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　手綱[image: ──]anukkama. ひそんでいる煩悩（anusaya）を手綱にたとえていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　門をとざす閂[image: ──]paligha＝Skrt. parigha.（cross-bar, Torbalken）ｒがｌとなっているのも、古代東部インド語の痕跡である。（Lūders: Beobachtungen,  [image: 〓]130.）無明（avijjā）のことをいう（パーリ文[image: 註]解）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九八　めざめた人[image: ──]buddha.　パーリ文[image: 註]解には四諦の理をさとった人と解しているから、崇拝対象としての仏ではなくて、真理をさとった人というほどの意味で、用法としてはジャイナ教など他の諸宗教と共通である。また後代の仏教教学によると、四諦の理をさとるのは小乗の声聞の道であるにすぎないとされていたのに、ここのパーリ文[image: 註]釈には、四諦の理をさとることによってブッダとなり得ると説いているから、初期の仏教思想がまだ[image: 註]釈のうちにも保存されていたのだと解し得るであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九九　罪がないのに[image: ──]adu[image: 〓][image: 〓]ho.　パーリ文[image: 註]解に akuddhamānaso とあり、また[image: 註]解文の前後の文脈から見てナーラダ長老は「怒ることなく」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九九　拘禁[image: ──]akkosa[image: 〓] vadhabandhañ ca.　これは古代東部インド語の対格複数形であるかもしれない。（Lüders: Beoboachtungen,  [image: 〓]216, S. 150.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　『スッタニパータ』六二四に同じ。「怒ることなく[image: ……]」Vajrasūcī, S にも同様に説く。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　つつしみあり[image: ──]vatavanta.　パーリ文[image: 註]解によると頭陀行（dhutavata）を実行している人であるという。つまり少欲知足を行なっているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　戒律を奉じ[image: ──]sīlavanta.　パーリ文[image: 註]解によると、四清浄戒（catu-pārisuddhi-sīla）をたもつことであるという。catupārisuddhisīla[image: 〓]（＝Skrt. catur＋pariśuddhi＋śīla）とは catusa[image: 〓]varasīla ともいい、（１）pātimokkhasa[image: 〓]varasīla[image: 〓],（２）indriyasa[image: 〓]varasīla[image: 〓],（３）ājivapārisuddhisa[image: 〓]varasīla[image: 〓]と（４）paccayasannissitasa[image: 〓]varasīla[image: 〓]とをいう。（Childers: A Dictionary of the Pali Language,  p. 101; Edmund Hardy: Monasticism,  p. 31; Dhammapada,  115; 380; 422.）それらを訳すと、（１）「別解脱律儀」、身と語とに悪をなさないことを誓うこと、（２）「根律儀」、感官を制しととのえること、（３）「正命清浄律儀」、生活を正しくすること、（４）「縁に関する律儀」、生活必需品を節制することである。catupārisuddhisīla という語は、ジャータカ第三八八（vol. III, p. 291.）、Dhammapadatthakathā,  vol. IV, p. 111, ad. v. 375 に出ている。第三七五詩に四種清浄戒の萌芽があると言えよう。清浄戒とは、説一切有部のほうでは四種持戒のうちの第四であり、煩悩の汚れを離れた無漏清浄を守ること（『雑阿毘曇心論』『俱舎論』第一八巻一七右）であって、パーリ仏教で意味するところとは異る。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　欲を増すことなく[image: ──]anussuta＝ta[image: 〓]hāussāva-abhāva, Comm.（ta[image: 〓]hāussodābhāvena anussadam, Paramatthajotikā  ad Suttanipāta,  v. 624.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　身をととのえ[image: ──]danta.　眼・耳・鼻・舌・身・意という六つの器官を制しととのえること。（パーリ文[image: 註]解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇〇　最後の身体に達した人[image: ──]もはや生れ変って次の身体を受けることが無い、との意。（ko[image: 〓]iya[image: 〓] [image: 〓]hitena attabhāvena antimasārīra[image: 〓][image: ……], Comm.）前出第三五二詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇一　『スッタニパータ』六二五に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇一　[image: 蓮]葉の上の露[image: ──]下の汚水に交らないから清らかである。『水の中に生じた[image: 蓮]が水に汚されないように、そのような諸々の欲情に汚されない人[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ。』（Utt..  VII, 27）cf. na karma[image: 〓]ā lipyate pāpakena（B[image: 〓]had. Up.  IV, 4, 28.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇一　錐の尖さきの芥子[image: ──]粘着してとどまることが無いから、執著の無いことにたとえている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇二　『ウダーナヴァルガ』三三・二七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇三　最高の目的[image: ──]uttamattha.　パーリ文[image: 註]解によると、真人の境地（arahatta 阿羅漢果）であるという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇四　『スッタニパータ』六二八に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇四　在家者・出家者のいずれとも交わらず[image: ──]『貪欲なることなく、人に知られずに生き、家なく、所有なく、在家者どもと交際しない人、[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ。』（Utt.  XXV, 28.）『（両親など及び）親戚・縁者との以前からの結びつきを捨て、快楽に耽らない人、[image: ──]われらはかれをバラモンと呼ぶ。）』（Utt.  XXV, 29.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇五　『スッタニパータ』六二九に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇五　強く或いは弱い[image: ──]『スッタニパータ』第一四六詩に対する[image: 註]参照。ジャイナ教でも同様にいう。『動く生きものでも動かない生きものでも悉く知って、三つのしかた（心とことばと身体）のいずれによっても（生きものを）害しない人[image: ──]かれをわれらは〈バラモン〉と呼ぶ。』（Utt.  XXV, 23.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇五　生きものに対して暴力を加えることなく[image: ──]ジャイナ教聖典にも同じ文句が出て来る。（nihāya da[image: 〓][image: 〓]a[image: 〓] pā[image: 〓]ehi[image: 〓], Āy. I, 8, 3, 1.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇六　執著する者ども[image: ──]sādāna.　パーリ文[image: 註]解によると、精神と肉体（五蘊）について「われ」とか「わがもの」とかいって執著することである。（ādāna＝gahana, Comm.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇七　『スッタニパータ』六三一に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇七　芥子粒が[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。『磨かれた金のように汚れや悪を払い落し、愛著と嫌悪と恐怖とを離れた人、[image: ──]かれをわれらは真の〈バラモン〉と呼ぶ。』（Utt.  XXV, 21）cf. MBh. III, 206, 33.　またこの詩に述べられている煩悩はジャイナ教のそれに近い。ジャイナ教では煩悩として rāga, dosa（＝dve[image: 〓]a）, moha, annā[image: 〓]a（＝ajñāna）を挙げている。（Utt.  XXVIII, 20.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇七　隠し立て[image: ──]makkha.　パーリ文[image: 註]解には他人の美徳を隠すことと解している。（paragu[image: 〓]amakkha[image: 〓]alakkha[image: 〓]o makkho）（paragu[image: 〓]amakkha[image: 〓]a, Paramatthajotikā  ad Suttamipāta  631.）しかし仏教一般では自分のあやまちを隠[image: 蔽]することをいう。漢訳では「覆」という。Skrt. mrak[image: 〓]a（『俱舎論』四巻七丁右、Abhidharmakośa  II, 27.）（『俱舎論』二一巻四丁左、Abhidharmakośa  V, 49.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇八　『スッタニパータ』六三二に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇八　真実のことばを発し[image: ──]『正直をたもっている人には、バラモンたる性質も現れる。』（MBh.  III, 212, 12. cf. MBh.  III, 206, 33-34.）『バラモンでない者はこのことを明言しえないはずである。若き児よ。[image: ……]わたしはきみを弟子入りさせてやろう。何となればきみは真実（satya）からはずれなかったからである。』（Chānd. Up.  IV, 4, 1-5.）『怒りの故にも、戯笑の故にも、貪欲の故にも、恐怖の故にも、決して偽りを語らない人（musa[image: 〓] na vayaī）[image: ──]われらはかれを〈バラモン〉と呼ぶ。』（Utt.  XXV, 24.）『怒りと迷いを捨てた人が〈バラモン〉であると神々は知りたまう。この世で真実を語り、師を満足せしめ、害せられても害しない人が〈バラモン〉である、と神々は知りたまう。諸々の感官にうち克ち、徳に専念し、清浄であって、（ヴェーダの）学習を楽しみ、愛欲と憤怒を伏する者が〈バラモン〉である。と神々は知りたまう。』（MBh.  III, 206, 33-35.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇九　『スッタニパータ』六三三に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇九　浄かろうとも不浄であろうとも[image: ──]sudhāsubha[image: 〓].　パーリ文[image: 註]解には説明なし。長井博士は「価値の上から許さるべきは浄、然らざるものは不浄といふ。戒律の偸盗戒からいへば価五マーサカ（五銭）及びそれ以上の物品を盗めば偸盗罪が成立し、四銭及びそれ以下の場合は成立しないことになつてゐる。この文の浄不浄もこの意味であらう」と[image: 註]解しておられる。ただし金銀浄などいうときの浄は kappa であって subha ではないから、なお研究を要するであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇九　与えられていない物を取らない[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。『心のある者でも、心のない者でも、[image: 僅]かの物でも、多くの物でも、与えられていない物を取らない人[image: ──]われらはかれを〈バラモン〉と呼ぶ。』（Utt.  XXV, 25.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一〇　『スッタニパータ』六三四に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一一　『スッタニパータ』六三五に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一一　不死[image: ──]amata. パーリ文[image: 註]解は、これをニルヴァーナ（nibbāna）と解する。また甘露を意味する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一二　『スッタニパータ』六三六に同じ。『ウダーナヴァルガ』三三・二九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一二　執著する[image: ──]ubho sa[image: 〓]ga[image: 〓]. これは古代東部インド語における対格複数形がそのままパーリ文の中に取り入れられたのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓] 203, S. 145.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一三　『スッタニパータ』六三七に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一四　『スッタニパータ』六三八に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一四　障害[image: ──]palipatha＝paripantha. pari- の代りに pali-と書くのは、パーリ聖典にのみ限られ、古代東部インド語の残りである。（Lüders: Beobachtungen,  S. 56; 58.）障害は貪欲など（rāgādi）を意味する（パーリ文[image: 註]解）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一四　険道[image: ──]dugga.　煩悩（kilesa）のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一四　興奮することなく[image: ──]aneja. 興奮（ejā, iñjita）し、情欲に激することが無いの意。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]103, S. 87f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一七　人間の絆[image: ──]mānusako yogo.　パーリ文[image: 註]解によると、身体と五官による欲楽の対象（pañca kāmagu[image: 〓]ā）とをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一七　天界の絆[image: ──]dibbo yogo.　天の世界に住む神々といえども束縛の絆を受けていることをいう。神々といっても、人間よりはすぐれた存在であるというだけで、やはり変化や苦悩を受ける生存者なのである。神々はまだ解脱していない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一八　『スッタニパータ』六四二に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一八　〈快楽〉と〈不快〉[image: ──][image: 註]によると、快楽とは五欲の対象を享楽することであり、不快とは林の中に住もうと熱望することである。（Paramatthajotikā  ad Suttanipāta,  v. 642.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二一　『スッタニパータ』六四五に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二一　前にも、後にも、中間にも[image: ──][image: 註]には、それぞれ、過去、未来、現在のあつまり（khandha 五蘊）についても、と解している。（Paramatthajotikā,  ad Suttanipāta,  645.）「前にも、後にも、中間にも、一物をも所有せず」についてはジャイナ教でも同様のことをいう。（jassa n[image: ’]atthi purā pacchā, majjhe tassa kuo siyā? Āy, I, 4, 4, 3.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二一　無一物で[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。（aloluya, aki[image: 〓]ca[image: 〓]a. Utt.  XXV, 28.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二二　『スッタニパータ』六四六に同じ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二二　牡牛のように[image: ──]ジャイナ教でも同様にいう。『覚者（Buddha＝仏、ジナ）はこれら（の美徳）を明らかにした。それらによってひとは（真の）沐浴者（sināyaa）となる。一切の業（kamma）から離脱した人を、われらは〈バラモン〉と呼ぶ。』（Utt.  XXV, 34.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二二　沐浴者[image: ──]nahātaka＝Skrt. snātaka. sn-の音は東部インドの諸言語では nh-となり、パーリ語では nah-で示される。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]180, S. 133 f.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          補注
        
      

      
        　『ダンマパダ』第一詩、末尾の句をブッダゴーサは dhure yuttassa dhura[image: 〓] vahato balivaddassa pada[image: 〓] cakka[image: 〓] viya と[image: 註]解している（PTS. p. 24）。だから牡牛の車を考えていたのである。
      

      
        　第六詩は、パーリ文[image: 註]釈や従来の諸訳を顧慮したためにこのように訳したが、それを離れて『ウダーナ・ヴァルガ』一四・八と全く同じ意味に解するほうが自然のようである。
      

      
        　第一二八詩の vijjatī（九七ページ注）はパーリ文の Tri[image: 〓][image: 〓]ubh 韻律としてはそのままのほうが型式に合する（Warder: Pali Metre,  pp. 207; 209）ということを今西順吉氏が私信で指摘された。サンスクリットとは異なって、パーリ語では散文ではあり得ない形が韻文では可能であるから、専門家の教示を仰ぎたい。
      

      　

    




    
      
      感興のことば　訳注

    

  
    
      第一章

    

  
    
      
      
        　二　救い主[image: ──]tāyin. チベット訳者は tāyin＝trāyin と解して skyob pa po（救う人、救世者）と訳している。しかし原義は tāyin＝tādi（→tād[image: 〓]ś）で、「そのような立派な人」ということである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]108, S. 92f.; R. Otto Franke: Dīghanikāya. Das Buch der Langen Texte des Buddhistischen Kanons,  Göttingen: Vandenhoeck und Ruprecht, 1913, S. 88, Anm. 2; 104, Anm. 1; 245, Anm. 8.）中村『ヴェーダンタ哲学の発展』五〇〇─五〇一ページ、Isibhāsiyāi[image: 〓],  各節末尾の句参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　四　『ダンマパダ』一四六に対応している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　四　喜び[image: ──]har[image: 〓]a[image: 〓]. パーリ文には hāso（笑い）となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　五　『ダンマパダ』一四九に対応する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        　六　『ジャータカ』第五一〇第一詩に似た文句がある。解釈については Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]105, S. 89f. 参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　この詩の解釈については、Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]232, S. 161 参照。『ジャータカ』第五三八第一〇五詩にも似た文句があるが、リューダースの指摘するように、くずれている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　サンスクリット原文に欠漏が多いので、チベット訳および『出曜経』『法集要頌経』の文を参照して補った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　功労[image: ──]kisaram.論議されることの多い難解な語であり、F. Edgerton（Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary,  p. 184, s. v. kisara）は [image: ‘]difficulty[image: ’] と訳しているが、『法集要頌経』にも『出曜経』にも「功労」と訳しているので、それにしたがい、「苦労して達成したよいこと」の意味に解した。チベット訳の dga[image: 〓] ba は適合しないと思う。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　水面を[image: ……]消えてしまう[image: ──]原文が判然としないので、前掲二漢訳にしたがって訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』一三五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』六〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』六二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　高い地位身分[image: ──]samucchrayā[image: 〓].『出曜経』には「高者」『法集要頌経』には「崇高」と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　善いことをした人々[image: ──]k[image: 〓]tapu[image: 〓]yās. 功徳を積んだ人々。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　道を修して[image: ──]anye tu mārga[image: 〓] bhāvyeha. Tib. [image: ──]gshan dag gis ni lam bsgoms pas. 前後の関係から見ても、原文やチベット文から見ても、「善悪を超えた、汚れの無い道を修する」ことである。ところが倫理的意識の強かったシナ人は「若修善道者」と訳して、「善」ということを強調している。（『出曜経』第二巻、大正蔵、四巻六一九ページ上）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　安らぎに入るであろう[image: ──]nirvāsyanti. ニルヴァーナに入るであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』一二八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　死の脅威のない場所[image: ──]p[image: 〓]thivīpradeśa. [image: ‘]lieu sur terre[image: ’]（Chakravarti）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　智ある人[image: ──]kuśala.「智者」（『法集要頌経』有為品）。Tib. [image: ──]mkhas pa. le sage.（Chakravarti）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　『ダンマパダ』一五一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　そこなわれ[image: ──]vilujyamānā[image: 〓]. [image: “]gequält werdend[image: ”]（Lüders: Beobachtungen, [image: 〓]76, S. 66.）: [image: “]tourmentés[image: ”]（Chakravarti, p. 10）. lujyate は rujyate よりも広い意味をもっているらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二　とどまりはしない[image: ──]na nivartate. 動きのやむことはない。sans s[image: ’]arrêter（Chakravarti, p. 11.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　『ダンマパダ』一四八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　腐敗のかたまり[image: ──]ベルンハルトの刊本にもチャクラヴァルティの刊本にも bhetsyate pūty asa[image: 〓]deha[image: 〓]とあり、チャクラヴァルティは「疑いも無く、腐って、破壊するであろう」（pourrie, elle s[image: ’]effondrera sans aucun doute）と訳している。しかし pūという語根は「浄める」という意味であり、また pūy, pūyati という語は「腐る」という意味であるが、pūti という三人称単数の用例は無い。また asa[image: 〓]deham を「疑いも無く」と解することは文法的に可能であるが、インドの古典ではその意味の場合には asa[image: 〓]śayam が普通である。何となくそぐわないので、やはり古いプラークリット語からサンスクリットに直すときに、異例な形が出て来たのではなかろうか。すなわちチベット訳には rnag gi tshogs とあり、『出曜経』無常品（大正蔵、六二二ページ中）には「形敗腐朽」とあり、またパーリ文『ダンマパダ』（一四八）には pūtisandeho とあり、みな「腐敗のかたまり」と解していたのであるから、他に用例は無いかもしれないが、pūtya という抽象名詞を予想していたのではなかろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』四一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　藁[image: ──]ka[image: 〓]a[image: 〓]gara. パーリ文『ダンマパダ』四一には kali[image: 〓]gara [image: 註]釈には ka[image: 〓][image: 〓]hakha[image: 〓][image: 〓]a, khā[image: 〓]u とある。[image: “]comme un morceau de bois qu[image: ’]on a jeté[image: ”]（Chakravarti）. ラーダークリシュナンの訳には [image: ‘]a burnt faggot[image: ’] と訳すが、何を典拠にしたのか不明である。ワルトシュミットの付記によると、kali[image: 〓]gara はサンスクリットの ka[image: 〓]a[image: 〓]kara（藁。豆の柄）に相当し、ｋがｇとなったのはマガダ語の影響であり、アショーカ王碑文にも見られるところである。（H. Lüders: Beobachtungen,  S. 77, [image: 〓]87.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　『ダンマパダ』二八六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　死が迫って来るのに気がつかない[image: ──]antarāya[image: 〓] na paśyati. 直訳すると「障害があるのを見ない。」しかしブッダゴーサのパーリ文[image: 註]解には、[image: ‘]antarāyan[image: ’] ti [image: ‘]asukasmi[image: 〓] nāma kāle vā dese vā vaye marissāmī ti attano jivitantarāya[image: 〓] na bujjhatī ti（ad. v. 286. vol. III, p. 431）と解しているのに従った。特に『ウダーナヴァルガ』一・三八は無常品におさめられているから、この詩が『ウダーナヴァルガ』に組み入れられたときには、「死が迫って来るのに気がつかない」という意味に解していたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　『ダンマパダ』二八七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　ta[image: 〓] putrapaśusa[image: 〓]matta[image: 〓] vyāsaktamanasa[image: 〓] naram / supta[image: 〓] vyāghra[image: 〓] mahaugho vā m[image: 〓]tyur ādāya gacchati// Mahābhārata,  XII, 169, 17（プーナ校訂本）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　子どもや家畜[image: ──]「子ども」と「家畜」とを並べて最も大切なものと考えるのは、『リグ・ヴェーダ』以来の農耕社会の伝統的な思想である。どちらも重要な労働力だからである。ところが仏教がひろがって商業資本家や手工業者の帰依が多くなると、こういう単純な表現は消失してゆく。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇　『ダンマパダ』二八八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二　生と老いとの究極を見きわめ[image: ──]jātijarāntadarśina[image: 〓]. Tib. [image: ──]skye da[image: 〓] rga ba[image: 〓]i mtha[image: 〓] ma ltos.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二章

    

  
    
      
      
        
          一　思い[image: ──]sa[image: 〓]kalpa. imagination（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』二一五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二一四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五─六　この詩については『ダンマパダ』三四五─三四六およびその両者に対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』二一八と似ているが、かなり相違もある。注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　流れを上る者[image: ──]ūrdhvasrotas. これをチャクラヴァルティは [image: “]Il est au-dessus de l[image: ’]écoulement[image: ”] と訳す。（op. cit. p. 23.）説一切有部の教学では上流般（じょうるはつ）の略であり、三界のうちの最高の場所である非想非非想処（有頂天）まで行ってニルヴァーナに入ることをいう。ūrdhva-srotas（『俱舎論』八巻一五丁左：Abhidharmakośa,  p. 360）（同、二四巻、大正蔵、二九巻一二四ページ中Abhidharmakośa,  VI, 37）それは次のように解せられている。[image: ──]avyavakīr[image: 〓]adhyāna ūrdhvasrotā bhavāgrani[image: 〓][image: 〓]ho bhavati（ibid. p. 360, l . 2.）; ūrdhva[image: 〓] srava[image: 〓]adharmā ūrdhvasrotā〔[image: 〓]〕（ibid. p. 361, 1. 6）しかしここでは後代の完成したアビダルマ教義を予想することは必要でなく、むしろ「迷いの生存の上に出た人」というくらいの意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』二三九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　車大工が[image: ……]切るように[image: ──]「猶如車巧匠善能修治樸」（『出曜経』四巻、大正蔵、四巻六二九ページ下）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　実り窮り無い[image: ──]atyanta[image: 〓] sukham.『無窮楽』（『出曜経』四巻、大正蔵、六二九ページ下）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』三五五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　享楽を妄執するがゆえに[image: ──]bhogat[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ābhir[image: ……]. Tib. [image: ──][image: 〓]dod la sred pa yis.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』一八六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』一八七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　平らかな心で[image: ──]sama[image: 〓] caret. [image: “]möge man gleichmässig seinen Weg dahingehen.[image: ”]（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]235, S. 163.）[image: “]on irait en paix.[image: ”]（Chakravarti, op. cit. p. 29.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　苦しみと[image: ……]を知る人は[image: ──]du[image: 〓]kha[image: 〓] hi yo veda yato nidāna[image: 〓]. Tib. ga[image: 〓] dag sdug bs[image: 〓]al de yi rgyu śes pa. l[image: ’]homme qui sait ce qu[image: ’]est le malheur et quelle est son origin.（Chakravarti, p. 30.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』三四九およびそれに対する[image: 註]参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』三五〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　愛執を捨て去るであろう[image: ──]ベルンハルト本には t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā hy e[image: 〓]a prahāsyate とあるが、チャクラヴァルティ本によって t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā[image: 〓]とよむ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』三三四およびそれに対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』三四一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』三四二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　移りかわる生存に[image: ──]bhavābhave. チャクラヴァルティ（p. 37）は [image: “]à l[image: ’]existence et à la nonesixstence[image: ”] と解するが、それは文法的には可能であるけれども、仏教語としての真の意義ではない。bhavābhava という語は『スッタニパータ』一〇六八などに出て来るが、bhūという語根の reduplication からつくられた語である。それは calācala と同様である。Mā[image: 〓][image: 〓]ūkya-Kārikā  II, 37 におけるこの語をシャンカラは cala（＝śarira）＋acala（＝ātmatattva）と解するが、それは cal の reduplication に由来し、「変転常なき輪[image: 廻]の世界」を意味する。V. Bhattacharyya: The Āgamaśāstra,  p. 46; 中村『ヴェーダーンタ哲学の発展』三六二ページ参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　愛執の消え失せた修行僧[image: ──]t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ayā vibhavad bhik[image: 〓]ur[image: ……].解読しがたいが、チベット訳に dge slo[image: 〓] srid（corr.  sred）pa zil gyis gnon byed pa　（＝bhik[image: 〓]us t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ām parābhavan）とあるのによった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　ときほごされている[image: ──]parinirv[image: 〓]ta. この語はジャイナ教でも用いる。『出曜経』第五巻、愛品、（大正蔵、四巻六三三ページ下）には「寂滅帰二　泥洹一　」と訳しているが、ニルヴァーナの観念をもちこんで解するのは、或る時期以後のことであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』三三五およびそれに対する注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』三三六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』三三七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　みなさんに[image: ──]bhadra[image: 〓] vo. ちょうど bhadante が bhadra[image: 〓] te に由来するのと同じかたちで bhadra[image: 〓] vo というのであろう。『出曜経』第五巻愛品（大正蔵、四巻六三四ページ上）には「諸賢ョ」と訳し、チベット訳には khyed la smra となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『スッタニパータ』七四〇、『イティヴッタカ』一五・一、『アングッタラ・ニカーヤ』vol. II, p. 10 参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　妄執のゆえに[image: ──]āśayā.チャクラヴァルティはāśayāt と訂正して読んでいる。しかし仏教サンスクリットでは単数 ablative が-āで終ることがある。（Edgerton: BHSG. 8. 46, p. 52.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　輪[image: 廻]のうちに行きつ戻りつする[image: ──]文句がよくつながらないが、全体の主文は puru[image: 〓]o[image: ……]eti であろう。一部分は口伝された他の詩句からの混入ではないかと考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　汝は瞬時も空しく[image: ……]憂いにしずむ[image: ──]この部分については『ダンマパダ』三一五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　この苦しみはくり返し退く[image: ──]latā[image: 〓] pipāsām apanīya sarvaśo nivartate du[image: 〓]kham ida[image: 〓] puna[image: 〓] puna[image: 〓]. チベット訳には[image: 〓]khri śi[image: 〓]（＝latā）dra bas（＝sad[image: 〓]śya）khebs byed pa（＝chādayanti）/gdu[image: 〓] bar byed pa（＝tāpayantam）ma btul na　（＝avinīya）/sdug bs[image: 〓]al [image: 〓]di ni（du[image: 〓]kham idam）ya[image: 〓] da[image: 〓] ya[image: 〓]（＝puna[image: 〓] puna[image: 〓]）/rnam pa kun tu（＝sarvathā）ldog mi [image: 〓]gyur（na nivartate）//とあるから、nivartate（退く）が打ち消されているわけで、その原本には否定詞があったと想定される。すなわち、「（愛欲、妄執を）制しないならば、この苦しみが繰り返し起って、決して退くことが無い」というような文章であったのであろう。『出曜経』愛品には「愛苦数数増」（大正蔵、四巻六三五ページ上）、『法集要頌経』貪品には「数数増苦受」（同、七七八ページ下）とあるから、両者の原本には nivartate が nirvartate となっていたのであろう。ともかく現存のサンスクリット本には字句の錯乱があると考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』三三八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　人々[image: ──]prā[image: 〓]in.「生きもの」「いのち有る者」の意であるが、原始仏教聖典のガーターやアショーカ王碑文では実際上「人々」のことを意味している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　愛執は[image: ……]根源[image: ──]etad ādīnava[image: 〓] jñātvā t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]ā du[image: 〓]khasya sa[image: 〓]bhavam〔iti〕. 最後に iti を補って解すると、理解が容易である。t[image: 〓][image: 〓][image: 〓]āが主格であるから、sa[image: 〓]bhavam も主格でなければならぬが、男性名詞の主格が-a[image: 〓]で終ることは仏教サンスクリットのうちに見られる（F. Edgerton: BHSG.  8. 26, p. 50.）。さらに[image: 遡]ると、四諦を述べている定型句のうちにも男性名詞の主格単数が-a[image: 〓]で終っているが、これは古いマガダ語の語法の痕跡であると見られている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　愛欲を離れ、執著して取ることなく[image: ──]vitat[image: 〓][image: 〓][image: 〓]o hy anādāna[image: 〓]. Cf. Dhammapada,  352.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第四章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』二二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』二八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』二五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』二四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』一六七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　地獄[image: ──]durgati.「悪い生存領域」。普通は「悪道」とか「悪趣」とか訳されるが、『法集要頌経』放逸品（大正蔵、四巻七七九ページ上）には「地獄」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』二六および[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』二七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　鹿の母が[image: ……]行く[image: ──]「獅子が鹿の母につきそって行く」のほうが意味は通じ易いと思うが、今は原文のままにしておいた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』三〇九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』三一〇参照。『ウダーナヴァルガ』の文には重複あり、重複を省いて訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　原文は pratiyatyeva tat kuryād yaj jāned dhitam ātmana[image: 〓]/na śāka[image: 〓]ikacintābhir manda[image: 〓] dhīra[image: 〓] parākramet//となっているが、読解極めて困難である。これの相当パーリ文がSa[image: 〓]yutta-Nikāya  I, p. 57; Milinda-pañha,  p. 66 に出ているが、pa[image: 〓]ikacc（pa[image: 〓]igacc[image: ’]）eva ta[image: 〓] kayirā ya[image: 〓] jaññā hitam attano/na sāka[image: 〓]ika（[image: 〓]）cintāya, mantā dhīro parakkame//「自分の益になることであると知り得ることは、これをあらかじめなすべきである。／車夫のような思いによらないで、賢者は熟思して邁進すべきである。」この詩の俗語文をサンスクリットに直したので、変則的なかたちが残っているのである。そのように解して訳出してみた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七─一八　これと似た詩句がSa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 57; Milindapañha,  ed. Trenckner, p. 66～67 に出ている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』二九二・二五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』二九三・二五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』二五九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　『ダンマパダ』一九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　『ダンマパダ』二〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ダンマパダ』三〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　マガヴァト[image: ──]Maghavat.インドラ神、帝釈天のこと。『ダンマパダ』三〇に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　極めてよく把捉している[image: ──]atig[image: 〓]h[image: 〓]āti, rab tu len par byed.（Tib.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　『ダンマパダ』三二七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　つとめはげむ[image: ──]apramāda. これを『出曜経』も『法集要頌経』も「謹慎」と訳している。おのれをつつしむことである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　『ダンマパダ』三一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二　『ダンマパダ』三二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』一六八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　葦の生えている住居[image: ──]na[image: 〓]āgāra.『出曜経』第七巻（大正蔵、四巻六四八下、六四九上）には「華室」、『法集要頌経』放逸品（同上七七九ページ下）には「[image: 蓮]池」と訳している。チベット訳には[image: 〓]dambu[image: 〓]i khyim la とあとあるから、「na[image: 〓]a（＝nala 葦）の家」と解したわけである。Na[image: 〓]a は或る竜王の名ともされている。（Mahāvyutpatti,  3311.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第五章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二一二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』二一〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』二一一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』二〇九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇 （楽きわまって）[image: ……]あわれにも[image: ──]āghādina[image: 〓] paridyūnā.或る写本には aghātina[image: 〓]とあるが、Chakravarti は aghāvin の写誤であるという。cf. Edgerton: BHSD p. 89（āghātin）,  p. 5（aghāvin）,  p. 322 f（parijūna）, p. 325（paridyāna）.『出曜経』念品、八巻（大正蔵、四巻六五一ページ下）〔『法集要頌経』愛楽品（同、七八〇ページ上）もほぼ同様〕に「極レ　楽而害至　　リ、為二　死王一　所レ　録」とあるのを参照して訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』一三〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』二一九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』二二〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　第二二、二三両詩句は、漢訳もチベット訳もなく、もちろん『ダンマパダ』のうちにもないので、後世に挿入されたものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　正しい行ないをなす人[image: ──]samacaryā[image: 〓] ca yaś caret. もともと samacaryāという語はśamacaryā（静かに行ずる）という意味であったらしい。叙事詩にはśama[image: 〓] caret という表現がある（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]235, S. 164, Anm. 1.）。しかしチベット訳には legs spyad spyod byed（正しい行ないをなす）となっているし、また「功徳を積み天国に楽しむ」というこの詩句の構文から見ると「正しい行ないをなす」と解していたのであろう。つまり samacaryāという語の原義は「静かな行ない」であるが、この詩においては「正しいよい行ない」の意味に解されていたのであろうと考えられる。[image: “]qui pratique la vertu[image: ”]（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ダンマパダ』二一七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　自分のなすべきことを行なう人[image: ──]ātmana[image: 〓] kāraka[image: 〓] santa[image: 〓][image: ……]「自分が行動主体である人を[image: ……]。」チベット訳に ra[image: 〓] gi bya ba byed pa la と意訳しているのに従った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　死後には天上に生れる[image: ──]sadgati[image: 〓], Tib. bde [image: 〓]gror [image: 〓]gyur.『出曜経』第八巻、念品（大正蔵、四巻六五四ページ中）に「後生二　於天上一　」とあるのにしたがって意訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　『ダンマパダ』七七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第六章

    

  
    
      
      
        
          四　信仰を[image: ……]善いことである[image: ──]śraddhā sādhu prati[image: 〓][image: 〓]hitā. Tib.:[image: ──]dad la rab tu gnas na legs. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　気をつけている[image: ──]yukto jāgarikāsu. パーニニ三・三・一〇一に対するパタンジャリ[image: 註]解に jāgaryā（覚醒）という名詞があり、パーリ語では jāgariyāという。この語をサンスクリットに直すときに翻訳者が誤って jāgarikāとしてしまったのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]137, S. 108.）cf. jāgarikāyogam anuyuktena, Mahāvastu  III, 145, 14. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　[image: 倦]むことなく暮らしている[image: ──]viharann evam. [image: “]vivant ainsi.[image: ”]（Chakravarti）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　Sa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 13 参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　心の念い[image: ──]citta[image: 〓]. [image: “]pensée[image: ”]（Chakravarti）. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　修養すべきである[image: ──]citta[image: 〓] prajñā[image: 〓] ca bhāvayet. 古代東部インド語の原本には bhāvaye とあったと推定されるが、それは現在分詞である。だから相当文であるSa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 13 では bhāvaya[image: 〓]と現在分詞を使っている。ところが『ウダーナヴァルガ』作者はそれを optative であると誤り解して bhāvayet と訳してしまったのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]229, S. 160.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　つつしみ深く[image: ──]nipaka. [image: “]prudent[image: ”]（Chakravarti）. Bodhisattvabhūmi,  p. 145, l. 23 では nipaka という語は、常に落ち着いていること、常につつしみ深いことを意味するらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　落ち着いておれ[image: ──]sa[image: 〓]prajānapratism[image: 〓]ta[image: 〓]. ベルンハルトはこれを一つの合成語としてつづけている。しかしリューダースは、古典サンスクリットにおいては sa[image: 〓]prajāna[image: 〓] pratism[image: 〓]ta[image: 〓]とあるべきだが、仏教サンスクリットにおいては-[image: 〓]音が pr-の前にあると脱落することがあるのだと説明している（Beobachtungen,  [image: 〓]226, S. 158.）。ちなみに sa[image: 〓]pajāna は [image: ‘]vollbewusst[image: ’] の意であるという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　死んだあとでも[image: ……]知慧をたもち[image: ──]kāyasya bhedāt saprajña[image: 〓]. Tib. [image: ──]lus shig śes rab ldan pa yis.『出曜経』戒品には「終身求法」、『法集要頌経』持戒品には「終身求法戒」と訳しているから、kāyasya bhedāt を「死に至るまで」と解したらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　ときほごされて[image: ──]nirv[image: 〓]ta[image: 〓]. 一般に「ニルヴァーナに達した」の意に解されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　戒しめと[image: ……]知慧[image: ──]śīla[image: 〓] samādhi[image: 〓] prajñā ca. 伝統的には「戒・定・慧の三学」という。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　完き知慧[image: ──]ājñātāvī. チャクラヴァルティ（p. 69）は [image: “]clairvoyant[image: ”] と解するが、はたしてそのように解し得るか、問題である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　煩悩のさまたげなく[image: ──]niraupadhi[image: 〓]. Tib. [image: ──]lus spa[image: 〓]s（身体を捨てて）。チベット訳者は「無余依涅槃」の観念をもちこんでいるのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』二八九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』五四および注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　昼間に咲く[image: ──]vāhnija. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』五五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　ヴァールシカー[image: ──]vār[image: 〓]ikā. jasmin の花。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』五六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』五七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　正しい知慧によって解脱した人々[image: ──]samyagājñāvimuktānā[image: 〓]. [image: “]affranchis par la clairvoyance[image: ”]（Chakravarti）. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』二七六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第七章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二三一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　過ちを犯さないように[image: ──]kāyaprado[image: 〓]a[image: 〓] rak[image: 〓]eta. パーリ文（Dhp.  231）には kāyappakopa[image: 〓] rakkheya とあるが、プラークリット文で恐らく、padosa としるし、なお「怒り」の意味に解していたが、サンスクリットに直すときに-prado[image: 〓]a としたので「過ち」の意味になるのである。[image: “]il faut éviter les fautes du corps[image: ”]（Chakravarti）.『出曜経』学品にも、『法集要頌経』善行品にも「悪行」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』二三二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二三三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』二三四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』三六一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』二八一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第八章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』三〇六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　下劣な業をもった人々[image: ──]nihīnadharma. この場合 dharma とは善悪の行為のむくいをもたらす潜勢力としての業を意味すると考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『スッタニパータ』六五七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『スッタニパータ』六五八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『スッタニパータ』六五九参照
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『スッタニパータ』六六〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　悪い心のある人々は実に噓を言う[image: ──]asata[image: 〓] hi vadanti pāpacittā. [image: “]ceux qui, par esprit de péché, disent ce qui précisément n[image: ’]est pas.[image: ”]（Chakravarti）. チャクラヴァルティは最初の語を asanta[image: 〓]と訂正しているが、しかしプラークリット語では asat を意味して asata[image: 〓]といい、その語形が保存されているのである。そこでこの詩の意味は [image: “]Leute von schlechter Gesinnung allein sprechen was nicht zutrifft, indem sie zum eigenen Tode die Hölle wachsen machen.[image: ”]（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓]237, S. 165.）しかしそれにしても pāpacittāは複数で、vardhate は単数で一致しない。何らかの錯簡であったと考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』一六四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　棘のある[image: 芦][image: ──]ka[image: 〓][image: 〓]akave[image: 〓]u.『出曜経』一一巻誹謗品（大正蔵、四巻六六六ページ中）、『法集要頌経』語言品（同七八一中）には「竹蘆」と訳す。le roseau épineux.　（棘のある[image: 芦]、Chakravarti）ka[image: 〓][image: 〓]aka は「棘」であり、ve[image: 〓]u は普通「竹」をいうが、[image: 芦]を意味することもあるようである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　すでに（他人が）[image: ……]口にするな[image: ──]このように解するほうがチベット訳文を理解し易いと思う。byis pa sdig can smra byed pa/smra ba[image: 〓]i tshe na [image: 〓]chi[image: 〓] [image: 〓]gyur la//gal te smra na gshan spo[image: 〓] na/de dag [image: 〓]phags pa mi gsu[image: 〓] [image: 〓]o//両漢訳は muc を解脱する意味にとって、全然書き換えている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』三六三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　ゆっくりと語り[image: ──]mandabhā[image: 〓]ī. これはパーリ文の mantabhā[image: 〓]ī（Dhp.  363）の書き換えられたかたちであるが、意味は異る。[image: “]qui parle peu[image: ”]（Chakravarti）.『出曜経』誹謗品にも、『法集要頌経』語言品にも「得レ　忠」と訳しているのがそれに当るらしいが、「誠実に語る」という意味に解したのであろうか。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　心が浮わつかないで[image: ──]anuddhata[image: 〓].　「不レ　躁」（『出曜経』誹謗品、『法集要頌経』語言品）『ダンマパダ』三六三に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『スッタニパータ』四五〇Sa[image: 〓]yutta-Nikāya, vol.  I, p. 189. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『スッタニパータ』四五一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『出曜経』、『法集要頌経』の訳を参照して訳した。チベット訳には smras pas pha rol dga[image: 〓] [image: 〓]gyur ba[image: 〓]i とあるから、その原文は abhinandati yayā（vācayā）pāra[image: 〓]というような文章だったのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『スッタニパータ』四五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　真実[image: ──]satyam. チャクラヴァルティは satye と改めて読解している。しかし古代インドの哲学文献では satya とは「真実のことば」の意味である場合が非常に多いから、satyam を arthe ca dharme ca vācam prati[image: 〓][image: 〓]hitām と同格で同義語と解するほうが自然である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『スッタニパータ』四五四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　おだやかな[image: ──]k[image: 〓]ema. この書ではニルヴァーナと同義に解されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第九章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』一七六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』三〇八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一二七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　他人から企まれて[image: ──]paratopakrame[image: 〓]a. parata〔[image: 〓]〕＋upakrame[image: 〓]a という二重のサンディと解した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九 （他人から）掠奪する[image: ──]vilumpate hi puru[image: 〓]o.『出曜経』第一一巻（大正蔵、四巻、六七〇ページ中）には「好取之士」（取ることを好む人）と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』一三六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』六六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』六七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』六八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　嬉しく喜んで[image: ──]pratīta[image: 〓] sumanā.『ダンマパダ』六八に patīto sumano とあり、それがサンスクリットに直されたわけである。patīto は pleased, glad という意味でsumano と同義であるから、（Andersen: Pali Reader,  Glossary, p. 157.）ここの pratīta は、パーリ語の patīta と同義であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』七一およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』二四〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　静かに気をつけて行動しない人[image: ──]aniśāmyacāri[image: 〓]a[image: 〓]. チャクラヴァルティ本には aśāmya cāri[image: 〓]am. Tib. [image: ──]ma brtags byas pa yi すなわち「反省熟考しないで行動した人」の意にとる。「悪生二　於心一　」（『出曜経』行品）、「悪生二　於自心一　」（『法集要頌経』業品）。チャクラヴァルティの訳はむしろ漢訳に近い[image: ──][image: “]I[image: ’]homme à la conduite impure[image: ”].　（p. 107.）帰するところは同じことになろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一〇章

    

  
    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』一七七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　信まことある人[image: ──]śrāddha. ここでは教義を信仰する人という意味ではなくて、「心のすなおな人」の意であろう。『法集要頌経』正信品（大正蔵、四巻七八二ページ上）には「正直」と訳している。[image: “]I[image: ’]homme pieux[image: ”]（Chakravarti）. ただし『ダンマパダ』の相当文（一七七）では dhīra となっているのを、ここでśrāddha と書きかえているのを見ると、『ウダーナヴァルガ』のほうが「信」を余計に重んじていたと言えるかもしれない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『スッタニパータ』一八二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　徳を良く実行したならば[image: ──]Tib. [image: ──]chos la legs spyod bde ba [image: 〓]thob. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『スッタニパータ』一八六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　安らぎ[image: ──]nirvā[image: 〓]a. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　明らかな知慧を得る[image: ──]Tib. [image: ──]de da[image: 〓] de yi śes rab thob. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『スッタニパータ』一八四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　信[image: ──]śraddhā. ここでは夫に対する妻のまごころを「信」にたとえているが、このことは信の性格の解明に役立つ。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』二六一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三〇三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　信仰と知慧[image: ──]信仰（śraddhā）と知慧（prajñā）とが併挙されていることに注意されたし。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　諸の聖者に見えようと願い[image: ──]āryā[image: 〓]ā[image: 〓] darśana[image: 〓] kāma[image: 〓]. ここでは darśanakāma[image: 〓]とあるべきであるが、韻律の関係でこうなっていると考えられる。（ベルンハルト注）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』二四九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』二五〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　好きな人だからといってなじんではならない[image: ──]nānurakta iti rajyeta.　「わたくしは愛されている」と言って、愛してくれている人を愛してはならぬ、という意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一一章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』三八三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　一体に達することができない[image: ──]na[image: ……]ekatvam adhigacchati. これは大乗仏教やヴェーダーンタ哲学を思わせる表現であるが、Sa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 49 の相当文には nekatta[image: 〓] upapajjati となっている。訳には gcig gis ma thob bo,　『不犯牟尼戒、無一願不満』（『法集要頌経』沙門品）とあり、それらの原本には「修行の願いの一つでも達成すること」の意味の文章があったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』三一三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』三一二章。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』三一一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　退けるべきではない[image: ──]svacittam anivārayet. Chakravarti[image: ’]s ed. [image: ──]cittañ ca na nivārayet. Tib. [image: ──]sems ni bzlog pa ma byas par. Cf. citta[image: 〓] ce na nivāreyya, SN.  vol. I, p. 7. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三〇二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　出家の生活は[image: ……]難しい[image: ──]du[image: 〓]pravrajya[image: 〓] durabhirama[image: 〓]. もう一つの解釈はチャクラヴァルティが訳したように「出家の生活を悪く行なうと、それを楽しむことは難しい」と解することも可能である。ただ、次に「在家の生活は困難である」ということを述べているから、対句と解して「出家の生活は困難である」と訳してみた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　心を同じくしない人々[image: ──]du[image: 〓]khāsamānasa[image: 〓]vāsā. ただし『出曜経』沙門品にも、『法集要頌経』沙門品にも「会止して利を同じふすることは難し」と訳しているから du[image: 〓]khā samāna-。と読んだのであろう。この詩句のチベット訳は存在しない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』三〇七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』一六二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　蔓草が[image: ……]まといつくようなものである[image: ──]sālavā[image: 〓] mālutā yathā. この文は恐らく māluvā sālam iv[image: ’] otthata[image: 〓].　（Dhp.  162）というような文章をサンスクリットに改めるときに誤記があったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』二六〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　この詩の訳は F. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary,  pp. 501-502 に出ている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』二六四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』二六五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』三八八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一二章

    

  
    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』二七三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』二七七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　形成されたもの[image: ──]sa[image: 〓]skārā[image: 〓]「諸行無常」というときの「諸行」である。「諸現象」といってもよい。les phénomènes.　（Chakravarti.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』二七八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』二七九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　知って[image: ──]ajñāyai.『ダンマパダ』二七五の相当文には aññāya とあるので、それに従って解した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』二七四・二七六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　生れと老いとの[image: ……]慈しんで[image: ──]jātijarāntadarśī[image: ……]hitānukampī. 　Tib. [image: ──]skye　śi[image: 〓]i mtha[image: 〓] rtogs phan mdsad thugs brtse bas. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　住するために[image: ──]atyantani[image: 〓][image: 〓]hāya. パーリ語など俗語形におけると同じく為格（dative）なのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　区別して知るために[image: ──]anekadhātupratisa[image: 〓]vidhāya. どの辞書にも pratisa[image: 〓]vidhāという語は見当らない。『出曜経』道品には「弁才無数界」、『法集要頌経』正道品は「弁才無辺界」とあるから、これら漢訳の原本には。pratisa[image: 〓]vidāya となっていたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　不死[image: ──]am[image: 〓]ta.『出曜経』一四巻（大正蔵、四巻六八五ページ上）には「甘露」と訳すが、チベット訳には[image: 〓]chi med（不死）となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　諸の思考と[image: ……]捨て去るであろう[image: ──]vitarkā[image: 〓]ś ca vicāritāni ca prahāsyate. 後代の仏教教義学によると、vitarka は粗雑な思考作用で、「尋」または「覚」と漢訳され、vicāra は微細な思考作用で「伺」または「観」と訳される。ここではこの両語が定着し確定する以前の段階を示している。（cf. Itivuttaka  87.）チャクラヴァルティ（p. 149）は vitarka を [image: ‘]les perceptions[image: ’], vicāra を [image: ‘]les doutes[image: ’] と訳しているが、vitarka をこういう意味に解することは工合が悪いけれども、「疑」の意味を含めていることは、すでに漢訳に認められる。以前の[image: 註]参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『テーラガーター』三五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一三章

    

  
    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』七二およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』七三およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』七四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』七四、七五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』七五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　いかなることにもあくせくするな[image: ──]na vyāyameta sarvatra. Tib. [image: ──]thams cad la ni mi rtsol shi[image: 〓].『出曜経』利養品には「不二　自望一　レ　利」、『法集要頌経』利養品には「不愛著一切」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　法による商人として暮すな[image: ──]dharme[image: 〓]a na va[image: 〓]ik caret. Tib. [image: ──]chos la tsho[image: 〓] pa bshin mi spyad（法にもとづいて商人のようには行動するな）商売人が利を求めて行動するようには行動するな、という意味なのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三六五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『テーラガーター』二二九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『テーラガーター』二三〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『テーラガーター』二二八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』三六六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『テーラガーター』一二九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『テーラガーター』一三〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『テーラガーター』一五三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『テーラガーター』一五四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『テーラガーター』一二三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　食物は[image: ……]ためのものである[image: ──]āhāra[image: 〓] sthitaya tu vidyate. Tib. [image: ──]kha zas kyis ni lus dag gnas [image: 〓]gyur ba. 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『テーラガーター』一二四、四九五、一〇五三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一四章

    

  
    
      
      
        　憎しみ[image: ──]drohavarga.『出曜経』には「忿怒品」、『法集要頌経』には「怨家品」、チベット訳には[image: 〓]khu ba[image: 〓]i tshoms. droha は今の日本語の「怨み」よりはもう少し意味が強く、相手を害しようとする気持を含めていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　この詩句は F. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Dictionary,  p. 505 に訳出されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　鷹[image: ──]vīta[image: 〓]sa. サンスクリット文献では一般に「鳥籠」を意味するが、Edgerton（BHSD.  p. 505）は鷹（falcon）と解するが、それは Chakravarti（op. cit. p. 165）が、チベット訳に khra とあるのに従って、[image: ‘]faucon[image: ’] と訳したのに従っているのである。漢訳には vīta[image: 〓]sa は訳されていない。（エジャトンの誤解）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　殺す人は殺され[image: ──]hantāra[image: 〓] labhate hantā. 字義は「殺す人は（あらたに）殺す人を得る。」
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　罵りわめく人は[image: ……]罵られ[image: ──]akro[image: 〓][image: 〓]āra[image: 〓] tathākro[image: 〓][image: 〓]ā. 最初の語はākro[image: 〓][image: 〓]āra[image: 〓]であったか、あるいはその意味に解したのであろう。チベット訳には de bshin gśe bas gśe ba ste とあり、『出曜経』第十六巻、忿怒品には「罵人得罵」（大正蔵、四巻六九五ページ上）、『法集要頌経』怨家品（同、七八四ページ上）には「毀他還自毀」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ジャータカ』第五三八第四〇詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ジャータカ』第四二八第一詩、『律蔵』マハーヴァッガ一〇・三・一、Majjhima-Nikāya,  III, 54 etc. 参照。この詩句は漢訳には見当らないし、教団の分裂に言及しているから、遅れて挿入されたものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　考えるのであるならば[image: ──]manyathā. 仏教サンスクリット特有の二人称複数 optative の語尾である。（F. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar,  [image: 〓]26. 11-16, pp. 132-133.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ジャータカ』第四二八第七詩（vol. III, p. 488）参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　協和[image: ──]sa[image: 〓]gata. I[image: ’]unité.（Chakravarti）漢訳欠。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　この原文には錯簡があるらしい。パーリ文『ウダーナ』五・九（p. 61）には parimu[image: 〓][image: 〓]hā pa[image: 〓][image: 〓]itābhāsā, vācāgocarabhā[image: 〓]ino, yāv[image: ’]icchanti mukhāyāma[image: 〓], yena nītā na ta[image: 〓] vidū ti となっている。（cf. Vinaya, I: X, 3,1.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『テーラガーター』二七五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　われわれはここに努力しよう[image: ──]vayam atrodyamāmahe. Tib. [image: ──]bdag ni [image: 〓]di la brtson parbyed. 漢訳二訳にはこの詩の相当文が無い。『ダンマパダ』六の相当文は『「われらは、ここにあって死すべきものである」と覚悟をしよう。[image: ──]このことわりを他の人々は知っていない。しかし、このことわりを知る人々があれば、争いはしずまる。』といって、「どうせ死ぬのだから」といって諦観的であるが、『ウダーナヴァルガ』（およびチベット訳）では積極的に「努力しよう」と文字を改めている。同じ原始仏教聖典でも南方のパーリ語のものよりも北方所伝のもののほうがいくらか現実肯定的な傾向を示しているが、この特徴はここにも認められる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　かれは、われにうち勝った[image: ──]ajayan mām ajāpayet. 最後の語は ji（勝つ）の使役法の optative 形に a という augment がついて aorist となったものである（F. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar,  [image: 〓]32. 87-90, p. 161.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』三二八、『スッタニパータ』四五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』三二九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』六一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』三三〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一五章

    

  
    
      
      
        
          一　『テーラガーター』五四八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　パーリ文『ウダーナ』五・一〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　過去についても[image: ……]得るであろう[image: ──]labheta pūrvāparato viśe[image: 〓]am. [image: “]il obtiendra tous les degrés de la perfection[image: ”]（Chakravarti）. しかし pūrvāpara は時間的な前後と解すべきであるらしい。Tib. [image: ──]s[image: 〓]a phyi[image: 〓]i khad par rnams ni [image: 〓]thob〔thob-Beckh〕par [image: 〓]gyur.『前利後則好』（『出曜経』惟念品）、『現利未来勝』（『法集要頌経』憶念品）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　パーリ文『ウダーナ』三・五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　安らぎ[image: ──]nirvā[image: 〓]a.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　パーリ文『ウダーナ』七・八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　「わがもの」[image: ……]も存在しないであろう[image: ──]no ca syān no ca me syān. ここでは原始仏教でいう「自我観念」（aha[image: 〓]kāra）と「我がものという観念」（mama[image: 〓]kāra）とを否定しているのである。漢訳文はすっかりくだいているから、はっきりしないが、チベット訳は bdag ñid med ci[image: 〓] bdag gir [image: 〓]dsin pa med となっていることからも確かめられる。教義学的にいうと「我」と「我所」とを否認しているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『イティヴッタカ』四七・二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『イティヴッタカ』四七・三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『イティヴッタカ』四七・一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　眠っている者どもよりは目ざめている者がすぐれている[image: ──]supte[image: 〓]u jāgara[image: 〓] śreyā. チャクラヴァルティはこのように訳しているし、そのほうが意味が通じよい。しかし比較のときには ablative を支配し、supte[image: 〓]u というふうに locative をとることは無い。恐らくプラークリットの『ウダーナヴァルガ』では suptehi に類した形であり、それが古代東部インド語では locative でもあり得たから（cf. Lüders: Beobachtungen,  S. 152, [image: 〓]220-225）、サンスクリットに直す訳者が locative で示したのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』二二六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』二九六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　ゴータマ[image: ──]サンスクリットでガウタマ（Gautama）、パーリ語でゴータマ（Gotama）というが、釈尊の姓をいい、ここでは釈尊のことを意味する。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』二九七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』二九八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』二九九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五Ａ　『ダンマパダ』三〇一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』三〇〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　空[image: ──]śūnyatā. le néant（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　無相[image: ──]animitta. I[image: ’]inconditionné（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』三〇一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　瞑想[image: ──]bhāvanā. le concentration（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　安らぎ[image: ──]nirvā[image: 〓]a.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一六章

    

  
    
      
      
        
          一　『ジャータカ』第四六六第一二詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ジャータカ』第五一第一詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二三六、二三八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』三一六、三一七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一七二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』三八二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』一七三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　パーリ文『ウダーナ』四・九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　死後に[image: ──]mara[image: 〓]ānte. Tib. [image: ──]shi na[image: 〓]a[image: 〓].『出曜経』雑品、『法集要頌経』清浄品には「死而[image: ……]」と訳しているから、つまり「死後に」という意味である。（shi はśi の誤記であろう。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　パーリ文『ウダーナ』四・九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』八七、八八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　Majjhima-Nikāya  I, p. 39; Gāndhārī-Dharmapada  XX, 6（327）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　パルグの行[image: ──]phalgu. 特殊な修行である。Majjhima-Nikāya [image: 註] vol. I, p. 179, l . 1 ff. に説明されている。（Edgerton: BHSD,  p. 396）仏典では断食を行なう特殊の期間をいう（Chakravarti）。phalgu はヴェーダでは「小さな」「ひ弱い」という意味で、古典サンスクリットでは「無意味な」という意味になり、仏典では「虚仮の」という意味に使われる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　ウポーサタ[image: ──]新月・満月の日にまもる斎戒。原文には po[image: 〓]atha となっているが、Edgerton: BHSD.  p. 355 は posatha として出している。仏教サンスクリットでは po[image: 〓]adha として出て来るのが普通であり、ジャイナ教の聖典でもそのようになっているから、マガダ語など東部インドの言語ではその名称で通っていたのであろう。漢訳では音写して「布[image: 薩]」という。ただパーリ文献一般では uposatha といい、それが南アジア諸国では一般に用いられているので、今ここでは「ウポーサタ」という呼称を用いることにした。もとヴェーダでは upavasatha といい、ソーマ祭の前夜祭を称した。その名称がジャイナ教や仏教にとり入れられたのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』三五六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』三五七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』三五八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　おごり高ぶり[image: ──]māna.『出曜経』第十八巻雑品（大正蔵、四巻七〇五ページ下）、『法集要頌経』清浄品（同、七八五ページ中）には「憍慢」「慢」と訳してある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　[image: 〓]a[image: 〓][image: 〓]ha adhipatī rājārajya māne raja svala[image: 〓]/ arakte virajā  bhavati rakte  bālo nirucyate//
      

      
        　右の原文に斜体で示されている語は音が似ているので、語呂合せ（Wortspiel）をしているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　第六の機能[image: ──]『法集要頌経』清浄品（大正蔵、四巻七八五ページ中）には「六識王為主」と訳されているから、「第六識」に近いものを考えていたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　欲情のままになり[image: ──]『法集要頌経』（前掲箇所）には「愛染為眷属」と訳している。「愛染せられたならば、愛染の眷属（rajasvala）となる」という意味なのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　『ダンマパダ』一五〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　そのことを理解するならば[image: ──]tasya tu samayāj[image: ……]『出曜経』雑品（大正蔵、四巻七〇六ページ中）にも『法集要頌経』清浄品（同、七八五ページ中）にも「滅レ　之由二　賢衆一　」と訳しているから、samaya を「聖者のあつまり」と解したのであろう。しかし今はチベット訳文 de dag rtogs na[image: ……]に従って訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一七章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』九一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』一七五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　感官を制御した人々[image: ──]原文に欠漏あり、ベルンハルトはākāśe jivitendriyaā[image: 〓]と補っている。しかし jivitendriyā[image: 〓]を bahuvrīhi として用いることは、サンスクリットの表現として異様である。jitendriyā[image: 〓]と読むべきではないか。『法集要頌経』水喩品（大正蔵、四巻七八五ページ下）に「修行」という語があるのにほぼ対応する。チベット訳には rdsu [image: 〓]phrul gyis ni mkha[image: 〓] la [image: 〓]gro となっているから、その原文はパーリ文『ダンマパダ』一七五におけるがごとく iddhiyā（＝[image: 〓]ddhyā）とあったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一五五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』一五六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一二一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』一二二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　パーリ文『ウダーナ』八・六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　大海原[image: ──]ār[image: 〓]ava. 主として大河の大きな水量のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七 （かれらは[image: ……]実は）[image: ──]『出曜経』および『法集要頌経』によって補う。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　パーリ文『ウダーナ』七・九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　泉をつくる[image: ──]udapāna. un puits（Chakravarti）.『出曜経』水品、『法集要頌経』水喩品には「泉」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』八〇、一四五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　水をみちびき[image: ──]udakena nijanti nejakā. 直訳すると「洗濯する人々は水をもって洗濯する」であるが、あとに namayanti, damayanti という動詞がつづくのにそぐわない。nijanti は nīyanti（skrt: nīyante）, nejaka は neyaka の、それぞれプラークリット形がそのまま現存テクストの中に取り入れられたのであろう。（１）このように理解するほうが、パーリ文『ダンマパダ』の文と一致するのみならず、チベット訳にも対応する。（２）またあとにつづいて出て来る namayanti（矯た　める）、damayanti（ととのえる）という動詞と対ついになって対応することになる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』八二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　正しい教え[image: ──]saddharma[image: 〓].『ダンマパダ』の相当句では dhammāni（諸のことわり）となっているのに、ここでは「正法、正しい教え」となっているのは、外道、異教、あるいは異端の存在を予想しているのであって、仏教の教団的性格がここでは強まっていることを示している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』九五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一八章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』四四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』四五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二八三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』二八四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』二八五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　安らぎ[image: ──]nirvā[image: 〓]a.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』五一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』五二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』四九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』五〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　それが正しかったか[image: ……]反省せよ[image: ──]ātmanas tu samīk[image: 〓]eta samāni vi[image: 〓]amāni ca. Tib,[image: ──]bdag ñid kyis ni rigs pa da[image: 〓]/mi rigs pa la brtag par bya//『法集要頌経』華喩品（大正蔵、四巻七八六ページ上）には「但自観身行　若正若不正」（ただみずから身み　の行ないの、もしくは正しきか、もしくは正しからざるかを観ぜよ）と訳されている。ここでは倫理性の問題がとりあげられていることが解る。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』五三およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』三七七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　バグラ[image: ──]vagura. Skrt.: vakula, bakula. 樹の名。学名は Mimusops elengi. 若い女の口から酒をそそがれて花が咲くといわれる。Mahāvyutpatti には「酔花」と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　情欲と罪過とを[image: ──]rāga[image: 〓] ca do[image: 〓]a[image: 〓] ca.『ダンマパダ』三七七にも同じ句があるが、そこの dosa は「怒り」（＝Skrt. dve[image: 〓]a）「憎しみ」の意味であり、その句がそのまま『ウダーナヴァルガ』にも取り入れられたのである。しかしサンスクリットで do[image: 〓]a は「罪過」「欠陥」の意味である。（チャクラヴァルティは [image: “]la passion et la souillure[image: ”] と訳している。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二、一三　『ダンマパダ』五八、五九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』四七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』四八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』四〇、四六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　陽炎[image: ──]marīci.『出曜経』華品（大正蔵、四巻七一〇ページ下）も、『法集要頌経』華喩品（大正蔵、四巻七八六ページ中）も「野馬」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』四六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　死王に見られない[image: ──]Maccurājā na passati.（Suttanipāta,  1118; 1119）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『スッタニパータ』五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　こちらの岸を捨て去る[image: ──]彼岸に達する、との意。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一Ａ　『スッタニパータ』二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第一九章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』一四四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　勢いよく努め励め[image: ──]ātāpina[image: 〓] sa[image: 〓]vijitāś careta. 単数形と複数形が混じていて相応しないが、恐らくātāpino sa[image: 〓]vegino（Dhp.  144）という複数形の句が古くから伝えられていて、それがここに混じたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』一四四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』九四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　欠点を捨て[image: ──]prahī[image: 〓]ado[image: 〓]āya. チャクラヴァルティ本には prahīnakrodhasya となっているから、古いプラークリットのテクストでは do[image: 〓]a のもとの dosa を「怒り」の意味にとり、「怒りを捨て」と解していたのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』二九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』三二一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　馴らされた馬[image: ──]dānta[image: 〓].『ダンマパダ』（三二一）では象についていうが、ここでは前後の関係から見て、馬について述べているのである。『譬馬調正』（『出曜経』馬喩品）、『譬馬若調平』（『法集要頌経』馬喩品）。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』三二二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三二三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』三八〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二〇章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二二一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　善いことでも[image: ……]言いたてる[image: ──]yat tu rocayati kruddho du[image: 〓]k[image: 〓]ta[image: 〓] suk[image: 〓]ta[image: 〓] tv iti. チベット訳に従って訳した。Tib. [image: ──]ga[image: 〓] khros bdag gis legs byas kyi/ma legs min shes rab smra ba//漢訳『出曜経』恚品には、「作善不善」とあるから、「善いことだ。悪いことだ」とわめき立てるという意味に解したのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　帰趣[image: ──]dvīpa. 直訳すれば「島」である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　弱い人に[image: ……]忍んでやらねばならぬ[image: ──]nitya[image: 〓] k[image: 〓]amati durbala[image: 〓]/『出曜経』二十巻、恚品（大正蔵、四巻七一四ページ上）には「宜常忍羸」（よろしく常にちからよわきものを忍ぶべし）と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　ことわりを省察することもなく[image: ──]dharme[image: 〓]v avavicak[image: 〓]a[image: 〓]a[image: 〓]. 最後の avavicak[image: 〓]a[image: 〓]a という語はどの辞書にも見当らない。チベット訳には skye bo chos la mi mkhas rnams/byis pa yin shes sems kya[image: 〓] sla//とあるので、それに従って訳出した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ジャータカ』第五二二第一七詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』二二四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　乏しきなかから[image: ……]与えよ[image: ──]パーリ文『ダンマパダ』では「請われたならば、乏しきなかから与えよ」となっているのに、『ウダーナヴァルガ』では「乏しきなかからでも自みずから（進んで）与えよ」という。利他的な倫理が積極的になっているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　身がととのえられ[image: ──]samajivin. Tib. [image: ──]rigs pas [image: 〓]tsho ba.『出曜経』にも『法集要頌経』にも「自撿寿中明」とあるのは、自分の生活が正しいかどうかを反省する意味なのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』二二三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　『ダンマパダ』二二二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二一章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』三五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　誰を〔師と〕呼ぶであろうか[image: ──]kam uddiśeyam. Tib. [image: ──]su yis bstan.『自然無師保』（『出曜経』二〇巻如来品、大正蔵、四巻七一六中）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　この詩はベルンハルトの指摘したように、聖典のうちのあちこちに出て来る。Vinaya,  I, 1, 6, 9; Majjhima-Nikāya,  vol. I, p. 171; Mahāvastu  III, p. 326, ll.  19-20; Lalitavistara,  p. 406, ll.  6-7; Catu[image: 〓]pari[image: 〓]atsūtra,  10. 8.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　「勝利者」[image: ──]jina.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　ウパカ[image: ──]もとはアージーヴィカ教徒であった Upaka に対する呼びかけであった。それが東部インドの方言で upaga となり、『ウダーナヴァルガ』の中にそのまま保存されていたのであるが、となえる人はウパカという個人に対する呼びかけとは考えないで「近づく者」という意味に解していたらしい。（cf. F. Edgerton: BHSD.  p. 134）チベット訳にはñe [image: 〓]gro と訳しているから、その原本には Upaga とあったにちがいない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　法輪[image: ──]dharmacakra. 仏教の教えを車輪のような輪に譬えていう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　目につくようなことは無い[image: ──]na prakāśyante.『出曜経』二〇巻如来品（大正蔵、四巻七一八ページ上）に「智人不処愚」と訳し、『法集要頌経』如来品にも同文であるので、それに従って訳した。チベット訳は欠。[image: “]n[image: ’]en font pas ostentation[image: ”]（Chakravarti）.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　Vinaya I, 1, 24, 6-7.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』一八一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『イティヴッタカ』四一・三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一、一二　仏[image: ──]この詩では過去にも未来にも多数のブッダがいるが、現在はただ一人のブッダがいるのみと考えられている。このブッダはジャイナ教の聖者やウパニシャッドの哲人をも意味し得るようなブッダではなくて、現在唯一人のブッダなのである。したがって「仏」と訳しておいた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『イティヴッタカ』三八・一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　自ら現れたもの[image: ──]svaya[image: 〓]bhū. 自分でさとりを開いたので、このように呼ぶらしい。[image: “]qui est né de lui-même[image: ”]（Chakravarti）.後代には形而上学的解釈が施されるようになった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　二つの思い[image: ──]vitarka. チベット訳には rnam rtog と訳すが、『出曜経』二一巻如来品には『思惟二観行』と訳す。（大正蔵、四巻七二〇中）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『イティヴッタカ』三八・三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二二章

    

  
    
      
      
        
          一　チベット訳に legs par thos da[image: 〓] legs spyod da[image: 〓]あり、また『テーラガーター』（三六）類似句に [image: “]sādhu suta[image: 〓] sādhu caritaka[image: 〓][image: ”] とあるので、それにしたがって訳したが、この原文は「聞いて学んだことを正しく行なうことは善い」と訳すこともできる。もしもそうだとすると、『ウダーナヴァルガ』は実行を強調していたことになる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　住むべき家の無いこと[image: ──]aniketatā. この語は「人と交らぬこと」という意味にも解し得るので、『出曜経』には「善好二　閑静一　」と訳し、また『法集要頌経』はそれを譬喩的な意味に解して「無二　煩悩一　」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　正しいことわりにしたがって出家して遍歴すること[image: ──]pradak[image: 〓]i[image: 〓]a[image: 〓] pravrajyā ca. pravrajyāが動詞語根からの派生名詞であるから、pradak[image: 〓]i[image: 〓]a[image: 〓]を副詞的用法と解することができる。『出曜経』に「所行不レ　左」と訳し、[image: 註]解文に「身口意所行常順二　正理一　終不レ　左也」とあるのにしたがった。ただし恐らくこの詩句のもとになったであろう『テーラガーター』（三六）における padakkhi[image: 〓]akamma[image: 〓]は「右まわりの礼をなすこと」「尊敬をこめた行ない」という意味であったであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　病める者にとっての夜のごとくである[image: ──]āturasyaiva śarvarī. Tib. [image: ──]mtshan mo[image: 〓]i nan　（nad ?） pa bshin du byed. チベット訳はāturasya+iva と解していると考えられるので、今はそれに従った。もし古典サンスクリットとして直訳すると、「まさに悩める者にとってこそ夜なのである」となる。しかし『ウダーナヴァルガ』ではチベット訳のような解釈が許されるらしい。XXII, 11 参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　不死の処[image: ──]nirv[image: 〓]ti.『法集要頌経』多聞品（大正蔵、四巻七八八ページ中）に「不死処」と訳されているのに従った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』二三〇および[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　金貨のようなもの[image: ──]jāmbunadasyaiva. 古典サンスクリットならば jāmbunadasyeva となる。二二章二に対する[image: 註]記参照。二五・一二参照。jambu または jambūというのは蒲桃（学名 Eugenia Jambolana など。the rose apple tree）または蒲桃樹をいう。その樹の生えているあたりを流れる神話的な或る河を Jambūnadī（ジャンブー河）という。それは天のガンジス河の分れた七つの支流の一つであり、梵天の世界から降下したという。
      

      
        　Brahmalokād apakrāntā saptadhā pratipadyate/Vasvaukasārā Nalinī pāvanī ca Sarasvatī/Jambūnadī ca Sītā ca Ga[image: 〓]gā Sindhuś ca saptamī//[image: ……]…etā divyā[image: 〓] sapta-Ga[image: 〓]gās tri[image: 〓]u loke[image: 〓]u viśrutā[image: 〓]//（Mahābhārata,  Calc. ed. VI, 243-245; Bombay ed. VI, 6, 47-50; Poona crit. ed. VI, 7, 44-47.）
      

      
        　（pāvanīと Sarasvatīとは同じものを意味する。[image: ──]ニーラカンタ）どのテクストにも Jambūnadīとなっている。さて「ジャンブー川に由来する」「ジャンブー川から産出する」という形容詞を Jāmbūnada といい、特にその河から産出する良質の黄金をいう。仏典では Jāmbūnada と Jambūnada と両方の形が出ている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『テーラガーター』四六九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　わたしを尋ねもとめた人々[image: ──]anvagā[image: 〓]. [image: ──]ye ca ghosena anvagū. cf. Critical Pali Dictionary,  p. 258.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『テーラガーター』四七一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『テーラガーター』四七〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『テーラガーター』四七二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『テーラガーター』五〇〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『スッタニパータ』三二九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『スッタニパータ』三三〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二三章

    

  
    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』三〇五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一〇三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四、五　『ダンマパダ』一〇四、一〇五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　先ず自分の身を正しくせよ[image: ──]ātmānam eva parthama[image: 〓] pratirūpe niveśayet. Tib. [image: ──]bdag ñid da[image: 〓] por rigs par gnas byas nas.　『出曜経』には「先ず自から己れを正しくせよ」と訳し、『法集要頌経』もほぼ同文である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　次いで他人に教えよ[image: ──]この句は、原文に欠落がある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』一五八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』一五九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』一六六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』一六○。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　名声[image: ──]yaśas. 次の注参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　名誉[image: ──]kīrti. 前の詩にある yaśas との区別が問題になるが、両者はしばしば併称される。例えば yaśoghna[image: 〓] kīrtināśanam（Mann,  VIII, 127.）これについて Kullūka の[image: 註]解には jīvata[image: 〓] khyātir yaśa[image: 〓], m[image: 〓]tasya khyāti[image: 〓] kīrti[image: 〓][image: ……]と解している。また『マヌ法典』四・九四にも[image: ……]avāpnuyu[image: 〓] prajñā[image: 〓] yaśaś ca kīrti[image: 〓] ca brahmavarcasam eva ca とあり、クッルーカは jīvanta[image: 〓] [image: “]prajñā[image: 〓][image: ”] yaśo[image: ’]m[image: 〓]tā[image: 〓] ca [image: “]kīrtim[image: ”] adhyayanādisa[image: 〓]panna[image: 〓] [image: “]yaśaś[image: ”] ca prāpnuyu[image: 〓]と[image: 註]解している。こういう区別を理解すると、na me kīrti[image: 〓] pra[image: 〓]aśyeta（Mahābhārata  III, 16945; Böhtlingk-Roth: PW.  II, S. 302）という文章の述べられているわけが解る。そこで結論として言えることは、「名声」（yaśas）[image: ──]人が生存しているあいだの名声、良い評判。「名誉」（kīrti）[image: ──]死後に残る不滅の名誉。ということになる。〔この第一四および第一五詩の漢訳相当文はどの漢訳にも欠けているから、恐らく遅れて作られた詩なのであろう。〕
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　いろいろの幸せ。[image: ──]sukhā[image: 〓]と男性対格となっているのは珍らしい。sukhān〔arthān〕の意味に解したのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　天の世界にあって[image: ──]svarge[image: 〓]u. 複数であるから、ここでは幾つもの天の世界を考えていたのである。古い詩ではたいてい単数である。直前の第一七詩、直後の第一九詩では svarga が単数となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　この詩では前の詩における svarge[image: 〓]u（複数）が svarge と単数になっている。それ以外はすべて同じ。だから日本語に直すと同文になってしまう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　親族[image: ──]jñāti.『法集要頌経』己身品では「親族」、チベット訳には gñen と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　悩みのうちにあって悩まない[image: ──]śokamadhye na śocati.「煩悩中無憂」（『法集要頌経』己身品）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　生存領域[image: ──]durgatī[image: 〓].『法集要頌経』には「悪趣」と訳している。畜生、修羅、餓鬼、地獄をいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　『速かに円寂（ニルヴァーナ）の果〔報〕を証する。』（『法集要頌経』）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二四章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』一〇二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一一〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』一一一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一一二。 
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』一一三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　苦痛[image: ──]vedanā. Tib. [image: ──]tshor ba.一般的には「感受作用」の意味であるが、苦痛を意味することもある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　尽きてなくなる[image: ──]āsravak[image: 〓]aya.『法集要頌経』広説品（大正蔵、四巻七八九ページ上）には「無漏」と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　不動の境地[image: ──]acala[image: 〓] padam. これを『法集要頌経』広説品（大正蔵、四巻七八九ページ中）には「無動句」「無動道」と訳しているが、チベット訳には go [image: 〓]pha[image: 〓] mi gyo ma と訳しているので、後者にしたがって「不動の境地」と訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一 （無垢の）境地[image: ──]araja[image: 〓] padam.『法集要頌経』広説品（大正蔵、四巻七八九ページ中）には「無垢句」と訳している。チベット訳には rdul med go [image: 〓]pha[image: 〓].
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』一一四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』一〇七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　火の神につかえる[image: ──]agni[image: 〓] paricared.「祭二　火神一　」（『法集要頌経』広説品、大正蔵、四巻七八九ページ中）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　祭祀[image: ──]hutam.『法集要頌経』には「祭」（大正蔵、四巻七八九ページ中）「祀」（七八九ページ下）という訳語を用いている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』七〇参照。ただし『ウダーナヴァルガ』のこの詩では「仏を信ずること」をたたえる趣意にして、文章を改めている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　十六分の一にも及ばない[image: ──]na[image: ……]arghati. 直訳すると「十六分の一にも値しない」である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　この詩はチベット訳にも漢訳にも見当らないから、後世における挿入であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇Ｂ　生きとし生けるものどもを憐れむ[image: ──]sattvānukampā.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇Ｃ　前の詩の sattvānukampāの代りにこの詩では prā[image: 〓]ānukampāとなっているが、邦文に訳してしまうと同じである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇Ｄ　二〇Ｂに sattvānukampāとあるところがこの詩では bhūtānukampāとなっている。しかし邦文に訳すと同じことになる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇Ｅ　教えをよく説いた人（の功徳）[image: ──]svākhyātadharmasya. チベット訳は legs par gsu[image: 〓]s pa[image: 〓]i dam chos kyi となっているからほぼ一致する。『法集要頌経』広説品（大正蔵、四巻七八九ページ下）には「知二　法数一　」とあるから、その原文は sa[image: 〓]khyātadharmasya となっていたのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　百年[image: ──]samāśatam. ここの samāは女性名詞で「年」の意味である。ところが『法集要頌経』の訳者はそれを知らないで、「平等」の意に解して「常行平等会」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　生きとし生けるものどもを憐れむ[image: ──]sattvānukampā.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　前の詩における sattvānukampāの代りにこの詩においては prā[image: 〓]ānukampāとなっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　第二六詩における sattvānukampāの代りにこの詩においては bhūtānukampāとなっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　『ダンマパダ』一〇八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　真正なる祭り[image: ──]人間としての正しい実践をいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二五章

    

  
    
      
      
        
          一　『テーラガーター』一〇一八、『スッタニパータ』六六三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『テーラガーター』一〇一九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』七八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ジャータカ』第五〇五第二九詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ジャータカ』第三九七第七詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　堕落してしまう[image: ──]hīyati. 漢訳の『出曜経』（大正蔵、四巻七二八ページ上）にも『法集要頌経』（同、七九〇ページ上）にも「自陥[image: 溺]」と訳しているので、解り易くするため、いちおうそれに従って訳した。しかし直接の語義は「（人格の向上において）遅れてしまう」「とり残されてしまう」つまり「くずれ落ちたままでいる」という意味であるらしい。パーリ語の hāyati は、受動形が自動態（Intransitiv）として用いられる。それはヴェーダの語法を継承しているのである。Delbrück（Altindische Syntax,  S. 109）によると、hāが ablative とともに用いられると [image: “]zurückbleiben[image: ”] の意味になる。（Oskar von Hinüber: Studien zur Kasussyntax des Pāli, besonders des Vinaya-pi[image: 〓]aka.  München: J. Kitzinger, 1968, S. 204-205.）いまこの『ウダーナヴァルガ』においても受動形から Parasmaipada の形がつくられ、それが自動態として用いられているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『イティヴッタカ』七六・五、『ジャータカ』第五〇三第二五詩、第五四四第一〇五詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『イティヴッタカ』七六・六、『ジャータカ』第五〇三第二六詩、第五四四第一〇六詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　タガラ[image: ──]tagara. 植物の名で学名を Tabernoemontana Coronaria という。その植物からつくった香気ある粉末をもいう。「多伽羅」と音写し、略して「伽羅」という。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『イティヴッタカ』七六・二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『イティヴッタカ』七六・四、『ジャータカ』第五〇三第二五、第五四四第一〇四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　毒を塗られた矢[image: ──]śaro lipta[image: 〓].『出曜経』も『法集要頌経』も「毒[image: 箭]」と解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『イティヴッタカ』七六・三、『ジャータカ』第五〇三第二三詩、第五四四第一〇三詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『イティヴッタカ』七六・七、『ジャータカ』第五〇三第二七詩、第五四四第一〇七詩参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　影響されるようなものである[image: ──]phalapu[image: 〓]asyaiva. この形については、同様の例が前にも出ている。二二章二、一一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』六四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』六五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　百の句の意義を理解する[image: ──]直訳すると「百の句を見出す。」『智者尋一句　演出百種義　愚者誦千句　不解一句義』（『出曜経』二二巻、親品）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　『ダンマパダ』六三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　「愚人らとともに住むのは」以下については『ダンマパダ』二〇七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』二〇八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二六章

    

  
    
      
      
        
          一　Sa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 7; Milindapqñha,  pp. 371-372.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　亀[image: ……]がひっこめる[image: ──]これを「蔵六」という。（『出曜経』泥洹品、大正蔵、四巻七三〇下）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　粗雑な思考[image: ──]vitarkitāni.『出曜経』泥洹品にも、『法集要頌経』円寂品にも「意想」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　完くときほごして[image: ──]parinirv[image: 〓]ta.「ニルヴァーナに入った」の意に解されている。Tib. [image: ──]mya [image: 〓]an [image: 〓]das.「滅度」（『出曜経』泥洹品、大正蔵、四巻七三〇ページ下）、「円寂」（『法集要頌経』円寂品、大正蔵、四巻七九〇ページ中）しかしその語義は「覆い（障り）が完全に離脱した」ということである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』一八四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一三三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四 （煩悩をおこす）[image: ──]両漢訳によって補った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一三四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』二〇四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』二〇三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　形成された存在[image: ──]sa[image: 〓]skārā〔[image: 〓]〕『出曜経』泥洹品にも、『法集要頌経』円寂品にも「行」と訳している。「諸行無常」の「諸行」である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　因縁[image: ──]hetu. この語を両漢訳では「因」とも「縁」とも訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　ことわり[image: ──]dharma.『出曜経』泥洹品にも、『法集要頌経』にも「義」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　『ダンマパダ』三六九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　怒り[image: ──]do[image: 〓]a プラークリットの dosa をサンスクリット化したのであるが、意味は dve[image: 〓]a（怒り）と同じである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　これは古い詩であり、聖典自体のなかでいろいろに解釈されている。『テーラガーター』一八〇によって、かつては生存の貪りがあったが、今は無い云々という意味であり、『ウダーナ』六・三ではいろいろの悪について言うのであると解していたようであり、『出曜経』によると、我が　が有るとか、無いとかいう外道の論議についていうと解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　ここでは五蘊のうちの色・受・想・識に言及しているが、行に言及していないから、五蘊の説の確立する以前の段階の思想を示している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　「見たり聞いたり考えたり識別した」と四つ並べることは、すでに古ウパニシャッドにおいてなされているが、この詩はそれを承う　けているのである。etad ak[image: 〓]aram ad[image: 〓][image: 〓][image: 〓]a[image: 〓] dra[image: 〓][image: 〓]r aśruta[image: 〓] śrotr amata[image: 〓] mantr avijñāta[image: 〓] vijñā[image: 〓]r. [image: ──]B[image: 〓]had. Up.  III, 8, 11; ātmā[image: ’]ntaryāmy am[image: 〓]to [image: ’]d[image: 〓][image: 〓][image: 〓]o dra[image: 〓][image: 〓]ā, [image: ’]śruta[image: 〓] śrotā mato mantā, [image: ’]vijñāto vijñātā[image: ──]B[image: 〓]had. Up.  III, 7, 23.なおB[image: 〓]had. Up.  III, 4, 2; IV, 3, 27-31; IV, 4, 2; Chānd. Up.  VII, 9, 1; Praśna-Up.  IV, 9 にはこの四つが挙げられている。Ait. Up.  V, 1; Chānd. Up.  VI, 1, 3 参照。これが仏教にとり入れられて、『スッタニパータ』一〇八六では di[image: 〓][image: 〓]ha-suta-muta-viññātesu という表現がある。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　苦しみと[image: ……]それに至る道[image: ──]ene mene tathā dapphe da[image: 〓]apphe ceti. これはドラヴィダ人の言語の音写である。『法集要頌経』にもチベット訳にも欠けているが、『出曜経』には漢字で音写してある。恐らくタミル語であるらしいが、マイソール州のカナーディー語（Kanā[image: 〓]ī, Canarese）らしい語形もある。（詳しくは Bernhard: op. cit. S. 323-324.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　māśā tu[image: 〓]ā sa[image: 〓]śamā ca sarvatra vira[image: 〓]i tathā. これは或る未開人（Mleccha）の言語で四諦のそれぞれを音写しているのであるが、その未開人の言語というのが何語であるか、不明である。（詳しくは、Bernhard: op. cit. S. 325-326.）邦文に訳すと、一八と同じことになってしまう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二○　『ウダーナ』八・四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二○　身心の軽やかな柔軟性[image: ──]prasrabdhi.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　食物の原因から生じたもの[image: ──]āhāra-netrīprabhava. Tib. [image: ──]zas kyi rgyud las byu[image: 〓] ba yi.「従二　食因縁一　有」（『法集要頌経』円寂品、大正蔵、四巻七九一ページ上）。[image: “]netrī[image: ”] は意義をつきとめ難い語であるが、「因縁」rgyud と訳されているから、「変化しながら連続している原因」をいうのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ウダーナ』八・一参照。na tatra sūryo bhāti, na candra-tārakam, nemā vidyuto bhānti, kuto [image: ’]yam agni[image: 〓]: tam eva bhāntam anubhāti[image: ……].（Kā[image: 〓]haka-Up.  II, 2, 15.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ウダーナ』八・一参照。以下の諸の詩句は後代の中観派（ナーガールジュナなど）の説くところにそっくりである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　『ウダーナ』一・一〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　白い光[image: ──]śuklā[image: 〓].『出曜経』泥洹品（大正蔵、四巻七三五ページ上）、『法集要頌経』円寂品（同、七九一ページ上）には「光焰」と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　そこでは[image: ……]太陽も輝かない[image: ──]『カータカ・ウパニシャッド』二・二・一五参照。前掲第二四詩に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　『ダンマパダ』三五一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　疑いが無く[image: ──]vikanthī. 語幹は vikanthin であろうが、辞書に見当らない。チベット訳には rlon med（未熟であることなく）と訳し、『出曜経』泥洹品、『法集要頌経』円寂品には「越レ　縛」と訳しているのが、それに当るらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　解脱[image: ──]ベルンハルトは pradāna.（特に火に供物をささげること）と補うが、チベット訳に bya[image: 〓] grol go [image: 〓]pha[image: 〓]とあるのに従う。両漢訳には「文句不錯[image: 謬]」。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　卵の膜を破るように[image: ──]両漢訳にしたがった。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　『ダンマパダ』三五四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二七章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二五二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　[image: 賭]博師[image: ──]ベルンハルトの原文には k[image: 〓]tvāとあるが、異本やガーンダーリー本、パーリ文によって kitava[image: 〓]と解するほうが意味が通じ易い。しかし韻律を乱すことになる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』二五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』二四四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』二四五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一七四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　稀である[image: ──]tanuka.『出曜経』観品（大正蔵、四巻、七三六ページ下）にも『法集要頌経』観察品（同、七九一ページ中）にも「尠尠耳」と記している。Tib. ñu[image: 〓].
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　未来に変化する[image: ……]見られる[image: ──]bhavyarūpa iva d[image: 〓]śyate.両漢訳ともに「但見衆色変」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ウダーナ』六・六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ウダーナ』六・六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ウダーナ』六・六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　慢心[image: ──]māna.『出曜経』『法集要頌経』には「慢」「憍慢」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　慢心にへばりつかれている[image: ──]māna-sakta.両訳とも「染著於憍慢」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　努力しても sa[image: 〓]rabdha[image: 〓]. Tib. [image: ──]rtsod par gyur pa.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ウダーナ』六・八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　学ぶことに生きがいを認め[image: ──]śik[image: 〓]āsārā[image: 〓]『出曜経』によると、『「及び諸の所学を学べ」とは、あらゆる衆生が、その技術を学び、乗馬・車を御すること、造作無端にして皆な能く備悉せよ。この行を具する者は、すなはち解脱を得〔という趣意〕なり。』
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　奉仕（看護）を楽しむために[image: ──]upasthānarataye.『出曜経』は『病みて瘦せたる者を瞻視せよ』と訳しているから、「病人を看護すること」と解したのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一 （戒律をまもって）生き[image: ──]jīvino.『出曜経』は『諸の持戒者』と訳し、『或ひは梵志（＝バラモン）にして禁戒を奉持せるもの有り、或ひは烏戒を持して、声を挙げて烏に似せ、或ひは禿梟戒を持して随時に[image: 跪]拝して禿梟の鳴くを効（なら）ひ、或ひは鹿戒を持して声響を鹿に似す』と説いている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　ブラフマンを奉じた生活を送っている人々[image: ──]brahmajīvina[image: 〓].『出曜経』は『梵志の清浄人』と訳し、『かの外道・異学は自ら相ひ謂つて言はく、「それ両両に（＝二種類に）、浄行を行ずる者あり、すなはち〔１〕解脱を得て清浄なる処に至る。〔２〕もしくはまた火・日・月・神珠・薬草・衣服・宮殿・屋舎に事（つか）へ、しかる後にすなはち無為の処に至る」と。』と[image: 註]解している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　一つの極端説[image: ──]eko[image: ’]nta[image: 〓].技術を習ったり、看病をしたり、鳥や獣のまねをしたり、神々につかえ、財産を保全するようなことを、ここではすべて一つの極端説と見なしている。したがって最初期の仏教は、サンジャヤからサーリプッタに至る線の上での実践、つまり東西の懐疑論者たちが行なっていたような「何ごとにもこだわらぬ生活」をめざしていたのであろう。（これは『スッタニパータ』の古層に説くところである。）利他的な慈悲の精神にもとづく活動を強調したのは、少しく時代を経過した後のことであったらしい。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　一一、一二、一三の詩句は、『ウダーナ』六・八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　一一、一二、一三　学ぶことに[image: ……]人々がいる[image: ──]当時の宗教家の生活に言及しているのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　熟知しないで[image: ──]anajñāya. anājñāya の意に解して訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　愚者たち[image: ──]atilīyanti bāliśa[image: 〓].主語と動詞の数が斉合しない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四 （決った）道が存在しない[image: ──]こだわりの無い、いわば懐疑論的な生活態度が見られる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』一七〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』一七一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』一四七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　『ウダーナ』七・三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　過ち[image: ──]vadya.サンスクリット語としては vadya という語は辞書には見当らない。非難さるべきこと、欠点、罪という意味で avadya という語が古くから用いられ、また、欠点のない、罪のない、という意味で anavadya という語も用いる。むしろパーリ語の vajja（←Skrt. varjya）が「避けるべきもの」「罪」「欠点」という意味で用いられていたように、プラークリット語からサンスクリット語に直すときに vadya として、「人からとやかく言われること」「欠点」「過ち」の意味に解したのであろう。この詩のチベット訳では skyon となっている。漢訳は判然としない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　『ウダーナ』七・一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　「われはこれである」[image: ……]無いので[image: ──]これが無我説の原意である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　『ダンマパダ』三四四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　愛欲の園[image: ──]sa[image: 〓]vana.辞書にない珍らしい語であるが、チベット訳には nags tshal（a grove）、漢訳には「園」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　脱している[image: ──]nirva[image: 〓]a という語については、『ウダーナ』一八・三、『ダンマパダ』三四四[image: 註]解参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　『ウダーナ』七・五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　青い幌[image: ……]で覆われ[image: ──]nelā[image: 〓]ga[image: 〓] śvetasa[image: 〓]channa[image: 〓].『出曜経』観品に「青衣白蓋覆」、『法集要頌経』に「青衣白蓋身」とあるのに従った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　幅が一つしなかい車[image: ──]『出曜経』によると、仏の説かれた「微妙の法」のことを言うのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　『ダンマパダ』一八八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二　『ダンマパダ』一八九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三、三四　『ダンマパダ』一九〇、一九一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』一九二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六　『テーラガーター』六一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　吟味して見る[image: ──]anupaśyanāという語は珍らしく、荻原『梵和辞典』（六一ページ）には「観」「循観」という漢訳が挙げられているだけである。中村『仏教語大辞典』三一九ページｃｄには「見」として anupaśyati『中論』二四・一六が出ている。『出曜経』観品（大正蔵、四巻七四〇ページ中）には paśyati, paśyanāを「観」、anupaśyati, anupaśyanāを「重観」と訳し、『法集要頌経』観察品（大正蔵、七九二ページ上）も同様である。チベット訳は前者を mtho[image: 〓] ba, 後者を[image: 〓]dra ba mtho[image: 〓]〔ba〕, [image: 〓]dra mtho[image: 〓]と訳している。そのほかPrasannapadā,  p. 63, l . 6 にはĀryaratnacū[image: 〓]aparip[image: 〓]cchā の引用として、[image: “]iya[image: 〓] kulaputra〔bodhisattvasya〕citte cittānupaśyanā sm[image: 〓]ty-upasthānam iti[image: ”] という。そこで結論として、paśyati は現象界の知覚されるすがたをそのまま見ることであり、anupaśyati とは、現象界の知覚されたすがたを、はたしてそのとおりであるかどうかさらに吟味して見る、例えば美女は美しく飾られて見えるが、その内部は穢れたものではないかと、さらに吟味して観ずるという意味ではなかろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇　明らかに見る[image: ──]prapaśyan[image: ……].『出曜経』にも『法集要頌経』にも「妙観」と訳す。チベット訳には rtogs となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一　多分に大乗仏教の空観、例えば『般若心経』を思わせる思想である。この詩は両漢訳にも欠けているから、後代に挿入されたものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一 （無明に）[image: ──]原文には yena[image: ……]となっているから、avidyā（無明）という女性名詞を考想していたのではないが、無明に相当する何らかの原理を想定していたのであろうと考えられる。『出曜経』では「冥」という語で表示している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二八章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』一八三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　善いことを行ない[image: ──]kuśalasyopasa[image: 〓]pada[image: 〓].サンスクリット語では sa[image: 〓]pada が名詞として使われることは無く、sa[image: 〓]pad,または sa[image: 〓]padāであり、また upasa[image: 〓]pada という名詞は無く、upasa[image: 〓]padāという女性名詞を用い、しばしば僧侶となるための得度式の意味に用いる。だから『ウダーナヴァルガ』にはしばしばこのように異例の語が出て来るのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　仏[image: ──]buddhasya.パーリ文『ダンマパダ』一八三でも、ジャイナ教のIsibhāsiyāi[image: 〓] （XXVIII, 4）でも buddha は複数形で示されていたから（中村『原始仏教の成立』三八一ページ）、ブッダは幾人もいて差支えないのであり、その場合のブッダは仏教外の聖者をも含めて解し得るものであった。ところがこの『ウダーナヴァルガ』の詩ではブッダは単数で示されている。確立したアビダルマ教学によると、一つの三千大千世界に現在の時期においては一人のブッダしかいないのである。ここに示されているブッダは仏教の「仏」であり、仏教外のブッダを意味するものではあり得ない。つまりこの時代には既成宗教としての仏教教団の権威が確立していたのである。ところでカローシティー文字の銘文（No. 510）では buddhana śasa[image: 〓]na と複数で示されている。（Lambert Schmithausen: Zu den Rezensionen des Udānavarga[image: 〓], Wiener Zeitschrift für die Kunde Süd-und Ostasiens,  XIV, 1970, S. 79.）したがって『ウダーナヴァルガ』（シュミトハウゼンによると Rezension 1）において単数に書き換えられたのはかなり後代になってからのことであろう。ちなみにガーンダーリー語の『ダンマパダ』においては、この詩は見当らず、buddha は単数形も複数形も用いられている。（John Brough, ed.: The Gāndhārī Dharmapada,  Oxford University Press, 1962, vv. 43; 263, pp. 124; 160.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ウダーナ』八・五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　怒り[image: ──]do[image: 〓]a.もとサンスクリットの dve[image: 〓]a（怒り、憎悪）に相当するプラークリット語の dosa が古い仏典に用いられていたが、その詩をプラークリットからサンスクリットに改めるときに、do[image: 〓]a としたのである。しかしそれを「怒り」の意味に解していたことは疑いない。『出曜経』悪行品（大正蔵、四巻七四一ページ下）、『法集要頌経』罪障品（大正蔵、四巻七九二ページ上）で rāga-do[image: 〓]a-moha を「欲・怒・癡」と訳していることからも知られる。（この三つを三毒という。根本的な煩悩である。）チベット訳は一々明示していない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ウダーナ』八・七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　智者[image: ──]vedaka.『出曜経』も『法集要頌経』も「智者」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　鷺[image: ──]krauñca.『出曜経』も『法集要頌経』も「鶴」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ウダーナ』五・六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』二〇五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』三九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　心が煩悩に汚されることなく[image: ──]『ダンマパダ』三九に対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　善悪のはからいを捨てた[image: ──]原文には pu[image: 〓]yapāpaprahī[image: 〓]asya（善悪のはからいを捨てて）とあるのに、両漢訳には「以レ　善永滅レ　悪」となっている。これを受け入れた当時のシナ人は倫理的であったために、内容を改めてしまったのであろう。この特徴は『ダンマパダ』と漢訳『法句経』との関係についても見られる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』七六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　罪過[image: ──]vadya.これについては第二七章二七に対する注記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　善いことがあり[image: ──]śreyo  bhavati. Tib. [image: ──]legs par [image: 〓]gyur.両漢訳には「安隠」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『テーラガーター』二・一〇〇六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』一二五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ジャータカ』第二二二第二詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』一六五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　宝石[image: ──]aśmama[image: 〓]i.両漢訳には「純鋼」と訳している。aśmama[image: 〓]i という語は大辞典の類に見当らぬので、語義不明である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　錬磨[image: ──]abhimathnāti.両漢訳とも「鑽」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ウダーナ』五・三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　『ダンマパダ』一二三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　同行する仲間が少いのに[image: ──]Tib. [image: ──]grogs ñu[image: 〓].両漢訳には「伴少」。刊行者が何故 alpaśāstro と還元したか、理由不明。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』一二四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』一六三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　ためになることで、しかも健全なこと[image: ──]yad vai hita[image: 〓] ca pathya[image: 〓] ca.両漢訳ともに「施レ　善布二　恩徳一　」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ウダーナ』五・八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』六九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』一一九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』一二〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』一一七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　『ダンマパダ』一一八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　『ダンマパダ』一一六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六─二九　『ダンマパダ』一三七─一四〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　『ダンマパダ』一五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　iha pretya ca（Mahābhārata,  Poona critical ed. XII, 196, 19.）.この表現は『スッタニパータ』には見当らない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』一六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第二九章

    

  
    
      
      
        　「ひと組みずつ」（Yuga）というのは、対になっている二つの詩が合して、一つのことがらを説いているのである。漢訳『法句経』では「双要品」となっており、『出曜経』では「[image: 〓]要品」、『法集要頌経』では「相応品」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　螢[image: ──]原文にはただ k[image: 〓]mi とあるだけであるが、夜の虫、つまり螢のようなものをいうのであろう。『出曜経』にも『法集要頌経』にも「夜光」とあるから夜光虫と解したのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　まこと[image: ──]sāra.『出曜経』双要品には「牢」、『法集要頌経』には「堅」と訳す。『法句経』には「真利」と記している。本当にためになること、と解したのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』一二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ウダーナ』六・九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ウダーナ』五・七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』九およびそれに対する注釈参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』一〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』二六三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　憎しみ[image: ──]do[image: 〓]a.プラークリット形から直された詩であるから、dve[image: 〓]a の意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』二六二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』三二五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　食物を得ても[image: ──]labdhvā bhojanamātrajānata[image: 〓].パーリ聖典の類句には
      

      
        　manujassa sadā satīmato, matta[image: 〓] jānato laddha-bhojane/（SN.  vol. I, pp. 81, 82.）
      

      
        とあるから、サンスクリット文を
      

      
        　bhojanamātra[image: 〓] jānata[image: 〓]
      

      
        と改めると、文法的につづきが良くなる。チベット訳には rtag tu kha zas kyi ni tshod śes pa となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』七およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　目ざめているときに[image: ──]異本には「信念あり」（śrāddha）となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』九九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』九八。一八　森[image: ──]ara[image: 〓]ya＝viviktadeśa.（Nilaka[image: 〓][image: 〓]ha ad Mahābhārata  XII, 175, 25＝Poona Critical ed. XII, 169, 23.）「淋しい林」とでも訳すべきか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』三〇四。一九　高山[image: ──]山や丘を意味する語として giri, parvata などがあるが、giri は大きな山を、parvata は小高い丘を意味するらしい。
      

      
        　その例として『ジャータカ』（No. 228, v. 1）に
      

      
        　tayo giri[image: 〓] antara[image: 〓] kāmayāmi pañcālā kuruyo kekake ca.
      

      
        という詩句があるが、リューダース遺稿刊行者によると、
      

      
        　,drei（Reiche）zwischen den Bergen begehre ich, Pañcāla, Kuru und Kekaka.[image: ’]
      

      
        という意味である。
      

      
        　antara[image: 〓] はサンスクリットの antarāに相当し preposition であり、giri[image: 〓]を支配しているから対格複数であり、古代東部インド語の痕跡である。右の詩は訳すと
      

      
        　『山々（giri）のあいだでパンチャーラとクルとケーカカという三つの（国）を、われは欲する』
      

      
        となる。ところが後代のパーリ[image: 註]釈家はマガダ国の古代東部インド語を忘れてしまったので、文法的におかしいと思い、tayo girīと直して「三つの山々のあいだで」と読んでしまった。（tattha [image: ‘]tayo girin[image: ’] ti [image: ‘]tayo girī,[image: ’] ayam eva vā pā[image: 〓]ho, Jātaka,  vol. II, p. 214, l. 12.）しかしこの読み方は正しくない。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓] 208, S. 147.）
      

      
        　ところで風土学的に注目すべきことは、北海道を除いた日本国よりも広いであろうウッタルプラデーシュ州に山岳（giri）が全然なくて、そのまわりをヒマーラヤ山脈やヴィンディヤ山脈の山岳が包んでいて、その中間にいろいろの国々があったのである。少くとも当時の人々はこのような巨大な山岳を giri とよんでいたことがわかる。登って日帰りのできるような山々は、parvata（Pāli: pabbata）と呼んでいた。そうして『ダンマパダ』や『ウダーナヴァルガ』には giri という語が出て来ないから、初期の仏教徒の生活圏には大きな山岳は無かったと考え得るための一つの根拠が存する。（ただしこれはどこまでも相対的な問題であり、Udayagiri などは、ゴータマ・ブッダの時代にもやはりそのように呼ばれていたのではないか、と考えられる。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『テーラガーター』四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』三二〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　わたしは[image: ……]喜ぶこともない[image: ──]この最後の句は nandī ca vibhavena me とあるが、vibhave na と切って読むべきである。チベット訳には最後の一行が de bas srid la m[image: 〓]on mi dga[image: 〓]/srid pa[image: 〓]i [image: 〓]byor thob dga[image: 〓] ba med//となり、否定がつづいている。この詩全体が bhava と vibhava と両方の意義を否認していると解するほうが、全体として筋が通るであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　『ダンマパダ』九七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　何ものをも信ずることなく[image: ──]aśraddha.仏教が出現した当初の思想を受けているのであろう。assaddha.（Dhammapada  97.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ダンマパダ』二九四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四 （「妄愛」という）[image: ──]以下括弧内は『ダンマパダ』に対する[image: 註]釈から補った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四 （戒律と邪まな見解という）[image: ──]『出曜経』二六巻（大正蔵、四巻七五〇ページ下）によって補った。ここで「戒律」というのは仏教外の諸宗教の戒律をいうのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』九二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　『ダンマパダ』九三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三　『ダンマパダ』八五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　『ダンマパダ』八六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』九〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　気高い人[image: ──]tāyin.漢訳もチベット訳も訳出していないので、原義にしたがって訳出した。「あのような立派な人」という意味である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六　軛や束縛からは解放された[image: ──]mukto yogais tathā granthai[image: 〓]. Tib. [image: ──]sbyor da[image: 〓] mdud pa las grol bas.漢訳は欠けている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　『ダンマパダ』二五一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　『ダンマパダ』二五四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　外面的な[image: ……]存在しない[image: ──]śrama[image: 〓]o nāsti bāhyaka[image: 〓].チベット訳は phyi rol pa la dge sbyo[image: 〓] med（外道には沙門なし）と解しているが『法集要頌経』相応品（大正蔵、四巻七九三ページ下）に「沙門無外意」と訳しているほうを取る。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇　『ダンマパダ』二八二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一　悪いことをするよりは[image: ──]kuk[image: 〓]tāc の k[image: 〓]tāc はもと古代東部インド語では k[image: 〓]tam（ablative）とあったことが推定される。（L. Alsdorf: Kleine Schriften,  S. 67.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四三　『ジャータカ』第五三七、第一二二詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　『ジャータカ』第五三七、第一二三詩。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　仙人[image: ──][image: 〓][image: 〓]ayor. [image: 〓][image: 〓]ayo と訂す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四五　『ダンマパダ』二二七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四六　『ダンマパダ』二二八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四七　『ダンマパダ』二二九参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四八　『ダンマパダ』二三〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四九　『ダンマパダ』八一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五〇　『ウダーナ』七・六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五〇　しっかりとした人[image: ──]dhīra.『出曜経』も『法集要頌経』も「健者」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五一　『ウダーナ』七・七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五二　『ダンマパダ』一七九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五二　何人も[image: ──]直訳すると、「ブッダの勝利はいかなる人にも従い行くことが無い」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五三　『ダンマパダ』一八〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　『ウダーナ』七・六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五六　『スッタニパータ』七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五六　未だ渡らぬ聖河合流霊域におもむく[image: ──]atīr[image: 〓]asa[image: 〓]gam eti. sa[image: 〓]ga とは幾つかの大河の合流地点で、ヒンズー教では特に神聖な霊地とされている。モニエル・ウィリアムズやベートリンクの大辞典には見当らず、[image: 僅]かにアープテーの辞書に Adhyātma-Rāmāya[image: 〓]a 7. 5. 31 の用例が出ているが、ヒンズー教ではありふれた語義である。（もしもそう解し得るなら、ここではどこまでも譬喩的意義においてである。）しかし、この句は後代になって書き換えられたもので、原文はかなり異なっていたらしい。その証拠には二つの漢訳とチベット訳とが一致し、現存サンスクリット文とは相違している。
      

      
        　『亦無過色想　四応不受生』（両漢訳）
      

      
        　kun tu sbyor da[image: 〓] gzugs da[image: 〓] [image: 〓]du śes [image: 〓]das/ rnal [image: 〓]byor bshi  da[image: 〓] bral la skye ba med//
      

      
        原文には確かに「四」という語があったにちがいないが、『出曜経』の説明文では判然とせず、『国訳一切経』本縁部十一（一三二ページ）の[image: 註]解では「好醜是非か」としるしている。ともかく原文がくずれて伝えられたにちがいない。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五七　『ダンマパダ』三四八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三〇章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』二〇一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』二九一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ダンマパダ』一三一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ダンマパダ』一三二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』一六九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『テーラガーター』三〇三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　原文には alpāpi santo bahavo jayanti susa[image: 〓]vidhāne na sa[image: 〓]vidhānam/とあるが、bahavo をどう解するか、はっきりしない。今はパーリ文の相当句にしたがって解釈した。
      

      
        　appāpi santā bahuke jinanti/ appam pi ce saddahāno dadāti/ ten-eva so hoti sukhī parattha/　（Sa[image: 〓]yutta-Nikāya,  vol. I, p. 20; Jātaka,  vol. III, p. 472.）
      

      
        　サンスクリットの男性形対格複数ならば bahūn となるはずであるが、パーリ語ならば、bahūまたは bahavo であるから、『ウダーナヴァルガ』の原型のプラークリット文で bahavo（対格）であったのをそのままサンスクリット文にとり入れてしまったのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　原文は難解なところあり、チベット訳にしたがって訳した。漢訳は欠。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　できないであろう[image: ──]na śakti[image: 〓][image: 〓]hā[image: 〓]. cf. Edgerton: Buddhist Hybrid Sanskrit Grammar,  32. 46, p. 157.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一三　『ダンマパダ』七九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一四　執著せず[image: ──]anupādāya nirv[image: 〓]tim.この nirv[image: 〓]ti という語は後代にはしばしば nirvā[image: 〓]a と同義に解される。『出曜経』楽品（大正蔵、四巻七五五上）には「無為」と訳している。しかしチベット訳の原本には nirv[image: 〓]tti[image: 〓]とあったのではなかろうか。[image: ──]ga[image: 〓] shig skye med dga[image: 〓] ba da[image: 〓].あるいは anutpādāya となっていたのであろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ウダーナ』二・一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　離れている[image: ──]viveka. Tib. [image: ──]dben pa.『出曜経』二七巻（大正蔵、四巻七五五ページ上）、『法集要頌経』（大正蔵、四巻七九四ページ下）には「念待」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　殺さない[image: ──]avyāvadhya.仏教特有の名詞である。cf. Edgerton: BHSD.  s. v. avyābadhya, avyāvadhya, p. 79.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ウダーナ』二・一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』三三三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　意義と趣旨[image: ──]artha.両漢訳とも「義趣」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』三三二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　『ダンマパダ』一九四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二二　仏[image: ──]buddhasya.単数である。パーリ文『ダンマパダ』でも、ジャイナ教の所伝でも buddha は複数なのに、ここでは単数に改められているのは、一つの三千大千世界に同一時には一人しかブッダは現われないという思想が徹底したためであろう。釈尊の超人性、宗教性がたかめられたためと考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　真人[image: ──]arhanta[image: 〓].両漢訳とも「真人」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　岸に下りてゆく階段の整備されている河[image: ──]sūpatīrtha.ベナレスの河岸（ghat）のようなものを考えていたのである。ベートリンク・ロート『梵独大辞典』には mit einem guten Steg zum Wasser versehen と解し、sūpatīrthā nadīの典拠として Mahābhārata 3, 11353;5, 5176; 11, 804 を挙げている（モニエル・ウィリアムズもこれに従う）。ヒンズー教のこういう宗教的習俗を前提として『ウダーナヴァルガ』は述べているのである。ところで習俗を異にしているシナ人には理解のできないことであった。そこで「駃水清涼」と訳している。（『出曜経』二七巻、大正蔵、四巻七五六ページ上）しかし大平原の濁った大河水を見ている後代のシナ人にはどうもピンと来ないものがあったのであろう、『法集要頌経』四巻（大正蔵、四巻七九四ページ下）では伝統的倫理思想をもちこんで「徳水清涼」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』二〇六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　『ダンマパダ』二〇七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　『ダンマパダ』一九三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　すべての欲望を断ち[image: ──]āśāstayaś chitvā. āśāstaya[image: 〓]はパーリ語ではāsattiyo（Vinaya  II, 156, 27 etc.）という語に相当し、サンスクリットに直せばāsakti であらねばならぬが、サンスクリットに直す時に、誤ったのである。ここではā-śās の原義に従って訳した。（cf. Edgerton: BHSD.  p. 109, s. v. āśāsti.）チベット訳には sred pa,両漢訳には「不祥（の）結」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　心が清らかに静まって[image: ──]両漢訳には「清徹」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三〇　『ダンマパダ』二九〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　『ウダーナ』二・二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三四　『ダンマパダ』三三一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　三五、三六の両詩は、『ウダーナ』八・一〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　打たれて[image: ──]ayoghanahata.両漢訳にしたがって解した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　『ウダーナ』二・一〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三八　『ウダーナ』二・五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇　何ものももっていない人々は知慧の徳をもっているからである[image: ──]vedagu[image: 〓]ā hi janā hy akiñcanā[image: 〓]. vedagū（vedagu ?）はもともと「ヴェーダを知れる人」という意味であったが、原始仏典やジャイナ教の聖典の古い詩では、真理を知れる者、知慧ある者の意味で用いられていた。最初期の仏教においてこそヴェーダとの連想が必要であったが、仏教が盛んになるとその必要がなくなり、散文の部分では一般に用いられなくなった。そこでその意味も判然としなくなり、その具格形 vedagunāから「veda の美徳をそなえている」という意味の vedagu[image: 〓]ā[image: 〓]という複数主格の形をつくり出したのであろうと考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四二　『ウダーナ』二・九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四三　『ダンマパダ』一九九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四　ミティラー市が焼けているときにも（ここでは）何も焼けない[image: ──]これは『マハーバーラタ』（一二・一七・一九、一二・一七八・二、一二・二一九・五〇、一二・二七六・四）の文句でミティラー王ジャナカの言とされている。シャンカラがこの言を伝えている（ad B[image: 〓]had. Up.  I, 4, 15. p. 190, l . 7, AnSS）のは当然であるが、ほぼ同じ文句が Mahājanaka 王の言として仏典のうちにも現われている（Mahājanaka-Jātaka Jātaka,  Vol. VI, p. 54）。またジャイナ教でも伝えている。（Uttarajjhāyā  IX, 14）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四五　『ダンマパダ』一九八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四七　『ダンマパダ』一九七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四九　『ダンマパダ』二〇〇、『ジャータカ』第五三九第二四八詩、『サンユッタ・ニカーヤ』vol. I, p. 114.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五〇　身体を自分と見なす（見解に）とらわれることなく[image: ──]satkāyenopani[image: 〓]śritāh. upani[image: 〓]śritā[image: 〓]は upaniśrita の誤記である。（F. Edgerton: BHSD.  p. 307.）しかしそれでも意義は通じない。これは satkāye na+upaniśritā[image: 〓]と切って解すべきである。プラークリットの原本には恐らく sakkāye とあったのであろう。それは svakāye の意味であったが、サンスクリットに直す人は satkāye すなわち有身見を表示していると解したのである。ともかく切って解するならば、「意身無所猗」（『出曜経』楽品、大正蔵、四巻七五八ページ中）に対応することになる。（チベット訳ではこの語を訳出していない。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五一　『ウダーナ』二・四
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五一　林[image: ──]grāme ara[image: 〓]ye.『出曜経』第二七巻（大正蔵、四巻七五八ページ中）に「村野」と訳しているのは適訳である。英語の梵和辞典に vana を[image: ‘]forest[image: ’]と訳し、梵独辞典に[image: ‘]Wald[image: ’]と訳し、次いで英和辞典や独和辞典に、これらの語が「森林」と訳されているので、次いでインドは暑い国だからといって、熱帯の密林を連想して翻訳すると、大変な誤解になる。インドの vana は樹木がまばらに生えている野である。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五一　触れられる事物[image: ──]sparśa.漢訳仏典では普通「触」と訳すが、六境の一つであって、触れられる対象（spra[image: 〓][image: 〓]avya）のことをいう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五二　『ダンマパダ』八三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五二　いかなるところにあっても[image: ──]sāpatrapā[image: 〓].もしこのまま解釈すれば「恥じるところあり」であるが、前後の関係にどうもそぐわない。パーリ文『ダンマパダ』八三には sabbattha ve とあるから、それのサンスクリット形の sarvatra vai が誤記されて、右のようになったのであろう。『出曜経』には「所在」とあり、チベット訳には hjig rten [image: 〓]di na とあるから、写本とは全く相違し、わたくしの推定に近い。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三一章

    

  
    
      
      
        　心[image: ──]Cittavagga.「心」に関する教えをあつめてある。『法句経』では「心意品」と題している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』三五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』三四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　vārijo vā.もとのプラークリットで va（＝Skrt. iva）とあったのを、このように訳したのであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ダンマパダ』三二六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』一五三参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』一五四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八Ａ　『ダンマパダ』三七。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』四二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』四三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一一　『ダンマパダ』一三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』一四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二三　『ダンマパダ』一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ダンマパダ』二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二六　よく説かれた[image: ……]知る人は[image: ──]この詩句は両漢訳には存しないし、前後のつながりがはっきりしないから、後で挿入されたものであろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二八　『ダンマパダ』三八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　『ダンマパダ』三三九およびそれに対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一　『ダンマパダ』三七一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三二　『ダンマパダ』二八〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三三　微細な思考[image: ──]vitarka に粗大なものと微細なものとを認めている。後代のアビダルマ教学では vitarka（尋）は粗大な思考作用、vicāra（伺）は微細な思考作用ということに定められるが、ここにはまだそこまで達しない段階の思想が述べられていると考えられる。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三五　『ダンマパダ』四〇。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三九　『ダンマパダ』八九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四〇　牛[image: ──]camarī.『出曜経』（心意品、大正蔵、四巻七六二ページ中）には「氂牛」と訳す。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四一　林[image: ──]ここでは『出曜経』は vana を「曠野」と訳している。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四四、四五　その修行僧[image: ──]upaśāntasya bhik[image: 〓]u[image: 〓]a[image: 〓].これに相当する『ダンマパダ』（九六）には upasantassa tādino とある。パーリ語の tādīはサンスクリットでは tāyin と書き直されるのが普通である。ところが、チベット訳には skyob pa ñe-bar shi gyur-pa とあるからその原文は upaśāntasya tāyino とあり、チベット訳者は tāyin＝trāyin（＝skyob pa）と解したのである。しかし tāyin という語は後世にはあまり用いられなくなったので、『ウダーナヴァルガ』の一般流布テクストでは bhik[image: 〓]u[image: 〓]a[image: 〓]と書き換えてしまったのである。（Lüders: Beobachtungen,  [image: 〓] 108, S. 94.私見を付して述べた。）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四六　『テーラガーター』三九八、一〇七一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五〇　『ダンマパダ』一八五参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五〇　仏[image: ──]『ダンマパダ』では buddha が複数になっているのに、ここでは単数となっている。その意義についてはすでに説明した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五一　『テーラガーター』八五。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三二章

    

  
    
      
      
        
          一　『ウダーナ』三・七参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ウダーナ』三・八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三　『ウダーナ』三・一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四　『ウダーナ』四・八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　『ウダーナ』三・九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』三六二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　『ダンマパダ』三六四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          九　『ダンマパダ』三七三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一〇　『ダンマパダ』三七四参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』二六六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　在家の行ない[image: ──]veśma-dharma. Tib[image: ──]gro[image: 〓] pa. 漢訳欠。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』二六七参照。Edgerton: BHSD,  p. 502 に英訳されている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　清らかな行ない[image: ──]viśre[image: 〓]ayitvā. cf. Edgerton: BHSD,  pp. 501-502. Tib. [image: ──]sde tshogs spa[image: 〓]s nas.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』三六八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ダンマパダ』三六八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二四　『ダンマパダ』三七八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二五　『ダンマパダ』三七二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二九　七つのことがら[image: ──]dharmā[image: 〓][image: ……]saptasa[image: 〓]bodhapak[image: 〓]ikā[image: 〓].『出曜経』も『法集要頌経』も「七覚意」と訳している。七覚支に同じ。すでに説明しておいた。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三一、三二　『ダンマパダ』二七一・二七二。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三六　迷いの生存から[image: ──]bhavā. ablative singular である。（F. Edgerton: BHSG.  [image: 〓]8. 46ff.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          三七　執著の条件[image: ──]upadhi. ここの一句をチベット訳には len pa[image: 〓]i rkyen las sdug bs[image: 〓]al byu[image: 〓]と訳している。〔las-gyis, Beckh, Peking ed.〕
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          四八　村の棘[image: ──]原語 grāmaka[image: 〓][image: 〓]aka とは直約すれば「村の棘（とげ）」という意味である。『法集要頌経』第三二苾[image: 〓]品には「聚落刺」と訳している。モニエル・ウィリアムズの辞書には a boor（?）（いなか者）と訳し、ジャイナ教の書および Cā[image: 〓]akya の書を典拠として挙げている。ベートリングの小辞典には恐らく grāmakū[image: 〓]aka の写誤であろうというが（KF.  S. 192）、その推定は誤っている。grāmaka[image: 〓][image: 〓]aka という語は仏典の中にはっきり明記されているからである。ところでジャイナ教徒の用いるアルダマーガディー語では gāma-ka[image: 〓][image: 〓]aya といい、ラトナチャンドラジーの『アルダマーガディー辞典』によると、「諸感官にとって棘のようなもの」「諸感官にとって苦痛を与えるもの」という意味で、Dasavesāliya  X, 1, 11, Nāyā.  を出典として挙げている。grāma とはこの場合諸感官の集合をいうのであろう。そこでこの『ウダーナヴァルガ』の場合には「村の棘」とは「諸感官を刺激するもの」というほどの意味であろう。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五四　苦楽に悩まされないならば[image: ──]vith, vethate という語は to ask, beg, Dhātup.  ii, 32（Monier-Williams）; veth, vethate（yācane）（Böhthingk-Roth）と解されているが、ここには適合しない。恐らく ve[image: 〓]heti の連想をもっていたのであろう。Tib. [image: ──]sdug bdes mi gyo. 両漢訳には「不受苦」となっている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五五　そしることもなく、疑うこともなく[image: ──]yo nātyasara[image: 〓] na cātyalīya[image: 〓]. 解読不能。チベット訳に skur pa mi [image: 〓]debs sgro [image: 〓]dogs mi byed ci[image: 〓]とあるのに従って訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七八　『スッタニパータ』一六参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七八　妄執[image: ──]vanasa というのは珍らしい語である。辞書には mfn., g. t[image: 〓][image: 〓]ādi（Monier-Williams）;adj. von vana  ga[image: 〓]a t[image: 〓][image: 〓]ādi zu Pā[image: 〓]ini 4, 2, 80（Böhtlingk-Roth）とあるだけであるが、この詩に対応する『スッタニパータ』一六では vanatha とあり、Paramatthajotikā では vanatha=ta[image: 〓]hāと解している。『ウダーナヴァルガ』のこの詩句では根（mūla）と対になっているから、vanasa=vanatha すなわち「下した生ば　え」と解することにした。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七九　熱い煩悩[image: ──]jvarathā〔[image: 〓]〕. この語は辞典には見当らない。『出曜経』沙門品、『法集要頌経』苾[image: 〓]品にはともに「熱悩」と訳し、チベット訳には rims nad bcas pa（疫病にかかった）の意に解している。vanatha からの類比でつくられた語であろうか？
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八二　写本に脱落多く、判読のできている部分だけを訳した。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      第三三章

    

  
    
      
      
        
          一　『ダンマパダ』一四一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一　疑い[image: ──]kā[image: 〓]k[image: 〓]ā. Tib. [image: ──]som ñi rnams.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二　『ダンマパダ』一四二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五　途中でくずおれる[image: ──]antare[image: 〓]a vi[image: 〓]īdanti. Tib. [image: ──]bar ma dor ni rnam par ñams. この詩に対する漢訳は欠けている。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六　『ダンマパダ』三九四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七　『ダンマパダ』三九三。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          八　悪をすべて除いた人は[image: ──]vāhitatvāt tu pāpānā[image: 〓] brāhma[image: 〓]o  vai nirucyate/ここでは brāhma[image: 〓]o という音について通俗語源解釈を行なっているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一二　ブッダたち[image: ──]buddhā〔[image: 〓]〕. ここでは「ブッダ」が複数で示され、「バラモン」とよばれているから、仏教以前からの、ジャイナ教などと共通の呼称が残存しているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一五　『ダンマパダ』三九六。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一六　『ダンマパダ』三九一。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一七　『ダンマパダ』四〇八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一八　『ダンマパダ』三九九。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          一九　『ダンマパダ』四〇〇参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二〇　『ダンマパダ』四〇四。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二一　『ウダーナ』一・八。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          二七　『ダンマパダ』四〇二参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五六　『テーラガーター』四二一参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五八　『ダンマパダ』三九八参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          五八　連続[image: ──]sa[image: 〓]tāna. パーリ文『ダンマパダ』には sa[image: 〓]dāna（綱）とあるが、東部インド語のｄ音は、サンスクリットに直すとｔ音であると解して、サンスクリットに直す人が sa[image: 〓]tāna とした。だからこの詩では「紐」や「革帯」とはつながらぬ変な文章となっているのである。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六一　国王[image: ──]『出曜経』第三〇巻に、国王とは「我慢」のことであると解しているのを補った。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六一　『ダンマパダ』二九四に対する[image: 註]記参照。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六八　魔女[image: ──]piśācī. 食血肉鬼の女。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六八　悪鬼[image: ──]Bakkula は二人の夜叉（yak[image: 〓]a）の名で、Mahāmāyūrī,  6, 54 に出ていて、レヴィの刊本には Vakula となっている。（F. Edgerton: BHSD. p. 397.）
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          六九　感受[image: ──]vedanā[image: 〓]. Tib. [image: ──]tshor ba rnams.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七〇　縁[image: ──]pratyayā[image: 〓]. Tib. [image: ──]rkyen rnams.
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七六　七六─八一・八三の七つの詩は、トゥルファンで発見された『雑阿含経』サンスクリット断片のうちにそのまま出ている。ワルトシュミット博士が検討して出版し、ドイツ語訳をあわせて発表している。（Ernst Waldschmidt: Von Ceylon bis Turfan. Schriften zur Geschichte, Literatur, Religion und Kunst des indischen Kulturraumes.  Göttingen, Vandenhoeck und Ruprecht, 1967, S. 279-287.）この七つの詩はまた『雑阿含経』第一五巻（369）（大正蔵、二巻一〇一ページ下）にも一かたまりとして引用してあるが、そこでは昔ヴィパシー仏がさとりを開いたあとで、この一連の詩を唱えたという。
      

      
        
          戻る
        
      

    




    
      
      
        
          七六　苦しみが[image: ……]を明らかに知るとき[image: ──]yadā prajānāti sahetudu[image: 〓]kham.「原因と苦しみとを明らかに知るとき」と訳すこともできる。そう訳すならば、苦諦と集諦と、という意味になる。しかしいまはチベット訳および両漢訳に従った。Tib. [image: ──]ga[image: 〓] gis sdug bs[image: 〓]al rgyur bcas rab śes pa.「身知二　其苦痛一　」（『出曜経』梵志品、大正蔵、四巻七七五ページ下、『法集要頌経』梵志品、大正蔵四巻、七九九ページ中）E. Waldschmidt（op. cit. S. 281）も同様に解する。
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          八三　追い払って[image: ──]vidhūpayan. 辞書には適訳が見当らぬが、「追い払う」「撃退する」の意味であろう。[image: ‘]auseinandertreibend[image: ’]（Waldschmidt: op. cit. S. 282.）
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        　『ウダーナ・ヴァルガ』二九章二三
      

      
        　ak[image: 〓]tajña を『法集要頌経』相応品（大正蔵、四巻七九三ページ中）では「無反復」と訳している。「反復」とは恩返しをすることであるから、人から恩を受けても恩返しなど特に考えない、という意味に訳者は解したのである。また sa[image: 〓]dhicchettāを同経では「[image: 穿]牆而盗竊」と訳しているが、盗みをしてもかまわぬ、と解していたのであろうか？　何か文章の錯簡があるのかもしれない。（あるいは「母を殺し」云々のように、別の趣旨を含めた寓意的表現なのかもしれない。）Dhammapadatthakathā （ad 197, p. 257）には ya gihino sandhicchedādivasena pabbajitāという文章がある。或いはこの『ウダーナ・ヴァルガ』の詩句は、「信仰なく、恩を知らず、境界の垣根を破って盗みをする人でも、（善悪をなすに）由なく、欲求を捨て去ったならば、[image: ──]かれは実に最上の人である」と解するならば、一応意味は通じることになる。もしそうだとすると「信ずるな」と説いた最初期の仏教とは立場が異なって来る。
      

      　

    




岩波文庫 青三〇二‐一
ブッダの
真理のことば　感興のことば〔電子書籍版〕
二〇一七年一月二六日　発行
訳　者：中村　元(ナカムラ・ハジメ)
発行者：岡本　厚
発行所：株式会社 岩波書店
〒一〇一−八〇〇二
東京都千代田区一ツ橋 二−五−五
電話 〇三（五二一〇）四〇〇〇（案内）
http://www.iwanami.co.jp/
データ加工：株式会社精興社


本著作物を電子化するにあたり、ハードウェア上の制約その他の理由により書籍版（冊子体）と異なる表記・表示をした箇所があります。また、ご覧になる機種により、画面表示などが異なる場合があります。

本電子書籍は次の書籍版をもとに編集・作成しました。なお、本文あるいは注の中等に記載されている参照頁は、冊子体に記載されているとおりとし、本電子書籍版においてあらためることはしませんでした。

岩波文庫 青三〇二‐一
ブッダの
真理のことば　感興のことば
二〇一五年五月二五日 第五九刷発行
ISBN4-00-333021-8
（戻る）


OEBPS/Images/embed0130.jpg





OEBPS/Images/embed0133.jpg





OEBPS/Images/embed0132.jpg
B





OEBPS/Images/embed0131.jpg





OEBPS/Images/embed0129.jpg





OEBPS/Images/embed0128.jpg





OEBPS/Images/embed0123.jpg
111





OEBPS/Images/embed0122.jpg





OEBPS/Images/embed0121.jpg





OEBPS/Images/embed0120.jpg





OEBPS/Images/embed0127.jpg





OEBPS/Images/embed0126.jpg





OEBPS/Images/embed0125.jpg





OEBPS/Images/embed0124.jpg





OEBPS/Images/embed0119.jpg





OEBPS/Images/embed0118.jpg
e





OEBPS/Images/embed0117.jpg





OEBPS/Images/embed0112.jpg





OEBPS/Images/embed0111.jpg





OEBPS/Images/embed0110.jpg
B





OEBPS/Images/embed0116.jpg





OEBPS/Images/embed0115.jpg





OEBPS/Images/embed0114.jpg





OEBPS/Images/embed0113.jpg





OEBPS/Images/embed0109.jpg





OEBPS/Images/embed0108.jpg
it





OEBPS/Images/embed0107.jpg





OEBPS/Images/embed0106.jpg





OEBPS/Images/embed0101.jpg





OEBPS/Images/embed0100.jpg





OEBPS/Images/embed0105.jpg
&





OEBPS/Images/embed0104.jpg
55

MM
OM





OEBPS/Images/embed0103.jpg
AN





OEBPS/Images/embed0102.jpg





OEBPS/Images/embed0093.jpg





OEBPS/Images/embed0092.jpg





OEBPS/Images/embed0091.jpg





OEBPS/Images/embed0090.jpg





OEBPS/Images/embed0097.jpg





OEBPS/Images/embed0096.jpg





OEBPS/Images/embed0095.jpg





OEBPS/Images/embed0094.jpg





OEBPS/Images/embed0099.jpg





OEBPS/Images/embed0098.jpg





OEBPS/Images/embed0082.jpg





OEBPS/Images/embed0081.jpg





OEBPS/Images/embed0080.jpg





OEBPS/Images/embed0086.jpg





OEBPS/Images/embed0085.jpg





OEBPS/Images/embed0084.jpg





OEBPS/Images/embed0083.jpg





OEBPS/Images/embed0089.jpg





OEBPS/Images/embed0088.jpg





OEBPS/Images/embed0087.jpg





OEBPS/Images/embed0071.jpg





OEBPS/Images/embed0070.jpg
il





OEBPS/Images/embed0075.jpg





OEBPS/Images/embed0074.jpg
iz





OEBPS/Images/embed0073.jpg





OEBPS/Images/embed0072.jpg





OEBPS/Images/embed0079.jpg





OEBPS/Images/embed0078.jpg





OEBPS/Images/embed0077.jpg
44





OEBPS/Images/embed0076.jpg
?





OEBPS/Images/embed0060.jpg





OEBPS/Images/embed0064.jpg
il





OEBPS/Images/embed0063.jpg





OEBPS/Images/embed0062.jpg
111





OEBPS/Images/embed0061.jpg
e





OEBPS/Images/embed0068.jpg





OEBPS/Images/embed0066.jpg
B





OEBPS/Images/embed0065.jpg





OEBPS/Images/embed0069.jpg





OEBPS/Images/embed0053.jpg





OEBPS/Images/embed0052.jpg





OEBPS/Images/embed0051.jpg
B





OEBPS/Images/embed0050.jpg





OEBPS/Images/embed0057.jpg





OEBPS/Images/embed0056.jpg





OEBPS/Images/embed0055.jpg





OEBPS/Images/embed0054.jpg





OEBPS/Images/embed0059.jpg





OEBPS/Images/embed0058.jpg





OEBPS/Images/embed0042.jpg





OEBPS/Images/embed0041.jpg





OEBPS/Images/embed0040.jpg





OEBPS/Images/embed0046.jpg





OEBPS/Images/embed0045.jpg





OEBPS/Images/embed0044.jpg
AN





OEBPS/Images/embed0043.jpg





OEBPS/Images/embed0049.jpg





OEBPS/Images/embed0048.jpg





OEBPS/Images/embed0047.jpg





OEBPS/Images/embed0031.jpg





OEBPS/Images/embed0030.jpg





OEBPS/Images/embed0035.jpg





OEBPS/Images/embed0034.jpg





OEBPS/Images/embed0033.jpg





OEBPS/Images/embed0032.jpg





OEBPS/Images/embed0039.jpg





OEBPS/Images/embed0038.jpg





OEBPS/Images/embed0037.jpg





OEBPS/Images/embed0036.jpg





OEBPS/Images/embed0029.jpg
(44





OEBPS/Images/embed0020.jpg





OEBPS/Images/embed0024.jpg





OEBPS/Images/embed0023.jpg





OEBPS/Images/embed0022.jpg





OEBPS/Images/embed0021.jpg





OEBPS/Images/embed0028.jpg
b D/





OEBPS/Images/embed0027.jpg





OEBPS/Images/embed0026.jpg
it





OEBPS/Images/embed0025.jpg





OEBPS/Images/embed0019.jpg





OEBPS/Images/embed0018.jpg





OEBPS/Images/embed0013.jpg
&





OEBPS/Images/embed0012.jpg





OEBPS/Images/embed0011.jpg





OEBPS/Images/embed0010.jpg





OEBPS/Images/embed0017.jpg





OEBPS/Images/embed0016.jpg





OEBPS/Images/embed0015.jpg





OEBPS/Images/embed0014.jpg





OEBPS/Images/embed0009.jpg





OEBPS/Images/embed0008.jpg





OEBPS/Images/embed0007.jpg





OEBPS/Images/embed0002.jpg





OEBPS/Images/embed0001.jpg





OEBPS/Images/embed0000.gif
33-302-1

7y XD

BE®B o - L

& ® oz &

I
&

BB E IS






OEBPS/Images/embed0006.jpg
55

MM
OM





OEBPS/Images/embed0005.jpg
iz





OEBPS/Images/embed0004.jpg





OEBPS/Images/embed0003.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		扉


		本著作物について


		真理のことば（ダンマパダ）


		感興のことば（ウダーナヴァルガ）


		あとがき


		真理のことば　訳注


		感興のことば　訳注


		奥付









Guide



			Cover


    		目次








OEBPS/Images/embed0067_HD.jpg
TR oaTHLN B TRIED
2 (FrenRy)E, HRD
P TREDZEE (YT —FTFIA)
b, T7VvIDEALED-HDT,

X, TUvSHBRBEBITAE, JEAICLAEE
EEWVH B EDEKRT, ARBHFRTHHIH TDER,






